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章章章 1: 重重重要要要ななな情情情報報報

安安安全全全注注注意意意事事事項項項

通通通告告告: 安安安全全全ななな航航航海海海のののたたためめめににに
本製品は航海操作を補助する目的でのみ提供されて
います。航海中の良識ある判断よりも優先的に使用
することはおやめください。安全な航海に必要な最
新情報がすべて含まれているのは、政府が発行する
海図および水路通報だけです。船長は慎重に使用し
ていただきますようお願いいたします。本製品、ま
たはその他の Raymarine製品を使用する際に、政府
が発行する正式な海図、水路通報、警告事項、およ
び適切な航行技術を使用することは、ユーザーの責
任となりますのでご了承ください。

通通通告告告: 製製製品品品ののの設設設置置置おおおよよよびびび操操操作作作
本製品は、明示されている指示に必ず従って設置お
よび操作してください。作業指示を守らないと、怪
我をしたり、ボートが損傷したり、製品の性能が十
分に発揮されないことがあります。

通通通告告告: 高高高電電電圧圧圧
この製品は高電圧製品です。本書で特に明記されて
いない限り、カバーを開けたり、内部部品に触っ
たりしないでください。

通通通告告告: ソソソナナナーーーののの操操操作作作
• 水から出ている船舶の音響器を作動しないでく
ださい。

• 音響器の電源が入っているときにトランスデュー
サ表面に触らないでください。

• ダイバーがトランスデューサの 7.6 m (25 フィー
ト) 以内にいる場合は、音響器の電源を切って
ください。

通通通告告告: 自自自動動動操操操縦縦縦コココンンントトトロロローーールルル
多機能ディスプレイで使用できる自動操縦機能は、
自動操縦コントロールヘッドの代わりに使用するも
のではありません。自動操縦を有効にする、または
作動する前に、パイロット コントロール ヘッドを
設置しておいてください。

通通通告告告: レレレーーーダダダーーースススキキキャャャナナナののの安安安全全全性性性
レーダースキャナの回転を始める前に、担当者が全
員離れた場所にいることを確認してください。

通通通告告告: レレレーーーダダダーーー伝伝伝送送送ののの安安安全全全性性性
レーダースキャナは電磁エネルギーを伝送します。
レーダー伝送中は担当者はスキャナに近づかない
でください。
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警警警告告告: 海海海図図図カカカーーードドドのののおおお手手手入入入れれれ
海図カードが修復不可能なほど損傷したり、データ
が失われたりするのを防ぐため、次の点に注意し
てください。

• 海図カードが正しい方向に装着されていること
を確認します。 カードを無理矢理押し込まない
でください。

• データ (ウェイポイント、航路など) を 海図カー
ドに保存しないでください。海図が上書きされ
る可能性があります。

• スクリュードライバーやペンチなどの金属製の
工具を使って海図カードを取り外さないでくだ
さい。

• 安全に取り外してください。 Remove Card
Remove Card (カードの取り外し) メニューオプ
ションを使用して、海図カードを取り外してく
ださい。

警警警告告告: 海海海図図図カカカーーードドドののの扉扉扉がががきききちちちんんんととと閉閉閉まままっっっ
ててていいいるるるここことととををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。
水の浸入によりディスプレイが損傷するのを防ぐ
ためにも、海図カードの扉がしっかりと閉まって
いることを確認してください。 これはカチリと音
がするかどうかで確認できます。

警警警告告告: クククリリリーーーニニニンンングググ
本製品をクリーニングする際は、以下の点に注意し
てください。

• ディスプレイ画面を乾いた布で拭かないでくださ
い。画面のコーティングに傷が付きます。

• 研磨剤や酸性の、またはアンモニアが入ったク
リーニング剤を使用しないでください。

• ジェットウォッシュは使用しないでください。

TFT LCD デデディィィスススプププレレレイイイ
カラーの背景やカラー照明を使用して表示すると、ディスプレイ
の色が変わって見えることがあります。これはすべての液晶ディ
スプレイ (LCD) に見られる正常な作用です。
薄膜トランジスタ (TF) LCD ユニットの場合、わずかな数 (7 未
満)のピクセルの色が間違ってディスプレイに表示されることが
あります。その場合、画面の明るい領域で黒いピクセルとして
表示されたり、黒い領域でカラーピクセルとして表示されたり
することがあります。

水水水ののの浸浸浸入入入にににつつついいいててて
水の浸入に関する免責
Raymarine製品の防水能力は IPX6標準を上回っていますが、高圧
洗浄を受けた場合、浸水および機器の故障が生じることがありま
す。 Raymarineでは高圧洗浄を受けた機器の保証は行いません。
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免免免責責責
この製品 (電子海図を含む)は航行を補助する目的でのみ提供され
ています。政府が提供する正式な海図の代わりとしてでなく、参
考資料としてのみ使用してください。安全な航海に必要な最新情
報がすべて含まれているのは、政府が発行する海図および水路通
報だけです。船長は慎重に使用していただきますようお願いいた
します。本製品、またはその他の Raymarine製品を使用する際
に、政府が発行する正式な海図、水路通報、警告事項、および適
切な航行技術を使用することは、ユーザーの責任となりますので
ご了承ください。本製品ではサードパーティのデータ提供会社
が用意した電子海図をサポートしています。この海図は組み込ま
れている場合とメモリカードに保存されている場合があります。
このような海図を使用する際は、本製品、またはメモリカードに
付属 (該当する場合)のドキュメントに記載されているデータ提供
会社のエンドユーザー使用許諾契約に従うことになります。
Raymarineはこの製品に誤りがないこと、または Raymarine以外
の個人、または事業体によって製造された製品と互換性がある
ことを保証しません。
本製品はデジタル海図データ、および GPS (衛星利用測位システ
ム)の電子情報を使用しますが、これらの製品にはエラーが含ま
れていることがあります。 Raymarineではそのような情報の正確
さについて保証しません。また、そのような情報にエラーが含ま
れる場合、製品の誤動作の原因となることがあることをお客様に
お知らせしておきます。 Raymarineでは本製品を使用したこと、
または使用できないこと、他社が製造した製品とやり取りをす
る、または製品で使用されている、あるいはサードパーティに
よって使用されている海図データにエラーがあったことに起因す
る損傷や負傷に対して責任を負いません。

海海海図図図カカカーーードドドとととメメメモモモリリリカカカーーードドド
互互互換換換カカカーーードドド
Raymarine システムと互換性のあるメモリ カード、または海
図カードは次のとおりです。

• CompactFlash (CF)
• micro Secure Digital (microSD)
• micro Secure Digital 大容量 (microSDHC)

注注注意意意: microSDおよび microSDHCカードを使用する場合は、
オプションの Raymarine CF / microSDカードアダプタが必要
です。 システムと互換性があるのは、正規の Raymarine ア
ダプタのみです。

海海海図図図カカカーーードドド
お使いのシステムには、最寄りの地域の電子海図が装備されて
います。 別の海図データを使用する場合は、互換性のある CF
海図カードをユニットの CompactFlash カード スロットに挿入
します。 microSD または microSDHC 海図カードを使用する場
合は、オプションの CF / microSD カード アダプタを購入し、
ユニットの CompactFlash カード スロットに挿入してくださ
い。 microSD または microSDHC 海図カードはアダプタに挿入
する必要があります。

無無無印印印ででではははなななくくく、、、ブブブララランンンドドド印印印付付付きききののの海海海図図図カカカーーードドド/メメメモモモリリリカカカーーードドドををを使使使
用用用しししてててくくくだだださささいいい。。。
データをアーカイブする場合は、質の高いブランド印付きのメ
モリカードをお使いになることをお勧めします。一部お使いの
ユニットでは使用できないメモリ カードのブランドもありま
す。推奨カードの一覧については、カスタマーサポートまでお
問い合わせください。

EMC 指指指令令令
Raymarine の機器および付属品は、レクリエーションとしての
海洋環境で使用するための適切な電磁適合性 (EMC)規制に準拠
しています。
EMCの性能に悪影響が出ないようにするためには、正しく設置
する必要があります。

重要な情報 11



抑抑抑制制制フフフェェェララライイイトトト
Raymarineのケーブルには抑制フェライトが取り付けられている
ものがあります。抑制フェライトは、EMC性能を正常に保つため
に大切な働きをします。なんらかの理由（例：設置または保守作
業時）で、フェライトを取り外す必要がある際には、製品をご使
用になる前に必ず元の場所にフェライトを取り付けてください。
正規の Raymarine販売店で販売する、純正部品のフェライトの
みをご使用ください。

そそそののの他他他ののの機機機器器器へへへののの接接接続続続
Raymarine 社製品以外のケーブルにフェライトを使用する場
合の必要条件
Raymarine から支給されたケーブル以外を使って、お手元の
Raymarine機器をその他の機器に接続する場合には、Raymarine
ユニット周辺のケーブルに必ず抑制フェライトを取り付けてく
ださい

適適適合合合宣宣宣言言言
Raymarine Ltd. は、G-Seriesシステムが EMC指令 2004/108/EC
の必須条件を満たしていることを宣言します。
適合宣言証明書の原本は、www.raymarine.com の該当する製品
ページをご覧ください。

製製製品品品ののの廃廃廃棄棄棄
この製品は WEEE指令に従って廃棄してください。

WEEE (電気電子機器廃棄物)指令では、電気電子機器廃棄物
のリサイクルが義務付けられています。 Raymarine製品の中には
WEEE指令の適用対象にならないものもありますが、Raymarine
ではこの方針をサポートしております。お客様にもこの製品の廃
棄方法についてご理解いただきますようお願いいたします。

保保保証証証登登登録録録にににつつついいいててて
Raymarine製品所有権を登録するには、同梱の保証登録カードに
ご記入いただくか、 www.raymarine.com にアクセスしてオンラ
イン登録を行ってください。
完全な保証特典を受けるためにも、製品を登録することは重要
です。 パッケージには本体のシリアル番号を示すバーコード
ラベルが付いています。 このラベルを保証登録カードに貼っ
てください。

IMO おおおよよよびびび SOLAS
本書に記載の機器は、レジャー用ボート、および国際海事機関
(IMO)や海上における人命の安全のための国際条約 (SOLAS)の対
象になっていない作業船での使用を目的としています。

技技技術術術的的的正正正確確確さささ
弊社の知る限り、このドキュメントに記載の情報は発行時点で
正確です。 しかし Raymarine では、不正確さや記入漏れに対
する責任は負いかねます。 さらに継続的な製品改良方針に伴

12 G-Series システム ユーザー リファレンス
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い、予告なしに仕様が変更される場合があります。 このため
Raymarine では、製品と本書の間に不一致が生じても、一切責
任を負いません。
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章章章 2: ハハハンンンドドドブブブッッッククク情情情報報報

目目目次次次
• 2.1 ハンドブック情報 ( 16 ページ)

ハンドブック情報 15



2.1 ハハハンンンドドドブブブッッッククク情情情報報報
このハンドブックには、G-Series システムを操作する際の重要
な情報が記載されています。

こここのののハハハンンンドドドブブブッッックククにににつつついいいててて
このハンドブックでは、多機能ディスプレイを互換性のある電
子地図作成情報および周辺機器と一緒に使用する方法について
説明しています。
本書では、併用するすべての周辺機器の互換性が確認済みで、正
しく設置されていることを前提としています。このハンドブック
はさまざまな海事担当者を対象読者としていますが、ディスプレ
イの使用方法、海事用語、海事業務について一般レベルの知識を
持っていることを大前提に記載されています。

G-Series ハハハンンンドドドブブブッッッククク
G-Seriesシステムには次のハンドブックが用意されています。

G-Series ハハハンンンドドドブブブッッッククク

説説説明明明 品品品番番番

G-Seriesシステム設置および試
運転方法

87070

G-Seriesシステム操作説明書
(クイックリファレンス)

86126

G-Seriesシステムユーザーリ
ファレンスハンドブック

81276

グラスブリッジモニタユー
ザーガイド

81324

説説説明明明 品品品番番番

G-Series小型キーボード 81316

G-Seriesコマンドセンターキー
ボード

87084

追追追加加加ハハハンンンドドドブブブッッッククク

説説説明明明 品品品番番番

SeaTalkng リファレンスマニュ
アル

81300

すべてのドキュメントは www.raymarine.comから PDF形式でダ
ウンロードできます。

ハハハンンンドドドブブブッッッククク規規規約約約
このハンドブックで使用されている規約に関する重要な情報。
このハンドブックには G-Series システムの 2010 年度版ソフト
ウェア更新に関する情報が記載されています。今回のソフトウェ
ア更新で導入された重要なソフトウェア機能の 1つに、本書で言
及しているホーム画面機能があります。
ホーム画面にアクセスするために、専用の HOME(ホホホーーームムム)ボタン
が付属している Raymarine 製品もあります。
G-Series キーボード (および小型版) には Home(ホーム) ボタン
はありません。 代わりに PAGE(ペペペーーージジジ) ボタンを使用します。
本書でホーム画面について言及する際に、G-Series キーボー
ドで PAGE(ペペペーーージジジ) ボタンを押すことで、いつでもホーム画面
を表示することができます。
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章章章 3: ごごご使使使用用用ののの前前前ににに

目目目次次次
• 3.1 システム統合 ( 18 ページ)

• 3.2 ネットワーク接続に関する制約 ( 24 ページ)

• 3.3 ディスプレイ電源 ( 25 ページ)

• 3.4 モニタ コントロール ( 26 ページ)

• 3.5 コマンド センター キーボードのレイアウト ( 33 ページ)

• 3.6 小型キーボードのレイアウト ( 34 ページ)

• 3.7 ナビ ステーション ( 34 ページ)

• 3.8 カーソルの使用 ( 36 ページ)

• 3.9 ホーム画面の概要 ( 37 ページ)

• 3.10 ページ ( 38 ページ)

• 3.11 アプリケーション ( 40 ページ)

• 3.12 画面の概要 ( 42 ページ)

• 3.13 データバー ステータスのシンボル ( 46 ページ)

• 3.14 初回セットアップの手順 ( 49 ページ)
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3.1 シシシススステテテムムム統統統合合合
多数の外部装置を GPM400 プロセッサ モジュールで多機能ディスプレイに接続することによって、機能を G-Series システムに
追加することができます。
システムに接続できる各種外部装置を次の図に示します。
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ネットワーク接続されたシステムの各種装置間のデータを転送す
るため、さまざまなプロトコルが使用されます。次の表に接続で
きる装置、および接続の種類 (使用されるプロトコルおよび物理
インターフェイス) を示します。
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装装装置置置ののの種種種類類類 適適適切切切ななな装装装置置置 接接接続続続

レーダー 次の Raymarineレーダースキャナを最大 2
台までシステムに接続することができま
す。必要に応じて、両方のスキャナを同
時に稼動させることが可能です。

• 4 kWデジタルレードームスキャナ

• 4 kW HDデジタルレードームスキャナ

• 4 kW HDデジタルオープンアレイス
キャナ

• 12 kW HDデジタルオープンアレイス
キャナ

• 4 kW SuperHDデジタルオープンアレイ
スキャナ

• 12 kW SuperHDデジタルオープンアレイ
スキャナ

注注注意意意: レーダースキャナで最新のソフ
トウェアバージョンが使用されている
ことを確認してください。

SeaTalkhs

魚群探知機 G-Seriesシステムは、次の Raymarine魚群探
知機の 1つと接続できます。

• DSM 30

• DSM 300

• DSM 400

SeaTalkhs

地図情報 —付属 組み込み (内蔵) Navionics地図作成 GPM400内部記憶装置
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装装装置置置ののの種種種類類類 適適適切切切ななな装装装置置置 接接接続続続

地図情報 —オプション 外部 CompactFlashカード、microSDカード、
microSDHC海図カード

• Navionics Silver

• Navionics Gold

• Navionics Gold+

• Navionics Platinum

• Navionics Platinum+

• Navionics Fish’N Chip

• Navionics Hotmaps

サポート対象の海図カードの最新一覧は、
Raymarine Webサイト (www.raymarine.com)を
ご覧ください。

カードスロット

注注注意意意: microSDおよび microSDHCカードを
使用する場合は、オプションの Raymarine
CF / microSDカードアダプタが必要で
す。システムと互換性があるのは、正
規の Raymarineアダプタのみです。

GVMビデオモジュール 最大 3つの Raymarine GVMビデオモジュー
ル

SeaTalkhs

Sirius気象/オーディオ • Raymarine SR100 Sirius気象レシーバ SeaTalkhs

AIS G-Seriesシステムは、次の AISユニットの 1
つと接続できます。

• Raymarine AIS 250

• Raymarine AIS 500

• サードパーティ製の AISクラス Aまたは
クラス Bレシーバ /トランシーバ

NMEA 0183または SeaTalkng

Navtex Navtexレシーバ NMEA 0183

高速船首センサー 高速船首センサー NMEA 0183
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装装装置置置ののの種種種類類類 適適適切切切ななな装装装置置置 接接接続続続

GPS —外部 Raystar125 GPSまたはサードパーティ製外
部 GPSレシーバ

SeaTalk、SeaTalkng、 NMEA 0183

計器 現在のすべての Raymarine計器 SeaTalk、SeaTalkng、 NMEA 0183

自動操縦 — Raymarine 現在のすべての Raymarine自動操縦 SeaTalk、SeaTalkng

自動操縦—サードパーティ製 サードパーティ製自動操縦 NMEA 0183 (ウェイポイントおよび方位情報)

VHF 無線 Raymarine DSC VHF無線 NMEA 0183、SeaTalk

キーボード 最大 8つの Raymarineキーボードを G-Series
システムに接続できます。たとえば、次
のような組み合わせを接続できます。

• G-Seriesコマンドセンターキーボード
(有線)

• G-Seriesコマンドセンターキーボード
(ワイヤレス、ワイヤレスアップグレー
ドキットが必要)

• G-Series小型キーボード (有線)

SeaTalkng

追加の多機能ディスプレイ • 最大 8台の G-Seriesまたはグラスブリッ
ジモニタ

• 最大 2台の E-Seriesワイドスクリーン
E90W、E120W、E140Wディスプレイ

SeaTalkhs
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装装装置置置ののの種種種類類類 適適適切切切ななな装装装置置置 接接接続続続

外部 (Raymarine社製以外の)ディスプレイ GPMプロセッサユニットはそれぞれ次の
解像度をサポートしています。

• 1024 X 768

• 1280 X 720

• 1280 X 768

• 1280 X 800

• 1280 X 1024

• DVIコネクタ (2本)

• どちらの DVIコネクタもオプションの
アダプタケーブルを使用した VGAをサ
ポートしています。

赤外線カメラ G-Seriesシステムは、次の Raymarine赤外線
カメラの 1つと接続できます。

• T300赤外線カメラ (9 Hz)

• T303赤外線カメラ (30 Hz)

• T350赤外線カメラ (9 Hz)

• T400赤外線カメラ (9 Hz)

• T403赤外線カメラ (30 Hz)

• T450赤外線カメラ (9 Hz)

SeaTalkhs (コントロール用)、BNCコネクタ
(ビデオ用、GVMビデオモジュールを使用)

ビデオ /カメラ /衛星テレビ G-Seriesモモモニニニタタタへへへののの直直直接接接物物物理理理接接接続続続:

• DVIデジタルビデオ入力 (2本)。

• VGAコンポーネントビデオ入力 (3本)。

• コンポジットビデオ入力 (3本) (PAL、
NTSC、 SECAM)

• S-ビデオ入力 (1本) (PAL、NTSC、SECAM)

注注注意意意: G-Seriesモニタに直接接続されて
いるビデオソースは、ビデオソースが

• DVIコネクタ (デジタルビデオ入力)

• VGAコネクタ (コンポーネントビデオ
入力)

• BNCコネクタ (コンポジットビデオ入力)

• S-ビデオコネクタ (S-ビデオ入力)
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装装装置置置ののの種種種類類類 適適適切切切ななな装装装置置置 接接接続続続
物理的に接続されているモニタにのみ
表示可能です。オーディオサポートは
ありません。

GVM400ビビビデデデオオオモモモジジジュュューーールルルををを使使使用用用しししたたた接接接続続続:

• コンポジットビデオ入力 (4本) (PALまた
は NTSC) S-ビデオ入力が使用中の場合は
3本のみ使用可能)。

• S-ビデオ入力 (1本) (PALまたは NTSC)

• ステレオラインレベルのオーディオ入
力 (1本) (S-ビデオ /コンポジット入力 4
のみ)。

注注注意意意: GVM400に接続しているビデオ
は、SeaTalkhs ネットワークの任意の
G-Seriesディスプレイで表示できます。
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3.2ネネネッッットトトワワワーーーククク接接接続続続ににに関関関すすするるる制制制約約約
E-Seriesワイドスクリーンディスプレイを G-Seriesシステムに
ネットワーク接続する際には、次の制約があります。

全全全般般般

• E-Seriesワイドスクリーンディスプレイは、SeaTalkhs を使用
して G-Seriesシステムに接続する必要があります。

• E-Seriesワイドスクリーンディスプレイは、NMEA 0183で接
続できます。

• E-Series ワイドスクリーン ディスプレイを G-Series ネット
ワークの一部として SeaTalkng に接続することはできません。

• E-Series ワイドスクリーン ディスプレイを G-Series ネット
ワークの一部として SeaTalkに接続することはできません。

マママスススタタターーー / スススレレレーーーブブブ操操操作作作

• G-Seriesシステムで E-Seriesワイドスクリーンディスプレイ
を使用する場合、G-Series の GPM プロセッサは常にデータ
マスターになります。

ナナナビビビ ススステテテーーーシシショョョンンン
E-Seriesワイドスクリーンディスプレイで G-Seriesナビステー
ション構成の一部を形成することはできません。

ホホホーーームムム画画画面面面ののの共共共有有有

• E-Series ワイドスクリーン ユニットのみを装備したネット
ワークの場合:

– ネットワーク接続した E-Seriesワイドスクリーンユニット
はホーム画面を共有します。

• G-Series GPMプロセッサユニットのみを装備したネットワー
クの場合:

– ネットワーク接続した GPMプロセッサユニットがホーム画
面を共有します。

• E-Seriesワイドスクリーンと G-Series GPMプロセッサユニッ
トを装備したネットワークの場合:
– E-Series ワイドスクリーン ユニットがホーム画面を共有
します。

– GPMプロセッサユニットがホーム画面を共有します。
– E-Series ワイドスクリーン ユニットは GPM プロセッサ ユ
ニットとホーム画面を共有しません。

地地地図図図情情情報報報ののの共共共有有有
• 海図カードの地図情報は、E-Seriesワイドスクリーンディスプ
レイと G-Series GPMプロセッサユニット間で共有されます。

• 組み込まれた地図情報は、E-Series ワイドスクリーン ディス
プレイと G-Series GPM プロセッサ ユニット間で共有できま
せん。

• E-Seriesワイドスクリーンディスプレイは、組み込まれた地図
情報を同一ネットワーク上の別の E-Series ワイドスクリーン
ディスプレイと共有します。

• G-Series GPM プロセッサ ユニットは、組み込まれた地図情
報を同一ネットワーク上の他の G-Series GPM プロセッサ ユ
ニットと共有します。

• 海図カードをカードスロットに挿入すると、海図カードに保
管されている地図情報が組み込まれている地図情報よりも優
先的に使用されます。

レレレーーーダダダーーー操操操作作作
• G-Series システムでは、2 台のレーダー スキャナを同時に使
用できます。

• G-Seriesシステムの E-Seriesワイドスクリーンディスプレイ
では、一度に 1 台のスキャナのみを使用できます。 2 台目
のスキャナを使用するには、レーダー アプリケーションの
Setup(セットアップ)メニューで選択する必要があります。こ
うしても、自動的に 1 台目のスキャナの電源が切れるわけで
はありません。 2 台のスキャナを接続した場合、ディスプレ
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イの電源ボタンからアクセスできるレーダー電源コントロー
ルを使用して、いつでも 2 台目のスキャナの電源を切ること
ができます。

• ステータスバーの回転スキャナのアイコンは、現在選択されて
いるスキャナだけでなく、接続されているすべてのスキャナの
ステータスを示します。同様に、G-Seriesの小型キーボードを
E-Series ワイドスクリーン ディスプレイに接続すると、キー
ボード上のレーダー ステータス LED にすべてのスキャナの
ステータスが反映されます。

キキキーーーボボボーーードドド
SeaTalkng キーボードを使用して E-Seriesワイドスクリーンディ
スプレイを制御する場合、SeaTalkng を使用して E-Series ワイ
ドスクリーン ディスプレイに直接接続する必要があります。
G-Series SeaTalkng バスには接続しないでください。

GPS
ネットワーク接続されたシステムでは、複数の GPSレシーバを
サポートしていません。

3.3 デデディィィスススプププレレレイイイ電電電源源源

デデディィィスススプププレレレイイイののの電電電源源源ををを入入入れれれるるる
1. Raymarine のロゴが現れるまで、POWER(電電電源源源) ボタンを押

します。
2. OK を押して警告ウィンドウを受け入れます。

デデディィィスススプププレレレイイイののの電電電源源源ををを切切切るるる
1. 秒読みの時間がゼロになるまで、POWER(電電電源源源)ボタンを押

します。

注注注意意意: 秒読みの時間がゼロになる前に、POWER(電電電源源源)ボタン
から手を離すと電源を切る操作は取り消されます。
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3.4 モモモニニニタタタコココンンントトトロロローーールルル
Raymarine モニタには、ディスプレイ設定をカスタマイズする
数々の機能が揃っています。
G-Series の各種モニタ (グラス ブリッジ モニタを除く) の枠部
分には、次のコントロールがあります。

コココンンントトト
ロロローーールルル 説説説明明明

VGA 1 /メニュー

VGA 2 /下にスクロール

VGA 2 /上にスクロール

DVI 1 /左にスクロール

DVI 1 /左にスクロール

コンポジットビデオ 1 / PIP

コンポジットビデオ 2 /明るさ

コンポジットビデオ 3 /夜間モード

S-ビデオ / Enter

電源

モモモニニニタタタのののオオオンンンとととオオオフフフののの切切切りりり替替替えええ
ここでは、G-Seriesキーボードを使用して G-Seriesモニタのオ
ンとオフを切り替える方法について説明します。
1. 出出出力力力キーを押すと、システム電源ソフトキーが表示されます。
2. モモモニニニタタターーーコココンンントトトロロローーールルルソフトキーを選択します。
3. モモモニニニタタターーーパパパワワワーーーソフトキーを選択します。
4. トラックパッドで必要なナビステーションを選択します。
5. 必要に応じて、オンまたはスタンバイを選択します。

こうすると、選択したナビステーションのモニタに影響があ
ります。

注注注意意意: モニタの電源を切りたい場合は、配電盤で適切なブレー
カのスイッチを切る必要があります。

モモモニニニタタタののの明明明るるるさささののの調調調整整整
G-Series キーボードで、次の操作を実行します。
1. キーボードの POWER(電電電源源源)ボタンを 1回押します。

バックライトレベルコントロールがモニタに表示されます。
2. 回転ノブで必要なだけ明るさのレベルを調整します。
3. 別のナビステーションに割り当てられたモニタの明るさを調

整するには、回転ノブを 1回押し、リストから適切なナビス
テーションを選択します。

モモモニニニタタタのののカカカラララーーーパパパレレレッッットトトののの調調調整整整
G-Series キーボードで、次の操作を実行します。
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. DISPLAY SETUP(デデディィィスススプププレレレイイイのののセセセッッットトトアアアッッップププ)メニューオプ

ションを選択します。
3. COLOR PALETTE(カカカラララーーーパパパレレレッッットトト)ソフトキーを使用して、

適切なカラー パレットを選択します。
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OSD —オオオンンンスススクククリリリーーーンンンデデディィィスススプププレレレイイイ
OSD にはモニタを設定して操作する画面メニュー オプション
が表示されます。

1 2 3

項項項目目目 説説説明明明

1 機能タブ

2 サブメニュー

3 コントロール名

OSDの上部には、左から右に 7つの機能タブがあります。

• ビデオ入力

• ピクチャ イン ピクチャ (PIP)

• ナイト モード

• 調整

• セットアップ

• 色

• Input naming(入力の名前指定)
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OSD コココンンントトトロロローーールルル
OSD機能には G-Seriesキーボードからアクセスできます。

メメメニニニュュューーー

1. 選択したモニタの OSDメニューが表示されま
す。

2. 機能タブ間を移動します。

3. サブメニューを終了します。

4. 押したままにすると、OSDメニューが終了しま
す。

左左左右右右

1. 選択したモニタ/OSDを左右にスクロールしま
す。

2. 機能タブ間を移動します。

3. 該当するサブメニューの設定値 (明るさレベル
など)を調整します。

上上上下下下

• 下に押すと、強調表示したタブのサブメニューに
切り替わります。

• メニューリストのオプションを上下に移動しま
す。

ENTER
Enter —オプションを選択したり、設定を受け入
れます。

ビビビデデデオオオ入入入力力力
使用可能な入力ソースから選択します。
• VGA 入力 (3 つ)

• DVI 入力 (2 つ)

• コンポジット ビデオ入力 (3 つ)

• S ビデオ入力 (1 つ)

入入入力力力ののの名名名前前前指指指定定定
Input Naming(入入入力力力ののの名名名前前前指指指定定定) メニューを表示して、次の操
作を実行します。
1. 必要な入力名を強調表示します。
2. Enter キーを押します。
3. 上下矢印キーを使用して、文字、または数字を変更します。
4. 左右キーを使用して名前の前後の文字を選択します。
5. 終了したら、Enterキーを押して変更を受け入れます。

PIP (ピピピクククチチチャャャイイインンンピピピクククチチチャャャ)
PIP (ピクチャインピクチャ)機能を使用すると、2番目の入力を
メイン画面内に設定された画像として表示することができます。
PIP には、Child(チャイルド)、Split(分割)、Wide(ワイド) の 3
つのオプションがあります。
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チチチャャャイイイルルルドドド 分分分割割割
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ワワワイイイドドド PIP セセセッッットトトアアアッッップププメメメニニニュュューーー

機機機能能能 説説説明明明

PIPオオオンンン/オオオフフフ PIPのオンとオフを切り替えます。

Input source(入入入
力力力ソソソーーーススス)

使用可能なソース入力から選択します。

注注注意意意: 特定の入力がメイン画面に表示され
ている場合、一部のビデオ入力を PIPソー
スで表示できないことがあります。この状
況が発生すると、“Unsupported Input”(サポート
されていない入力)と言うメッセージが PIP
ウィンドウに表示されます。

レレレイイイアアアウウウトトト 3つの異なる PIPレイアウトから選択します。

• Child window(チャイルドウィンドウ) —メイン
画面内に画像を表示します。

• Split window(分割ウィンドウ) —メイン画面を 2
つのセクションに垂直分割します。

• Wide window(ワイドウィンドウ) —ワイドスク
リーンで画像を表示します。

PIP Size(PIPサササ
イイイズズズ)

チャイルドレイアウトのみ。
PIP画像のサイズを調整します。

PIP H Pos(PIP
水水水平平平位位位置置置)

チャイルドレイアウトのみ。
PIP画像の水平位置を調整します。

PIP V Pos(PIP
垂垂垂直直直位位位置置置)

チャイルドレイアウトのみ。
PIP画像の垂直位置を調整します。

White
balance(白白白ののの
バババララランンンススス)

PIP画像の明るさを調整します。 0～ 100で値
を設定します。
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機機機能能能 説説説明明明

コココンンントトトラララススストトト PIP画像のコントラストを調整します。 0～
100で値を設定します。

色色色 PIP画像のカラー深度を調整します。 0～ 100
で値を設定します。

PIP Image
tint(PIP 画画画像像像
濃濃濃淡淡淡)

分割レイアウトとワイドレイアウトのみ。
PIP画像の濃淡を調整します。 0～ 100で値を
設定します。

PIP Image
sharpness(PIP
画画画像像像のののシシシャャャーーー
プププネネネススス)

分割レイアウトとワイドレイアウトのみ。
PIP画像の鮮明さを調整します。 0～ 100で値
を設定します。

ナナナイイイトトト モモモーーードドド
ナイトモード OSDオプションを使用すると、夜間の航海に合わ
せて画面が薄暗い赤のカラー画面表示になります。

機機機能能能 説説説明明明

ナナナイイイトトトモモモーーードドド ナイトモードのオンとオフを切り替えます。

調調調整整整メメメニニニュュューーー
機機機能能能 説説説明明明

明明明るるるさささ ディスプレイのバックライトを調整します。 0
～ 100で値を設定します。

White
balance(白白白ののの
バババララランンンススス)

画面の白レベルを調整します。 0～ 100で値
を設定します。

機機機能能能 説説説明明明

コココンンントトトラララススストトト VGA、コンポジット、Sビデオのみ。
画面のコントラストレベルを調整します。 0
～ 100で値を設定します。

Auto VGA のみ。
現在の VGA入力のクロックと位相サンプリン
グ周波数を自動設定します。

Clock(クククロロロッッッ
ククク)

VGA のみ。
VGA入力のサンプリングクロック周波数を調
整します。 0～ 100で値を設定します。

Phase(位位位相相相) VGA のみ。
VGA入力のサンプリングクロック位相を調整
します。 0～ 100で値を設定します。

色色色 コンポジットおよび Sビデオのみ。
メイン画面の色の深度を調整します。 0～ 100
で値を設定します。

Tint(濃濃濃淡淡淡) コンポジットおよび Sビデオのみ。
メイン画面の濃淡を調整します。 0～ 100で値
を設定します。

Sharp-
ness(シシシャャャーーー
プププネネネススス)

コンポジットおよび Sビデオのみ。
メイン画面の鮮明さを調整します。 0～ 100で
値を設定します。

H position(水水水平平平
位位位置置置)

VGA、コンポジット、Sビデオのみ。
メイン画面の水平位置を調整します。 0～ 100
で値を設定します。

V position(垂垂垂直直直
位位位置置置)

VGA、コンポジット、Sビデオのみ。
メイン画面の垂直位置を調整します。 0～ 100
で値を設定します。
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セセセッッットトトアアアッッップププメメメニニニュュューーー
機機機能能能 説説説明明明

言言言語語語 OSDメニューの言語を選択します。英語、ド
イツ語、フランス語、スペイン語、イタリア
語があります。

Image size(画画画像像像
サササイイイズズズ)

PIPモードでは使用できません。
画像サイズをスケールを調整するオプション:

• Fill All(全画面) -画像を画面全体に引き伸ば
します。

• Fill Aspect(縦横比を維持) -縦横比を維持しなが
ら画面をできるだけ拡大します。

• Fill 1:1(1:1) -画像は元の解像度で表示されま
す。

OSD h pos(OSD
水水水平平平位位位置置置)

OSDウィンドウを水平に動かします。 0～ 100
で値を設定します。

OSD v pos(OSD
垂垂垂直直直位位位置置置)

OSDウィンドウを垂直に動かします。 0～ 100
で値を設定します。

OSD trans-
parency(OSD
透透透明明明度度度)

OSDの透明度を調整します。 opaque(不透明)ま
たは translucent(透明)から選択します。

ズズズーーームムム PIPモードでは使用できません。
メイン画像の倍率レベルを設定します。 0～
100で値を設定します。

Pan vert(垂垂垂直直直
にににパパパンンン)

PIPモードでは使用できません。
ズーム機能と併用して、拡大画像を上下に動
かすことができます。 0～ 100で値を設定し
ます。

機機機能能能 説説説明明明

Pan horiz(水水水平平平
にににパパパンンン)

PIPモードでは使用できません。
ズーム機能と併用して、拡大画像を左右に動
かすことができます。 0～ 100で値を設定し
ます。

Factory reset(工工工
場場場出出出荷荷荷時時時設設設定定定
にににリリリセセセッッットトト)

このオプションを選択すると、モニタのすべ
ての設定が工場出荷時の既定値にリセットさ
れます。

情情情報報報 メイン画像の解像度とリフレッシュレート。

カカカラララーーー メメメニニニュュューーー
機機機能能能 説説説明明明

Color temp(カ
ラー温度)

映像のカラー温度を調整できます。

• 6500K

• 9300K

• User(ユーザー) —赤、緑、青の値を 0～ 255
の範囲で手動設定できます。
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3.5 コココマママンンンドドドセセセンンンタタターーーキキキーーーボボボーーードドドのののレレレイイイアアアウウウトトト
コマンドセンターキーボードには、G-Seriesシステムのすべての側面を制御する機能が揃っています。

D10547-2

9
WXYZ

8
TUV

7
PQRS

4
GHI

5
JKL

6
MNO

ACTIVE

WPTS
MOB

DATA

MENUPAGE

. 0

2
ABC

3
DEF

1

CANCELOK

RANGE

OUT

IN

ENTER

STANDBYDODGE PILOT

21 3 4 5 6

1. 電源キー

2. モニタ選択 / OSD (表示画面) コントロール

3. ソフトキー

4. 自動操縦コントロール

5. 回転ノブ

6. トラックパッド
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3.6小小小型型型キキキーーーボボボーーードドドのののレレレイイイアアアウウウトトト
小型キーボードには、G-Series システムの大部分の側面を制
御する機能が揃っています。

D11892-1

ACTIVE

WPTS
MOB

DATA

PILOT
STANDBY

MENUPAGE

CANCELOK

RANGE

OUT

IN

RADAR ON

21 43 5 6

8

7

1. 電源キー

2. 自動操縦コントロール

3. モニタ選択キー

4. 回転ノブ

5. 選択したモニタのインジケータ

6. レーダー送信インジケータ

7. トラックパッド

8. ソフトキー

3.7 ナナナビビビススステテテーーーシシショョョンンン
ナビステーションは最大 4台のモニタとキーボードをグループに
したものです。こうすることで、同じキーボードからすべてのモ
ニタの明るさと電源を調整することができます。
各ナビステーションは、最低 1台のモニタと 1台のキーボード
を備えています。
モモモニニニタタタ— 最大 2 台のモニタをシステムの各 GPM プロセッサ
に接続できます。
キキキーーーボボボーーードドド— キーボードはシステムの 1 台のモニタ、ナビ ス
テーションまたはすべてのモニタに割り当てることができます
が、モニタの制御は 1度に 1台ずつしか行えません。キーボー
ドでどのモニタを制御するかを選択することができます。キー
ボードをモニタに関連付けると、システムを完全制御できる
ようになります。
次の図に、標準的なナビステーションの配置を示します。
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D10239-2
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2
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CANCELSTANDBYDODGE PILOT OK

RANGE

OUT

IN

ENTER

1

2

3

番番番号号号 説説説明明明

1 ナビステーション 1 (フライブリッジ)

2 ナビステーション 2 (ブリッジ)

3 甲板下コンポーネント (例：GPM400プロセッサユ
ニット、GVMビデオモジュール)

システムに合ったナビステーションの計画および構成方法につ
いては、設置手順を参照してください。

個個個々々々のののモモモニニニタタタへへへのののキキキーーーボボボーーードドドののの割割割りりり当当当ててて
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. System Setup (シシシススステテテムムムセセセッッットトトアアアッッップププ)を選択します。
3. System Configuration (シシシススステテテムムム設設設定定定)を選択します。
4. Assign Keyboards (キーボードの割り当て)を選択します。

使用可能なキーボードのリストが表示されます。
5. リストから適切なキーボードを選択します。
6. ASSIGN TO MONITOR (モモモニニニタタタににに割割割りりり当当当ててて)ソフトキーを選択

します。
7. 適切なモニタを選択します。

ナナナビビビススステテテーーーシシショョョンンンへへへのののキキキーーーボボボーーードドドののの割割割りりり当当当ててて
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. System Setup (シシシススステテテムムムセセセッッットトトアアアッッップププ)を選択します。
3. System Configuration (シシシススステテテムムム設設設定定定)を選択します。
4. Assign Keyboards (キーボードの割り当て)を選択します。
5. リストから適切なキーボードを選択します。
6. ASSIGN TO NAVSTATION (ナナナビビビススステテテーーーシシショョョンンンににに割割割りりり当当当ててて)

ソフトキーを選択します。
7. 適切なナビステーションを選択します。
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3.8 カカカーーーソソソルルルののの使使使用用用
カーソルを使用して画面上を移動します。

D
73

66
_3

カーソルは画面上に白い十字形で現れます。
D

73
68

_2

カーソルが移動しない状態がしばらく続くと、
カーソルを示す十字は丸で囲まれた状態になり
ます。これは、次に画面を見た際にカーソルを
見つけやすくするためです。

D
73

69
-2WPT

カーソルは状況依存型です。ウェイポイントや
海図機能などのオブジェクト上にカーソルを合
わせると、色が変わりオブジェクトに関連する
ラベルや情報が表示されます。カーソルを項目
上に合わせると、ソフトキーが切り替わり関連
するオプションが表示される場合もあります。

カカカーーーソソソルルルラララベベベルルルのののリリリススストトト
ラララベベベルルル 意意意味味味 アアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンン

A/B 目盛り線 海図

AIS AISターゲット 海図

COG 対地針路方向 海図

CTR レーダー中心部 レーダー

FLT 浮動型 EBL/VRM レーダー

GRD 警報区域 レーダー

ラララベベベルルル 意意意味味味 アアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンン

HDG 船首方位 海図

MARPA MARPAターゲット レーダー

MOB 落水者救助マー
カー

海図、レーダー

POS 船舶の測位 海図

RTE 航海区間 海図

SHM 船首マーカー レーダー

TIDE 潮流インジケータ 海図

TRACK トラックライン 海図

VRM/EBL VRMおよび EBL、1
または 2

レーダー

WIND 風インジケータ 海図

WPT ウェイポイント 海図、レーダー
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3.9 ホホホーーームムム画画画面面面ののの概概概要要要
ホーム画面は、さまざまなアプリケーションにアクセスするた
めの出発点となる画面です。
この画面から、ウェイポイント、航路、および航跡画面に素早く
アクセスすることも可能です。
PAGE(ペペペーーージジジ) ボタンを押せば、いつでもホーム画面にアクセ
スできます。
ホーム画面は、複数のアプリケーション「ページ」で構成されて
います。アプリケーションは、それぞれのアイコンで表されま
す。起動したいページアイコンを選択すれば、アプリケーショ
ンが立ち上がります。
MORE(詳詳詳細細細ををを見見見るるる)ソフトキーを使用してホーム画面をスクロー
ルすれば、ここに表示されている以外のアプリケーションページ
にアクセスできます。

2 3 41

画画画面面面項項項目目目 説説説明明明

1 Page(ペペペーーージジジ)—ページごとにアイコンが用意さ
れています。 1つのページで、最大で 4つのア
プリケーションを同時に表示できます。

2 My Routes(マママイイイルルルーーートトト) / My Tracks(マママイイイトトトラララッッッ
ククク) / My Waypoints(マママイイイウウウェェェイイイポポポイイインンントトト) —こ
れらのアイコンを使用して、独自の航路、追
跡、およびウェイポイントのリストを中心に
管理できます。
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画画画面面面項項項目目目 説説説明明明

3 Customize(カカカスススタタタマママイイイズズズ) —アプリケーション
ページを設定する際に、このアイコンを選択
します。

4 More(詳詳詳細細細ををを見見見るるる)—ホーム画面をスクロールし
て、ここに表示されている以外のアプリケー
ションページにアクセスする際に、このソフ
トキーを選択します。

3.10 ペペペーーージジジ
ページは、多機能ディスプレイ上でアプリケーションを表示す
るために使用されています。
ページはホーム画面上に表示され、ホーム画面からアクセスしま
す。 ページごとに、1 つから 4 つのアプリケーションを表示さ
せることができます。
ホーム画面上にあるページはどれもカスタマイズ可能です。カ
スタマイズ設定により、お使いのアプリケーションを違うペー
ジに分類したり、特定用途向けに各ページを設定できます。た
とえば、漁獲に適している海図と魚群探知機アプリケーション
が入っているページを作成したり、一般的な航海に適している
海図とデータアプリケーションが入った他のページを作成する
ことも可能です。

空ページです。空ページにはお
好きなアプリケーションを追加
できます。

単一アプリケーションが追加さ
れているページです。
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複数のアプリケーションが追加
されているページです。

ページごとに「レイアウト」を指定することも可能です。この
設定により、画面上に表示されるアプリケーションのレイアウ
トが決まります。

複複複数数数のののアアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンン起起起動動動
大半のアプリケーションで、同一アプリケーションの 4 つのイ
ンスタンスを同時に実行させることが可能です。 ただし、以
下の 2 つは例外となります。

• 海海海図図図アアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンン—多機能ディスプレイごとに最大でイ
ンスタンスは 2 つまで。

• Sirius衛衛衛星星星無無無線線線アアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンン—多機能ディスプレイごと
にインスタンスは最大で同時に 1 つまで。

• ビビビデデデオオオアアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンン—多機能ディスプレイごとにインス
タンスは最大で同時に 1 つまで。

ホホホーーームムム画画画面面面上上上のののペペペーーージジジののの移移移動動動
ホーム画面を表示し、次の操作を実行します。
1. Customize(カカカスススタタタマママイイイズズズ)アイコンを選択します。
2. 移動するページのアイコンを選択します。
3. SWAP PAGE(ペペペーーージジジののの交交交換換換)ソフトキーを選択します。
4. 位置を交換するページのアイコンを選択します。
5. HOME(ホホホーーームムム)ボタンを押して、新しい位置にアイコンが配置

されたホーム画面に戻ります。

ホホホーーームムム画画画面面面でででののの既既既存存存のののペペペーーージジジののの変変変更更更
ホーム画面を表示し、次の操作を実行します。
1. Customize(カカカスススタタタマママイイイズズズ)アイコンを選択します。
2. 変更するページのアイコンを選択します。
3. EDIT PAGE(ペペペーーージジジののの編編編集集集)ソフトキーを選択します。
4. 適切なページ レイアウトを選択します。
5. ページに表示するアプリケーションを選択します。

新新新しししいいいペペペーーージジジのののホホホーーームムム画画画面面面へへへののの追追追加加加
ホーム画面を表示し、次の操作を実行します。
1. MORE(詳詳詳細細細ををを見見見るるる)ソフトキーを使用して、新しいページのア

イコンのスペースがあるホーム画面まで移動します。
2. Customize(カカカスススタタタマママイイイズズズ)アイコンを選択します。

多数の空ページ アイコンが表示されます。
3. 空ページ アイコンを 1 つ選択します。
4. EDIT PAGE(ペペペーーージジジののの編編編集集集)ソフトキーを選択します。
5. 適切なページ レイアウトを選択します。
6. ページに表示するアプリケーションを選択します。

ホホホーーームムム画画画面面面上上上のののペペペーーージジジ名名名ををを変変変更更更すすするるる
ホーム画面を表示し、次の操作を実行します。
1. Customize(カカカスススタタタマママイイイズズズ)アイコンを選択します。
2. 名前を変更したいページを選択します。
3. RENAME PAGE(ペペペーーージジジ名名名ののの変変変更更更)ソフトキーを選択します。

オンスクリーン キーボードが表示されます。
4. オンスクリーンキーボードを使用して、ページに新しい名前

をつけます。
5. SAVE(保存) を選択します。

ホホホーーームムム画画画面面面かかからららのののペペペーーージジジののの削削削除除除
ホーム画面を表示し、次の操作を実行します。
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1. CUSTOMIZE(カカカスススタタタマママイイイズズズ)アイコンを選択します。
2. 既存のページを選択します。
3. DELETE PAGE(ペペペーーージジジののの削削削除除除)ソフトキーを選択します。
4. YES(はははいいい)を選択して削除を確定するか、NO(いいいいいいえええ)を選択

して操作を取り消します。

ホホホーーームムム画画画面面面ををを初初初期期期設設設定定定にににリリリセセセッッットトトすすするるる
ホーム画面を表示し、次の操作を実行します。
1. Customize(カカカスススタタタマママイイイズズズ)アイコンを選択します。
2. RESET ALL PAGES TO DEFAULT(すすすべべべてててのののペペペーーージジジををを初初初期期期設設設定定定

にににリリリセセセッッットトト) ソフトキーを選択します。
3. ページをリセットするには、YES(はははいいい)ソフトキーを選択し、

操作を取り消す場合には NO(いいいいいいえええ)を選択します。

3.11 アアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンン
海海海図図図アアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンン—航海に役
立つ海図の 2Dまたは 3Dグラフィ
カルビューを提供します。ウェ
イポイント、航路、航跡機能を使
用することで、特定の場所に移動
したり、航路を作成および航海し
たり、今までの航跡を記録したり
することができます。海図カー
ドで海図をアップグレードする
ことで、より詳細なレベルや 3D
ビューをお楽しみいただけます。

魚魚魚群群群探探探知知知機機機アアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンン—
適切なデジタル音響モジュール
(DSM)およびトランスデューサが
ある場合、魚群探知機アプリケー
ションを使用して、異なるサイズ
の魚、海底構造、水面下の障害物
などを正確に見分けることができ
ます。他にも水深や水温データ
を調べたり、漁場や難破船などの
関心領域に印を付けたりするこ
ともできます。

レレレーーーダダダーーーアアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンン—適
切なレーダースキャナがある場
合、レーダーアプリケーション
を使用してターゲットを追跡した
り、距離、船幅を測定したりす
ることができます。レーダース
キャナから最高のパフォーマンス
を得るための多数の自動ゲイン
プリセットやカラーモードが提
供されています。
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エエエンンンジジジンンンアアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンン—最
大 3つの互換エンジンの情報を
ゲージ、デジタルデータなどの形
式で表示できます。

デデデーーータタタアアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンン—互換
性のあるさまざまな計器のシステ
ムデータや計器データを多機能
ディスプレイに表示できます。

航航航路路路脱脱脱離離離イイインンンジジジケケケーーータタタ (CDI)アアアプププ
リリリケケケーーーシシショョョンンン—船舶の航路を「針
路進行」形式で航海データと一緒
にグラフィカル表示します。

シシシリリリウウウスススオオオーーーデデディィィオオオアアアプププリリリケケケーーー
シシショョョンンン— (北米のみ)お手元の多機
能ディスプレイを使用して、接続
されている Sirius衛星無線レシー
バを操作できます。

気気気象象象アアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンン— (北米の
み)適切な気象レシーバをシステ
ムに接続した場合、気象アプリ
ケーションでは過去、現在、未来
の気象状況をグラフィックスで世
界地図上にオーバーレイ (追加表
示)します。

ビビビデデデオオオアアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンン—ビデ
オやカメラの映像をお手元の多機
能ディスプレイに映し出すことが
できます。オプションの適切な
付属品を使用することで、追加の
ビデオソースを接続し、ビデオ
を切り替えることができます。
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3.12 画画画面面面ののの概概概要要要

21 3 4 5 6

画画画面面面項項項目目目 説説説明明明

1 Databar(デデデーーータタタバババーーー) —乗船している船舶およ
び周囲状況に関する情報を表示します。デー
タバー内に表示される情報の位置や種類は、
必要に応じてカスタマイズできます。データ
バーには、外部接続されている機器の状態を
知らせるステータスアイコンも表示されま
す。外部の装置には、GPS、AIS、レーダーお
よび自動操縦装置などがあります。

2 Status bar(ススステテテーーータタタスススバババーーー)—各アプリケーショ
ンに関する特定情報を表示します。この情報
は編集したり、移動することはできません。

画画画面面面項項項目目目 説説説明明明

3 List dialogs(ダダダイイイアアアロロログググリリリススストトト)—ウェイポイン
トなど、ご利用の多機能ディスプレイに追加
した情報を表示します。

4 Edit dialogs(ダダダイイイアアアロロログググののの編編編集集集) —ここでデー
タを編集したり、リストに記入できます。—
例：ウェイポイントの編集など。

5 Pop-up messages(ポポポッッップププアアアッッップププメメメッッッセセセーーージジジ) —
ある状況に対して注意を促したり (アラームな
ど)、機能を利用できないようにします。ポッ
プアップメッセージでは、なんらかの応答を
求められることがあります。 —たとえば、
ACKNOWLEDGE(承承承認認認)ソフトキーを押すと、警
報は鳴り止みます。

6 Soフフフィィィーーートトトkeys(ソソソフフフトトトキキキーーー)—よく使われるオ
プションを選択する際に使用します。

メメメニニニュュューーーののの使使使用用用
メニューを利用して、特定のニーズに見合うようにお手元のシス
テムを設定できます。
次の図表では、標準メニューの主な機能をご覧になれます。
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1 2

画画画面面面項項項目目目 説説説明明明

1 メメメニニニュュューーー項項項目目目—トラックパッドや回転ノブ
を使用して項目を強調表示し、OKボタンで
選択します。

2 スススクククロロローーールルルバババーーー—リスト内の位置を示しま
す。トラックパッドや回転ノブを使用して、
リストをスクロールします。

注注注意意意: 前のメニューに戻るには、キキキャャャンンンセセセルルルボタンを押しま
す。前のダイアログが使用できない場合は、キキキャャャンンンセセセルルルを押
すとメニューを終了します。

リリリススストトトダダダイイイアアアロロログググののの使使使用用用
リストダイアログ編集を利用して、ウェイポイント、航路、お
よび航跡など、システムに保存されているデータ項目の詳細
を編集できます。
次の図表では、標準的なリストダイアログの主な機能を紹介し
ます。

1 2 3
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画画画面面面項項項目目目 説説説明明明

1 リリリススストトト項項項目目目—トラックパッドまたは回転ノブ
を使用して、リスト項目を強調表示します。
使用可能なソフトキーで、リストダイアログ
の機能にアクセスします。

2 スススクククロロローーールルルバババーーー—リスト内の位置を示しま
す。トラックパッドや回転ノブを使用して、
リストをスクロールします。

3 詳詳詳細細細—現在選択されているリスト項目の詳細
を表示します。

注注注意意意: 前のダイアログに戻るには、キキキャャャンンンセセセルルルボタンを押しま
す。前のダイアログが使用できない場合は、キャンセルを押す
とダイアログが終了します。

編編編集集集ダダダイイイアアアロロログググののの使使使用用用
編集ダイアログを利用して、ウェイポイント、航路、および
航跡など、システムに保存されているデータ項目の詳細を編
集できます。
次の図表では、標準的なダイアログ編集の主な機能を紹介し
ます。

1 2

画画画面面面項項項目目目 説説説明明明

1 テテテキキキススストトトフフフィィィーーールルルドドド—トラックパッドまたは
回転ノブを使用してフィールドを強調表示し
ます。次に、OKボタンを押してフィールドを
選択し、オンスクリーンキーボードを表示し
たら、これを使用して詳細を編集できます。

2 数数数値値値フフフィィィーーールルルドドド—トラックパッドまたは回転
ノブを使用してフィールドを強調表示し、編編編
集集集... ソフトキーを使用して詳細を編集します。

注注注意意意: 前のダイアログに戻るには、キキキャャャンンンセセセルルルボタンを押し
ます。前のダイアログが使用できない場合は、キャンセルを
押すと現在のダイアログが終了します。
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コココンンントトトロロローーールルルダダダイイイアアアロロログググののの使使使用用用
コントロールダイアログを利用して、自動操縦装置などの外部接
続ユニットを操作できます。
次の図表に、標準的なコントロールダイアログを示します。

1

画画画面面面項項項目目目 説説説明明明

1 Instructions(指指指示示示) —外部接続の機器を操作す
るには、どのソフトキーを使用すべきかを教
えてくれます。

ダダダイイイアアアロロログググののの情情情報報報ののの編編編集集集
ダイアログを表示し、次の操作を実行します。
1. 編集するフィールドを選択します。

オンスクリーン キーボードが表示されます。

2. オンスクリーンキーボードを使用して変更を加えます。
3. オンスクリーンキーボードの SAVE(保保保存存存)キーで変更を保存

します。

特特特殊殊殊文文文字字字、、、おおおよよよびびびアアアクククセセセンンントトト記記記号号号付付付ききき文文文字字字ののの入入入力力力
オンスクリーンキーボードを表示して、次の操作を実行します。
1. オンスクリーンキーボードの àèòキーを選択します。
2. アクセントを付ける文字を選択します。

使用可能なアクセント記号付き文字がテキスト入力フィー
ルドの上に表示されます。

3. 使用可能なアクセント記号が複数ある文字については、文字
キーでアクセント記号間を切り替えます。

4. àèò キーを選択して文字を入力します。
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3.13デデデーーータタタバババーーーススステテテーーータタタスススのののシシシンンンボボボルルル
データバーのステータスシンボルで、システムに対して適切な接
続が行われているかどうかを確認することができます。
次のステータスを示すシンボルがあります。

• レーダー スキャナ

• AIS レシーバ / トランシーバ

• ソナー (DSM)

• GPS レシーバ

• 自動操縦

レレレーーーダダダーーースススキキキャャャナナナのののススステテテーーータタタススス記記記号号号
レーダースキャナの電源モードステータスはデータバー内に表
示されます。

アアアイイイコココンンン

レレレーーー
ダダダーーー電電電
源源源モモモーーー
ドドド 説説説明明明

伝送
(TX)

回転式アイコン。スキャナ
がオンになっており、伝送
中であることを示します。
SCANNER(スキャナ)を ON(オ
ン)に設定する際には、この
モードを選択しスキャナを起
動します。操作時は通常この
モードになっています。

スタ
ンバイ
(STBY)

静的アイコンで、スキャナは
オンなっていますが、伝送中
ではないことを示します。ア
ンテナは回転していません。
スキャナは伝送を行いませ
ん。レーダーデータは画面か
ら取り除かれます。これは省
電力モードで、レーダーを短
時間必要としないときに使用
します。伝送モードに戻す
際には、マグネトロンを再び
暖機運転する必要はありませ
ん。これは初期設定モードで
す。
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アアアイイイコココンンン

レレレーーー
ダダダーーー電電電
源源源モモモーーー
ドドド 説説説明明明

Off(オ
フ)

レーダー不要時には、スキャ
ナの電源は切れていますが、
ディスプレイは海図などその
他のアプリケーションで使用
するために電源が入っていま
す。このモードを選択する
と、システムはカウントダウ
ンを始めます。このカウント
ダウン中はスキャナの電源を
再投入できません。

時限式
伝送

スキャナは、オンまたは伝
送、スタンバイモード間で切
り替えます。レーダーを常
時必要としない場合には、ス
キャナは省電力モードに入り
ます。

AIS のののススステテテーーータタタスススアアアイイイコココンンン
AISステータスはデータバーにアイコンで表示されます。

アアアイイイコココンンン 説説説明明明

AISユニットは電源が入り、作動中で
す。

AISは現在使用できません。

アアアイイイコココンンン 説説説明明明

AISユニットの電源が入っていない
か、接続されていません。

AISユニットはサイレントモードで
す。

AISユニットはサイレントモードです
が、アラームがアクティブです。

AISユニットは接続済みで電源が入っ
ており、アラームがアクティブです。

AISユニットは接続済みで電源が入っ
ていますが、危険、または消失を示
すアラームは無効です。
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ソソソナナナーーーススステテテーーータタタスススのののシシシンンンボボボルルル
ソナー (DSM)ステータスは、データバーに表示されます。

シシシンンンボボボルルル 説説説明明明

活動中のシンボル：DSMは接
続されており、伝送中です。

静止中のシンボル：DSMは接
続されていますが、伝送して
いません。

グレーアウト中のシンボル：
DSMが接続されていないか、
未検出状態です。

GPS のののススステテテーーータタタスススアアアイイイコココンンン
GPSレシーバの状態は、データバーに表示されます。

シシシンンンボボボルルル 説説説明明明

GPSレシーバは接続中で、測
位捕捉済みです。

GPSレシーバは未接続で、測
位を捕捉できません。

自自自動動動操操操縦縦縦ススステテテーーータタタスススアアアイイイコココンンン
自動操縦の状態は、データバーに表示されます。

アアアイイイコココンンン 説説説明明明

自動操縦は Standby(スタンバイ)モー
ドです。

自動操縦は Track(追跡)モードです。

自動操縦は Auto(自動)モードです。

自動操縦は検出されません。

自動操縦アラームが有効です。

Dodge(回避)モードが有効です。

Fish (漁獲)モードが有効です。

自動操縦キャリブレーション。
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アアアイイイコココンンン 説説説明明明

パワーステアリング (動力操舵)が有
効です。

Wind Vane(風見)モードが有効です。

3.14 初初初回回回セセセッッットトトアアアッッップププののの手手手順順順
お手元のシステムを初めてご使用になる前に、いくつかの設定を
完了しておく必要があります。
システムを設置し試運転を終えたら（設置指示を参照）、
Raymarineでは以下を確認しておくことをお勧めいたします。
• 言語、日時形式およびご希望の測定単位の設定。
• 船舶の詳細情報の設定。
• ディスプレイの明るさの調整。
• データ マスター (マスター GPM) の指定。
• GPS データ ソースの選択。
• Simulator Mode(シミュレータ モード) をよく理解しておくこ
と。

言言言語語語、、、日日日時時時、、、測測測定定定単単単位位位ののの選選選択択択
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. System Setup (シシシススステテテムムムセセセッッットトトアアアッッップププ)を選択します。
3. Language(言言言語語語) を選択します。
4. リストから適切な言語を選択します。
5. Time / Date Setup(日日日時時時セセセッッットトトアアアッッップププ)を選択します。
6. Date Format(日日日付付付形形形式式式)と Time Format(時時時間間間形形形式式式)メニュー項

目を使用して日時を調整します。
7. System Setup(システムセットアップ)メニューに戻るには、

Cancel(取取取りりり消消消ししし) ボタンを使用します。
8. Units Setup(単単単位位位セセセッッットトトアアアッッップププ)を選択します。
9. Units Setup (単位セットアップ)メニューのメニュー項目を使

用して、適切な変更を加えます。

船船船舶舶舶ののの詳詳詳細細細情情情報報報ののの設設設定定定
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. System Setup (シシシススステテテムムムセセセッッットトトアアアッッップププ)を選択します。
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3. Boat Details(船船船舶舶舶ののの詳詳詳細細細) を選択します。
4. 必要に応じて、船舶の Safe Depth(安全深度)、Safe Height(安

全高さ)、Safe Width(安全幅)設定を変更します。

注注注意意意: 船舶の詳細に指定する設定は、衝突アラームを正確に作
動させるためには不可欠です。安全な航海に適した船舶の詳細
設定を指定する必要があります。

注注注意意意: 衝突アラームは GPSアンテナからのデータを計算に使用
します。このため、船舶の詳細設定に指定する値は、船舶の
GPS アンテナの正確な位置を反映する必要があります。 た
とえば "Safe Width(安全幅)"設定は実際は GPSアンテナの両
側の直径になるため、幅が 4 メートルの船舶に対して “Safe
Width(安全幅)" を 4 メートルと入力すると、GPS アンテナの
両側の両側 2 メートルのみが衝突区域になります。 GPS ア
ンテナが船舶の左舷に取り付けられているときに安全幅を 4
メートルと指定すると、船体に衝突区域の対象外の区域が 2
メートルできてしまいます。

デデディィィスススプププレレレイイイののの明明明るるるさささののの調調調整整整
1. POWER (電電電源源源) ボタンを 1 回押します。　

Backlight Level(バックライト レベル) コントロールが表示さ
れます。

2. 回転ノブで必要なだけ明るさのレベルを調整します。
3. Day(日中) (非常に明るい)モードと Night(夜間) (暗い)モード

間でカラー パレットを切り替えるには、MENU(メメメニニニュュューーー) >
Display Setup(デデディィィスススプププレレレイイイセセセッッットトトアアアッッップププ) > Palette (パパパレレレッッッ
トトト) を選択します。

デデデーーータタタマママスススタタターーー (マママスススタタターーー GPM)
システムに 2 台以上の GPM プロセッサが搭載されている場合
は、1 つの GPM プロセッサをデータ マスター (マスター GPM)
に指定する必要があります。
データマスターがすでに設置およびコミッションプロセスの一
部に指定されていない場合は、初期セットアップの一環とし
て設定する必要があります。
データマスターは、船舶に設置されている各種海洋電子機器のす
べてのデータを処理します。データマスターは SeaTalkおよび
SeaTalkng からデータを受信し、SeaTalkhs ネットワーク経由で
G-Seriesシステムの関連コンポーネントにこれを送信します。
たとえばシステムで、SeaTalkng または NMEA 接続経由で受信
した自動操縦システムと GPS システムの船首情報が必要にな
ることがあります。 データ マスターは、GPM プロセッサとし
て SeaTalk、NMEAおよびその他のデータ接続を行い、データを
SeaTalkhs ネットワークおよびすべての互換リピートディスプレ
イにブリッジします。データマスターによって共有される情報

• 地図作成情報

• 航路およびウェイポイント

• レーダー

• ソナー

• 自動操縦、計器、エンジンおよびその他の外部ソースから
受け取ったデータ

注注注意意意: マスター GPMにする GPMプロセッサは、SeaTalkバス
と SeaTalkng バスが物理的に接続されているユニットである
必要があります。

デデデーーータタタマママスススタタターーーののの指指指定定定 (マママスススタタターーー GPM)
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. System Configuration(シシシススステテテムムム設設設定定定) メニュー項目を選択

します。
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3. Set Master GPM(マスター GPM の設定) オプションを選択
します。
接続されている使用可能な GPMプロセッサのリストが、シリ
アル番号と一緒に表示されます。ローカル GPMは、モニタ
が物理的に接続されている GPMを指しています。

4. データマスターに指定するプロセッサを選択します。
5. SET AS MASTER(マママスススタタターーーににに設設設定定定)ソフトキーを選択します。

注注注意意意: どの GPMを選択すべきかわからない場合は、DISCOVER
GPM(GPMののの検検検出出出)ソフトキーを使用して、各モニタで接続先
の GPMに関するメッセージを表示して確認します。

GPS デデデーーータタタソソソーーースススののの選選選択択択。。。
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. System Setup (シシシススステテテムムムセセセッッットトトアアアッッップププ)を選択します。
3. System Integration(シシシススステテテムムム統統統合合合)を選択します。
4. Preferred GPS Source(推推推奨奨奨のののGPSソソソーーーススス)を選択します。
5. 推奨する GPS ソースにデータを提供するデータ入力のタイ

プを選択します。 (SeaTalkng/NMEA2000、SeaTalk1、また
は NMEA0183)。

シシシミミミュュュレレレーーータタタモモモーーードドド
Simulator(シミュレータ)モードを利用して、GPSアンテナ、レー
ダースキャナ、AISユニット、または魚群探知機からのデータな
しでお手元のディスプレイの操作練習が可能です。
シミュレータ モードは、System Setup Menu(シシシススステテテムムムセセセッッットトト
アアアッッップププメメメニニニュュューーー)内でオン /オフを切り替えます。
シミュレータモードでは、船舶の速度も調整できます。この機
能は、たとえば海図の他の領域に素早く移動するのに便利です。

注注注意意意: Raymarineでは、航海中はシミュレータモードを使用し
ないようお勧めしております。

注注注意意意: シミュレータでは、安全メッセージも含めて本物の
データは一切表示されません (例： AIS ユニットから受信す
るデータなど)。

注注注意意意: Simulator(シミュレータ) モードの状態で実行されるシ
ステム設定は、SeaTalk 経由で他の機器に伝送されることは
ありません。

シシシミミミュュュレレレーーータタタモモモーーードドドののの有有有効効効化化化
1. Menu(メメメニニニュュューーー) を押します。
2. System Setup(シシシススステテテムムムセセセッッットトトアアアッッップププ)メニューを選択します。
3. Simulator(シシシミミミュュュレレレーーータタタ) 項目を選択し、値を On(オオオンンン) に

変更します。

シシシミミミュュュレレレーーータタタののの船船船舶舶舶速速速度度度ののの調調調整整整
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. System Setup (シシシススステテテムムムセセセッッットトトアアアッッップププ)を選択します。
3. Simulator Speed(シシシミミミュュュレレレーーータタタ速速速度度度)を選択します。
4. 適切な速度を選択します。
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章章章 4: デデディィィスススプププレレレイイイデデデーーータタタののの管管管理理理

目目目次次次
• 4.1 メモリ カードの概要 ( 54 ページ)

• 4.2 メモリ カード、海図カード、CF / microSD カード アダプタの挿入 ( 54 ページ)

• 4.3 海図カードの扉がきちんと閉まっていることを確認してください。 ( 55 ページ)

• 4.4 メモリ カード、海図カード、CF / microSD アダプタの取り外し ( 55 ページ)

• 4.5 ユーザー データとユーザー設定の保存 ( 56 ページ)

• 4.6 NMEA を使用してのデータ伝送 ( 58 ページ)

• 4.7 システムのリセット ( 58 ページ)
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4.1 メメメモモモリリリカカカーーードドドののの概概概要要要
メモリカードを使用して、ウェイポイント、航路、航跡などの
データをアーカイブすることができます。
システム容量が満杯になったときに、メモリカードにデータを
アーカイブします。アーカイブができたら、古いデータをシステ
ムから削除して、新しいデータを取り込める領域を作ります。
アーカイブしたデータはいつでも取り出せます。また、メモリ
カードを使用してデータをバックアップすることもできます。

注注注意意意: Raymarineでは、定期的にデータをメモリカードにバッ
クアップすることをお勧めします。

4.2 メメメモモモリリリ カカカーーードドド、、、海海海図図図カカカーーードドド、、、CF /
microSDカカカーーードドドアアアダダダプププタタタののの挿挿挿入入入
1. 正しい種類のカードを使用していることを確認してください。
2. GPM プロセッサ ユニット上部にある海図カード扉を開き

ます。
3. 以下の図のようにカード、または CF / microSDカードアダプ

タを挿入します。カードまたはアダプタの突起部分が手前に
くるようにします。 カードはスムーズに収まるはずです。
カードがスムーズに収まらない場合には、無理に押し込んだ
りせずに、突起部の向きを確かめてください。

4. カードまたはアダプタをカード スロットの一番奥までそっ
と押し込みます。

5. microSDカードを使用している場合は、正しい向きでアダプ
タに挿入します。

6. 水の浸入による損傷を防ぐため、海図カード扉を閉じ、しっ
かりと閉まっていることを確認します。

D11530-1
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4.3海海海図図図カカカーーードドドののの扉扉扉がががきききちちちんんんととと閉閉閉まままっっっててていいい
るるるここことととををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。
水の浸入の予防

水の浸入によりディスプレイが損傷するのを防ぐためにも、海図
カードの扉がしっかりと閉まっていることを確認してください。
これはカチリと音がするかどうかで確認できます。

4.4 メメメモモモリリリ カカカーーードドド、、、海海海図図図カカカーーードドド、、、CF /
microSD アアアダダダプププタタタののの取取取りりり外外外ししし
1. システムの電源が入っている場合は、MENU(メメメニニニュュューーー)ボタン

を押します。入っていない場合は、手順 3に進んでください。
2. Remove CF Card(CF カカカーーードドドののの取取取りりり外外外ししし) メニュー オプショ

ンを選択します。
安全にカードを取り外せることを伝える確認メッセージが表
示されます。

3. 海図カード扉を開きます。
4. 慎重にカードを取り外します。システムにカード排出ボタン

が付いている場合は、必ずこのボタンを使用してください。
5. 水の浸入による損傷を防ぐためにも、カチッと音がするまで

海図カードの扉をしっかり閉めます。
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4.5ユユユーーーザザザーーーデデデーーータタタとととユユユーーーザザザーーー設設設定定定ののの保保保存存存
ユーザーデータ (ウェイポイント、航路、航跡)またはユーザー
設定を後で取得するためにメモリカードに保存することができ
ます。

デデデーーータタタののの種種種類類類 説説説明明明 備備備考考考

ユーザーデータ
(ウェイポイント)

すべてのウェイポ
イントを 1つのアー
カイブファイルに
保存します。

1枚のメモリカード
ごとに 1つのウェ
イポイントアーカ
イブファイルのみ
を保存できます。

ユーザーデータ (航
路)

すべての航路を
1 つのアーカイブ
ファイルに保存し
ます。

1枚のメモリカー
ドごとに 1つの航
路アーカイブファ
イルのみを保存で
きます。

デデデーーータタタののの種種種類類類 説説説明明明 備備備考考考

ユーザーデータ (航
跡)

すべての航跡を
1 つのアーカイブ
ファイルに保存し
ます。

1枚のメモリカー
ドごとに 1つの航
跡アーカイブファ
イルのみを保存で
きます。

ユーザー設定 Setup Menus(セット
アップメニュー)で
行った設定を 1つの
アーカイブファイ
ルに保存します。

各製品シリーズ
(C-Series、E-Series、
G-Series)ごとに 1枚
のメモリカードに
1つのユーザー設定
アーカイブファイ
ルのみを保存でき
ます。ただし、1
つのシリーズから
別のシリーズの設
定を取得すること
はできません (例：
G-Seriesから E-Series
へ、など)。

注注注意意意: Raymarineでは、定期的にユーザー設定をメモリカード
に保存することをお勧めします。

メメメモモモリリリカカカーーードドドへへへのののユユユーーーザザザーーー設設設定定定ののの保保保存存存
注注注意意意: Raymarineでは、地図情報が入った海図カードではなく、
別のメモリカードに設定を保存することを強くお勧めします。

1. カードをカード スロットに挿入します。
2. DATA(デデデーーータタタ) ボタンを選択します。
3. SAVE AND RETRIEVE SETTINGS(設設設定定定ののの保保保存存存ととと取取取得得得) ソフ

トキーを選択します。
4. SAVE TO CARD(カカカーーードドドににに保保保存存存)ソフトキーを選択します。
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メメメモモモリリリカカカーーードドドかかからららのののユユユーーーザザザーーー設設設定定定ののの取取取りりり出出出ししし
注注注意意意: Raymarineでは、地図情報が入った海図カードではなく、
別のメモリカードに設定を保存することを強くお勧めします。

1. カードをカード スロットに挿入します。
2. DATA(デデデーーータタタ) ボタンを選択します。
3. SAVE AND RETRIEVE SETTINGS(設設設定定定ののの保保保存存存ととと取取取得得得) ソフ

トキーを選択します。
4. RETRIEVE FROM CARD(カカカーーードドドかかかららら取取取得得得)ソフトキーを選択

します。このオプションは、システム設定のアーカイブファ
イルが入った適切なメモリカードがカードスロットに入って
いる場合にのみ使用できます。

デデデーーータタタのののメメメモモモリリリカカカーーードドドへへへののの保保保存存存
注注注意意意: Raymarine では、地図情報が入った海図カードではな
く、別のメモリカードにデータを保存することを強くお勧め
します。

1. カードをカード スロットに挿入します。
2. DATA(デデデーーータタタ) ボタンを選択します。
3. ARCHIVE AND TRANSFER(アアアーーーカカカイイイブブブととと送送送信信信)ソフトキーを

選択します。
4. SAVE TO CARD(カカカーーードドドににに保保保存存存)ソフトキーを選択します。
5. SELECT LIST(リリリススストトトののの選選選択択択)ソフトキーを使用して、保存する

データのタイプ (ウェイポイント、航路、航跡)を選択します。
6. そのタイプのデータを全項目保存する場合は、SAVE ALL...(すすす

べべべててて保保保存存存...) ソフトキーを選択します。
7. 個々のデータを別々に保存するには、リストから項目を選択

し、SAVE...(保保保存存存...) ソフトキーを選択します。

メメメモモモリリリカカカーーードドドかかからららのののデデデーーータタタののの取取取りりり出出出ししし
1. カードをカード スロットに挿入します。

2. DATA(デデデーーータタタ) ボタンを押します。
3. ARCHIVE AND TRANSFER(アアアーーーカカカイイイブブブととと送送送信信信)ソフトキーを

選択します。
4. RETRIEVE FROM CARD(カカカーーードドドかかかららら取取取得得得)ソフトキーを選択

します。
5. SELECT LIST(リリリススストトトののの選選選択択択)ソフトキーを使用して、保存する

データのタイプ (ウェイポイント、航路、航跡)を選択します。
6. そのタイプのデータを全項目取得する場合は、RETRIEVE

ALL...(すすすべべべててて取取取得得得...) ソフトキーを押します。
7. 個々のデータを別々に取得するには、リストから項目を選択

し、RETRIEVE...(取取取得得得...) ソフトキーを選択します。

注注注意意意: 選択したデータのタイプが既にシステムメモリに存在す
る場合は、ソフトキーを使用して、適切な操作 (新しいデー
タとして取得するか、既存のデータを置換するか、キャン
セルするか) を選択します。

メメメモモモリリリカカカーーードドドかかからららのののデデデーーータタタののの消消消去去去
1. カードをカード スロットに挿入します。
2. DATA(デデデーーータタタ) ボタンを押します。
3. ARCHIVE AND TRANSFER(アアアーーーカカカイイイブブブととと送送送信信信)ソフトキーを

選択します。
4. ERASE FROM CARD(カカカーーードドドかかかららら消消消去去去) ソフトキーを選択し

ます。
5. SELECT LIST(リリリススストトトののの選選選択択択)ソフトキーを使用して、消去す

るデータのタイプを選択します。
6. すべてのデータを消去する場合は、ERASE ALL...(すすすべべべてててののの消消消

去去去) ソフトキーを選択します。
7. 個別のデータをリストから消去するには、リストから該当す

る項目を選んで強調表示し、ERASE...(消消消去去去) ソフトキーを
選択します。
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4.6 NMEAををを使使使用用用しししてててのののデデデーーータタタ伝伝伝送送送
NMEAを使用して、ウェイポイントや航路をお手元の多機能ディ
スプレイや外部の機器に送受信することが可能です。

MEA ををを使使使用用用しししてててのののウウウェェェイイイポポポイイインンントトトおおおよよよびびび航航航路路路
デデデーーータタタ伝伝伝送送送
NMEA互換機器の電源を入れ、お手元のシステムに接続します。
1. DATA(デデデーーータタタ) ボタンを押します。
2. ARCHIVE AND TRANSFER(アアアーーーカカカイイイブブブととと送送送信信信)ソフトキーを

選択します。
3. TRANSFER ON NMEA(NMEA 上上上ででで送送送信信信) ソフトキーを選択

します。
4. 必要に応じて、SEND WPTS ON NMEA(WPTS ををを NMEA ににに

送送送信信信) または、SEND RTES ON NMEA(RTES ををを NMEA ににに送送送
信信信)、もしくは RECEIVE ON NMEA(NMEA ででで受受受信信信) ソフト
キーを選択します。

注注注意意意: 送信動作を取り消すには、STOP TRANSFER(送送送信信信ののの停停停
止止止)ソフトキーを押します。

4.7 シシシススステテテムムムのののリリリセセセッッットトト
必要に応じて、システムを工場出荷時の既定値にリセットする
ことができます。
リセットオプションには 2種類あり、いずれのオプションも使用
中の現在のディスプレイ、およびネットワーク接続されているす
べてのディスプレイに影響があります。
• Settings reset(設定リセット)
• Settings and data reset(設定とデータのリセット)

Settings Reset(設設設定定定リリリセセセッッットトト)
このオプションは、セットアップメニュー、ページセット、デー
タバー設定を工場出荷時の既定値にリセットします。ウェイポイ
ント、航路、航跡データには影響はありません。

Settings and data reset (設設設定定定とととデデデーーータタタのののリリリセセセッッットトト)
上記で詳しく説明した設定のリセットに加えて、設定とデータ
をリセットすると、すべてのウェイポイント、航路、航跡デー
タが失われます。

警警警告告告: ナナナビビビススステテテーーーシシショョョンンンののの設設設定定定ののの損損損失失失
にににつつついいいててて
G-Seriesシステムで設定とデータのリセットを実行
すると、すべてのナビ ステーション設定が失われ
ます。 このため、システムのモニタとキーボード
間の関連設定もすべて失われます。 これらの設定
は通常、設置ハンドブックに付属の「設置図」に
従って最初にシステムを設置したときに記録され
ます。 業者または設置担当者は、これらの設定を
参考に、ナビ ステーションの構成を復元する必要
があります。 これらの設定の記録がない場合は、
設定とデータ リセットを行わないでください。 業
者または Raymarine テクニカル サポートに指示を
仰いでください。
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設設設定定定値値値リリリセセセッッットトトののの実実実行行行
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. System Setup (シシシススステテテムムムセセセッッットトトアアアッッップププ)を選択します。
3. Settings Reset(設設設定定定値値値のののリリリセセセッッットトト)を選択します。
4. ウェイポイントをパスワードで保護している場合には、設定し

たウェイポイントパスワードを入力しOKボタンを押します。
5. リセットを実行するには、YES(はい) オプションを選択し

ます。リセットを取り消す場合には、NO(いいえ) オプショ
ンを選択します。

設設設定定定とととデデデーーータタタのののリリリセセセッッットトトののの実実実行行行
設定とデータのリセットを実行すると、すべてのウェイポイン
ト、航路、航跡データがシステムから消去されます。設定とデー
タのリセットに進む前に、必ず保存しておきたいすべてのデータ
をメモリカードにバックアップすることをお勧めします。
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. System Setup (シシシススステテテムムムセセセッッットトトアアアッッップププ)を選択します。
3. Settings and Data Reset(設設設定定定とととデデデーーータタタのののリリリセセセッッットトト) を選択

します。
4. ウェイポイントをパスワードで保護している場合には、設定し

たウェイポイントパスワードを入力しOKボタンを押します。
5. リセットを実行するには、YES(はい)オプションを選択しま

す。リセットを取り消す場合には、NO(いいえ)を選択します。
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章章章 5: ウウウェェェイイイポポポイイインンントトト、、、航航航路路路おおおよよよびびび航航航跡跡跡ののの使使使用用用

目目目次次次
• 5.1 ウェイポイント ( 62 ページ)

• 5.2 航路 ( 74 ページ)

• 5.3 航跡 ( 80 ページ)

• 5.4 ウェイポイント、航路、および航跡の記憶容量 ( 82 ページ)
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5.1 ウウウェェェイイイポポポイイインンントトト
ウェイポイントは、画面上に現れる位置を示すマークで航行先
を表します。
ウェイポイントは、位置を示すマークとしての役割を果たすだけ
でなく、航路を作成するための構成単位でもあります。
よく使用するウェイポイント機能には、ウェイポイント ソ
フトキー ツールバーを使用してアクセスできます。 WPTS
MOB(WPTS MOB) ボタンを押せば、いつでもこのツールバー
を表示することができます。

ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトののの表表表示示示例例例
海海海図図図にににおおおけけけるるるウウウェェェイイイポポポイイインンントトト
海図アプリケーション上には、アクティブおよび非アクティブ両
方のウェイポイントが表示されます。アクティブなウェイポイン
ト (例：現在の航行先となるもの)は、シンボルの周りが四角で囲
まれて強調表示されています。

D11761-1

3

2

1

項項項目目目 説説説明明明

1 非アクティブなウェイポイント

2 アクティブなウェイポイント

3 代わりのウェイポイントシンボル

初期設定では、すべてのウェイポイントがシンボル (x)で画面上
に表示されるようになっています。必要に応じて、異なるシンボ
ルを割り当てることも可能です。

レレレーーーダダダーーーアアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンンにににおおおけけけるるるウウウェェェイイイポポポイイインンントトト
海図およびレーダーアプリケーションでは、アクティブおよび非
アクティブ両方のウェイポイントが表示されます。アクティブな
ウェイポイント (例：現在の航行先となるもの)は、シンボルの周
りが四角で囲まれて強調表示されています。

D11759-1

初期設定では、すべてのウェイポイントがシンボル (x)で画面上
に表示されるようになっています。必要に応じて、異なるシンボ
ルを割り当てることも可能です。

CDI アアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンンにににおおおけけけるるるウウウェェェイイイポポポイイインンントトト
CDI アプリケーションでは、ウェイポイントはアクティブな
状態のときのみ表されます。
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D11760-1

魚魚魚群群群探探探知知知機機機アアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンンにににおおおけけけるるるウウウェェェイイイポポポイイインンントトト
魚群探知機アプリケーションにおけるウェイポイントは、WPT
という文字が付けられている垂直線で表されます。このシンボ
ルは変更できません。

WPT

WPT

WPT

WPT
D11745-1

ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトのののホホホッッットトトスススポポポッッットトト
海図またはレーダーアプリケーションにあるウェイポイント上に
カーソルを合わせると、ウェイポイントの基本情報がポップアッ
プメニュー形式で表示されます。
ウェイポイントのホットスポットを選択しても、次のソフトキー
機能を操作できます。

• ウェイポイントの削除。

• ウェイポイントの移動。

• ウェイポイントに進む。

• ウェイポイントの参照 / 編集。

ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトののの機機機能能能
ウェイポイントを設置、操作、管理するためにさまざまな機能
が用意されています。
ウェイポイントの機能には、次の方法でアクセスできます。

• 海海海図図図まままたたたはははレレレーーーダダダーーーアアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンン—画面上にある既存の
ウェイポイントにカーソルを合わせる。

• すすすべべべてててのののアアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンン— WPTS MOB(WPTS MOB) ボタ
ンを押す。この操作でウェイポイントツールバーが表示され
ます。

• ホホホーーームムム画画画面面面— WPTS MOB(WPTS MOB)ボタンを押すか、My
Waypoints(マママイイイウウウェェェイイイポポポイイインンントトト)アイコンを選択します。この
操作で、ウェイポイントリストが表示されます。

次の表では、いつでもアクセス可能なウェイポイント機能を説
明します。これらの機能には、すべてのアプリケーションなら
びにホーム画面からアクセスできます。
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ウウウェェェイイイポポポイイインンントトト機機機能能能
すすすべべべてててのののアアアプププ
リリリケケケーーーシシショョョンンン ホホホーーームムム画画画面面面

ウェイポイントの設置

ウェイポイント情報の表示
(ウェイポイントリスト)

ウェイポイントに航海する

ウェイポイント情報の編集

ウェイポイントの外見 /シ
ンボルの編集

ウェイポイントの移動

ウェイポイントグループの
作成および管理

ウェイポイントグループの
表示および管理

グループ間におけるウェイ
ポイントの移動

ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトののの設設設置置置
カカカーーーソソソルルルののの位位位置置置にににウウウェェェイイイポポポイイインンントトトををを置置置くくく
海図、レーダー、魚群探知機または CDIアプリケーションで、次
の操作を実行します。
1. WPTS MOB(WPTS MOB) ボタンを押します。
2. 画面上で、ウェイポイントを設けたい場所にカーソルを合わ

せます。

3. WAYPOINT AT CURSOR(カカカーーーソソソルルル上上上のののウウウェェェイイイポポポイイインンントトト)ソフ
トキーを選択します。

4. (オプションとして)ウェイポイントの Name(名前)、 Group(グ
ループ)、または Symbol(アイコン) フィールドを選択し、
ウェイポイントの詳細をカスタマイズします。次に SAVE(保
存)を選択します。

船船船舶舶舶ののの位位位置置置にににウウウェェェイイイポポポイイインンントトトををを置置置くくく
位置情報に加えて、船舶の位置に設けられたウェイポイントは
温度と水深情報を記録します。 (適切なセンサーをお使いのシ
ステムに接続している場合)。
海図、レーダー、魚群探知機または CDIアプリケーションで、次
の操作を実行します。
1. WPTS MOB(WPTS MOB) ボタンを押します。
2. WAYPOINT AT VESSEL(船船船舶舶舶上上上のののウウウェェェイイイポポポイイインンントトト)ソフトキー

を選択します。
3. (オプションとして)ウェイポイントの Name(名前)、 Group(グ

ループ)、または Symbol(アイコン) フィールドを選択し、
ウェイポイントの詳細をカスタマイズします。次に SAVE(保
存)を選択します。

既既既知知知ののの位位位置置置にににウウウェェェイイイポポポイイインンントトトををを置置置くくく

注注注意意意: システムは、Lat/Lon座標を使用するように初期設定さ
れています。 必要に応じて、Loran TD(ロラン TD) 座標を代
わりに使用することも可能です。 System Setup Menu(シシシススス
テテテムムムセセセッッットトトアアアッッップププメメメニニニュュューーー)を使用して、ポジションモード
を適切に設定します。

1. WPTS MOB(WPTS MOB) ボタンを押します。
2. WAYPOINT AT LAT/LON(LAT/LON上上上のののウウウェェェイイイポポポイイインンントトト)ソフ

トキーを選択します。
3. EDIT USING KEYPAD(キキキーーーパパパッッッドドドででで編編編集集集) ソフトキーを選択

します。
4. 緯度 / 経度の位置を入力します。
5. SAVE(保存)を選択します。
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6. ウィンドウを閉じます。

ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトへへへののの航航航行行行
海海海図図図上上上のののカカカーーーソソソルルル位位位置置置ににに航航航行行行すすするるる

D11764-1

海図アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. 海図上のご希望の目的地にカーソルを合わせます。
2. NAVIGATION(航航航海海海) ソフトキーを選択します。
3. GOTO CURSOR(カカカーーーソソソルルルににに進進進行行行)ソフトキーを選択します。

画画画面面面上上上のののウウウェェェイイイポポポイイインンントトトににに航航航行行行すすするるる

D11753-1

海図またはレーダー アプリケーションで、次の操作を実行し
ます。
1. カーソルをウェイポイント上に合わせます。

ソフトキーが切り替わり、ウェイポイントのオプションが表
示されます。

2. GOTO WAYPOINT(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトににに進進進行行行)ソフトキーを選択
します。
ウェイポイントに向かうために必要な針路が画面上に表示さ
れます。

注注注意意意: STOP GOTO(進進進行行行停停停止止止)ソフトキーを選択すれば、いつ
でもこの操作を取り消せます。

Waypoints List(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトリリリススストトト)内内内のののウウウェェェイイイポポポイイインンントトトににに航航航
行行行すすするるる
1. WPTS/MOB(WPTS/MOB)ボタンを押すか、海図ウィンドウの

Navigation(航航航海海海) ソフトキーを選択します。
2. GOTO WAYPOINT OPTIONS(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトににに進進進行行行オオオプププシシショョョ

ンンン) ソフトキーを選択します。
3. リストから必要なウェイポイントを選択します。
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4. GOTO WAYPOINT(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトににに進進進行行行)ソフトキーを選択
します。

ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトへへへののの航航航海海海ののの取取取りりり消消消ししし
1. WPTS/MOB(WPTS/MOB) ボタンを押します。
2. GOTO WAYPOINT OPTIONS(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトににに進進進行行行オオオプププシシショョョ

ンンン) ソフトキーを選択します。
3. STOP GOTO(進進進行行行ののの停停停止止止)ソフトキーを選択します。
4. また、海図アプリケーションでアクティブなウェイポイン

トの上にカーソルを置き、STOP GOTO(進進進行行行ののの停停停止止止) ソフ
トキーを選択します。

注注注意意意: 航海がアクティブでなくなると、ウェイポイントのシン
ボルが四角で囲まれていない通常の状態に戻り、船舶とウェイ
ポイント間の破線が消えます。

ウウウェェェイイイポポポイイインンントトト情情情報報報
ウェイポイントを作成すると、システムはマークがつけられる場
所に関する情報に番号を割り当てます。作成および保存済みの
ウェイポイントの詳細は、参照したり、編集できます。
それぞれのウェイポイントに割り当てられたり、記録される情
報は次のとおりです。

• 名前

• 位置 (船舶からの緯度 /経度および有効範囲/方位)

• 温度 (適切なセンサーが必要、船舶の位置で記録されるウェ
イポイントのみが対象)

• 深度 (適切なセンサーが必要、船舶の位置で記録されるウェ
イポイントのみが対象)

• 日時

• コメント — 独自のコメントをテキスト形式でウェイポイン
トに書き加えられる。

• シンボル — 初期設定のシンボルが割り当てられているが、
変更することも可能。

ウェイポイント情報を参照、編集するには次の 2 通りの操作
が用意されています。
• 2Dの海図またはレーダー画面上にあるウェイポイントのホット
スポット上にカーソルを合わせて、選択した情報を参照する。

• 総合的な情報が盛り込まれているウェイポイントリストを使
用して、必要に応じて参照、編集する。

ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトリリリススストトトののの表表表示示示
1. WPTS/MOB ボタンを押します。
2. REVIEW AND EDIT WAYPOINTS(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトののの見見見直直直しししととと

編編編集集集) ソフトキーを押します。

ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトののの編編編集集集
ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトののの詳詳詳細細細ののの編編編集集集
ウェイポイントリストを表示し、次の操作を実行します。
1. VIEW AND EDIT DETAILS(詳詳詳細細細ののの表表表示示示おおおよよよびびび編編編集集集) ソフト

キーを選択します。
Edit Waypoint(ウェイポイントの編集) ダイアログが表示さ
れます。

2. 変更するフィールドを選択します。
3. EDIT...(編編編集集集) ソフトキーを選択して、オンスクリーン キー

ボードを表示します。
4. オンスクリーンキーボードを使用して変更を加え、続いてオ

ンスクリーンキーボードの SAVE(保存)キーを選択します。

海海海図図図まままたたたはははレレレーーーダダダーーー画画画面面面上上上でででのののウウウェェェイイイポポポイイインンントトトののの編編編集集集
海図またはレーダー アプリケーションで、次の操作を実行し
ます。
1. カーソルをウェイポイント上に合わせます。

ソフトキーが切り替わり、ウェイポイントのオプションが表
示されます。
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2. VIEW AND EDIT DETAILS(詳詳詳細細細ののの表表表示示示おおおよよよびびび編編編集集集) ソフト
キーを選択します。
Edit Waypoint(ウェイポイントの編集) ダイアログが表示さ
れます。

3. 編集するフィールドを選択します。
4. EDIT...(編編編集集集) ソフトキーを使用して、オンスクリーン キー

ボードを表示します。
5. オンスクリーンキーボードを使用して変更を加え、オンスク

リーンキーボードの SAVE(保存)キーを選択します。

ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトのののシシシンンンボボボルルル
ウェイポイントを種類別に表すために、さまざまなシンボル
が用意されています。

シシシンンンボボボルルル 意意意味味味 シシシンンンボボボルルル 意意意味味味

空港 アンカー

ビルフィッシュ ボトムマーク

橋 ブイ

カン 車

注意 丸

コンクリート ダイヤモンド

ダイヤモンドク
オーター

ダイバー潜水中

ダイバー潜水中
(代替用)

イルカ

ドット 点線四角

シシシンンンボボボルルル 意意意味味味 シシシンンンボボボルルル 意意意味味味

エンドマーク Fad

魚 魚 (一つ星)

魚 (二つ星) 魚 (三つ星)

漁獲網 丘陵の頂

岩棚 ロブスター

物標消失 落水者救助 (MOB)

マーカー マティーニ

NMEA ナンブイ

石油掘削装置 カキ

くい お好みマーク

リーフ (私有) リーフ (公共)

リーフ リーフボール

制限 岩山

帆船 魚群

SeaTalk 海草

サメ 頭蓋骨
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シシシンンンボボボルルル 意意意味味味 シシシンンンボボボルルル 意意意味味味

小魚 スポーツ フィッ
シャー (フィッシン
グボート)

四角 開始マーカー

水泳 タンク

トップマーク タワー

トロール船 木

三角 難破船

ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトシシシンンンボボボルルルののの変変変更更更
ウェイポイントを表示し、次の操作を実行します。
1. VIEW AND EDIT DETAILS(詳詳詳細細細ののの表表表示示示おおおよよよびびび編編編集集集) ソフト

キーを選択します。
Edit Waypoint(ウェイポイントの編集) ダイアログが表示さ
れます。

2. Symbol(シンボル) フィールドを選択します。
3. リストから必要なシンボルを選択します。

ウウウェェェイイイポポポイイインンントトト名名名ののの表表表示示示おおおよよよびびび非非非表表表示示示
海図、レーダー、魚群探知機または CDIアプリケーションで、次
の操作を実行します。
1. WPTS/MOB(WPTS/MOB) ボタンを押します。
2. REVIEW AND EDIT WAYPOINTS(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトののの見見見直直直しししととと

編編編集集集) ソフトキーを選択します。
3. SHOW/HIDE WAYPOINTS(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトののの表表表示示示 / 非非非表表表示示示)

ソフトキーを選択します。

4. WAYPOINT NAME(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトト名名名) ソフトキーを使用し
て、WAYPOINT NAME ON(ウェイポイント名オン) オプショ
ンを選択してウェイポイント名を表示するか、WAYPOINT
NAME OFF(ウェイポイント名オフオプションを選択してウェ
イポイント名を非表示に設定します。

注注注意意意: アクティブな航路にあるウェイポイントは、設定を表
示または非表示に設定しているかにかかわらず、常時表示さ
れます。

ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトグググルルルーーープププ /アアアイイイコココンンンののの表表表示示示おおおよよよびびび非非非表表表示示示
海図、レーダー、魚群探知機または CDIアプリケーションで、次
の操作を実行します。
1. WPTS/MOB(WPTS/MOB) ボタンを押します。
2. REVIEW AND EDIT WAYPOINTS(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトののの見見見直直直しししととと

編編編集集集) ソフトキーを選択します。
3. SHOW/HIDE WAYPOINTS(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトののの表表表示示示 / 非非非表表表示示示)

ソフトキーを選択します。
4. SHOW BY(種種種類類類別別別ににに表表表示示示)ソフトキーを使用して、SHOW BY

GROUP(グループ別に表示)または SHOW BY SYM(SYM別に
表示) オプションを必要に応じて選択します。
利用可能なウェイポイント グループまたはアイコンの一覧
が表示されます。

5. 表示または非表示したいウェイポイントグループ、またはア
イコンを選択します。

6. ON CHART(オオオンンンチチチャャャーーートトト)ソフトキーを使用して、SHOW(表
示) または HIDE(非表示) オプションを必要に応じて選択し
ます。

7. ウェイポイントグループまたはアイコンごとに手順 5から 6
を繰り返します。
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ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトののの移移移動動動
海海海図図図まままたたたはははレレレーーーダダダーーー画画画面面面上上上のののウウウェェェイイイポポポイイインンントトトををを移移移動動動すすするるる
海図またはレーダー アプリケーションで、次の操作を実行し
ます。
1. カーソルを該当するウェイポイントに合わせます。

ソフトキーが切り替わり、ウェイポイントのオプションが表
示されます。

2. MOVE WAYPOINT(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトののの移移移動動動)ソフトキーを選択
します。

3. ウェイポイントの新しい位置を選択します。
4. PLACE WAYPOINT(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトののの設設設置置置)ソフトキーを選択

します。

航航航路路路内内内でででウウウェェェイイイポポポイイインンントトトををを移移移動動動すすするるる
海図アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. カーソルを移動させたいウェイポイント上に合わせます。

ソフトキーが切り替わり、ウェイポイントのオプションが表
示されます。

2. MOVE WAYPOINT(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトののの移移移動動動)ソフトキーを選択
します。

3. 航路区間から海図の必要な位置までまたがるようにカーソ
ルを動かします。

4. PLACE WAYPOINT(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトののの設設設置置置)ソフトキーを選択
します。

新新新らららしししいいい座座座標標標ををを入入入力力力しししてててウウウェェェイイイポポポイイインンントトトををを移移移動動動すすするるる
ウェイポイントを表示し、次の操作を実行します。
1. VIEW AND EDIT DETAILS(詳詳詳細細細ののの表表表示示示おおおよよよびびび編編編集集集) ソフト

キーを選択します。
Edit Waypoint(ウェイポイントの編集) ダイアログが表示さ
れます。

2. 必要に応じて、Position(測位)、Bearing(方位)または
RNG(RNG) フィールドを選択します。

3. 回転ノブを使用して、新しい座標を入力します。または、
EDIT USING KEYPAD(キキキーーーパパパッッッドドドででで編編編集集集)ソフトキーを選択し
て、オンスクリーン キーボードで入力します。

ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトののの消消消去去去
画画画面面面上上上のののウウウェェェイイイポポポイイインンントトトののの消消消去去去
海図またはレーダー アプリケーションで、次の操作を実行し
ます。
1. カーソルを該当するウェイポイントに合わせます。

ソフトキー ツールバーが切り替わり、ウェイポイントのオ
プションが表示されます。

2. ERASE WAYPOINT(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトののの消消消去去去) ソフトキーを
選択します。

3. YES(はははいいい)ソフトキーを選択して確定するか、NO(いいいいいいえええ)ソ
フトキーを選択して取り消します。

ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトリリリススストトトををを使使使用用用しししたたたウウウェェェイイイポポポイイインンントトトののの消消消去去去
ウェイポイントリストを表示し、次の操作を実行します。
1. 消去するウェイポイントを強調表示します。
2. ERASE WAYPOINT(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトののの消消消去去去) ソフトキーを

選択します。
3. YES(はははいいい) ソフトキーを選択して確定します。

注注注意意意: 航路が非表示でもウェイポイントが表示されることがあ
ります。非表示の航路からウェイポイントを消去しようとす
ると、警告が表示されます。ここでウェイポイントを消去す
ることはできません。

すすすべべべてててのののウウウェェェイイイポポポイイインンントトトののの消消消去去去
1. DATA(デデデーーータタタ) ボタンを押します。
2. ARCHIVE AND TRANSFER(アアアーーーカカカイイイブブブととと送送送信信信)ソフトキーを

選択します。
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3. ERASE FROM SYSTEM(シシシススステテテムムムかかかららら消消消去去去) ソフトキーを
選択します。

4. SELECT LIST(リリリススストトト選選選択択択) ソフトキーを使用して WPT オプ
ションを選択します。

5. ERASE ALL WAYPOINTS(すすすべべべてててのののウウウェェェイイイポポポイイインンントトトののの消消消去去去)
ソフトキーを選択します。

6. YES(はははいいい)ソフトキーを選択して確定するか、NO(いいいいいいえええ)ソ
フトキーを選択して取り消します。

注注注意意意: 航路が非表示でもウェイポイントが表示されることがあ
ります。非表示の航路からウェイポイントを消去しようとす
ると、警告が表示されます。ここでウェイポイントを消去す
ることはできません。

ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトグググルルルーーープププ
ウェイポイントの管理を簡単にするために、ウェイポイントを整
理してグループを編成することができます。たとえば漁獲の際
には、魚が捕れるスポットを示すウェイポイントだけを見たい
と思うことでしょう。
初期設定のグループを変更していないのであれば、ウェイポイン
トは作成した時点ですべて自動的に初期設定の「マイウェイポイ
ント」グループ内に置かれます。

注注注意意意: ウェイポイントを置けるグループは 1つだけです。

ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトグググルルルーーープププリリリススストトトののの表表表示示示
1. ホーム画面でWPTS MOBボタンを押すか、My Waypoints(マママ

イイイウウウェェェイイイポポポイイインンントトト) を選択します。
2. MANAGE SYMBOLS AND GROUPS(シシシンンンボボボルルルとととグググルルルーーープププののの管管管

理理理) ソフトキーを選択します。
Waypoint Group List(ウェイポイント グループ リスト) が表示
されます。
ここから次の操作を実行できます。
• 新しいウェイポイント グループを作成する。

• グループ間でウェイポイントを移動する。

• グループ名を変更する。

• グループを消去する。

新新新しししいいいウウウェェェイイイポポポイイインンントトトグググルルルーーープププののの作作作成成成
Waypoint Group List(ウェイポイント グループ リスト) を表示
し、次の操作を実行します。
1. MAKE NEW GROUP(新新新しししいいいグググルルルーーープププののの作作作成成成) ソフトキーを

選択します。
2. 名前フィールドを選択します。

オンスクリーン キーボードが表示されます。
3. 名前を編集します。
4. オンスクリーンキーボードの SAVE(保存)キーを選択します。

グググルルルーーープププ間間間にににおおおけけけるるるウウウェェェイイイポポポイイインンントトトののの移移移動動動
Waypoint Group List(ウェイポイント グループ リスト) を表示
し、次の操作を実行します。
1. リストから適切なウェイポイントグループを選択します。
2. MOVE BETWEEN GROUPS(グググルルルーーープププ間間間ののの移移移動動動)ソフトキーを

選択します。
3. SELECT GROUP A(グググルルルーーープププ A ををを選選選択択択) ソフトキーを選択

します。
4. 回転ノブを使用して、移動させたいウェイポイントが入って

いるウェイポイント グループを選択します。
5. OK ボタンを押します。
6. Group B(グループ B)コラムを強調表示します。
7. Group B(グループ B) コラムに移動させたいウェイポイント

が入っていない場合、SELECT GROUP B(グググルルルーーープププ Bののの選選選
択択択) ソフトキーを選択し、回転ノブを使用して必要とするグ
ループを選択します。

8. Group A(グループ A) コラムで、移動させたいウェイポイン
トを選択します。
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9. MOVE WAYPOINT FROM A TO B(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトををを Aかかかららら B
ににに移移移動動動) ソフトキーを選択します。

これで、ウェイポイントは新しいグループに移動します。

ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトグググルルルーーープププののの名名名前前前ををを変変変更更更すすするるる
Waypoint Group List(ウェイポイント グループ リスト) を表示
し、次の操作を実行します。
1. 名前を変更したいグループを選択します。
2. RENAME GROUP(グググルルルーーープププ名名名ののの変変変更更更) ソフトキーを選択し

ます。
3. EDIT GROUP NAME(グググルルルーーープププ名名名ののの編編編集集集) ソフトキーを選択

します。
オンスクリーン キーボードが表示されます。

4. オンスクリーン キーボードを使用して、グループ名を編集
します。

5. オンスクリーンキーボードの SAVE(保保保存存存)キーを選択します。

既既既定定定のののウウウェェェイイイポポポイイインンントトトグググルルルーーープププののの変変変更更更
Waypoint Group List(ウェイポイント グループ リスト) を表示
し、次の操作を実行します。
1. SET DEFAULT SYM & GROUP(既既既定定定ののの SYM とととグググルルルーーープププののの設設設

定定定) ソフトキーを選択します。
2. EDIT DEFAULT(既既既定定定値値値ののの編編編集集集)ソフトキーを選択します。
3. 既定値にするウェイポイントグループを選択します。
4. OK ボタンを押します。

ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトグググルルルーーープププののの消消消去去去
ウェイポイントグループを削除すると、グループ名と関連したす
べてのウェイポイントがシステムから消去されます。グループに
残したいウェイポイントが 1つ以上ある場合は、ウェイポイント
グループを削除する前にこれらのウェイポイントをグループから
出してください。次のウェイポイントグループ以外のすべての
ウェイポイント グループを消去できます。
• ‘My Waypoints’(マイウェイポイント)グループ。

• アクティブなウェイポイントが含まれるグループ。
• 保存されている航路の一部であるウェイポイントが含まれ
るグループ。

Waypoint Group List(ウェイポイント グループ リスト) を表示
し、次の操作を実行します。
1. 消去するウェイポイントグループを選択します。
2. ERASE GROUP(グググルルルーーープププののの消消消去去去)ソフトキーを選択します。
3. YES(はははいいい) を選択して操作を確定するか、NO(いいいいいいえええ) を選

択して取り消します。

ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトののの管管管理理理
システムにはウェイポイントを効果的に管理するための数々の
機能が揃っています。
次の操作ができます。
• バックアップ目的でウェイポイントをメモリ カードにアー
カイブする。

• ウェイポイントを他の NMEA互換機器に転送する。
• ウェイポイントにパスワード保護を追加して、不正アクセス
を保護する。

ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトのののメメメモモモリリリカカカーーードドドへへへのののアアアーーーカカカイイイブブブ
バックアップ目的でウェイポイントをメモリカードにアーカイブ
することができます。
すべてのウェイポイントを保存することも、特定のウェイポイン
ト グループだけを保存することも可能です。

注注注意意意: ウェイポイントや航路などのデータを海図カードに保存
しないでください。海図が上書きされる可能性があります。

1. メモリカードをカードスロットに挿入します。
2. DATA(デデデーーータタタ) ボタンを押します。
3. ARCHIVE AND TRANSFER(アアアーーーカカカイイイブブブととと送送送信信信)ソフトキーを

選択します。
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4. SAVE TO CARD(カカカーーードドドににに保保保存存存)ソフトキーを選択します。
5. SELECT LIST(リリリススストトト選選選択択択)ソフトキーを使用して、WPTオプ

ションを選択します。
6. すべてのウェイポイントを保存する場合は、SAVE ALL(すすすべべべ

ててて保保保存存存) ソフトキーを選択します。
7. 特定のウェイポイントグループとそのウェイポイントを保存

するには、リストからグループを選んで強調表示し、SAVE
GROUP(グググルルルーーープププののの保保保存存存)ソフトキーを選択します。

ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトののの転転転送送送 (NMEA)
他の NMEA互換装置との間でウェイポイントを送受信すること
ができます。

注注注意意意: システムが SeaTalkまたは NMEA上でアクティブなウェ
イポイントを受信すると、ウェイポイントは表示されますが編
集はできません。 SeaTalk上で受信するウェイポイントは識別
できるように、ウェイポイントアイコン「S」で示されます。
NMEA上で受信するウェイポイントは識別できるように、ウェ
イポイント アイコン「N」で示されます。

NMEA にににウウウェェェイイイポポポイイインンントトトををを送送送信信信すすするるる
1. DATA(デデデーーータタタ) ボタンを押します。
2. ARCHIVE AND TRANSFER(アアアーーーカカカイイイブブブととと送送送信信信)ソフトキーを

選択します。
3. TRANSFER ON NMEA(NMEA 上上上ででで送送送信信信) ソフトキーを選択

します。
4. NMEA PORT(NMEAポポポーーートトト)ソフトキーを使用して、適切な

ポート番号を選択します。
5. お手元のサードパーティ製 NMEA 互換装置を受信モードに

設定します。
6. お手元の多機能ディスプレイ上で、SEND WPTS ON

NMEA(NMEA上上上でででWPTSををを送送送信信信)ソフトキーを選択します。

NMEA 上上上でででウウウェェェイイイポポポイイインンントトトををを受受受信信信すすするるる
1. DATA(デデデーーータタタ) ボタンを押します。

2. ARCHIVE AND TRANSFER(アアアーーーカカカイイイブブブととと送送送信信信)ソフトキーを
選択します。

3. TRANSFER ON NMEA(NMEA 上上上ででで送送送信信信) ソフトキーを選択
します。

4. NMEA PORT(NMEAポポポーーートトト)ソフトキーを使用して、適切な
ポート番号を選択します。

5. お手元のサードパーティ製 NMEA 互換装置を伝送モードに
設定します。

6. お手元の多機能ディスプレイ上にある RECEIVE ON
NMEA(NMEA上上上ででで受受受信信信)ソフトキーを選択します。

パパパスススワワワーーードドドににによよよるるるウウウェェェイイイポポポイイインンントトトののの保保保護護護
パスワードを適用することで、ご自身のウェイポイントや航路へ
のアクセス、変更および可視性を防ぐことができます。

パパパスススワワワーーードドド確確確認認認
Password Protection(パスワード保護)を有効にした状態で、シス
テムの電源を切って再投入するまでにパスワードで保護されてい
る機能に初めてアクセスすると、システムは次の動作を実行する
前にパスワード認証を要求してきます。
• WPTSの主要機能にアクセスする際。MOBの操作には非適用。
• ROUTE(航路)ソフトキー機能にアクセスする際。
• 航跡から航路を作成する際。 その他のトラック機能には一
切適用されない。

• ウェイポイントをアーカイブまたは送信する際。
• Waypoint Password Setup(ウェイポイント パスワード セット
アップ) メニューを表示する際

注注注意意意: システムにパスワードを設定したら、 Password
Protection(パスワード保護)の設定が ON(オン)または OFF(オ
フ)になっていようとも、Password Setup(パスワードセット
アップ) サブメニューにアクセスするにはパスワードを入力
する必要があります。
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注注注意意意: Raymarine では、ご自身のウェイポイントにパスワー
ドによる保護を設定する前に、ウェイポイントデータのバッ
クアップをとっておくことを強くお勧めしています。こうし
ておけば、パスワードを忘れた場合、簡単にウェイポイント
を復元することができます。

デデデーーータタタ / 機機機能能能ののの無無無効効効化化化
Password Protection(パスワード保護) が ON(オン) になってお
り、パスワードが入力されていない状態では、以下の操作を
実行することができません。
• ウェイポイントおよび航路データベースの詳細の表示。
• ウェイポイントまたは航路の編集。
• 既存のウェイポイントへの進行。
• 航路の追従。
• ウェイポイントを画面上に表示 ( SHOW(表示)/HIDE(非表示)ス
テータスを SHOW(表示)に設定していても無効)。

• ウェイポイント名を画面上に表示 ( WAYPOINT NAME(ウェイポ
イント名) を ON(オン)に設定していても無効)。

GOTO CURSOR(カーソルに進行)などその他のオプションは、こ
の設定による影響はありません。

ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトのののパパパスススワワワーーードドドををを指指指定定定すすするるる
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. System Setup(システムセットアップ) メニュー項目を選択

します。
3. Waypoint Password Setup(ウェイポイントパスワードセット

アップ) メニュー項目を選択します。
4. Enable Password(パスワードを有効にする) メニュー項目の

ON(オン) オプションを選択します。
5. OK ボタンを押します。
6. 表示される警告に目を通し賛同できるようであれば、YES(ははは

いいい) ソフトキーを押して警告を受け入れます。

7. パスワードを入力します (1 から 16 文字で、大文字と小文
字は区別されます)。

8. OK ボタンを押します。
9. 手順 7から 8を繰り返し、パスワードを確定します。
10.パスワードを思い出せるようにヒントを書き加えます (オプ

ション)。
11.OK ボタンを押します。
これでパスワードが設定され保護機能が有効になります。ただ
し、お手元の多機能ディスプレイを再起動するまでは、ウェイポ
イントおよび航路機能には引き続きアクセス可能です。

ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトのののパパパスススワワワーーードドドののの変変変更更更
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. System Setup(システムセットアップ) メニュー項目を選択

します。
3. Waypoint Password Setup(ウェイポイントパスワードセット

アップ) メニュー項目を選択します。
4. Change Password(パスワードの変更) メニュー項目を選択

します。
5. 新しいウェイポイントのパスワードを入力します (1 から 16

文字で、大文字と小文字は区別されます)。
6. OK ボタンを押します。
7. 手順 5から 6を繰り返し、パスワードを確定します。
8. パスワードを思い出せるようにヒントを入力します (オプ

ション)。
9. OK ボタンを押します。

ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトのののパパパスススワワワーーードドド保保保護護護ののの無無無効効効化化化
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. System Setup(システムセットアップ) メニュー項目を選択

します。
3. Waypoint Password Setup(ウェイポイントパスワードセット

アップ) メニュー項目を選択します。
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4. 既存のウェイポイント パスワードの入力を求められたら、
パスワードを入力します。

5. OK ボタンを押します。
6. Enable Password(パスワードを有効にする) メニュー項目の

OFF(オフ) オプションを選択します。
7. OK ボタンを押します。

5.2 航航航路路路
航路とはウェイポイントが組み合わさったもので、通常は経路の
計画や航海に役立つものとして利用されます。
航路は、一本の線で結ばれたひとつながりのウェイポイント
として画面に表示されます。

D11750-1

航航航路路路機機機能能能
航路を作成、操作、管理するためにさまざまな航路機能が用
意されています。
航路の機能には、次の方法でアクセスできます。
• 海海海図図図アアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンン—海図上にある既存の航路にカーソル
を合わせる。

• 海海海図図図アアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンン— Navigation Options(航航航海海海オオオプププシシショョョ
ンンン) ソフトキーを使用する。

• ホホホーーームムム画画画面面面— My Routes(マママイイイ航航航路路路) を選択する。 この操作
で、航路リストが表示されます。

航路機能を利用して次の操作ができます
• 即時に利用するために仮の航路を作成する (Quick Route(ク
イック航路))。
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• 必要なときに使用できるように航路を作成および保存する (航
路リスト内にて保管)。

• 航路を(たどって) 航海する。
• システムに保管した航路を管理および編集する。
既存の航跡から航路を作成することも可能。My Tracks(マママイイイ航航航跡跡跡)
アイコンを選択し、ホーム画面上の航跡機能にアクセスします。

航航航路路路ののの作作作成成成
航路は次の組み合わせで構成されています。
• 必要に応じて自分で画面上に設けるウェイポイント。
• 画面上に表示される一覧から選択する既存のウェイポイント。

注注注意意意: 航跡から航路を作成することも可能です。

ウェイポイントを 1つ追加するごとに、航路の位置に準じてイン
デックス番号が割り当てられ、現在指定されているシンボルで海
図上に表されます。 次の点にご留意ください。
• 航路の作成中は航路は非アクティブ状態となりますが、現行の
航海には一切影響はありません。

• 航路にあるウェイポイントが 1つも稼動していない場合、新し
く作成した航路を保存することはできません。

海海海図図図でででののの航航航路路路ののの作作作成成成
海図アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. PLANNING(計計計画画画) ソフトキーを選択します。
2. BUILD NEW ROUTE(新新新しししいいい航航航路路路ののの作作作成成成) ソフトキーを選択

します。
3. 海図上の新しい、または既存のウェイポイントの位置を選択

します。
4. ソフトキーツールバーから適切なオプションを選択します。

• 既存のウェイポイントを使用するには、USE THIS
WAYPOINT(こここのののウウウェェェイイイポポポイイインンントトトををを使使使用用用)ソフトキーを選択
します。

• 新しいウェイポイントを作成するには、PLACE
WAYPOINT(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトののの設設設置置置) ソフトキーを選択し
ます。

5. 航路が完成するまで、以降のウェイポイントごとに手順 3
～ 4 を繰り返します。

6. 今後使用するために航路を保存せずに (最短航路)すぐに航路
追跡を開始するには、FOLLOW (QUICK) ROUTE((最最最短短短)航航航路路路
ををを追追追従従従) ソフトキーを選択します。

7. 今後使用するために航路を保存するには、SAVE ROUTE(航航航路路路
ののの保保保存存存) ソフトキーを押します。

注注注意意意: ウェイポイントの設置場所を間違えたときは、UNDO
WAYPOINT(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトををを元元元ににに戻戻戻すすす) ソフトキーを押し
ます。

ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトリリリススストトトををを使使使用用用しししたたた航航航路路路ののの作作作成成成
海図アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. PLANNING(計計計画画画) ソフトキーを選択します。
2. BUILD NEW ROUTE(新新新しししいいい航航航路路路ののの作作作成成成) ソフトキーを選択

します。
3. USE WAYPOINT LIST(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトリリリススストトトののの使使使用用用) ソフ

トキーを選択します。
4. ウェイポイントリストから使用するウェイポイントを選び、

強調表示します。
5. INSERT WAYPOINT(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトののの挿挿挿入入入) ソフトキーを

選択します。
6. 航路が完成するまで、追加する既存のウェイポイントごとに

手順 4 ～ 5 を繰り返します。
7. 今後使用するために航路を保存せずに (最短航路)すぐに航路

追跡を開始するには、FOLLOW (QUICK) ROUTE((最最最短短短)航航航路路路
ををを追追追従従従) ソフトキーを選択します。

8. 今後使用するために航路を保存するには、SAVE ROUTE(航航航路路路
ののの保保保存存存) ソフトキーを選択します。
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航航航跡跡跡かかからららののの航航航路路路ののの作作作成成成
記録されている鉱跡から航路を作成することができます。
航跡を変換すると、システムは最小限のウェイポイントを使用
して、記録されている鉱跡に最も近い航路を作成します。作成
された各ウェイポイントは、その測位の深度および温度データ
(該当する場合) と一緒に保存されます。

D11752-1

注注注意意意: 航跡が中断されている場合、最後の部分のみが航路に変
換されます。

航航航跡跡跡かかからららののの航航航路路路ののの作作作成成成
海図アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. PLANNING(計計計画画画) ソフトキーを選択します。
2. MY TRACKS(マママイイイ航航航跡跡跡)ソフトキーを選択します。

航跡リストが表示されます。
3. CREATE ROUTE FROM TRACK(航航航跡跡跡かかかららら航航航路路路ををを作作作成成成) ソフ

トキーを選択します。
4. リストから必要な航跡を強調表示します。
5. CREATE ROUTE FROM TRACK(航航航跡跡跡かかかららら航航航路路路ををを作作作成成成) ソフ

トキーを選択します。

6. YES(はははいいい) ソフトキーを選択して航路に名前を付けるか、
NO(いいいいいいえええ)を選択して既定の航路名を受け入れます。

完了すると、記録された航跡からの最大脱離航路が表示され、新
しい航路が航路リストに追加されます。これで、システムの他の
航路と同様に航路を表示、編集、消去できるようになりました。

海海海図図図ににに表表表示示示ささされれれててていいいるるる航航航跡跡跡かかからららののの航航航路路路ののの作作作成成成
海図アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. 必要な航跡の上にカーソルを置きます。
2. CREATE ROUTE FROM TRACK(航航航跡跡跡かかかららら航航航路路路ををを作作作成成成) ソフ

トキーを選択します。
3. YES(はははいいい) ソフトキーを選択して航路に名前を付けるか、

NO(いいいいいいえええ)を選択して既定の航路名を受け入れます。
航路が作成され、現在の航跡は STOP TRACK(追追追跡跡跡停停停止止止)ソフト
キーを選択するまで記録を続けます。

航航航路路路ののの航航航海海海

D11751-1
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ディスプレイ上に保管されている航路は、いずれも追従可能で
す。航路を追従する際には、ウェイポイントを順番にたどって
いきます。 互換性のある自動操縦と連動させて航路追従オプ
ションを使用し、選択した航路に沿って自動的に航行すること
も可能です。
航路追従オプションを選択するには、次のようにいくつかのや
り方があります。

• 仮の “Quick Route(クイック航路)”を使って選択する。
• 選択したウェイポイントまたは航路内の区間から選択す
る。

• 航路リスト内に保管されている航路を使う。
いずれの航路を選択した場合も、その航路を逆の順番でたどる
ことも可能です。

クククイイイッッッククク航航航路路路ののの追追追従従従
海図アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. 航路を作成します。
2. 航路に最後のウェイポイントを加えたら、FOLLOW (QUICK)

ROUTE((クククイイイッッッククク)航航航路路路ににに追追追従従従)ソフトキーを押します。

注注注意意意: STOP FOLLOW(追追追従従従停停停止止止)ソフトキーを押せば、いつで
も航路の追従を停止できます。
クイック航路の名前を変更しない場合、新しいクイック航路が
作成された時点で、設定は上書きされ、既存のウェイポイント
は削除されます。

保保保管管管ささされれれててていいいるるる航航航路路路ををを追追追従従従
海図アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. NAVIGATION(航航航海海海) ソフトキーを選択します。
2. FOLLOW ROUTE OPTIONS(航航航路路路ににに追追追従従従オオオプププシシショョョンンン) ソフト

キーを選択します。
航路リストが表示されます。

3. 追従したい航路を選択します。
4. FOLLOW ROUTE(航航航路路路ににに追追追従従従)ソフトキーを選択します。

注注注意意意: STOP FOLLOW(追追追従従従停停停止止止)ソフトキーを選択すれば、い
つでも航路の追従を停止できます。

航航航路路路ののの航航航海海海ののの取取取りりり消消消ししし
海図航海オプションで、次の操作を実行します。
1. STOP FOLLOW(追追追従従従ののの停停停止止止)ソフトキーを選択します。

ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトへへへののの到到到達達達
船舶がウェイポイントに近づくと、ウェイポイント到達アラー
ムによる警告が発動します。
1. ACKNOWLEDGE(承承承認認認)ソフトキーを押します。
アラームを承認すると、次のウェイポイントが選択され、ディス
プレイが航路の次の区間を示すように更新されます。

注注注意意意: アラームセットアップメニューを使用して、ウェイポイ
ント到達アラームが鳴る接近距離 (半径)を設定できます。

航航航路路路ののの次次次のののウウウェェェイイイポポポイイインンントトトににに進進進むむむ
現在アクティブなウェイポイントを飛ばして、いつでも航路の次
のウェイポイントに進むことができます。
海図アプリケーションで航路追従中に、次の操作を実行します。
1. GOTO(進進進行行行先先先) ソフトキーを押すか、航路の上にカーソル

を置きます。
2. ADVANCE WAYPOINT(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトををを進進進めめめるるる)ソフトキー

を押します。

注注注意意意: 現在の目的地が最後のウェイポイントの場合は、航路の
最初のウェイポイントに移ります。

航航航路路路ののの逆逆逆コココーーースススをををたたたどどどるるる
海図アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. NAVIGATION(航航航海海海) ソフトキーを選択します。
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2. FOLLOW ROUTE OPTIONS(航航航路路路ににに追追追従従従オオオプププシシショョョンンン) ソフト
キーを選択します。
航路リストが表示されます。

3. 追従したい航路を選択します。
4. REVERSE AND FOLLOW(逆逆逆コココーーースススをををたたたどどどるるる) ソフトキーを

選択します。

注注注意意意: STOP FOLLOW(追追追従従従停停停止止止)ソフトキーを押せば、いつで
も航路の追従を停止できます。

航航航路路路誤誤誤差差差 (XTE)
航路誤差 (XTE) は予定の航路またはウェイポイントからの逸
脱を距離で表したものです。

D11765-1

航跡を外れて操舵した場合、XTEをリセットすることでまっすぐ
ターゲットに到達することができます。

航航航路路路誤誤誤差差差 (XTE) をををリリリセセセッッットトトすすするるる
海図アプリケーションで航路追従中に、次の操作を実行します。
1. RESTART XTE(XTEのののリリリセセセッッットトト)ソフトキーを押します。
XTE をリセットすると、新たな針路が現在の船舶位置から現在
のターゲット ウェイポイントになります。 保存済みの航路に
は変更は生じません。

航航航路路路ののの消消消去去去
海図アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. PLANNING(計計計画画画) ソフトキーを選択します。
2. MY ROUTES(マママイイイ航航航路路路)ソフトキーを選択します。
3. リストから必要な航路を強調表示します。
4. ERASE ROUTE(航航航路路路ののの消消消去去去)ソフトキーを選択します。
5. YES(はははいいい) を選択して操作を確定するか、NO(いいいいいいえええ) を選

択して取り消します。

注注注意意意: 現在追跡中の航路以外のすべての航路を削除することが
可能です。航路を消去すると、その航路に関連したウェイポ
イントのみが削除されます。

航航航路路路ををを見見見直直直すすす、、、まままたたたははは編編編集集集すすするるる
航路には、さまざまな特性があります。 航路の特性を見直し
たり、編集できます。
次の操作ができます。

• 海図画面上に航路を表示、非表示する。

• 航路の詳細を見直す。

• ウェイポイントの追加および削除。

• 航路内でウェイポイントを移動する。

• 航路を反対にする。

• 航路の名前や色を変更する。

• 航路を削除する。

• 海図画面上に航路を表示、非表示する。

• 航路の線幅を調整する。
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注注注意意意: 稼動中の航路を編集することも可能です。ただし、ター
ゲットウェイポイントは除きます。ウェイポイントが編集さ
れてターゲットに変わると、システムにより編集は取り消され
ます。ウェイポイントは本来の位置にとどまります。

見見見直直直しししまままたたたははは編編編集集集すすするるる航航航路路路ののの選選選択択択
1. 必要とする航路を選択するには、次のいずれか 1つの操作を

実行します。
• 海図アプリケーションが動作している状態で、画面上の航
路を選択してから、Review & Edit This Route(こここののの航航航路路路ののの
見見見直直直ししし & 編編編集集集) ソフトキーを押します。

• 海図アプリケーションが動作している状態で、ソフトキー
で次の順序で進みます。Navigation options(航航航海海海オオオプププシシショョョ
ンンン) > Planning(計計計画画画) > My Routes(マママイイイ航航航路路路)。リストから
必要とする航路を選択します。

• ホーム画面から、My routes(マママイイイ航航航路路路)を選択したら、リス
トから必要とする航路を選択します。

保保保存存存ささされれれててていいいるるる航航航路路路へへへのののウウウェェェイイイポポポイイインンントトトののの追追追加加加
海図アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. PLANNING(計計計画画画) ソフトキーを選択します。
2. MY ROUTES(マママイイイ航航航路路路)ソフトキーを選択します。
3. ウェイポイントを追加する航路を選択します。
4. AMEND ROUTE COURSE(航航航路路路針針針路路路ののの修修修正正正)ソフトキーを選択

します。
5. USE WAYPOINT LIST(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトリリリススストトトののの使使使用用用) ソフ

トキーを選択します。
6. リストの右側の列を強調表示します。
7. トラックパッドを使用して、ウェイポイントに適した場所を

選択します。
8. トラックパッドを左に押して、リストの左側の列を強調表示

します。
9. 航路の最初で挿入するウェイポイントを強調表示します。

10. INSERT WAYPOINT(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトののの挿挿挿入入入) ソフトキーを
選択します。

11.OK ボタンを押します。

海海海図図図画画画面面面でででのののウウウェェェイイイポポポイイインンントトトののの航航航路路路へへへののの追追追加加加
海図アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. 航路の適切な区間にカーソルを動かします。

ソフトキーが切り替わり、航路機能が表示されます。
2. INSERT WAYPOINT(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトののの挿挿挿入入入) ソフトキーを

選択します。
3. 航路区間から海図の必要な位置までまたがるようにカーソ

ルを動かします。
4. PLACE WAYPOINT(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトののの設設設置置置)ソフトキーを選択

します。

航航航路路路かかからららウウウェェェイイイポポポイイインンントトトををを削削削除除除すすするるる
海図アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. トラックパッドを使用して、カーソルを削除したいウェイ

ポイント上に合わせます。
2. REMOVE WAYPOINT(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトののの削削削除除除)ソフトキーを押

します。

航航航路路路内内内でででウウウェェェイイイポポポイイインンントトトををを移移移動動動すすするるる
海図アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. カーソルを移動させたいウェイポイント上に合わせます。

ソフトキーが切り替わり、ウェイポイントのオプションが表
示されます。

2. MOVE WAYPOINT(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトののの移移移動動動)ソフトキーを選択
します。

3. 航路区間から海図の必要な位置までまたがるようにカーソ
ルを動かします。

4. PLACE WAYPOINT(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトののの設設設置置置)ソフトキーを選択
します。
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航航航路路路ををを反反反対対対にににすすするるる
海図アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. 航路を追従していないことを確かめます (航路の追従を停止す

るには、STOP FOLLOW(追追追従従従停停停止止止)ソフトキーを押します)。
2. 適切な航路上にカーソルを合わせます。
3. REVERSE ROUTE(航航航路路路ををを反反反対対対にににすすするるる)ソフトキーを押します。
航路内のウェイポイントに新しい番号が振られ、航路名が移
動します。

航航航路路路ののの表表表示示示まままたたたははは非非非表表表示示示
海図アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. トラックパッドを使用して、適切な航路上にカーソルを合わ

せます。
2. HIDE ROUTE(航航航路路路ののの非非非表表表示示示)ソフトキーを押します。

航航航路路路ののの線線線幅幅幅ののの調調調整整整
海図アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. トラックパッドで Chart Setup(海図セットアップ) オプショ

ンを選択します。
3. トラックパッドを使用して、Route Width(航路幅)メニュー項

目を選択します。
4. トラックパッドを使用して、適切な航路の線幅を選択します。
5. OK ボタンを押します。

5.3 航航航跡跡跡
航跡は画面上に表示されるもので、船舶がたどった航路を表示し
ます。この航路は、航跡地点が組み合わさって形成されており、
自動的に作成されます。自分でたどった航路を永久的な記録とし
て残すために航跡を保存することができます。

D11754-1

航跡では次の操作ができます
• 過去の航跡を見直す。
• 航跡から航路を作成する。

航航航跡跡跡ののの作作作成成成
海図アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. NAVIGATION(航航航海海海) ソフトキーを選択します。
2. START TRACK(追追追跡跡跡開開開始始始)ソフトキーを選択します。
船舶の操縦を開始すると、航海は自動的に航跡として記録され
ます。

注注注意意意: 航跡記録中に停電が起きたり位置固定が失われたりす
ると、航跡は中断されます。 航跡の最後の部分のみが航路
に変換されます。
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注注注意意意: 追跡地点数が最大数に達すると警告が表示されます。航
跡の記録は継続され、これまでの追跡地点は上書きされます。

航航航跡跡跡ののの消消消去去去
海図アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. PLANNING(計計計画画画) ソフトキーを選択します。
2. MY TRACKS(マママイイイ航航航跡跡跡)ソフトキーを選択します。
3. リストから必要な航跡を強調表示します。
4. ERASE TRACK(航航航跡跡跡ののの消消消去去去)ソフトキーを選択します。
5. YES(はははいいい) を選択して操作を確定するか、NO(いいいいいいえええ) を選

択して取り消します。

注注注意意意: DATA(デデデーーータタタ) > ARCHIVE AND TRANSFER(アアアーーーカカカイイイブブブ
ととと送送送信信信) 機能を使用してすべての航跡を同時に消去すること
もできます。

航航航跡跡跡ののの見見見直直直しししととと編編編集集集
保存した航跡の特性を見直したり、編集できます。
次の操作ができます。
• 航跡を削除する。
• 航跡から航路を作成する。
• 海図上に航跡を表示、非表示する (海図アプリケーションから
のみ操作可能)。

• 航跡の名前を変更する。
• 航跡の色を変更する。
• 航跡を削除する。

見見見直直直しししまままたたたははは編編編集集集すすするるる航航航跡跡跡ののの選選選択択択
1. 必要とする航跡を選択するには、次のいずれか 1つの操作を

実行します。

• 海図アプリケーションが動作している状態で、画面上の
航跡を選択します。

• 海図アプリケーションが動作している状態で、ソフトキー
で次の順序で進みます。 Navigation options(航航航海海海オオオプププシシショョョ
ンンン) > Planning(計計計画画画) > My Tracks(マママイイイ航航航跡跡跡)。

• ホーム画面から My tracks(マママイイイ航航航跡跡跡)を選択します。

いずれかの操作を実行したら、利用可能なオプションを使用して
必要とする航跡を見直したり、編集できます。

航航航跡跡跡間間間隔隔隔
航跡間隔では、航跡地点を示す時間間隔や距離を指定します。
航跡地点間の間隔を調整することで、記憶域を最も有効に活用で
きるようになります。
航跡地点間の設定は、Chart Setup Menu(海海海図図図セセセッッットトトアアアッッップププメメメ
ニニニュュューーー) で調整します。

• Record Vessel Track By(船船船舶舶舶ののの航航航跡跡跡ををを記記記録録録)—ここで、間隔の
種類を指定します (Auto(自動) / Time(時間) / Distance(距離))。

• Track Interval(航航航跡跡跡間間間隔隔隔) — ここで、間隔の単位を指定しま
す (例：15 分毎)。

たとえば、長距離の航海用に航跡を作成するのに Auto(自動)に
設定すると、航跡地点用に利用できる記憶域が急速に消耗しま
す。この場合、Track Interval(航跡間隔)を高い値に設定すること
で航跡能力を長く保つことができます。

航航航跡跡跡間間間隔隔隔ののの設設設定定定
海図アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. Chart Setup(海海海図図図セセセッッットトトアアアッッップププ)を選択します。
3. Record Vessel Track By(船船船舶舶舶ののの航航航跡跡跡ををを記記記録録録)オプションを選

択し、適切な数値に設定します。

• Auto(自動)—航跡間隔は自動的に設定されます。
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• Time(時間)—航跡地点は一定時間間隔で設けられます。

• Distance(距離)—航跡地点は一定距離間隔で設けられます。

4. Track interval(航航航跡跡跡間間間隔隔隔)を選択し、適切な数値に設定します。

• 時間単位が一覧に表示されます (「航跡間隔を記録」が時間
に設定されていれば利用可能です)。

• 距離単位が一覧に表示されます (「航跡間隔を記録」が距離
に設定されていれば利用可能です)。

• グレーアウト： 「航跡間隔を記録」が自動に設定されて
いるとオプションは利用できません。

5.4 ウウウェェェイイイポポポイイインンントトト、、、航航航路路路、、、おおおよよよびびび航航航跡跡跡
ののの記記記憶憶憶容容容量量量
ディスプレイで保管できるウェイポイント、航路、および航跡の
数は次のとおりです。

ウェイ
ポイン
ト

• 3000個のウェイポイント

• 100個のウェイポイントグループ

航路 • 150個の航路、各航路は最大で 50個のウェイポ
イントからなる。

航跡 • 15個の航跡、各航跡は最大で 10000個の航跡地
点からなる。
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章章章 6: 海海海図図図ののの使使使用用用

目目目次次次
• 6.1 海図アプリケーションの概要 ( 84 ページ)

• 6.2 船舶の位置と向き ( 86 ページ)

• 6.3 海図ビュー ( 89 ページ)

• 6.4 海図計画オプション ( 93 ページ)

• 6.5 海図航海オプション ( 93 ページ)

• 6.6 距離および方位の測定 ( 94 ページ)

• 6.7 海図の方位 ( 95 ページ)

• 6.8 最新情報 ( 96 ページ)

• 6.9 潮流情報 ( 97 ページ)

• 6.10 海図オブジェクト情報 ( 99 ページ)

• 6.11 海図レイヤ ( 100 ページ)

• 6.12 海図プレゼンテーション ( 104 ページ)

• 6.13 海図セットアップ ( 107 ページ)
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6.1海海海図図図アアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンンののの概概概要要要
海図アプリケーションは、経路の計画や航海機能を備えた電子海
図です。 2Dと 3Dのビューポイントを組み合わせ、周囲や海図
上のオブジェクトに関するさまざまな地図情報を提供します。
海図アプリケーションの標準的な用途は次のとおりです。

• 船舶の場所や船首をモニタする。

• 周囲の状況を読み取る。

• 距離と方位を測定する。

• ウェイポイントを使用して操縦する。

• 航路を使用して、計画、および航海を行う。

• レーダーのオーバーレイを使用して固定オブジェクトと移動
オブジェクトをモニタする。

• AISデータを使用して付近の船舶をモニタする。

• 針路を追跡、記録する。

• 海図上のオブジェクトに関する情報を表示する。

• NOWRad 気象情報のオーバーレイを表示する。

• 航空写真やその他の海図拡張機能のオーバーレイを表示する。

注注注意意意: 3Dの完全な詳細を取得するには、該当する地理的地域の
3D 地図情報が入った海図カードが必要です。

また、多機能ディスプレイで海図アプリケーションを特定の要
件や状況に合わせてカスタマイズすることも可能です。 次の
設定が可能です。

• 船舶に関して海図の描画方法や航海進路を変更する (海図方向
と運動モード)。

• 入力した海図データを管理、編集する。

• 画面上に表示される詳細レベルを制御する。

複複複数数数のののアアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンン起起起動動動
大半のアプリケーションで、同一アプリケーションの 4 つのイ
ンスタンスを同時に実行させることが可能です。 ただし、以
下の 2 つは例外となります。

• 海海海図図図アアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンン—多機能ディスプレイごとに最大でイ
ンスタンスは 2 つまで。

• Sirius衛衛衛星星星無無無線線線アアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンン—多機能ディスプレイごと
にインスタンスは最大で同時に 1 つまで。

• ビビビデデデオオオアアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンン—多機能ディスプレイごとにインス
タンスは最大で同時に 1 つまで。

海海海図図図基基基準準準面面面
海図基準面設定によって、海図アプリケーションに表示される船
舶の測位情報の精度が変わります。
GPSレシーバと多機能ディスプレイが紙の海図と正確に相関する
ようにするには、同じ基準面を使用する必要があります。
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多機能ディスプレイの既定の基準面は WGS1984 です。 この
基準面が紙の海図で使用されている基準面と異なる場合は、
MENU(メメメニニニュュューーー) > Chart Setup(海海海図図図セセセッッットトトアアアッッップププ) > Datum(基基基準準準
面面面) メニュー項目を使用して多機能ディスプレイの基準面を変
更できます。
多機能ディスプレイの基準面を変更すると、新しい基準面に従っ
て海図グリッドが移動し、地図機能の緯度と経度もそれに伴って
変更されます。多機能ディスプレイは次のように新しい基準面に
合わせて GPS レシーバを設定しようとします。

• SeaTalkまたは SeaTalkng を使用した Raymarine GPSレシーバ
をお持ちの場合は、多機能ディスプレイの基準面を変更するた
びに、自動的に相関調整が行われます。

• NMEA0183を使用した Raymarine GPSレシーバ、またはサー
ドパーティ製の GPSレシーバをお持ちの場合は、別途相関関
係を設定する必要があります。

多機能ディスプレイから NMEA0183 GPS レシーバとの相関
関係を設定できる場合もあります。 MENU(メメメニニニュュューーー) > GPS
Status(GPSススステテテーーータタタススス)に進みます。基準面のバージョンが表
示された場合、OTHER SETUP(そそそののの他他他のののセセセッッットトトアアアッッップププ) ソフト
キーを選択し、適切な基準面を選択して変更することも可能で
す。 NMEA0183 GPS レシーバに使用中の基準面に関する記載
がない場合は、MENU(メメメニニニュュューーー) > GPS Status(GPS ススステテテーーータタタ
ススス) > Other Setup(そそそののの他他他のののセセセッッットトトアアアッッップププ) > NMEA0183 GPS
Datum(NMEA0183 GPS 基基基準準準面面面) メニュー項目を選択する必要
があります。

注注注意意意: 海図アプリケーションに表示されている実際の近接部
分に対する船舶の測位場所を海図に示されている既知の物
標と比較することをお勧めします。 標準的な GPS の精度は
5 ～ 15 m です。

海海海図図図ののの互互互換換換性性性
多機能ディスプレイには Navionics電子海図が組み込まれていま
す。また、Navionics海図カードを挿入して詳しい海図の詳細や
その他の海図機能を入手することもできます。
お使いの多機能ディスプレイは次の Navionics 海図カードと互
換性があります。
• Silver(シルバー)
• Gold (ゴールド)
• Gold+(ゴールド プラス)
• Platinum(プラチナ)
• Platinum+(プラチナ プラス)
• Fish’N Chip(フィッシン チップ)
• Hotmaps(ホットマップ)

注注注意意意: サポート対象の海図カードの最新一覧は、Raymarine
Webサイト (www.raymarine.com)をご覧ください。

海海海図図図カカカーーードドドののの概概概要要要
海図カードは、追加の地図情報を提供します。
Navionics® 海図カードを使用して、航海中の区域の詳しい地
図情報を取得することができます。 現在利用可能な Navionics
海図カードの種類を確認するには、www.navionics.com または
www.navionics.itにアクセスしてください。表示される地図情報
の量は、区域やスケールによって異なります。使用中の海図ス
ケールはステータスバーに表示されます。表示される数値は、海
図全体の横の距離を海里で表したものです。
適切な手順に従えば、海図の表示中に海図カードを抜き取り、挿
入することができます。海図情報は、海図アプリケーションによ
る画面の再描画が行われるまで、画面上に保持されます。たとえ
ば、現在の区域の外でパンニングしたり、Range(範範範囲囲囲)ボタンで
海図スケールを変更する場合など、再描画が行われるまで現時点
での情報が表示されたままになります。
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警警警告告告: 海海海図図図カカカーーードドドのののおおお手手手入入入れれれ
海図カードが修復不可能なほど損傷したり、データ
が失われたりするのを防ぐため、次の点に注意し
てください。

• 海図カードが正しい方向に装着されていること
を確認します。 カードを無理矢理押し込まない
でください。

• データ (ウェイポイント、航路など) を 海図カー
ドに保存しないでください。海図が上書きされ
る可能性があります。

• スクリュードライバーやペンチなどの金属製の
工具を使って海図カードを取り外さないでくだ
さい。

• 安全に取り外してください。 Remove Card
Remove Card (カードの取り外し) メニューオプ
ションを使用して、海図カードを取り外してく
ださい。

6.2 船船船舶舶舶ののの位位位置置置ととと向向向ききき

海海海図図図デデディィィスススプププレレレイイイ上上上にににおおおけけけるるる船船船舶舶舶ののの位位位置置置
現在の位置は、画面上に船のシンボルで表されます。
船舶のシンボルは以下のとおりです。

D6627-1

Boat symbol

注注注意意意: 船舶のシンボルはカスタマイズ可能ですので、ここで紹
介するシンボルとは異なる場合があります。

船首も対地方位 (COG)データも使用できない場合、船舶は黒い
丸で現れます。ディスプレイで位置データが選択されている場
合、船舶の位置は VES POS下のデータバー内に表示されます。

海海海図図図ののの方方方向向向
海図の方向は、海図と航行する方向の関係によって決まります。
海図の方向は運動モードと併せて使用します。この操作により、
船舶と海図の相互関係や画面上への表示方法を管理します。
選択したモードはすべての海図インスタンスに適用され、電源投
入時に復元されます。
次のオプションを利用できます。
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ノノノーーーススス アアアッッップププ (N-UP)

North Up(ノース アップ) モードでは、海図の方向は真北を上に
した方向で固定されています。船首が変わると、船舶シンボル
もこれに従って移動します。 これが海図アプリケーションの
初期設定となります。

ヘヘヘッッッドドド アアアッッップププ (H-UP)

Head Up(ヘッドアップ)モードでは、船舶の現在の船首を上にし
た方向で海図が表示されます。船首が変わると、船舶シンボルは
固定されたままで、海図画像はこれに従って回転します。

注注注意意意: 船舶が左右にそれるたびに画像が継続して前後に回転す
るのを防ぐため、船首が最後に表示された方向から少なくとも
10 度は動かない限り、海図は更新されません。

注注注意意意: 運動モードを True(真) に設定している場合、Head
Up(ヘッドアップ)を選択することはできません。

コココーーーススス アアアッッップププ (C-UP)

Course Up(コースアップ)モードでは、海図画像が安定し、現在
の針路を上にした方向が表示されます。船舶の船首が変わると、
船舶シンボルもこれに従って移動します。新しい針路を選択した
場合、画像はリセットされ新しい針路が上方に表示されます。
Course-Up(コース アップ)に使用される参考資料は、その時点
で利用可能な情報となります。システムは常に次の順序でこの
情報に優先順位をつけます。

1. 本来の目的地からの方位、予定している針路。

2. 自動操縦からの固定済み船首

3. ウェイポイントまでの方位。

4. ある瞬間の船首。

このモードを選択した状態で、船首データが使用できなくなっ
た場合、警告メッセージが表示され、海図は相対運動で船首
は 0° になります。

海海海図図図方方方向向向ののの設設設定定定
海図アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
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2. Chart Setup(海海海図図図セセセッッットトトアアアッッップププ)を選択します。
3. Chart Orientation(海海海図図図方方方向向向)メニュー項目を使用して、必要

に応じて Head-Up(ヘッドアップ)、North-Up(ノースアップ)、
もしくはCourse-Up(コースアップ)オプションを選択します。

海海海図図図運運運動動動モモモーーードドド
運動モードでは、海図と船舶間の関係を制御します。
運動モードが機能している間は、船舶が航行するにつれ、海図
は描き直されていき画面上に船舶が表示されます。 運動モー
ドには次の 3 つがあります。

• 相対運動。

• 真運動。

• 自動範囲。

注注注意意意: 3D の海図表示で利用できる運動モードは、Relative
Motion (相対運動) のみとなります。

現在設定されている運動モードは、海図アプリケーションのどの
インスタンスにも適用されます。
海図を左右に動かしたり、FIND CURSOR(カカカーーーソソソルルルををを探探探すすす)を選択
すると、その時点で運動モードは動作しなくなります。この状態
になると、ステータスバーに括弧付きの運動モード、例 (RM)と
現れます。括弧付きの運動モードが現れると、航海する一方で海
図の他の領域を表示することができます。運動モードをリセット
し船舶を画面に戻すには、FIND SHIP(船船船ををを探探探すすす)を選択します。
自動範囲内で手有効範囲を手動で変更する際も、運動モードは機
能しなくなります。初期設定では、原点オフセットの相対運動に
なっています。選択するモードは電源投入時点で復元されます。

相相相対対対運運運動動動、、、船船船舶舶舶オオオフフフセセセッッットトトオオオプププシシショョョンンン付付付ききき

運動モードを Relative(相対)に設定すると、乗船している船舶の
位置は画面上に固定され、海図画像は船舶に呼応して移動しま
す。 MENU(メメメニニニュュューーー) > Chart Setup(海海海図図図セセセッッットトトアアアッッップププ) > Vessel
Offset(船船船舶舶舶オオオフフフセセセッッットトト)メニュー項目を使用して、ウィンドウの
中央 (0オフセット)に船舶を固定するか、1/3か 2/3にオフセッ
トするかを決めます。オフセットを 1/3 または 2/3 に変更する
と、船舶の前方表示領域が広がります。
上記の図では、運動モードは Relative(相対)で船舶オフセットは
1/3に設定されています。船舶はオフセット位置に固定されてお
り、海図はそれに呼応して移動します。

真真真運運運動動動

運動モードを True(真)に設定すると、海図は固定された状態とな
り船舶は画面上に固定されている陸地に沿って真実に基づく視点
で移動します。船舶の位置が画面の端に達すると、海図画像は自
動的にリセットされ船舶の前方の領域が映し出されます。

注注注意意意: 向きを Head Up(ヘッド アップ) に設定している場合、
True Motion(真運動)を選択することはできません。
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自自自動動動範範範囲囲囲

自動範囲は可能な限り大きい尺度の海図を選択し、保持します。
海図には船舶とターゲットウェイポイントの両方が表示されま
す。 レーダー チャートの同期がオンになっていると、自動範
囲は利用できません。

運運運動動動モモモーーードドドののの設設設定定定
海図アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. Chart Setup(海海海図図図セセセッッットトトアアアッッップププ)を選択します。
3. Motion Mode(運運運動動動モモモーーードドド)メニュー項目を使用して、適切な

オプションを選択します。

船船船舶舶舶オオオフフフセセセッッットトト値値値ののの変変変更更更
海図アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. Chart Setup(海海海図図図セセセッッットトトアアアッッップププ)を選択します。
3. Vessel Offset(船船船舶舶舶オオオフフフセセセッッットトト)メニュー項目を使用して、0、

1/3、または 2/3 オプションを選択します。

船船船舶舶舶ののの位位位置置置ををを突突突ききき止止止めめめるるる
海図アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. FIND(探探探すすす)ソフトキーを押して、SHIP(船)オプションを選択

します。
船舶が海図の中央に表示されます。

2. この位置をマークするには、WPTS MOB(WPTS MOB)ボタン
を 2 回押してから、 OK ボタンを押します。

6.3 海海海図図図ビビビュュューーー
海図は 3次元で表示、操作できます。頭上から直接 (2Dビュー)、
または一定角度から (3D ビュー) 表示できます。

360°

85°

D11749-1

• 2D 海海海図図図ビビビュュューーー。 頭上から直接表示すると、海図は自動的に
2D モードに戻ります。

• 3D 海海海図図図ビビビュュューーー。 頭上から表示しない場合、海図は常に 3D
モードで動作します。
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2D 海海海図図図ビビビュュューーー
2D 海図ビューには、航海に役立つさまざまな情報が表示され
ます。

1 842 73 5 6 9

項項項目目目 説説説明明明

1 範範範囲囲囲—画面全体の水平距離 (ウィンドウ中盤、
またはビューの中心部)。特定のシステムユ
ニットに表示されます。

2 ウウウェェェイイイポポポイイインンントトト—到達を表す○印で表示されま
す。

3 方方方向向向—海図で使用している方向 (North-up (ノー
スアップ)、 Head-up (ヘッドアップ)、Course-up
(コースアップ))。

項項項目目目 説説説明明明

4 船船船舶舶舶アアアイイイコココンンン—現在位置を示します。

5 運運運動動動モモモーーードドド—現在の運動モード (相対、真、自
動範囲)を示します。

6 地地地図図図対対対象象象物物物— Cartography Setup(地図製作セット
アップ)メニューを使用して、表示する対象物を
選択します。

7 AISタタターーーゲゲゲッッットトト— AIS情報を放送している船舶。

8 海海海図図図タタタイイイプププ—使用中の海図のタイプ (漁獲、ま
たは航海)を示します。

9 ススステテテーーータタタスススバババーーー—外部接続機器のステータスを
表示します。
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3D 海海海図図図ビビビュュューーー
3D海図ビューには、船舶の操縦に役立つ数々の機能があります。

1 2 93 4 65 7 8

項項項目目目 説説説明明明

1 範範範囲囲囲—画面全体の水平距離 (ウィンドウ中
盤、またはビューの中心部)。特定のシステ
ムユニットに表示されます。

2 船船船舶舶舶アアアイイイコココンンン—船舶の現在位置。

3 水水水深深深スススケケケーーールルル—船舶の下のおおよその深さ。

4 ウウウェェェイイイポポポイイインンントトト—到達を表す○印で表示さ
れます。

5 方方方向向向—海図で使用している方向。

項項項目目目 説説説明明明

6 ビビビュュューーーののの中中中心心心部部部—海図ビューの水位の中央
を示す白い×印。

7 地地地図図図対対対象象象物物物— Cartography Setup(地図製作セッ
トアップ)メニューを使用して、表示する対
象物を選択します。

8 回回回転転転—真方位で、オンスクリーンビュー
が船首からどの程度回転されているかを示
します。

9 北北北向向向ききき矢矢矢印印印 –海図ビューと関連して真北を
3D表示したもの。北向き矢印はまた、ピッ
チ角を示すように傾斜します。

海海海図図図表表表示示示ののの操操操作作作方方方法法法
回転ノブ、トラックパッド、有効範囲キーを組み合わせて、海
図表示を操作します。
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回転ノブ —傾斜させたり回転させる際に使
用します。

トラックパッド —左右に動かす際に使用し
ます。

RANGE

IN

OUT
有効範囲キー—拡大および縮小表示に使用し
ます。

1. 海海海図図図ののの傾傾傾斜斜斜
i. 海図が 3D モードの場合、ソフトキー ツールバーから

Pitch(傾傾傾斜斜斜) オプションを選択します。
ii. 回転ノブで海図表示の傾斜角度を変更します。

D11755-1

2. 回回回転転転（海図が 3D モードの場合のみ有効です）

i. ソフトキー ツールバーから、Rotate(回回回転転転) オプション
を選択します。

ii. 回転つまみを回して海図表示を回転させます。

D
11756-1

3. ズズズーーームムム— この有効範囲キーを使用して、海図を拡大および
縮小表示します。

4. パパパンンン—トラックパッドを使用して、海図を左右に動かします。

2D/3D 海海海図図図表表表示示示ののの切切切りりり替替替えええ
2Dと 3D表示は素早く切り替えることができます。
海図アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. PRESENTATION(プププレレレゼゼゼンンンテテテーーーシシショョョンンン) ソフトキーを選択し

ます。
2. VIEW(表表表示示示) ソフトキーを使用して、2D(2D) または 3D(3D)

オプションを選択します。
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6.4 海海海図図図計計計画画画オオオプププシシショョョンンン
海図には選択した場所の航海に役立つ機能が揃っています。
オプションには、海図ソフトキー— Navigation options(航航航海海海オオオ
プププシシショョョンンン) > Planning(計計計画画画)からアクセスします。

• Build new route(新新新しししいいい航航航路路路ののの作作作成成成)—一連のウェイポイント
を使用して航路を作成できます。

• My Routes(マママイイイ航航航路路路) — システムに保管されている航路を表
示および編集します。

• My Tracks(マママイイイ航航航跡跡跡)—システムに保管されている航跡を表示
および編集します。航跡を開始、または停止します。

• My Waypoints(マママイイイウウウェェェイイイポポポイイインンントトト)—システムに保管されて
いるウェイポイントを表示および編集します。

6.5 海海海図図図航航航海海海オオオプププシシショョョンンン
海図には選択した場所の航海に役立つ機能が揃っています。
海図ツールバーソフトキーに Navigation Options(航航航海海海オオオプププシシショョョ
ンンン)があります。アクセスするには、Navigation options(航航航海海海オオオ
プププシシショョョンンン)>Navigation(航航航海海海) を選択します。

• Ruler(目目目盛盛盛りりり)—距離を測定するためのオプションです。

• Goto Cursor(カカカーーーソソソルルルににに進進進行行行)—カーソルの位置をアクティブ
な目的地に設定します。

• Follow Route Options...(航航航路路路ににに追追追従従従オオオプププシシショョョンンン)—システムに
保存されている針路に進むオプションを提供します。

• Goto Waypoint options(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトににに進進進行行行オオオプププシシショョョンンン)—
システムに保存されているウェイポイントに進むオプショ
ンを提供します。

• Start Track(追追追跡跡跡開開開始始始)—画面上で航跡を開始し、進行に合わせ
て過去を遡るように針路を表示します。
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6.6 距距距離離離おおおよよよびびび方方方位位位ののの測測測定定定
データバー情報と目盛りを利用して、海図アプリケーションに
おける距離を測定できます。
次の用法で距離と方位を測定できます。

• 船舶からカーソルがある場所までを測定。

• 海図上にある 2 つのポイント間を測定。

注注注意意意: 測定する際には、データバーにカーソルポジションデー
タが表示されていなければなりません。 MENU(メメメニニニュュューーー) >
Databar Setup(デデデーーータタタベベベーーースススのののセセセッッットトトアアアッッップププ) > Configure(設設設
定定定)の順に進み、データバーをカスタマイズします。

海海海図図図目目目盛盛盛りりりののの位位位置置置合合合わわわせせせ
海図アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. 測定または方位の起点となる場所にカーソルを置きます。
2. NAVIGATION(航航航海海海) ソフトキーを選択します。
3. RULER(目目目盛盛盛りりり) ソフトキーを選択します。
4. 測定または方位の終点となる場所にカーソルを置きます。有

効範囲と方位が表示されます。
5. OKボタンを押して、新しい目盛りの位置を固定します。

海海海図図図目目目盛盛盛りりりををを再再再配配配置置置すすするるる
海図アプリケーションで、目盛りを表示して次の操作を実行し
ます。
1. NAVIGATION(航航航海海海) ソフトキーを選択します。
2. RULER(目目目盛盛盛りりり) ソフトキーを選択します。
3. ADJUST A(A ををを調調調整整整) か ADJUST B(B ををを調調調整整整) ソフトキーを

使用して、それぞれに見合った適切な始点または終点を選択
します。

4. カーソルを新しい目盛り位置に合わせます。

5. OKボタンを押して、新しい目盛り位置を確定します。

海海海図図図目目目盛盛盛りりりのののクククリリリーーーニニニンンングググ
海図アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. NAVIGATION(航航航海海海) ソフトキーを選択します。
2. RULER(目目目盛盛盛りりり) ソフトキーを選択します。
3. CLEAR RULER(目目目盛盛盛りりりのののクククリリリアアア)ソフトキーを選択します。

94 G-Series システム ユーザー リファレンス



6.7 海海海図図図ののの方方方位位位
海図の方位は船首、COG、風向、および潮流の方向を示します。
方位グラフィクスは海図ディスプレイに重ね合わせることができ
ます。 Chart Setup Menu(海海海図図図セセセッッットトトアアアッッップププメメメニニニュュューーー) からア
クセスする 2D set up(2Dセセセッッットトトアアアッッップププ)で個別に有効/無効にで
きる方位は次のとおりです。

D11746-1

方方方位位位ののの説説説明明明

HDG (船船船首首首)方方方位位位—船舶の船首を示す赤い線。方位長が無限以外
の値に設定されている場合は、矢印が使用されます。

COG (対対対地地地針針針路路路)方方方位位位—船舶の実際の針路を示す緑の線。方位
長が無限以外の値に設定されている場合は、双方向の矢印
が使用されます。

潮潮潮流流流矢矢矢印印印—潮流は船舶から離れた潮の流向を指す青い線の矢印
で表示されます。潮流の強度は矢印の幅で示されます。

風風風向向向矢矢矢印印印—風向方向は、船舶に向かってに風向きを示す黄色い
線の矢印で表示されます。風の強度は矢印の幅で示されます。

注注注意意意: 対地速力 (SOG)または船首データのいずれかも使用でき
ない場合は、方位を表示することはできません。

方方方位位位長長長
HDGおよび COG方位線の長さは、Chart Setup Menu(海海海図図図セセセッッッ
トトトアアアッッップププメメメニニニュュューーー)で指定した船舶の移動距離 (3分、6分または
無限)によって異なります。指定した時間はすべての海図ビュー
に適用されます。Infinite(無限)オプションを選択すると、方位は
海図ウィンドウの端まで伸びます。

海海海図図図方方方位位位ののの有有有効効効化化化ととと無無無効効効化化化
2D 海図ビューで、次の操作を実行します。
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. Chart Setup(海海海図図図セセセッッットトトアアアッッップププ)を選択します。
3. 2D set up(2D セセセッッットトトアアアッッップププ) を選択します。
4. 必要に応じて、Heading Vector(船船船首首首方方方位位位)、COG Vector(COG

方方方位位位)、Tide Arrow(潮潮潮流流流矢矢矢印印印)、Wind Arrow(風風風向向向矢矢矢印印印) メ
ニュー項目の ON(オン) または OFF(オフ) オプションを選択
します。
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6.8 最最最新新新情情情報報報

動動動画画画ににによよよるるる海海海流流流情情情報報報
電子海図では、海流観測局の海流情報を動画で表示できます。

D11748-2

動画による海流情報を海図アプリケーションで使用できるのは、
菱形に「C」と記載されたシンボルが表示されている場合です。

このシンボルは、その場所で動画による海流情報が使用
できることを示します。

カーソルを海流シンボルの上に置くと、ソフトキーが動画オプ
ションを表示するように変わります。
ANIMATE(動動動画画画)ソフトキーを選択すると、菱形の海流シンボルが
海流の方向や強度を示す動的な海流矢印に変わります。

海流の動画

• 矢印は海流の方向を示します。
• 矢印の長さは流量を示します。
• 矢印の色は流速を示します。

– 赤赤赤: 海流の速度が上がっています。

– 青青青: 海流の速度が下がっています。

動画は連続的に表示することも、指定した期間中だけ表示するこ
ともできます。動画の日付を設定し、24時間以内の任意の時点
に動画を開始、または再開することもできます。有効な日時がな
い場合は、正午がシステム既定日として使用されます。

注注注意意意: 電子海図の中には、動画による海流機能をサポートして
いないものもあります。

動動動画画画ににによよよるるる海海海流流流情情情報報報ををを参参参照照照すすするるる
海図アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. ダイヤモンド型の海流アイコン上にカーソルを合わせます。
2. OKボタンを押して、Object Info(オブジェクト情報)ダイアロ

グ ボックスを表示します。
ソフトキーが切り替わり、海流に関するオプションが表示さ
れます。

3. Animate(動動動画画画) ソフトキーを選択します。
ソフトキーが切り替わり、動画オプションが表示されます。

動動動画画画ののの制制制御御御
海図アプリケーションで、動画を表示して次の操作を実行し
ます。
1. 動画を開始、または停止するには、ANIMATION PLAY /

PAUSE(動動動画画画再再再生生生/一一一時時時停停停止止止)ソフトキーを選択します。
2. 動画をステップ順に表示するには、STEP BACK(一一一歩歩歩後後後退退退)ま

たは STEP FWD(一一一歩歩歩前前前進進進)ソフトキーを選択します。
3. 動画ステップの間隔を設定するには、再生中の動画を一時停

止し、SET TIME INTERVAL(時時時間間間間間間隔隔隔ののの設設設定定定) ソフトキーを
選択します。

4. 動画の日付を設定するには、SET DATE(日日日付付付設設設定定定) ソフト
キーを選択します。 Edit Date(日付の編集) 画面には次のオ
プションが表示されます。
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TODAY’S
DATE(今今今日日日
ののの日日日付付付)

動画の日付を現在の日付に設定します。

PREV
DATE(前前前ののの
日日日)

動画の日付を現在の日付の 24時間前に設定し
ます。

NEXT
DATE(次次次ののの
日日日)

動画の日付を現在の日付の 24時間先に設定し
ます。

EDIT
DATE(日日日付付付
ののの編編編集集集)

Edit Date(日付の編集)ポップアップ画面を開き
ます。トラックパッドまたは回転ノブを使用
して、動画を表示する日付を入力します。

5. OK をクリックして新しい日付を保存し、動画に戻るか、
CANCEL(取取取りりり消消消ししし)を選択して日付の変更を無視し、日付設
定を変更せずに動画に戻ります。

海海海流流流ののの詳詳詳細細細情情情報報報ののの表表表示示示
海図アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. ダイヤモンド型の海流アイコン上にカーソルを合わせます。

ソフトキーが切り替わり、海流に関するオプションが表示さ
れます。

2. OKボタンを押すと、その海流の情報が表示されます。
3. VIEW CURRENT STATION(海海海流流流観観観測測測局局局ののの表表表示示示) ソフトキー

を押します。
4. 時間セレクタを動かすにはトラックパッドを使用します。
5. 表示日を変更するには、適切なソフトキーを使用します。

6.9 潮潮潮流流流情情情報報報

動動動画画画ににによよよるるる潮潮潮流流流情情情報報報
電子海図では、検潮所の潮流情報を動画で表示できます。
動画による潮流情報を海図アプリケーションで使用できるのは、
菱形に「T」と記載されたシンボルが表示されている場合です。

このシンボルは、その場所で動画による潮流情報が使用
できることを示します。

カーソルを潮流シンボルの上に置くと、ソフトキーが動画オプ
ションを表示するように変わります。
ANIMATE(動動動画画画)ソフトキーを選択すると、菱形の潮流シンボル
が、実際の日時の潮流の高さの予想値を示す動的な潮流バーに
変わります。

潮流の動画

• 潮流の高さはゲージで表示されます。ゲージは 8つのレベル
で構成されており、その日の絶対最小値/最大値に従って設
定されています。

• 潮流ゲージの矢印の色は、潮流の高さの変化を示します。
– 赤赤赤: 潮流の高さが上昇しています。
– 青青青: 潮流の高さが下降しています。

動画は連続的に表示することも、指定した期間中だけ表示するこ
ともできます。動画の日付を設定し、24時間以内の任意の時点
に動画を開始、または再開することもできます。有効な日時がな
い場合は、正午がシステム既定日として使用されます。

注注注意意意: 電子海図の中には、動画による潮流機能をサポートして
いないものもあります。

動動動画画画ににによよよるるる潮潮潮流流流情情情報報報ををを参参参照照照すすするるる
海図アプリケーションで、次の操作を実行します。
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1. ダイヤモンド型の潮流アイコン上にカーソルを合わせます。
2. OKボタンを押して、Object Info(オブジェクト情報)ダイアロ

グ ボックスを表示します。
ソフトキーが切り替わり、潮流に関するオプションが表示さ
れます。

3. Animate(動動動画画画) ソフトキーを選択します。
ソフトキーが切り替わり、動画オプションが表示されます。

動動動画画画ののの制制制御御御
海図アプリケーションで、動画を表示して次の操作を実行し
ます。
1. 動画を開始、または停止するには、ANIMATION PLAY /

PAUSE(動動動画画画再再再生生生/一一一時時時停停停止止止)ソフトキーを選択します。
2. 動画をステップ順に表示するには、STEP BACK(一一一歩歩歩後後後退退退)ま

たは STEP FWD(一一一歩歩歩前前前進進進)ソフトキーを選択します。
3. 動画ステップの間隔を設定するには、再生中の動画を一時停

止し、SET TIME INTERVAL(時時時間間間間間間隔隔隔ののの設設設定定定) ソフトキーを
選択します。

4. 動画の日付を設定するには、SET DATE(日日日付付付設設設定定定) ソフト
キーを選択します。 Edit Date(日付の編集) 画面には次のオ
プションが表示されます。

TODAY’S
DATE(今今今日日日
ののの日日日付付付)

動画の日付を現在の日付に設定します。

PREV
DATE(前前前ののの
日日日)

動画の日付を現在の日付の 24時間前に設定し
ます。

NEXT
DATE(次次次ののの
日日日)

動画の日付を現在の日付の 24時間先に設定し
ます。

EDIT
DATE(日日日付付付
ののの編編編集集集)

Edit Date(日付の編集)ポップアップ画面を開き
ます。トラックパッドまたは回転ノブを使用
して、動画を表示する日付を入力します。

5. OK をクリックして新しい日付を保存し、動画に戻るか、
CANCEL(取取取りりり消消消ししし)を選択して日付の変更を無視し、日付設
定を変更せずに動画に戻ります。

潮潮潮流流流ののの詳詳詳細細細情情情報報報ののの表表表示示示
海図アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. 菱形の潮流シンボル上にカーソルを合わせます。
2. OKボタンを押すと、その潮流の情報が表示されます。

ソフトキーが切り替わり、潮流に関するオプションが表示さ
れます。

3. VIEW TIDE STATION(検検検潮潮潮所所所ののの表表表示示示)( ソフトキーを選択し
ます。

4. 時間セレクタを動かすには、トラックパッドまたは回転ノ
ブを使用します。

5. 表示日を変更するには、適切なソフトキーを使用します。
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6.10 海海海図図図オオオブブブジジジェェェクククトトト情情情報報報
地図オブジェクト、港、マリーナなどの追加情報を海図に表示
することができます。
また、最寄の特定の海図オブジェクトを検索したり、港を名前で
検索したりすることもできます。
使用中の海図カードに応じて、次の追加情報の一部、または
全部を表示できます。
• 海図に印が付いている各地図作成オブジェクトの詳細。構
造、線、外海区域など。

• 港、港の地形、事業サービスなどの詳細。
• パイロット ブック情報 (船舶海洋年鑑に記載されているよう
な情報です)。 パイロット ブックは一部の港でのみ提供され
ています。

• 港とマリーナのパノラマ写真。写真があるかどうかは海図ディ
スプレイのカメラ アイコンで判断できます。

オブジェクト情報にアクセスする主な方法は 2つあります。
• 随随随時時時— OKボタンを押します。海図オブジェクトのリストが
表示され、FIND NEAREST(最最最寄寄寄りりりををを検検検索索索) と SEARCH BY
NAME(名名名前前前ででで検検検索索索) ソフトキーにアクセスできるようになり
ます。

• 画画画面面面上上上ののの物物物体体体ををを使使使用用用—物体の上にカーソルを置いて OKを押
すと、その物体に固有の情報が表示され、FIND NEAREST(最最最
寄寄寄ををを検検検索索索)および SEARCH BY NAME(名名名前前前ででで検検検索索索)オプション
にアクセスできるようになります。

注注注意意意: 物体について提供される情報の量は、システムで使用中
の電子海図によって異なります。海図カードで使用可能な機能
の詳細については、海図カード会社にお問い合わせください。

海海海図図図オオオブブブジジジェェェクククトトト情情情報報報ののの表表表示示示
海図アプリケーションで、次の操作を実行します。

1. オブジェクトの上にカーソルを置きます。
ポップアップが表示され、基本的なオブジェクト情報が表
示されます。

2. OK ボタンを押します。
そのオブジェクトの詳細情報が表示され、ソフトキーの表示
が FIND NEAREST(最最最寄寄寄りりりををを検検検索索索)オプションと SEARCH BY
NAME(名名名前前前ででで検検検索索索) オプションに変わります。

3. オブジェクト情報に複数の主題領域がある場合は、回転ノブ
で必要な情報を強調表示して選択します。

タタタイイイプププ別別別ににに最最最寄寄寄りりりののの海海海図図図物物物標標標ををを検検検索索索すすするるる
海図アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. OK ボタンを押します。

ソフトキーが切り替わり、物標検索オプションが表示され
ます。

2. FIND NEAREST(最最最寄寄寄りりりををを検検検索索索)ソフトキーを選択します。
海図物標タイプのリストが表示されます。

3. リストにある海図物標を強調表示します。
4. OK ボタンを押します。

使用可能な特定の海図物標のインスタンス リストが表示さ
れます。

5. 探し出したい海図物標インスタンスを強調表示します。
6. SHOW ON CHART(海海海図図図ででで表表表示示示)ソフトキーを選択します。

名名名前前前でででポポポーーートトトををを検検検索索索すすするるる
海図アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. OK ボタンを押します。

ソフトキーが切り替わり、物標検索オプションが表示され
ます。

2. SEARCH BY NAME(名名名前前前ででで検検検索索索)ソフトキーを選択します。
3. EDIT NAME(名名名前前前ののの編編編集集集)ソフトキーを選択します。

オンスクリーン キーボードが表示されます。
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4. オンスクリーンキーボードで、新しいポート名を入力します。
5. SEARCH(検検検索索索) ソフトキーを選択します。

検索結果が表示されます。
6. 詳しい情報を表示するには、リストにある記載項目を選択

します。

パパパイイイロロロッッットトトブブブッッッククク情情情報報報ののの表表表示示示
海図アプリケーションで港のシンボルが表示されたら、次の操
作を実行します。
1. 港のシンボルの上にカーソルを置きます。
2. OK ボタンを押します。

Object Info(オブジェクト情報)ダイアログが表示されます。
3. Pilot Book(パパパイイイロロロッッットトトブブブッッッククク)メニュー項目を選択します。
4. 該当する書物、または章を強調表示します。
5. VIEW PILOT BOOK(パパパイイイロロロッッットトトブブブッッックククののの表表表示示示)ソフトキーを

選択します。

パパパノノノラララマママ写写写真真真ののの表表表示示示
海図アプリケーションで、使用可能な写真を示すカメラシンボル
が表示されたら、次の操作を実行します。
1. カメラ シンボルの上にカーソルを置きます。
2. OK ボタンを押します。
3. VIEW PHOTO(写写写真真真ののの表表表示示示)ソフトキーを選択します。

6.11 海海海図図図レレレイイイヤヤヤ
海図にはさまざまな内容のレイヤと表示モードがあり、異なる種
類の表示および情報に対応しています。
データのオーバーレイを海図ウィンドウに重ねて、より詳しい
情報を得ることができます。 使用可能なオーバーレイは次の
とおりです。

• 航空オーバーレイ。 航空 / 衛星写真のオーバーレイを提供し
ます。

• NowRad 気象 (2D ビューのみ) — 別の気象アプリケーション
ウィンドウを開かずに、NoWRad 気象レーダー オーバーレ
イを提供します。

• 天気予報 (2Dビューのみ) —別の気象アプリケーションウィン
ドウを開かずに、天気予報を提供します。

• レーダー オーバーレイ (2D ビューのみ) — レーダーを海図
に重ねます。

• AIS ターゲット (2D ビューのみ) — AIS ターゲットを表示、
追跡します。

• 強調表示の調整 (3Dビューのみ) — 3Dの起伏を調整します。

• ウェイポイント名 (3D ビューのみ) — 海図にウェイポイント
名を表示します。

注注注意意意: レイヤを使用するには、適切な特性サポートを備えた電
子海図、および追加のハードウェアおよびサービスの申し込み
が必要になることがあります。
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航航航空空空写写写真真真のののオオオーーーバババーーーレレレイイイ
電子海図には航空写真が含まれていることがあります。

航空写真の範囲は海岸線内の可航海域、最大 3 マイルに及びま
す。解像度は海図カードの対象地域によって異なります。

航航航空空空写写写真真真のののオオオーーーバババーーーレレレイイイののの有有有効効効化化化
海図ビューで、次の操作を実行します。
1. 必要に応じて 2D CHART LAYERS(2D海海海図図図レレレイイイヤヤヤ)または 3D

CHART LAYERS(3D海海海図図図レレレイイイヤヤヤ)ソフトキーを選択します。
2. AERIAL OVERLAY(航航航空空空オオオーーーバババーーーレレレイイイ) ソフトキーを使用し

て ON(オン) オプションを選択します。

航航航空空空オオオーーーバババーーーレレレイイイののの透透透過過過度度度ををを指指指定定定すすするるる
2D 海図ビューで、次の操作を実行します。
1. 2D CHART LAYERS(2D海海海図図図レレレイイイヤヤヤ)ソフトキーを選択します。
2. AERIAL OVERLAY(航航航空空空オオオーーーバババーーーレレレイイイ) ソフトキーを使用し

て、ON(オン) オプションを選択します。
ソフトキーの上に透過度バーが表示されます。

3. 回転ノブを使用して、1 から 100% の間で透過度を調整し
ます。

航航航空空空オオオーーーバババーーーレレレイイイ領領領域域域ををを指指指定定定すすするるる
航空写真のオーバーレイを有効にした海図アプリケーション
で、次の操作を実行します。
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. Cartography Setup(地地地図図図製製製作作作セセセッッットトトアアアッッップププ) メニュー項目を

選択します。
3. Aerial Photo Overlay(航航航空空空写写写真真真のののオオオーーーバババーーーレレレイイイ) メニュー項

目を選択します。
4. On Land(地上)または On Land and Sea(地上と海上)オプショ

ンを必要に応じて選択します。
5. OK ボタンを押します。

3D 海海海図図図ののの詳詳詳細細細ののの強強強調調調表表表示示示
3D海図の物体の縦サイズを強調表示して、表示物を解釈しやす
いようにすることができます。
強調表示した方が特定の地形がわかりやすいことがあります。強
調表示を調整して、海図上の物体を縦に引き伸ばし、形状や位
置を見やすくすることができます。これは特に漁獲を行ってい
るときなどに特に便利です。

3D 海海海図図図ののの強強強調調調表表表示示示ののの調調調整整整
3D 海図ビューで、次の操作を実行します。
1. PRESENTATION(プププレレレゼゼゼンンンテテテーーーシシショョョンンン) ソフトキーを押しま

す。
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2. 3D VIEW OPTIONS(3Dビビビュュューーーオオオプププシシショョョンンン)ソフトキーを選択
します。

3. ADJUST EXAGGERATION(強強強調調調表表表示示示ののの調調調整整整) ソフトキーを
選択します。

4. トラックパッドを使用して、必要な量の強調表示を選択し
ます。

レレレーーーダダダーーーオオオーーーバババーーーレレレイイイ
海図をレーダーおよび MARPA機能をと組み合わせて、ターゲッ
ト追跡を実行したり、固定されている物標とその他の船舶交通を
見分けるための手段として利用することができます。
次に挙げるレーダー機能と海図を組み合わせることで、海図をさ
らに有効にご活用いただけます。
• MARPA。
• レーダー オーバーレイ（物標が固定性か移動性かを見分け
る）。

レレレーーーダダダーーーををを使使使用用用しししててて海海海図図図上上上ののの MARPAタタターーーゲゲゲッッットトトををを表表表示示示すすするるる
小型自動レーダー プロッティング補助 (MARPA) 機能を使用し
て、ターゲット追跡と危険分析を実行できます。レーダーオー
バーレイがオンの際には、海図ウィンドウに MARPAターゲット
がすべて表示されます。また、海図を介して関連する MARPA機
能にアクセスできます。

レレレーーーダダダーーーオオオーーーバババーーーレレレイイイををを使使使用用用しししててて物物物標標標ががが固固固定定定性性性かかか移移移動動動性性性かかかををを見見見
分分分けけけるるる
海図画像上にレーダー画像データをオーバーレイさせて、固定物
標とその他の船舶交通を上手に見分けることができます。最良の
結果を得るためには、Radar-Chart(レーダーチャート)同期を作
動し、レーダー範囲と海図スケールを同期させます。

レレレーーーダダダーーーオオオーーーバババーーーレレレイイイののの有有有効効効化化化
2D 海図ビューで、次の操作を実行します。
1. 2D CHART LAYERS(2D海海海図図図レレレイイイヤヤヤ)ソフトキーを選択します。

2. RADAR OVERLAY(レレレーーーダダダーーーオオオーーーバババーーーレレレイイイ)ソフトキーを使用
して ON(オン) オプションを選択します。

海海海図図図でででののの MARPA コココンンントトトロロローーールルルへへへのののアアアクククセセセススス
海図アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. カーソルでターゲットを選択します。

MARPA 関連ソフトキーが表示されます。
2. または Radar Overlay(レーダー オーバーレイ) スイッチをオ

ンにした状態で、TARGET TRACKING(タタターーーゲゲゲッッットトト追追追跡跡跡) ソ
フトキーを押します。

海海海図図図スススケケケーーールルルとととレレレーーーダダダーーー有有有効効効範範範囲囲囲ののの同同同期期期
すべてのレーダーウィンドウのレーダー有効範囲を海図スケール
と同期させることができます。
同期をオンにすると、次の状態が表示されます。

• すべてのレーダーウィンドウのレーダー有効範囲が海図スケー
ルに一致するように変更されます。

• 海図ウィンドウの左上隅に‘Sync’(同期)と表示されます。

• レーダーウィンドウでレーダー有効範囲を変更すると、同期
を取ったすべての海図ビューのスケールもそれに合わせて変
更されます。

• 同期した海図ウィンドウでスケールを変更すると、すべての
レーダーウィンドウもそれに合わせて変更されます。

海海海図図図とととレレレーーーダダダーーー有有有効効効範範範囲囲囲ののの同同同期期期
2D 海図ビューで、次の操作を実行します。
1. PRESENTATION(プププレレレゼゼゼンンンテテテーーーシシショョョンンン) ソフトキーを押しま

す。
2. SYNC(同同同期期期)ソフトキーで RDR(レーダー)オプションを選択

します。
3. RANGE(有有有効効効範範範囲囲囲)の IN(イン)または OUT(アウト)コントロー

ルを使用して、海図とレーダーの有効範囲を変更します。
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注注注意意意: レーダーの有効範囲の同期は、海図運動モードが
AUTORANGE(自動範囲) に設定されている場合は使用でき
ません。

Range Rings(距距距離離離環環環)

1nm
2nm

3nm

D
11766-1

距離環では、ひと目で判断できるように乗船している船舶からの
距離を増分表示します。距離環は常に船舶を中心にして広がって
いきます。環の尺度は、ズームの設定により変動します。環ごと
に船舶からの距離が付けられています。

距距距離離離環環環ののの有有有効効効化化化
2D 海図ビューで、次の操作を実行します。
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. Chart Setup(海海海図図図セセセッッットトトアアアッッップププ)を選択します。
3. 2D Set Up(2D セセセッッットトトアアアッッップププ) を選択します。
4. 2D Range Rings(2D 距距距離離離環環環) メニュー項目の ON(オン) オプ

ションを選択します。

NOWRad 気気気象象象オオオーーーバババーーーレレレイイイ
適切な気象レシーバをお手元の多機能ディスプレイに接続するこ
とで、NOWRad気象情報を海図ディスプレイ上にオーバーレイ
することができます。
NOWRad 気象オーバーレイでは、海図アプリケーション内で
NOWRad 気象情報やレポートをご覧になれます。 オーバーレ
イの度合いを調整して、海図および気象情報の両方を見やすく
表示させることができます。

注注注意意意: NOWRad 気象オーバーレイを使用できるのは、北米と
その沿岸海域に限られます。

海海海図図図でででののの NOWRad 気気気象象象オオオーーーバババーーーレレレイイイののの有有有効効効化化化
2D 海図ビューで、次の操作を実行します。
1. 2D CHART LAYERS(2D海海海図図図レレレイイイヤヤヤ)ソフトキーを選択します。
2. NOWRAD OVERLAY(NOWRADオオオーーーバババーーーレレレイイイ)ソフトキーを

使用して ON(オン) オプションを選択します。

海海海図図図ににに表表表示示示すすするるる天天天気気気予予予報報報ののの選選選択択択
2D 海図ビューで、次の操作を実行します。
1. 2D CHART LAYERS(2D海海海図図図レレレイイイヤヤヤ)ソフトキーを選択します。
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2. WEATHER REPORTS(天天天気気気予予予報報報)ソフトキーを押します。
3. TROPICAL STATEMENTS(熱熱熱帯帯帯ににに関関関すすするるるススステテテーーートトトメメメンンン

トトト)、MARINE WARNINGS(海海海上上上警警警報報報)、MARINE ZONE
FORECASTS(海海海上上上気気気象象象予予予報報報)、WATCHBOX WARNINGS(小小小屋屋屋
警警警報報報)ソフトキーを使用して、必要な気象情報を選択します。

6.12 海海海図図図プププレレレゼゼゼンンンテテテーーーシシショョョンンン
海図には、詳細レベル、オブジェクトの種類、操作の側面に影響
を与える多数のプレゼンテーションオプションがあります。
使用可能なプレゼンテーションオプションは次のとおりです。

• Sync(同同同期期期)—レーダーと海図スケールを同期させます。

• Chart detail(海海海図図図ののの詳詳詳細細細) — 海図に表示されるオブジェクト
の詳細レベルを設定します。

• Chart type(海海海図図図タタタイイイプププ)—漁獲海図を選択します (選択した海
図の会社から提供されている場合)。

• View(表表表示示示)— 2D視点ビューと 3D視点ビューを切り替えます。

海海海図図図プププレレレゼゼゼンンンテテテーーーシシショョョンンンオオオプププシシショョョンンンへへへのののアアアクククセセセススス
海図アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. PRESENTATION(プププレレレゼゼゼンンンテテテーーーシシショョョンンン) ソフトキーを押しま

す。
2. ソフトキー ツールバーを使用して必要なオプションを設定

します。

複複複数数数ののの海海海図図図ののの同同同時時時起起起動動動
船首、範囲、および位置情報を複数の海図表示およびネット
ワーク接続済みのディスプレイ上で、同時に起動させることも
可能です (SeaTalk hs)。
複数の海図が同時に起動すると、次のような変化が現れます。

• 海図アプリケーションステータスバーに、「Chart Sync(海図
同時起動)」 と表示されます。

• 同時起動中は、動作しなくなるソフトキー機能がいくつかあ
り、こうした機能は「グレー表示」になります。

• 海図インスタンスで変更した船首、範囲、または位置はすべて
その他の海図インスタンスにも反映されます。
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注注注意意意: 2Dや 3D海図表示を同時に起動すると、Motion Mode(運
動モード)は常に Relative Motion(相対運動)となります。

複複複数数数ののの海海海図図図イイインンンスススタタタンンンスススををを同同同期期期化化化すすするるる
海図アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. PRESENTATION(プププレレレゼゼゼンンンテテテーーーシシショョョンンン) ソフトキーを選択し

ます。
2. SYNC(同同同期期期)ソフトキーを使用し、CHRT(地図)オプションを

選択します。
3. ネットワーク接続されているディスプレイがある場合、同期

させたいディスプレイごとに、海図アプリケーションの手順 2
を繰り返して実行します。

Fish(漁漁漁獲獲獲) モモモーーードドド
漁獲モードを使用すると、漁獲時に使用する海底等深線データが
海図に表示されます。
海底等深線データを海図アプリケーションに表示する前に、適
切な詳細レベルを備えた海図カードを用意しておく必要があり
ます。
CHART TYPE(海海海図図図タタタイイイプププ)を FISH(漁獲)オプションに変更する
と、海図に海底等深線データが表示されます (海図カードにその
特定の場所の海底等深線データが含まれている場合)。 海底等
深線データを明確に海図ディスプレイに表示するため、特定の
海図の詳細は削除されます。
海図カードに海底等深線データが含まれていない場合、既定の
NAV (航海) データに戻ります。

漁漁漁獲獲獲モモモーーードドドののの有有有効効効化化化
海図アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. PRESENTATION(プププレレレゼゼゼンンンテテテーーーシシショョョンンン) ソフトキーを押しま

す。
2. CHART TYPE(海海海図図図タタタイイイプププ)ソフトキーを選択します。
3. CHART USE(海海海図図図使使使用用用) ソフトキーを使用して FISH(漁獲)

オプションを選択します。

注注注意意意: お使いの地図製作アプリケーションでサポートされて
いない場合は、CHART USE(海図使用)ソフトキーは使用でき
ません。

海海海図図図ののの詳詳詳細細細

5

5

9

14

9
14

5

5

9

14

9
14

D
11757-1

海図の詳細設定を指定することで、海図アプリケーションに表
示される地図情報の量を指定できます。
CHART DETAIL(海海海図図図ののの詳詳詳細細細)ソフトキーの LOW(低)オプション
を選択すると、次の地図オブジェクトが非表示になります。

• テキスト。

• 海図境界線。

• 地点測深値。

• 等深線。

• 照明区域。

• 注意および航路データ。

• 地上および海上の特性。

• 事業サービス (海図カードで使用可能な場合)。
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HIGH(高) オプションを選択すると、これらのオブジェクトが
表示されるようになります。

海海海図図図ののの詳詳詳細細細レレレベベベルルルののの変変変更更更
海図アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. PRESENTATION(プププレレレゼゼゼンンンテテテーーーシシショョョンンン) ソフトキーを押しま

す。
2. CHART DETAIL(海海海図図図ののの詳詳詳細細細)ソフトキーを使用して、必要に

応じて HIGH(高)または LOW(低)オプションを選択します。
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6.13 海海海図図図セセセッッットトトアアアッッップププ
特定のニーズに合わせて、海図と地図設定を標準設定から変更することができます。
このような設定は海図を初めて使用するとき以外は使用しない
かもしれませんが、システムに慣れるにつれて後で調整を加え
ることが出てくるかもしれません。変更を加えた設定は、電源
を切った後も保持されます。

海海海図図図セセセッッットトトアアアッッップププメメメニニニュュューーーののの選選選択択択
海図アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. Chart Setup(海海海図図図セセセッッットトトアアアッッップププ)メニュー項目を選択します。

Chart Setup Menu(海図セットアップ メニュー) が表示され
ます。
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海海海図図図セセセッッットトトアアアッッップププのののメメメニニニュュューーーオオオプププシシショョョンンン
多機能ディスプレイの Chart Setup Menu(海図セットアップメニュー)で使用できるさまざまなオプションを次の表に示します。

メメメニニニュュューーー項項項目目目 説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

Chart Orientation(海海海図図図ののの方方方向向向) 海図の方向は、海図と航行する方向の関係によって決
まります。このメニューオプションを使用すること
で、方向を選択できます。

• Head-Up(ヘッドアップ)

• North-Up(ノースアップ) (default)

• Course-Up(コースアップ)

2D Motion Mode(2D運運運動動動モモモーーードドド) 運動モードでは、海図と船舶間の関係を制御します。
この設定は 2D海図ビューにのみ適用されます。 3D海
図ビューはここで指定した設定に関係なく、常に相
対運動に設定されます。

• Relative Motion(相対運動) (default)

• True Motion(真運動)

• Autorange(自動範囲)

Vessel Offset(船船船舶舶舶オオオフフフセセセッッットトト) 船舶をウィンドウの中心に固定するか (0オフセット)、
1/3または 2/3オフセットにするかを決定します。1/3
または 2/3オプションを使用した方が船舶の前がよく
見えます。

• 0 (default)

• 1/3

• 2/3

Vessel Icon Type(船船船舶舶舶アアアイイイコココンンンのののタタタ
イイイプププ)

海図アプリケーションに表示される船舶アイコンのタ
イプを決定します。

• Sail(帆船) (default)

• Power(モーター)

Vessel Icon Size(船船船舶舶舶アアアイイイコココンンンのののサササ
イイイズズズ)

海図アプリケーションに表示される船舶アイコンのサ
イズを決定します。

• Small(小) (default)

• Large(大)
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メメメニニニュュューーー項項項目目目 説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

3D set up(3Dセセセッッットトトアアアッッップププ) 3D海図ビューに固有の設定。

• Center-of-view indicator(ビビビュュューーーののの中中中心心心部部部イイインンンジジジケケケーーータタタ)
—ビューの中心部を示す白い×印を表示するかどう
かを決定します。

• Trans Cone(トトトララランンンスススデデデュュューーーサササ円円円錐錐錐形形形)—船舶アイコン
の下に、魚群探知機のおよその対象範囲を示すトラ
ンスデューサ円錐を表示します。

• Depth Scale(水水水深深深スススケケケーーールルル)—船舶アイコンの下に、船
舶の下のおよその水深を示すスケールを表示します。

• ビビビュュューーーののの中中中心心心部部部イイインンンジジジケケケーーータタタ:

– ON(オン)

– OFF(オフ) (default)

• トトトララランンンスススデデデュュューーーサササ円円円錐錐錐形形形:

– ON(オン)

– OFF(オフ) (default)

• 水水水深深深スススケケケーーールルル:

– ON(オン)

– OFF(オフ) (default)

2D set up(2Dセセセッッットトトアアアッッップププ) 2D海図ビューに固有の設定。

• Heading Vector(船船船首首首方方方位位位) —現在の船首を示す赤い方
位線を船舶アイコンから表示します。線の長さは、
Vector Length(方位長)設定で指定した値によって異な
ります。

• COG Vector(COG方方方位位位) —現在の対地針路 (COG)方位を
示す緑の方位線を船舶アイコンから表示します。線
の長さは、Vector Length(方位長)設定で指定した値に
よって異なります。

• Tide Arrow(潮潮潮流流流矢矢矢印印印)—潮流の方向を示す青い動画矢印
を表示します。潮流の強度は矢印の幅で示されます。

• Wind Arrow(風風風向向向矢矢矢印印印)—風向きを示す黄色い動画矢印
を表示します。風の強度は矢印の幅で示されます。

• Vector Length(方方方位位位長長長)—このオプションで指定した期
間に船舶が進行する距離。海図ディスプレイ上に描画
される方位線の長さを決定します。 COGと HDG (船首)

• 船船船首首首方方方位位位:

– ON(オン)

– OFF(オフ) (default)

• COG方方方位位位:

– ON(オン)

– OFF(オフ) (default)

• 潮潮潮流流流矢矢矢印印印:

– ON(オン)

– OFF(オフ) (default)

• 風風風向向向矢矢矢印印印:

– ON(オン)

– OFF(オフ) (default)
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メメメニニニュュューーー項項項目目目 説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン
方位に影響を与えます。 Infinite(無限)オプションを選
択すると、方位は海図ウィンドウの端まで伸びます。

• Vector Width(方方方位位位幅幅幅) — COGおよび HDG (船首)海図方
位線の幅を設定します。

• Route Width(航航航路路路幅幅幅)—航路線の幅を設定します。

• Range Rings(距距距離離離環環環)—レーダーの有効範囲となる環を
海図ディスプレイに表示します。

• 方方方位位位長長長:

– 3 Mins(3分)

– 6 Mins(6分)

– Infinite(無限) (default)

• 方方方位位位幅幅幅:

– Thin(細)

– Normal(標準) (default)

– Wide(広)

• 航航航路路路幅幅幅:

– Thin(細)

– Normal(標準) (default)

– Wide(広)

• 距距距離離離環環環:

– ON(オン)

– OFF(オフ) (default)

110 G-Series システム ユーザー リファレンス



メメメニニニュュューーー項項項目目目 説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

Object Information(オオオブブブジジジェェェクククトトト情情情
報報報)

地図領域とオブジェクトの詳細情報へのアクセス方法
を決定します。

• OFF(オオオフフフ) —カーソルをオブジェクトの上に置き、
OKボタンを押すと、地図作成オブジェクトの情報
が表示されます。

• ALL ON(すすすべべべてててオオオンンン)—カーソルをオブジェクト、また
は領域の上に置くと、地図作成オブジェクトと領域
の情報が表示されます。

• Points ON(ポポポイイインンントトトオオオンンン) —カーソルをオブジェクト
の上に置くと、地図作成オブジェクトの情報が表示
されます。

• OFF(オフ)

• Points ON(ポイントオン)

• All ON(すべてオン) (default)

Record Vessel Track By(船船船舶舶舶ののの航航航跡跡跡
ををを記記記録録録)

航跡地点の海図への記録方法を決定します。

• Auto(自自自動動動)—航跡地点が自動作成されます。

• Time(時時時間間間) —航跡地点は時間に基づいて作成されま
す。

• Distance(距距距離離離) —航跡地点は距離に基づいて作成さ
れます。

• Auto(自動) (default)

• Time(時間)

• Distance(距離)

海図の使用 111



メメメニニニュュューーー項項項目目目 説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

Track Interval(航航航跡跡跡間間間隔隔隔) 航跡地点の作成間隔を決定します。使用可能なオプ
ションは、Record Vessel Track By(船船船舶舶舶ののの航航航跡跡跡ををを記記記録録録)メ
ニュー項目で選択したオプションによって、次のよ
うになります。

• Auto(自自自動動動)— Auto(自動)オプションを Record Vessel Track
By(船船船舶舶舶ののの航航航跡跡跡ををを記記記録録録)メニュー項目で選択した場合
は、Track Interval(航航航跡跡跡間間間隔隔隔)メニュー項目で使用できる
オプションはありません。

• Time(時時時間間間) — Time(時間)オプションを Record Vessel
Track By(船船船舶舶舶ののの航航航跡跡跡ををを記記記録録録)メニュー項目で選択し
た場合は、Track Interval(航航航跡跡跡間間間隔隔隔)メニュー項目で時
間間隔を指定できます。

• Distance(距距距離離離) — Distance(距離)オプションを Record
Vessel Track By(船船船舶舶舶ののの航航航跡跡跡ををを記記記録録録)メニュー項目で選択
した場合は、Track Interval(航航航跡跡跡間間間隔隔隔)メニュー項目で距
離間隔を指定できます。この設定で使用する単位は
MENU(メメメニニニュュューーー) > System Setup(シシシススステテテムムムセセセッッットトトアアアッッッ
プププ) > Units Setup(単単単位位位セセセッッットトトアアアッッップププ)メニューの Distance
Units(距距距離離離単単単位位位)で指定した設定によって異なります。

Record Vessel Track By(船船船舶舶舶ののの航航航跡跡跡ををを記記記
録録録)メニュー項目で TIME(時間)を選択
した場合

• 2 秒

• 5 秒

• 10 秒

• 30 秒

• 1 分

• 3 分

• 5 分

• 10 分

• 30 分

Record Vessel Track By(船舶の航跡を記
録)メニュー項目で DISTANCE(距距距離離離)を
選択した場合

• 0.02 nm / sm / km

• 0.05 nm / sm / km

• 0.1 nm / sm / km

• 0.2 nm / sm / km

• 0.5 nm / sm / km

• 1.0 nm / sm / km

System Datum(シシシススステテテムムム基基基準準準面面面) GPSと海図が紙の海図と正確に相関するようにするに
は、同じ基準面を使用する必要があります。ディスプ
レイの既定の基準面は WGS1984です。既定の基準面が

• WGS1984 (default)
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メメメニニニュュューーー項項項目目目 説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン
不適切な場合は、設定を変更できます。基準面設定を
変更すると、新しい基準面に従って海図グリッドが移
動し、地図機能の緯度と経度もそれに伴って変更され
ます。システムは GPSを新しいモードに設定し、設定
が成功したかどうかを知らせます。

注注注意意意: 海図アプリケーションに表示されている実際の
近接部分に対する船舶の測位場所を海図に示されて
いる既知の物標と比較することをお勧めします。標
準的な GPSの精度は 5～ 15 mです。

• 使用可能な基準面のリスト

地地地図図図作作作成成成情情情報報報セセセッッットトトアアアッッップププメメメニニニュュューーーののの選選選択択択
海図アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. Cartography Setup(地地地図図図製製製作作作セセセッッットトトアアアッッップププ) メニュー項目を

選択します。
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地地地図図図製製製作作作セセセッッットトトアアアッッップププメメメニニニュュューーーオオオプププシシショョョンンン
多機能ディスプレイの Cartography Setup Menu(地図製作セットアップ メニュー) で使用できるさまざまなオプションを次の表
に示します。

メメメニニニュュューーー項項項目目目 説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

Chart Display(海海海図図図表表表示示示) 海図に表示する詳細レベルを決定します。 • Simple(簡易)

• Detailed(詳細) (default)

• Extra Detailed(特別詳細)

Chart Grid(海海海図図図グググリリリッッッドドド) 緯度と経度を表すグリッド線を海図に表示するかど
うかを決定します。

• OFF(オオオフフフ)—グリッド線は表示されません。

• ON(オオオンンン) —グリッド線が表示されます。

• OFF(オフ)

• ON(オン) (default)

Chart Text(海海海図図図テテテキキキススストトト) 海図テキスト (場所の名前など)を表示するかどうか
を決定します。

• OFF(オオオフフフ)—海図テキストは表示されません。

• ON(オオオンンン)—海図テキストが表示されます。

• OFF(オフ)

• ON(オン) (default)

Chart Boundaries(海海海図図図境境境界界界線線線) 海図の境界線を表示するかどうかを決定します。

• OFF(オオオフフフ)—海図境界線は表示されません。

• ON(オオオンンン) —海図境界線が表示されます。

• OFF(オフ)

• ON(オン) (default)

Spot Soundings(地地地点点点測測測深深深値値値) 水深値を表示するかどうかを決定します。

• OFF(オオオフフフ) —水深値は表示されません。

• ON(オオオンンン) —水深値が表示されます。

• OFF(オフ)

• ON(オン) (default)
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メメメニニニュュューーー項項項目目目 説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

Safety Contour(安安安全全全等等等深深深線線線) 海図で深海水域境界に使用される水深値です。これ
よりも深い水域は該当する Deep Water Color(深深深海海海色色色)で
表示されます。

• OFF(オフ)

• 7フィート

• 10フィート

• 16フィート

• 20フィート

• 33フィート

• 66フィート (default)

Depth Contour(等等等深深深線線線) 等深線は海図ディスプレイに、特定の位置の深さを示
す線として表示されます。

• OFF(オフ)

• 16フィート

• 20フィート

• 33フィート

• 66フィート

• ALL(すべて) (default)

Nav. Marks (航航航路路路標標標識識識) 航路標識を海図に表示するかどうかを決定します。

• OFF(オオオフフフ)—航路標識は表示されません。

• ON(オオオンンン) —航路標識が表示されます。

• OFF(オフ)

• ON(オン) (default)

Nav. Marks Symbols(航航航路路路標標標識識識記記記号号号) どの航路標識記号 (国際、米国)を使用するかを決定し
ます。記号は紙の海図に対応しています。

• International(国際) (default)

• US(米国)

Light Sectors(照照照明明明区区区域域域) 固定標識灯による照明区域を表示するかどうかを決
定します。

• OFF(オオオフフフ)—照明区域は表示されません。

• ON(オオオンンン) —照明区域は表示されます。

• OFF(オフ)

• ON(オン) (default)
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メメメニニニュュューーー項項項目目目 説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

Caution & Routing Data(注注注意意意おおおよよよびびび
航航航路路路デデデーーータタタ)

注意、および航路データを表示するかどうかを決定
します。

• OFF(オオオフフフ)—注意と航路データは表示されません。

• ON(オオオンンン)—注意と航路データは表示されます。

• OFF(オフ)

• ON(オン) (default)

Marine Features(海海海上上上特特特性性性) このメニュー項目が ON(オン)に設定されていると、水
に関する次の地図特性が表示されます。

• ケーブル

• 海底点の特質

• 検潮所

• 海流観測局

• 港に関する情報

• OFF(オフ)

• ON(オン) (default)

Land Features(地地地上上上特特特性性性) このメニュー項目が ON(オン)に設定されていると、土
地に関する次の地図特性が表示されます。

• OFF(オフ)

• ON(オン) (default)

Deep Water Color(深深深海海海色色色) 深海領域を表す色を決定します。 (深海領域を定める深
さは Safety Contour(安安安全全全等等等深深深線線線)設定で指定されます)

• 白 (default)

• 青

Business Services(事事事業業業サササーーービビビススス) このメニュー項目を ON(オン)に設定すると、事業所の
場所を表す記号が表示されます。

• OFF(オフ)

• ON(オン) (default)

Panoramic Photos(パパパノノノラララマママ写写写真真真) パノラマ写真が港やマリーナなどの陸標に使用できる
かどうかを決定します。

• OFF(オフ) (default)

• ON(オン)
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メメメニニニュュューーー項項項目目目 説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

Roads(道道道路路路) 主要な湾岸道路を海図に表示するかどうかを決定し
ます。

• OFF(オオオフフフ)—湾岸道路は表示されません。

• ON(オオオンンン) —湾岸道路が表示されます。

• OFF(オフ)

• ON(オン) (default)

Additional Wrecks(追追追加加加ののの難難難破破破船船船) 新しい難破船に関する詳細情報を表示するかどうか
を決定します。

• OFF(オフ)

• ON(オン) (default)

Aerial Photo Overlay(航航航空空空写写写真真真ののの
オオオーーーバババーーーレレレイイイ)

航空写真のオーバーレイ機能の対象領域を決定します。 • On Land(地上) (default)

• On Land and Sea(地上と海上)

• On Land and Shallow(地上と浅瀬)

Colored Seabed Areas(色色色分分分けけけ海海海底底底
領領領域域域)

海底をより詳細に定義します。追加の詳細情報が提供
されている一部の領域にのみ適用されます。

• OFF(オフ) (default)

• ON(オン)
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章章章 7: 自自自動動動操操操縦縦縦コココンンントトトロロローーールルルののの使使使用用用

目目目次次次
• 7.1 自動操縦コントロール機能の有効化 ( 120 ページ)

• 7.2 緊急時の自動操縦の解除 ( 120 ページ)

• 7.3 G-Series キーボードの自動操縦コントロール ( 121 ページ)

• 7.4 自動操縦ダイアログ ボックス ( 122 ページ)

• 7.5 自動操縦コントロール オプション ( 122 ページ)

• 7.6 Dodge control(回避コントロール) ( 123 ページ)

• 7.7 自動操縦ステータス アイコン ( 126 ページ)

• 7.8 自動操縦アラーム ( 127 ページ)
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7.1自自自動動動操操操縦縦縦コココンンントトトロロローーールルル機機機能能能ののの有有有効効効化化化
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. System Setup (シシシススステテテムムムセセセッッットトトアアアッッップププ)を選択します。
3. System Integration(シシシススステテテムムム統統統合合合)を選択します。
4. Autopilot Control(自自自動動動操操操縦縦縦コココンンントトトロロローーールルル)メニュー項目を使

用して Enabled(有効)オプションを選択します。

7.2 緊緊緊急急急時時時ののの自自自動動動操操操縦縦縦ののの解解解除除除
自動操縦で航路を追従中に、次の操作を実行します。
1. POWER (電電電源源源) ボタンを押して、放します。
2. PILOT STANDBY(パパパイイイロロロッッットトトスススタタタンンンバババイイイ) ソフトキーを押

します。
自動操縦は解除されてスタンバイモードに入ります。
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7.3 G-Series キキキーーーボボボーーードドドののの自自自動動動操操操縦縦縦コココンンン
トトトロロローーールルル
G-Series コマンド センター キーボードを使用して、自動操縦
を制御することができます。

注注注意意意: 自動操縦をシステムに接続する方法の詳細については、
自動操縦に付属のドキュメントを参照してください。

自動操縦機能には、ソフトキーを使用してアクセスできます。
G-Seriesコマンドセンターキーボードを使用している場合は、
キーボードの専用 Dodge(回避)、 Standby(スタンバイ)、Pilot(パ
イロット) ボタンを使用してこれらの機能にアクセスすること
もできます。

• いつでも PILOT(パパパイイイロロロッッットトト)ボタンを押すと、Pilot Control(パ
イロットコントロール)ダイアログが表示されます。

• STANDBY(スススタタタンンンバババイイイ) ボタンを押すと、Pilot Control(パイ
ロットコントロール)ダイアログが表示され、自動操縦がスタ
ンバイ モードになります。

• DODGE(回回回避避避) ボタンを押すと、Pilot Dodge Control(パイロッ
ト回避コントロール) ダイアログが表示されます (SeaTalkng
自動操縦が必要です)。

注注注意意意: G-Series キーボードから自動操縦を制御するに
は、System Integration(システム統合) メニューの Autopilot
Control(自動操縦コントロール)オプションが ENABLED(有効)
に設定されている必要があります。

自動操縦コントロール機能を有効にすると、キーボードで次の操
作を実行することができます。

• 自動操縦を作動し、航路、またはウェイポイントを追尾す
るよう指示する。

• 自動操縦を解除する。

• ウェイポイント到達アラームを消音にする。

Pilot Control(パパパイイイロロロッッットトトコココンンントトトロロローーールルル)ダダダイイイアアアロロログググ
多機能ディスプレイの自動操縦機能は、Pilot Control(パイロット
コントロール)ダイアログを中心に表示されます。このダイアロ
グは次の状況で表示されます。

• キーボードの PILOT(パパパイイイロロロッッットトト)ボタンを押した場合。

• 海図アプリケーションで GOTO(進進進行行行先先先) または FOLLOW
ROUTE(航航航路路路ののの追追追従従従) ソフトキーを押した場合。

• 航路を追従している、あるいはウェイポイントやカーソルの位
置に移動していて、海図上のアクティブな航路、またはウェイ
ポイントの上にカーソルを置き、 STOP GOTO(進進進行行行ののの停停停止止止)、
STOP FOLLOW(追追追従従従停停停止止止)、または ADVANCE WAYPOINT(ウウウェェェ
イイイポポポイイインンントトトををを進進進めめめるるる) ソフトキーを押した場合。

• ターゲット ウェイポイントに到達した場合。
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7.4自自自動動動操操操縦縦縦ダダダイイイアアアロロログググボボボッッックククススス
自動操縦統合コントロールで操縦すると、自動操縦ダイアログ
ボックスに重要な情報が表示されます。
次の情報が表示されます。

• 自動操縦情報 (ステータス、船首情報など)

• ウェイポイント情報 (名前、方位、距離など)

• 回転角。 回転角は SeaTalkng を使用して接続されている SPX
自動操縦でのみ使用可能です。これは自動操縦中の回転の方向
と回転の度合いを示します。

自自自動動動操操操縦縦縦ダダダイイイアアアロロログググののの例例例

ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトののの到到到達達達
ウェイポイントに到達すると、ダイアログのタイトルバーがウェ
イポイント到着アラームを示す赤に変わります。

• ACKNOWLEDGE(承承承認認認)を選択してアラームを消音します。

• 手動操縦する場合は STANDBY(スススタタタンンンバババイイイ)を選択します。

7.5自自自動動動操操操縦縦縦コココンンントトトロロローーールルルオオオプププシシショョョンンン
多機能ディスプレイを使用すると、自動操縦コントロールオプ
ションを使用してターゲット ウェイポイントに移動すること
ができます。
ウェイポイントに到達すると、Pilot Control(パイロット コント
ロール)ダイアログが開き、次のオプションが表示されます。
オオオプププシシショョョンンン 説説説明明明

ENGAGE PILOT — TRACK (自動操
縦追跡を作動)

自動操縦を作動し、航路の
次のウェイポイントに進みま
す。このオプションは航路の
最後のウェイポイントに到達
した場合は使用できません。

CLEAR ALARM(アラームのクリ
ア)

ウェイポイント到達アラーム
を消音にします。現在の船首
で動作を続けます。

STANDBY(スタンバイ) ウェイポイント到達アラーム
をキャンセルし、自動操縦を
解除します。

AUTO(自動) ウェイポイント到達アラーム
をキャンセルし、自動操縦を
自動モードにします。航路の
最後のウェイポイントに到達
したばかりの場合、自動操縦
は固定された現在の船首で動
作を続けます。

自自自動動動操操操縦縦縦ののの作作作動動動
海図アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. NAVIGATION(航航航海海海) ソフトキーを選択します。
2. 必要に応じて GOTO CURSOR(カカカーーーソソソルルルににに進進進行行行)、FOLLOW

ROUTE OPTIONS(航航航路路路ににに追追追従従従オオオプププシシショョョンンン)、または GOTO
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WAYPOINT OPTIONS(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトににに進進進行行行オオオプププシシショョョンンン)ソフ
トキーを選択します。

3. ENGAGE PILOT — TRACK(自自自動動動操操操縦縦縦追追追跡跡跡ををを作作作動動動)ソフトキー
を選択します。
Pilot Control(パイロット コントロール) ダイアログが表示さ
れます。

4. 適切なソフトキーを選択して自動操縦を作動させます。

ホホホッッットトトスススポポポッッットトトををを使使使用用用しししたたた自自自動動動操操操縦縦縦ののの作作作動動動
海図アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. 1 つのウェイポイント、または航路内のウェイポイントの

上にカーソルを置きます。
ソフトキーが切り替わり、追加のオプションが表示されます。

2. GOTO WAYPOINT(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトににに進進進行行行)ソフトキーを選択
します。

3. ENGAGE PILOT — TRACK(自自自動動動操操操縦縦縦追追追跡跡跡ををを作作作動動動)ソフトキー
を選択します。

自自自動動動操操操縦縦縦ののの解解解除除除
海図アプリケーションで自動操縦作動の状態にし、次の操作を
実行します。
1. STOP GOTO(進進進行行行ののの停停停止止止) または STOP FOLLOW(追追追従従従ののの停停停

止止止) ソフトキーを押します。
Pilot Control(パイロット コントロール) ダイアログが表示さ
れます。

2. STANDBY(スススタタタンンンバババイイイ)ソフトキーを押します。
自動操縦が解除されてスタンバイモードに入ります。

7.6 Dodge control(回回回避避避コココンンントトトロロローーールルル)
Dodge Control(回避コントロール) 機能を使用すると、障害物に
遭遇したときにスタンバイ モードで一時的に自動操縦を設定
することができます。
遭遇する可能性がある障害物の例には、カニ捕獲用のかごや航路
に侵入してくる他の船舶などがあります。
Dodge Control(回避コントロール) を使用する前に、手動で舵を
取って障害物を回避する必要があります。障害物をよけるために
航路を逸れたときに航路 (または航跡)から逸脱した分は、次の図
に示すように、航路誤差 (XTE) と呼ばれます。
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1. 航路誤差 (XTE)

2. 障害物

3. ターゲット ウェイポイント

障害物をよけたら、次の図に示すように Dodge Control(回避コ
ントロール) を使用して、次に行うべき操作を自動操縦に指示
することができます。

Dodge

1

2

3
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DODGE(回回回避避避)ボタンを押すと、Pilot Control(パイロットコント
ロール)ダイアログが表示され、自動操縦による船舶の操縦が停
止されます。 Pilot Control(パイロットコントロール)ダイアログ
には、DODGE(回回回避避避)ボタンを押したときのパイロットのモード
に応じて、次のオプションが表示されます。

Auto(自自自動動動)モモモーーードドド Track(追追追跡跡跡)モモモーーードドド

現在の船首に従う XTEを再開し、現在の位置か
ら追跡する

最後の船首に従う 現在の航跡を再開する

注注注意意意: パイロットのモードを判断するには、ディスプレイ右上
に表示されるステータス　バーの自動操縦アイコンを参照して
ください。これらのアイコンについては本章で説明します。

注注注意意意: Dodge Control(回避コントロール) 機能は、SeaTalkng
自動操縦が装備されているシステムでのみ使用できます。
SeaTalk1自動操縦が接続されているときに DODGE(回回回避避避)ボタ
ンを押すと、警告メッセージが表示され、Dodge Control(回避
コントロール) 機能は使用できなくなります。

障障障害害害物物物ををを回回回避避避ししし、、、元元元ののの針針針路路路ににに戻戻戻るるる (回回回避避避)
自動操縦を作動状態にして、次の操作を実行します。
1. キーボードの DODGE(回回回避避避)ボタンか、SeaTalkng 自動操縦コ

ントロール ヘッドを押します。
自動操縦がスタンバイモードになり、Pilot Control(パイロッ
ト コントロール) 画面が表示されます。

2. 船舶の関連した手動制御か、自動操縦コントロールヘッドの
コントロールを使用して舵を取り、障害物を迂回します。

3. AUTO(自動)モードの場合は、DODGE(回回回避避避)ボタンを再度押
して元の船首の自動操縦を再度作動化します。 TRACK(追
跡) モードの場合は ENGAGE PILOT - TRACK(自自自動動動操操操縦縦縦追追追跡跡跡

ををを作作作動動動) ソフトキーを押して、元の航跡の自動操縦を再度作
動化します。

障障障害害害物物物ををを回回回避避避しししててて新新新しししいいい針針針路路路をををプププロロロッッットトトすすするるる (回回回
避避避)
自動操縦を作動状態にして、次の操作を実行します。
1. キーボードの DODGE(回回回避避避)ボタンか、SeaTalkng 自動操縦コ

ントロール ヘッドを押します。
自動操縦がスタンバイモードになり、Pilot Control(パイロッ
ト コントロール) ダイアログが表示されます。

2. 船舶の関連した手動制御か、自動操縦コントロールヘッドの
コントロールを使用して舵を取り、障害物を迂回します。

3. AUTO(自動)モードの場合は、AUTO(自自自動動動)ソフトキーを押し
て現在の船首に従います。 TRACK (追跡) モードの場合は、
DODGE(回回回避避避)を再度押し、XTEを再起動してから、ターゲッ
ト ウェイポイントに対する針路を再開します。

障障障害害害物物物ををを回回回避避避ししし、、、自自自動動動操操操縦縦縦解解解除除除状状状態態態ををを続続続けけけるるる (回回回
避避避)
自動操縦を作動状態にして、次の操作を実行します。
1. キーボードの DODGE(回回回避避避)ボタンか、SeaTalkng 自動操縦コ

ントロール ヘッドを押します。
自動操縦がスタンバイモードになり、Pilot Control(パイロッ
ト コントロール) ダイアログが表示されます。

2. 船舶の関連した手動制御か、自動操縦コントロールヘッドの
コントロールを使用して舵を取り、障害物を迂回します。

3. OKまたは CANCEL(キキキャャャンンンセセセルルル)を押すか、パイロットをス
タンバイに設定して、自動操縦を作動し直さずに操作を続
けます。

自動操縦コントロールの使用 125



7.7自自自動動動操操操縦縦縦ススステテテーーータタタスススアアアイイイコココンンン
自動操縦の状態は、データバーに表示されます。

アアアイイイコココンンン 説説説明明明

自動操縦は Standby(スタンバイ)モー
ドです。

自動操縦は Track(追跡)モードです。

自動操縦は Auto(自動)モードです。

自動操縦は検出されません。

自動操縦アラームが有効です。

Dodge(回避)モードが有効です。

Fish (漁獲)モードが有効です。

自動操縦キャリブレーション。

アアアイイイコココンンン 説説説明明明

パワーステアリング (動力操舵)が有
効です。

Wind Vane(風見)モードが有効です。
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7.8 自自自動動動操操操縦縦縦アアアラララーーームムム
自動操縦機能は、対応が必要な状況をアラームで知らせます。
多機能ディスプレイには、活動中の航海がシステム上に存在す
る、しないに関わらず、自動操縦アラームが表示されます。操縦
統合が有効に設定されているときに自動操縦アラームが発動する
と、多機能ディスプレイで警報音が鳴ります (アラームが消音設
定になっていない場合)。 Pilot Control(パイロットコントロール)
画面に新しいアラームが表示されます。さらにパイロットトラ
ンスデューサアイコンが赤で表示されます。このアイコンはア
ラームをクリアするまで赤で表示されます。

自自自動動動操操操縦縦縦アアアラララーーームムムををを鳴鳴鳴りりり止止止ままませせせるるる
1. CLEAR ALARM(アアアラララーーームムムのののクククリリリアアア)ソフトキーを押します。
アラームが鳴り止み、自動操縦は引き続き自動モードの状態とな
り、現在の船首が継続されます。

自自自動動動操操操縦縦縦アアアラララーーームムムををを鳴鳴鳴りりり止止止ままませせせ、、、自自自動動動操操操縦縦縦ををを解解解除除除
すすするるる
1. STANDBY(スススタタタンンンバババイイイ)ソフトキーを押します。
アラームが鳴り止み、自動操縦は解除されてスタンバイモード
に入ります。
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章章章 8: アアアラララーーームムムととと MOB 機機機能能能ののの使使使用用用

目目目次次次
• 8.1 落水者救助 (MOB) 機能 ( 130 ページ)

• 8.2 アラーム ( 131 ページ)
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8.1 落落落水水水者者者救救救助助助 (MOB) 機機機能能能

落落落水水水者者者救救救助助助
落水者が出たり、物を船外に落とした場合、MOB (落水者救助)
機能を使用し落下位置をマークします。
MOB 機能は、どのアプリケーションを実行していようとも常
時利用可能です。
MOBが起動すると警告メッセージが画面上に表示され、緊急ウェ
イポイントが作成されます。ウェイポイントまでの方位も現れま
す。警告および緊急ウェイポイントは、ネットワークで接続され
ているディスプレイにもすべて同時に表示されます。

落落落水水水者者者救救救助助助機機機能能能ののの有有有効効効化化化
1. WPTS/MOBボタンを 3秒間押したままにします。

通常の海図アプリケーションは、MOBアラームが起動する前
と同じ設定の規定値にリセットされます。

注注注意意意: MOB の測位を取得するには、多機能ディスプレイで
GPS の測位を確定しておく必要があります。

MOB アアアラララーーームムムののの取取取りりり消消消ししし
1. WPTS/MOBボタンを 4秒間押したままにします。

MOBアラームがクリアされると、次の状態になります。
• 海図アプリケーションの運動モードがリセットされます。
• データバー モードがリセットされます。
• GOTO(進行先)および Route(航路)機能が復元されます。

MOB 海海海図図図アアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンン
海図アプリケーションやホーム画面が表示されている間に、
MOB(落水者救助)が立ち上がった場合、遭難信号の出所を突き止
めるのに役立つ特殊な海図アプリケーションが起動します。
特殊 MOB海図アプリケーションは、お手元の多機能ディスプレ
イとネットワーク接続しているその他の多機能ディスプレイに表
示されます。特殊 MOB海図アプリケーションには、次のような
機能と特性が備わっています。
• MOB ボタンが押されると、船舶の位置に MOB のアイコン
が現れる。

• 海図は Auto Range Motion Mode(自動範囲運動モード)に設定さ
れ、海図スケールは船舶と MOBウェイポイントを画面上で同
時に保持するために最小値に設定される。

• 船舶が MOBの場所から遠ざかると、システムは船舶の位置と
MOB の位置が点線で結ばれる。

• GOTO(進行先)および Route(航路)機能は無効に設定される。
• 海図の詳細設定が低に設定さる。
• オーバーレイを含め、その他の海図コントロールはすべて
初期値に設定される。

• MOB の位置データが画面最上位に沿ってあるデータバーに
表示される。

• 特殊 MOB海図アプリケーションに加える設定変更は、一切保
存されない。
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MOB 警報を取り消すと、特殊 MOB 海図アプリケーションは
終了します。
通常の海図アプリケーションは、 MOB警報が起動する前と同じ
設定の規定値にリセットされます。

ホホホーーームムム画画画面面面ののの MOB 警警警報報報ににに応応応答答答すすするるる
ホーム画面と MOB警報を表示し、次の操作を実行します。
1. ACKNOWLEDGE(承認)ソフトキーを選択します。

アラームが鳴り止み、特殊 MOB 海図アプリケーションが表
示されます。

8.2 アアアラララーーームムム
アラームは注意が必要な状況や危険を知らせてくれます。
衝突警告や温度制限など、特定の条件で発動するようにアラーム
を設定することができます。
アラームはシステム機能、または多機能ディスプレイに接続され
ている外部機器で機能します。
アラームが鳴ると、多機能ディスプレイ、およびネットワーク
接続されたすべてのディスプレイにメッセージダイアログが表
示されます。このダイアログに、アラームの理由に関する説明
が表示されます。
Alarms Setup Menu(アアアラララーーームムムセセセッッットトトアアアッッップププメメメニニニュュューーー)を使用し
て、次のシステムおよびアプリケーションのアラーム動作を設定
することができます。

• システム アラーム

• 航海アラーム

• レーダー アラーム

• 魚群探知機アラーム

• AIS アラーム

アアアラララーーームムムののの取取取りりり消消消ししし
1. ACKNOWLEDGE(承承承認認認)ソフトキーを押します。

アアアラララーーームムム設設設定定定メメメニニニュュューーーへへへのののアアアクククセセセススス
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. Alarm Setup(アアアラララーーームムムセセセッッットトトアアアッッップププ)を選択します。

Alarm Setup Menu(アラームセットアップメニュー)が表示さ
れます。

3. 適切なアラーム カテゴリを選択します。
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シシシススステテテムムムアアアラララーーームムムのののセセセッッットトトアアアッッップププ
メメメニニニュュューーー項項項目目目 説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

アアアンンンカカカーーーアアアラララーーームムム ON(オン)に設定す
ると、Anchor Alarm
Radius(アンカーア
ラーム半径) 設定
(以下参照)で指定
する距離以上に船
舶がアンカーの位
置から押し流され
た時点でアンカー
アラームが発動し
ます。

• OFF(オフ) (default)

• ON(オン)

アアアンンンカカカーーーアアアラララーーームムム
半半半径径径

アンカーアラー
ムが発動しない距
離、つまり船舶が
アンカーの位置か
ら漂流していても
支障がない許容範
囲を指定します。
この設定で使用
する単位は、Units
Setup Menu(単位セッ
トアップメニュー)
内の距離で指定さ
れている単位を基
本としています。

0.01～ 9.99 nm (また
はこれに等価する
もの)

メメメニニニュュューーー項項項目目目 説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

タタタイイイマママーーー ON(オン)に設定する
と、Timer Period(タ
イマー時間) 設定
(以下参照)で指定
する時間をカウン
トダウンし始めま
す。ゼロに達する
とアラームが発動
します。

• OFF(オフ) (default)

• ON(オン)

タタタイイイマママーーー時時時間間間 タイマーに設定
するカウントダウ
ン時間を指定しま
す。カウントダウ
ン時間がゼロに達
すると、アラーム
が発動します。

• 00h00m(00時間00
分) (default)

• 00h01m to
99h59m(00時間
01分～ 99時間59
分)

目目目覚覚覚まままししし時時時計計計 ON(オン)に設定す
ると、Alarm Clock
Time(目覚まし時計
時間)設定 (以下参
照)で指定する時間
になった時点でア
ラームが発動しま
す。

• OFF(オフ) (default)

• ON(オン)

目目目覚覚覚まままししし時時時間間間 ここで設定する時間
になると、アラー
ムが鳴ります。

• 00:00 (default)

• 00.01～ 24:00時間
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メメメニニニュュューーー項項項目目目 説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

温温温度度度アアアラララーーームムム ON(オン) に設定
すると、Lower
Temperature Limit(下限
温度)または Upper
Temperature Limit(上限
温度)設定 (以下参
照)で指定する温度
に達した時点でア
ラームが発動しま
す。

• OFF(オフ) (default)

• ON(オン)

下下下限限限温温温度度度 Temperature Alarm(温
度アラーム)が発動
する、温度範囲の
下限値を指定しま
す。

• 華氏 60度 (default)

• 華氏 –09.9～ +99.7
度

上上上限限限温温温度度度 Temperature Alarm(温
度アラーム)が発動
する、温度範囲の
上限値を指定しま
す。

• 華氏 75度 (default)

• 華氏 –09.7～ 99.9
度

航航航海海海アアアラララーーームムムののの設設設定定定
メメメニニニュュューーー項項項目目目 説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

Arrival Alarm Radius
(到到到達達達アアアラララーーームムム半半半径径径)

ウェイポイントに
到達すると、警報
が鳴ります。 こ
の設定を使用す
ると、ターゲット
ウェイポイントか
ら警報が鳴るまで
の距離を指定でき
ます。この設定で
使用する単位は、
Units Setup Menu(単
位セットアップメ
ニュー)内の距離で
指定されている単
位を基本としてい
ます。

0.01～ 9.99 nm (また
はこれに等価する
もの)

Offtrack Alarm (オオオフフフ
トトトラララッッックククアアアラララーーームムム)

ON(オン)に設定する
と、船舶が Offtrack
Alarm XTE (オフト
ラックアラーム航
路誤差)に指定した
値を超える距離を
逸れた場合に、警
報が鳴ります (下記
参照)。

• OFF(オフ) (default)

• ON(オン)

Offtrack Alarm XTE (オオオ
フフフトトトラララッッックククアアアラララーーー
ムムム航航航路路路誤誤誤差差差)

Offtrack Alarm(オフト
ラックアラーム)設
定の距離を指定し
ます (上記参照)。

0.01～ 9.99 nm (また
はこれに等価する
もの)
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メメメニニニュュューーー項項項目目目 説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

Collision Alarm (衝衝衝突突突
アアアラララーーームムム)

衝突アラームが
ON(オン)に設定さ
れている場合、ア
ラーム区域付近に
海図オブジェクト
が現れると警報が
鳴ります。区域は
Setup Alarm Zone(ア
ラーム区域の設定)
設定を使用して設
定します (下記参
照)。海図アプリ
ケーションで区域
を表示するには、
Display Alarm Zone(ア
ラーム区域の表
示)設定 (下記参照)
も ON(オン)に設定
する必要がありま
す。

注注注意意意: 衝突ア
ラームの正確性
は、Boat Details
setting(船舶の詳
細)設定 (MENU(メメメ
ニニニュュューーー) > System
Setup(シシシススステテテムムム
セセセッッットトトアアアッッップププ)>
Boat Details(船船船舶舶舶
ののの詳詳詳細細細))に適切な
数値を入力する
かどうかによっ
て変わってきま
すが、航海を安

• OFF(オフ) (default)

• ON(オン)

メメメニニニュュューーー項項項目目目 説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン
全に行うには、
この値は適切で
ある必要があり
ます。 衝突ア
ラームでは GPS
アンテナのデー
タを利用するた
め、乗船する船
舶の GPSアンテ
ナの位置も考慮
する必要があり
ます。

Setup Alarm Zone(アアア
ラララーーームムム区区区域域域ののの設設設定定定)

衝突アラーム設定
の区域を指定でき
ます (上記参照)。
Setup Alarm Zone(ア
ラーム区域の設
定) メニュー項目
を選択した場合、
ADJUST RANGE(有
効範囲の調整) と
ADJUST ANGLE(角度
の調整)ソフトキー
を使用して区域を
設定できます。海
図アプリケーショ
ンの使用中にこの
メニュー項目にア
クセスした場合、
ソフトキーで区
域を設定すると、
アラーム区域が視
覚的に表示されま
す。
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メメメニニニュュューーー項項項目目目 説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

Display Alarm Zone(アアア
ラララーーームムム区区区域域域ののの表表表示示示)

ON(オン)に設定す
ると、衝突アラー
ムの区域 (上記参照)
が海図アプリケー
ションに表示され
ます。

• OFF(オフ) (default)

• ON(オン)

衝衝衝突突突アアアラララーーームムム
船舶前の衝突アラーム区域を設けて、指定された深さを上回っ
たり指定した高さを下回る海図上のオブジェクトに警報を出す
ことができます。
衝突アラームが ON(オン) に設定されている場合、その区域付
近に海図オブジェクトが現れると警報が発動します。オブジェ
クトが衝突アラーム区域を出てから再度侵入すると、次のア
ラームが鳴ります。
2つの区域で構成される衝突アラーム区域を指定することができ
ます。
• 船舶前の範囲。0.05～ 2海里の間で調整できます。
• 船舶からの幅 (区域の幅)。0～ 90の間で調整できます。
衝突アラーム区域は、船舶の位置と船首が変わると、それに合わ
せて相対位置を維持します。
衝突アラーム区域に侵入したときにアラームの発動の対象とな
る海図オブジェクトは次のとおりです。
• 陸陸陸地地地:
– 陸地
– 岩石
– 沖合いの構造
– 海岸線沿いの建造物

• 水水水深深深:

– 水深

• 立立立入入入制制制限限限区区区域域域:

– 停泊地

– ケーブル

– 出漁区域

– 軍地区

– 沖合いの構造

– パイプライン

– 廃棄物区域

• 水水水中中中障障障害害害物物物:

– 障害物

– 難破船

• 頭頭頭上上上障障障害害害物物物:

– ケーブル

– 文化的所産

注注注意意意: 点線、または破線の衝突アラーム区域は、衝突アラームが
正常に機能するために必要な地図情報が不十分であることを示
します。このような状況では、衝突アラームは機能しません。
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衝衝衝突突突防防防止止止アアアラララーーームムム区区区域域域ののの設設設定定定

D11747-1

1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. Alarm Setup(アアアラララーーームムムセセセッッットトトアアアッッップププ)を選択します。
3. Navigation Alarms Setup(航航航海海海アアアラララーーームムムセセセッッットトトアアアッッップププ) を

選択します。
4. Setup Alarm Zone(アアアラララーーームムム区区区域域域ののの設設設定定定)を選択します。

このメニュー項目にアクセスしたときに海図アプリケーショ
ンを使用していた場合、船舶アイコンの前にアラーム区域
が視覚的に表示されます。

5. 監視対象の船舶前の有効範囲を指定するには、ADJUST
RANGE(有有有効効効範範範囲囲囲ののの調調調整整整)ソフトキーを押し、回転ノブで値を
調整します。

6. 船舶からの船幅 (区域幅)を指定するには、ADJUST ANGLE(角角角
度度度ののの調調調整整整)ソフトキーを押し、回転ノブで値を調整します。

7. OKボタンを押して変更を保存するか、CANCEL(取取取りりり消消消ししし)ボ
タンを押して以前に保存した設定に戻します。

レレレーーーダダダーーーアアアラララーーームムムののの設設設定定定
メメメニニニュュューーー項項項目目目 説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

警警警報報報区区区域域域ののの感感感度度度 レーダーアプリ
ケーションの警報
区域機能により、
ターゲットが特定
の区域内に入ると
アラームが発動し
ます。アラームの
感度は調整可能で
す。感度の設定を
下げ過ぎないよう
に気をつけてくだ
さい。感度設定が
低過ぎると、ター
ゲットが見落とさ
れ、アラームが発
動しません。

0～ 100%
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魚魚魚群群群探探探知知知機機機アアアラララーーームムムののの設設設定定定
本節では、魚群探知機アラームセットアップメニューから変更
できる設定について説明します。

メメメニニニュュューーー項項項目目目 説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

Fish Alarm(漁獲ア
ラーム)

魚群探知機ター
ゲットの数量に応
答するアラーム。

OFF(オン)、ON(オ
ン)

Fish Alarm
Sensitivity(漁獲ア
ラーム感度)

Fish Alarm(漁獲ア
ラーム)が ON(オン)
に設定されている
場合、漁獲応答が
指定した感度に達
するとアラームが
発動します。

1～ 10

Fish Alarm Depth
Limits(漁獲アラー
ム深度制限)

Fish Alarm(漁獲ア
ラーム) とこのア
ラームが ON(オン)
に設定されてい
る場合、ターゲッ
トが感度レベル
に達し、指定した
Shallow Fish Limit(浅
瀬漁獲制限)と Deep
Fish Limit(深海漁獲制
限)の範囲内に来る
と、アラームが発
動します (2回ビー
プ音)。

OFF(オン)、ON(オ
ン)

Shallow Fish Limit(浅瀬
漁獲制限)

Fish Alarm Depth
Limit(漁獲アラー
ム深度制限)の下限
値を指定します。

0002 フィート～
1000 フィート

メメメニニニュュューーー項項項目目目 説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

Deep Fish Limit(深海
漁獲制限)

Fish Alarm Depth
Limit(漁獲アラー
ム深度制限)の上限
値を指定します。

0002 フィート～
1000 フィート

Shallow Depth Alarm(浅
瀬深度アラーム)

浅瀬深度アラーム
のオンとオフを切
り替えます。 DSM
が接続されていな
い場合は、設定で
きません。

OFF(オン)、ON(オ
ン)

Shallow Depth Alarm
Value(浅瀬深度ア
ラーム値)

Shallow Depth Alarm(浅
瀬深度アラーム)を
ON(オン)に設定し
た場合、深度が指
定した値を下回る
とアラームが発動
します。

0002 フィート～最
大トランスデュー
サ範囲

Deep Depth Alarm(深
海深度アラーム)

Deep Depth Alarm(深
海深度アラーム)は
深海深度アラーム
のオンとオフを切
り替えます。 DSM
が接続されていな
い場合は、設定で
きません。

OFF(オン)、ON(オ
ン)

Deep Depth Alarm
Value(深海深度ア
ラーム値)

Deep Depth Alarm(深
海深度アラーム)を
ON(オン)に設定し
た場合、深度が指
定した値を上回る
とアラームが発動
します。

0002 フィート～最
大トランスデュー
サ範囲
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AIS アアアラララーーームムムののの設設設定定定
メメメニニニュュューーー項項項目目目 説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

Dangerous Targets
Alarm(危危危険険険なななタタターーー
ゲゲゲッッットトトアアアラララーーームムム)

ON(オン)に設定す
ると、危険な AIS
ターゲットのア
ラームが有効にな
ります。

• ON(オン) (default)

• OFF(オフ)

AIS Alarm List(AISアアア
ラララーーームムムリリリススストトト)

AIS レシーバから
受信したアラーム
メッセージの AIS
アラームリストを
表示します。この
リストには、ID、
説明、日時、承認
ステータスなどの
詳細が表示されま
す。
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章章章 9: レレレーーーダダダーーーののの使使使用用用

目目目次次次
• 9.1 レーダーの概要 ( 140 ページ)

• 9.2 デジタル レーダーのスキャン速度 ( 140 ページ)

• 9.3 レーダー スキャナのステータス記号 ( 141 ページ)

• 9.4 レーダーの有効行為範囲と画像の品質 ( 142 ページ)

• 9.5 レーダー ディスプレイの概要 ( 145 ページ)

• 9.6 デュアル レンジ レーダー操作 ( 147 ページ)

• 9.7 レーダー モードと方向 ( 149 ページ)

• 9.8 レーダー調整： HD 型および SuperHD 型デジタル スキャナ ( 153 ページ)

• 9.9 レーダー調整： 非 HD 型デジタル レードーム ( 158 ページ)

• 9.10 レーダーを使用して、距離、有効範囲、方位を測定する ( 163 ページ)

• 9.11 レーダーを使用してのターゲット追跡と衝突防止 ( 167 ページ)

• 9.12 レーダー セットアップのメニュー オプション ( 172 ページ)
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9.1 レレレーーーダダダーーーののの概概概要要要
レーダーを使用して、ターゲットを追跡したり、距離や方位を測
定する際に役立つ情報を入手できます。
海上でレーダー (RADAR)を使用して、離れたところにある物標
（「タ－ゲットと呼ばれる」）の存在を探り当てます。物標が移
動している場合には、その速度を検出します。
レーダーは無線パルスを伝送することで動作します。領域内の
物標から発せられるこうしたパルス（エコー）の反射を検出し
てから、お手元のディスプレイにこの反射をターゲットとして
表示します。
レーダー表示の読み取りに慣れるまでの間は、機会があるごとに
レーダー画面のパターンを、その他の船舶やブイ、海岸構造物な
ど視覚上のターゲットと見比べるようにしてください。晴天時の
日照時間内に、港や沿岸航海で練習を積むようにしてください。

HDおおおよよよびびび SuperHDデデデジジジタタタルルルレレレーーーダダダーーー
お使いの多機能ディスプレイはデジタルレーダースキャナと一
緒に使用することができます。
HDおよび SuperHDデジタルレーダースキャナにはさまざまな
利点があるため、船舶周辺の物標が区別しやすくなります。
HD および SuperHD デジタル レーダー スキャナには次の特徴
があります。

• ターゲット検出の向上

• フルカラー画像

• デュアル レンジ操作

• SuperHDオプション。このオプションを使用すると、送信機
電力が二倍以上になり、ビーム幅も同程度に縮小します。

注注注意意意: SuperHDオプションを使用するには、SuperHDレーダー
スキャナを接続する必要があります。

9.2デデデジジジタタタルルルレレレーーーダダダーーーのののスススキキキャャャンンン速速速度度度
特定のデジタル　レーダー スキャナは複数のスキャン速度を
サポートしています。
レーダースキャン速度には、Radar Setup(レーダーセットアッ
プ)メニューからアクセス可能な Digital Scanner Setup Menu(デジ
タルスキャナセットアップメニュー)を使用して設定します。
24 RPMと 48 RPMの両方で稼動できるスキャナが検出された場
合は、2つのスキャナ速度オプションが表示されます。
• 24 RPM
• Auto(自動)
24 RPMでのみ動作するデジタル　レーダースキャナを使用した
場合、スキャナ速度オプションは無効になります。スキャナ速度
オプションが有効になっている場合により高速なスキャンを使用
したい場合は、Auto(自動) オプションを選択する必要がありま
す。このオプションは、必要に合わせて自動的に 24 RPMと 48
RPM の間で切り替えられます。

レレレーーーダダダーーースススキキキャャャナナナ速速速度度度ののの選選選択択択
速度オプションを使用するには、48 RPM互換の SuperHDデジタ
ル レーダー スキャナが必要です。
レーダーアプリケーションでレーダースキャナの速度を選択し
ます。
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. Radar Setup(レーダーセットアップ) > Scanner Speed(スキャ

ナ速度) メニュー オプションを選択します。
3. Scanner Speed(スキャナ速度) メニュー項目を選択し、適切

な速度設定を選択します。
• Auto(自動)
• 24 RPM

Auto(自動)オプションを選択すると、レーダー有効範囲に適
した速度が自動選択されます。3 nm までのレーダー有効範
囲には、48 RPMが使用されます。この設定にすると、リフ
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レッシュ レートが高まるため、高速時、または多数のレー
ダーターゲットがある場合などに便利です。 3 nmを超える
レーダー有効範囲の場合、ディスプレイのレーダー速度は
24 RPM に切り替わります。

9.3レレレーーーダダダーーースススキキキャャャナナナのののススステテテーーータタタススス記記記号号号
レーダースキャナの電源モードステータスはデータバー内に表
示されます。

アアアイイイコココンンン

レレレーーー
ダダダーーー電電電
源源源モモモーーー
ドドド 説説説明明明

伝送
(TX)

回転式アイコン。スキャナ
がオンになっており、伝送
中であることを示します。
SCANNER(スキャナ)を ON(オ
ン)に設定する際には、この
モードを選択しスキャナを起
動します。操作時は通常この
モードになっています。

スタ
ンバイ
(STBY)

静的アイコンで、スキャナは
オンなっていますが、伝送中
ではないことを示します。ア
ンテナは回転していません。
スキャナは伝送を行いませ
ん。レーダーデータは画面か
ら取り除かれます。これは省
電力モードで、レーダーを短
時間必要としないときに使用
します。伝送モードに戻す
際には、マグネトロンを再び
暖機運転する必要はありませ
ん。これは初期設定モードで
す。
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アアアイイイコココンンン

レレレーーー
ダダダーーー電電電
源源源モモモーーー
ドドド 説説説明明明

Off(オ
フ)

レーダー不要時には、スキャ
ナの電源は切れていますが、
ディスプレイは海図などその
他のアプリケーションで使用
するために電源が入っていま
す。このモードを選択する
と、システムはカウントダウ
ンを始めます。このカウント
ダウン中はスキャナの電源を
再投入できません。

時限式
伝送

スキャナは、オンまたは伝
送、スタンバイモード間で切
り替えます。レーダーを常
時必要としない場合には、ス
キャナは省電力モードに入り
ます。

レレレーーーダダダーーースススキキキャャャナナナののの電電電源源源ををを入入入れれれるるる、、、切切切るるる
レーダーアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. 多機能ディスプレイのPOWER(電電電源源源)ボタンを押します。
2. 該当するソフトキーを操作して、レーダー スキャナの操作

モードを選択します。

9.4レレレーーーダダダーーーののの有有有効効効行行行為為為範範範囲囲囲ととと画画画像像像ののの品品品質質質

レレレーーーダダダーーーののの最最最大大大有有有効効効範範範囲囲囲
利用可能なレーダー有効範囲は、スキャナの高さやターゲットの
高度といった複数の要素によって決まります。
本来はレーダーの最大有効範囲が視程範囲ですので、スキャナ
の高さや以下の図で示しているようにターゲットの高度によっ
て範囲が決まります。

a1 a2

«« ëë
h H

¯̄
ÿÿ ²² ÚÚ ²²

D
16

43
-3

Rmax(ÿÿ ²² ÚÚ ²² �� UU ee 55 ÌÌ �� ±± )

Rmax = 2.23 (     h   +    H    )

Rmax
h
H

ÿÿ ²² ÚÚ ²² �� UU ee 55 ÌÌ �� ±±
ÿÿ ²² ÚÚ ²²  ¼¼ ÿÿ àà ää ÿÿ qq
ÙÙ ²² ÌÌ ÝÝ ââ �� ÿÿ qq

(   �� )
(ûû ²² ââ ÿÿ )
(ûû ²² ââ ÿÿ )

Rmax = ¼¼ ÿÿ àà ää �� ÿÿ ²² ÚÚ ²² II -- ÀÀ   (a1) + ÙÙ ²² ÌÌ ÝÝ ââ �� ÿÿ ²² ÚÚ ²² II -- ÀÀ   (a2)

以下の表では、さまざまなタイプのレーダーアンテナとターゲッ
トの高度の組み合わせにおける標準的なレーダーの最大有効範囲
を示しています。レーダー水平線は視水平線の領域を上回ります
が、レーダーが検出できるのはターゲットのみ、それも十分な
大きさを持つターゲットがレーダー水平線の上にある場合に限
る、ということを覚えておいてください。

アアアンンンテテテナナナののの高高高さささ
(メメメーーートトトルルル)

タタターーーゲゲゲッッットトトののの高高高度度度
(メメメーーートトトルルル) 最最最大大大有有有効効効範範範囲囲囲 (海海海里里里)

3 3 7.7

3 10 10.9

5 3 8.8

5 10 12
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レレレーーーダダダーーー画画画像像像ののの品品品質質質
レーダー画像の品質には、エコー、海面反射、およびその他の通
信障害など多くの要因が影響しています。
有効なターゲットより発せられるのは、レーダーエコーだけとい
うわけではありません。見せ掛けのエコーが発生する原因には、
次のようなものがあります。

• サイドローブ。

• 間接エコー。

• 多重エコー。

• 見通しがきかない区域。

• 海面、雨、または雪によるクラッター。

• 干渉。

観測、実践、および経験を通じて、このような状況を速やかに察
知し、影響を最小限に抑えられるようにレーダーのコントロー
ラを操れるようになります。

サササイイイドドドロロローーーブブブ
サイドローブのパターンは、幅の狭いメインビームの外側に放射
された送信パルスから発せられる微量のエネルギーによって生成
されます。サイドローブは、ターゲットが短距離 (通常 3 nm以
内)にあり、特に物標が大きいほど、その影響は顕著です。レー
ダー画面上の左右いずれかに形成されるサイドローブエコーは、
距離環や壊れた弓形を形成する一組のエコーに似ています。

## ÂÂ ÍÍ ²² ÏÏ ¾¾ ãã  ÂÂ ÍÍ ²²

ûû ¾¾ ÿÿ  ÿÿ ²² ðð

¼¼ ÿÿ àà ää

�� 55

ÏÏ ¾¾ ãã
ÿÿ ²² ðð

ÏÏ ¾¾ ãã
ÿÿ ²² ðð

D
16

38
-4

間間間接接接エエエコココーーー
間接エコーまたはゴースト画像には、いくつかの種類がありま
す。一見したところでは、本当のエコーに見えるものもあります
が、大概は断片的かつ不明瞭なものです。

nn ÂÂ ÍÍ ²²  

ÿÿ �� ÂÂ ��
ÅÅ II

## ÂÂ ÍÍ ²²  

D
16

41
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## ÂÂ ÍÍ ²²

nn ÂÂ ÍÍ ²²
øø ÓÓ ââ
¥¥ �� �� ÿÿ ÿÿ ##
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多多多重重重エエエコココーーー
多重エコーはあまり見かけませんが、比較的近距離で幅の広い垂
直面を持つ大きなターゲットがある場合に発生します。伝達信号
は、ターゲットと乗船している船舶間で行ったり来たりと往復し
て反射することから、多重エコーが発生し、真のターゲットエ
コーの有効範囲外に表示されます。ただし、方位は同じです。

D
16

42
-3

## ÂÂ ÍÍ ²²

== mm ÂÂ ÍÍ ²²

見見見通通通しししがががきききかかかななないいい区区区域域域
レーダーアンテナ付近にある通風管やマストといった障害物は
レーダービームを遮り、レーダーの影になったり、「見通しがき
かない区域」を生み出すことがあります。障害物の範囲が比較的
狭い場合、ビームの強度は弱まるものの完全に遮断されることは
必ずしもありません。ただし、障害物の範囲が広い場合、レー
ダーの影部分で信号は完全に遮断されることがあります。その障
害物の影には多重エコーも存在する可能性があります。見通しが
きかない区域により生じる悪影響は、スキャナを設置する前に設
置場所を慎重に検討することで最小限に抑えることができます。

海海海面面面反反反射射射
船舶周辺の波からのレーダー応答は、レーダー画像の中心部分
を混乱させ、本物のターゲットを検出するのを難しくさせるこ
とがあります。こうした「海面反射」は、短距離の観測時に多
重エコーとしてディスプレイ上に現れるのが一般的です。エ
コーは断続的であったり、所定の位置に落ちつくことはありま
せん。強風や過酷な環境下では、海面反射からのエコーは、一
枚の円盤状の形をした濃密な背景のクラッターとなって現れる
ことがあります。

D
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海海海面面面、、、雨雨雨、、、まままたたたははは雪雪雪ににによよよるるるクククラララッッッタタターーー。。。
レーダーは雨や雪からのエコーを読み取ることができます。暴風
区域や雨を伴うスコールからの応答は、大きさ、度合いおよび位
置が絶え間なく変わる無数のエコーで構成されます。こうした応
答は降水セルの度合いによっては、広範囲に渡るかすみがかっ
た区域となって現れることがあります。

D
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67
-4
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干干干渉渉渉
レーダーを搭載している船舶が二隻以上がお互いの有効範囲内で
レーダーを操作すると、相互レーダー干渉が発生することがあり
ます。この場合、ディスプレイの中心部からいくつもの小さな点
が伸び、らせん状となって現れます。こうしたタイプの障害は
長距離観測でもっともよく見られます。

D
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-2

9.5レレレーーーダダダーーーデデディィィスススプププレレレイイイののの概概概要要要
レーダースキャナが接続されており、レーダーが伝送モードの
状態であれば、レーダー画像にはレーダーが捉えている領域が
地図状で表されます。

1 93 4 72 5 6 8 1110

項項項目目目 説説説明明明

1 有効範囲

2 データバー

3 距離環

4 大陸

5 向き
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項項項目目目 説説説明明明

6 船首マーカー (SHM)

7 船舶の位置

8 運動モード

9 レーダースキャナステータス

10 ウェイポイント

11 距離環の間隔

一般的には、乗船している船舶の位置がディスプレイの中央にき
ます。船舶の真正面方向は、船首マーカー (SHM)として知られる
垂直の船首線で示されます。
画面に表示されるターゲットは、その大きさや向き、表面によっ
て大小、または濃淡で現れます。非 HD型のデジタルレードーム
スキャナを使用している場合、強力なターゲット応答は黄色で表
示され、微弱な応答は濃淡のある青色で表示されます。 HD型ま
たは SuperHD型のデジタルレードームスキャナを使用している
場合、強力なターゲット応答は 256色の中から異なる色合いでよ
り明確に示されます。画面上に表示されるターゲットの大きさ
は、多様な要素のうえに成り立っており、実際のターゲットの物
理的な大きさを必ずしも反映したものではないということをご承
知おきください。近くにある物標は、離れた場所にある大きな物
標と同程度の大きさで現れることがあります。
経験を積むとともに、エコーの相対的な大きさや輝度によって物
標ごとのおおよその大きさを特定できるようになります。
画面上に表示される各ターゲットの大きさは、以下の要素によっ
て左右されることを覚えておいてください。
• 物標の物理的な大きさ。
• 物標の原料。 金属製の表面の方が非金属製の表面より、信
号反射に優れている。

• 崖など垂直状の物標の方が砂洲など傾斜状の物標より、信
号反射に優れている。

• 高台にある海岸線や山地にある沿岸水域は、広めのレーダー有
効範囲で観測されることがある。こうしたことから、最初に目
にする陸地は海岸線から数マイル離れた山になる場合がある。
実際には海岸線がもっと近くにあるにもかかわらず、船舶が沿
岸に接近するまでレーダーには海岸線が現れないこともある。

• ブイや小型ボートなどターゲットの中には識別が難しいものも
ある。その理由はこうしたターゲットの場合、波にもまれて上
下しているため、反射面が安定した状態で姿を見せないためで
ある。その結果、これらのエコーは弱まったり明るくなったり
する傾向にあり、時には一瞬にして消えてしまうこともある。

• ブイや小型ボートは互いに類似しているが、ボートはその動き
で見分けがつくことが多い。

注注注意意意: MARPAを操作したり、レーダー /海図オーバーレイの
性能を最大限に引き出すには、GPSレシーバおよび高速船首
センサーが必要です。

レレレーーーダダダーーーデデディィィスススプププレレレイイイへへへのののスススキキキャャャナナナののの割割割りりり当当当ててて
システムに 2台のレーダースキャナがある場合は、現在のレー
ダービューにどちらを使用するかを選択することができます。
レーダーアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. Radar Setup(レレレーーーダダダーーーセセセッッットトトアアアッッップププ)を選択します。
3. Select Scanner(スススキキキャャャナナナののの設設設定定定)メニュー項目を選択します。

接続されているスキャナの一覧が表示されます。
4. 現在のレーダーアプリケーションで使用するスキャナを選択

します。

レレレーーーダダダーーースススキキキャャャナナナののの名名名前前前指指指定定定
レーダー スキャナに名前を付けて、区別しやすくすることが
できます。
レーダーアプリケーションで、次の操作を実行します。
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1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. Radar Setup(レレレーーーダダダーーーセセセッッットトトアアアッッップププ)を選択します。
3. Select Scanner(スススキキキャャャナナナののの選選選択択択) メニュー項目を強調表示

します。
4. EDIT NAME(名名名前前前ののの編編編集集集)ソフトキーを選択します。

オンスクリーン キーボードが表示されます。
5. オンスクリーン キーボードでスキャナの名前を入力し、

SAVE(保存)を選択します。

9.6デデデュュュアアアルルルレレレンンンジジジレレレーーーダダダーーー操操操作作作
Dual Range(デュアルレンジ)レーダー機能を使用すると、別々の
ウィンドウで同時に 2つの有効範囲を表示できます。この機能は
HDおよび SuperHDレーダースキャナでのみ使用可能です。
多機能ディスプレイと HDまたは SuperHDデジタルレーダース
キャナを使用して、短距離または長距離画像を別々のウィンドウ
に表示することができます。
既定の設定は標準のスキャナ有効範囲である Long(長)です。

制制制限限限事事事項項項

• Dual Range(デュアルレンジ)操作は MARPAターゲットがアク
ティブな場合は使用できません。

• Dual Range(デュアルレンジ)が有効な場合、MARPAターゲッ
トを取得することはできません。

• Dual Range(デュアルレンジ)を有効にすると、海図の同期と海
図オーバーレイは一時的に使用できなくなります。
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デデデュュュアアアルルルレレレンンンジジジレレレーーーダダダーーーののの互互互換換換性性性
短距離の Dual Range(デュアルレンジ)オプションのカバー範囲
は、使用中のレーダースキャナと使用されているソフトウェアの
バージョンによって異なります。

スススキキキャャャナナナ
デデデュュュアアアルルルレレレンンン
ジジジモモモーーードドド

ソソソフフフトトトウウウェェェ
アアアバババーーージジジョョョンンン
1.xx～～～ 2.xxののの
カカカバババーーー範範範囲囲囲

ソソソフフフトトトウウウェェェ
アアアバババーーージジジョョョンンン
3.xx以以以降降降のののカカカ
バババーーー範範範囲囲囲

4 Kw HD デジ
タルオープン
アレイ

長 1/8 nm～ 72 nm 1/8 nm～ 72 nm

短 1/8 nm～ 3 nm 1/8 nm～ 72 nm

4 Kw SuperHD
デジタルオー
プンアレイ

長 1/8 nm～ 72 nm 1/8 nm～ 72 nm

短 1/8 nm～ 3 nm 1/8 nm～ 72 nm

12 Kw HDデジ
タルオープン
アレイ

長 1/8 nm～ 72 nm 1/8 nm～ 72 nm

短 1/8 nm～ 3 nm 1/8 nm～ 72 nm

12 Kw SuperHD
デジタルオー
プンアレイ

長 1/8 nm～ 72 nm 1/8 nm～ 72 nm

短 1/8 nm～ 3 nm 1/8 nm～ 72 nm

HD デジタル
レイドーム

長 1/8 nm～ 72 nm 1/8 nm～ 72 nm

短 1/8 nm～ 72 nm 1/8 nm～ 72 nm

デデデュュュアアアルルルレレレンンンジジジををを SuperHDスススキキキャャャナナナととと使使使用用用すすするるる
デュアル レンジ レーダーを SuperHD スキャナと併せて使用し
ます。
短距離の Dual Range(デュアル レンジ) オプションを使用する
場合、SuperHDスキャナは HDモードでのみ動作します。長距
離の Dual Range(デュアルレンジ)オプションを使用する場合、
SuperHDレーダーは SuperHDモードで動作します。

スススキキキャャャナナナ
デデデュュュアアアルルルレレレンンンジジジ
モモモーーードドド 運運運動動動モモモーーードドド

4 Kw SuperHDデジタ
ルオープンアレイ

長 SuperHD

短 HD

12 Kw SuperHDデジ
タルオープンアレ
イ

長 SuperHD

短 HD

デデデュュュアアアルルルレレレンンンジジジレレレーーーダダダーーー操操操作作作ののの有有有効効効化化化
レーダーアプリケーションで、HDまたは SuperHDレーダース
キャナを多機能ディスプレイに接続し、次の操作を実行します。
1. PRESENTATION(プププレレレゼゼゼンンンテテテーーーシシショョョンンン) ソフトキーを押しま

す。
2. DUAL RANGE(デデデュュュアアアルルルレレレンンンジジジ)ソフトキーの ON(オン)オプ

ションを選択します。

長長長距距距離離離まままたたたははは短短短距距距離離離レレレーーーダダダーーー操操操作作作ののの選選選択択択
レーダーアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. PRESENTATION(プププレレレゼゼゼンンンテテテーーーシシショョョンンン) ソフトキーを選択し

ます。
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2. DUAL RANGE(デデデュュュアアアルルルレレレンンンジジジ) ソフトキーを使用して、必
要に応じて LONG(長) または SHORT(短) オプションを選択
します。

9.7 レレレーーーダダダーーーモモモーーードドドととと方方方向向向

レレレーーーダダダーーー方方方向向向モモモーーードドド
レーダーは、さまざまなタイプの航海に適合するように複数の
方向モードで操作できます。
レーダーの方向は、レーダーと航行する方向の関係によって決ま
ります。方向モードは、次の 3つのうちから選べます。

• ヘッド アップ。

• ノース アップ。

• コース アップ。

これらの方向モードは運動モードと併せて使用します。この操作
により、船舶とレーダーの相互関係や画面上への表示方法を管理
します。多機能ディスプレイの電源を切る際には、レーダーの方
向に対する変更はすべて保持されます。

ヘヘヘッッットトト アアアッッップププ (H-UP)
これがレーダーアプリケーションの初期設定となります。

ÅÅ == øø ²² ÅÅ ²²  (SHM)
(ÅÅ II �� �� mm ��
ÅÅ == ) �� ëë ÐÐ tt

ÅÅ II �� ÅÅ == ss ?? ¶¶ �� �� òò ÿÿ :  
 SHM �� ëë ÐÐ tt �� �� $$
�� ÿÿ ²² ÚÚ ²² �� ÿÿ �� zz ³³ �� ff �� �� �� VV

ÉÉ :
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��
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ノノノーーーススス アアアッッップププ (N-UP)
ÉÉ :

## �� ss ëë

D
83

99
_1

ÅÅ II �� ÅÅ == ss ?? ¶¶ �� �� òò ÿÿ :  
 ÿÿ ²² ÚÚ ²² �� ÿÿ �� �� $$  (èè ²² ÓÓ  ¼¼ ÝÝ ññ )
 SHM �� zz ³³ �� ff �� �� �� VV

�� ��

注注注意意意: このモードを選択した状態で、船首データが使用できな
くなった場合、警告メッセージが表示され、ステータスバーに
は括弧付きで North-Up(ノースアップ)と現れます。レーダーは
相対運動で船首は 0°になります。船首データが再び使用可能に
なると、North-Up(ノースアップ)モードは元通りになります。

注注注意意意: 運動モードを True(真) に設定している場合、Head
Up(ヘッドアップ)モードを選択することはできません。

コココーーーススス アアアッッップププ (C-UP)

�� mm �� // íí ss ëë ÐÐ tt

D
84

00
_1

ÅÅ II �� ÅÅ == ss ?? ¶¶ �� �� òò ÿÿ :
�� ÿÿ ²² ÚÚ ²² �� ÿÿ �� �� $$
 SHM �� zz ³³ �� ff �� �� �� VV

ÉÉ :

�� ��

新しい針路を選択した場合、画像はリセットされ新しい針路が
上方に表示されます。
Course-Up(コース アップ)に使用される参考資料は、その時点
で利用可能な情報となります。システムは常に次の順序でこの
情報に優先順位をつけます。
1. 本来の目的地からの方位、予定している針路。
2. 自動操縦からの固定済み船首
3. ウェイポイントまでの方位。
4. ある瞬間の船首。

注注注意意意: このモードを選択した状態で、船首データが使用でき
なくなった場合、警告メッセージが表示され、ステータス
バーには括弧付きで Course Up(コース アップ) と現れます。
レーダーは相対運動で船首は 0°になります。船首データが再
び使用可能になると、Course-Up(コース アップ) モードは元
通りになります。

レレレーーーダダダーーー方方方向向向モモモーーードドドののの選選選択択択
レーダーアプリケーションで、次の操作を実行します。
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1. PRESENTATION(プププレレレゼゼゼンンンテテテーーーシシショョョンンン) ソフトキーを押しま
す。

2. RADAR MODE AND ORIENTATION(レレレーーーダダダーーーモモモーーードドドととと方方方向向向)
ソフトキーを押します。

3. ORIENTATION(方方方向向向)ソフトキーを使用して、必要とする方向
モードを選択します。

レレレーーーダダダーーー船船船舶舶舶オオオフフフセセセッッットトトののの変変変更更更
レーダーアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. PRESENTATION(プププレレレゼゼゼンンンテテテーーーシシショョョンンン) ソフトキーを押しま

す。
2. RADAR MODE AND ORIENTATION(レレレーーーダダダーーーモモモーーードドドととと方方方向向向)

ソフトキーを押します。
3. VESSEL OFFSET(船船船舶舶舶オオオフフフセセセッッットトト)ソフトキーを使用して、

必要な船舶オフセットを選択します。

レレレーーーダダダーーー運運運動動動モモモーーードドドののの概概概要要要
運動モードは、レーダーと船舶間の関係を制御します。運動モー
ドには次の 2 つのモードがあります。

• 相対運動。

• 真運動。

選択した運動モードは、ステータスバーに表示されます。初期
設定では、原点オフセットの相対運動になっています。

相相相対対対運運運動動動 (RM) 、、、船船船舶舶舶オオオフフフセセセッッットトトオオオプププシシショョョンンン付付付ききき
運動モードを Relative(相対) に設定すると、乗船している船舶
の位置は画面上に固定され、ターゲットはすべて船舶に呼応し
て移動します。船舶の位置は、ウィンドウの中央にくるように
固定したり (0オフセット)、1/3または 2/3オフセット設定に指
定できます。この設定により、以下のように前方表示領域を広
げることができます。

D
68

42
-2

0 ÄÄ ïï ÕÕ ÝÝ ââ 2/3 ÄÄ ïï ÕÕ ÝÝ ââ1/3 ÄÄ ïï ÕÕ ÝÝ ââ

初期設定では運動モードは、原点オフセットの「Relative(相対)」
になっています。

真真真運運運動動動 (TM)
運動モードを True(真)に設定すると、固定済みレーダーターゲッ
トは一定の位置に保たれ、航行中の船舶（自船を含む）が互いの
船舶や画面上で固定されている陸地に対して相関的に移動しま
す。船舶の位置が画面の端に達すると、レーダー画像は自動的に
リセットされ前方の領域が映し出されます。

注注注意意意: True(真)モードを選択した状態で、船首および位置デー
タが使用できなくなると、警告メッセージが表示され相対運
動モードに戻ります。ステータスバーには括弧付きで、(TM)
と現れます。

注注注意意意: 向きを Head Up(ヘッド アップ) に設定している場合、
True Motion(真運動)を選択することはできません。

レレレーーーダダダーーー運運運動動動モモモーーードドドののの選選選択択択
レーダーアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. PRESENTATION(プププレレレゼゼゼンンンテテテーーーシシショョョンンン) ソフトキーを押しま

す。
2. RADAR MODE AND ORIENTATION(レレレーーーダダダーーーモモモーーードドドととと方方方向向向)

ソフトキーを押します。
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3. MOTION MODE(運運運動動動モモモーーードドド) ソフトキーを使用して、関連
するモードを選択します。
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9.8 レレレーーーダダダーーー調調調整整整：：： HD 型型型おおおよよよびびび SuperHD 型型型デデデジジジタタタルルルスススキキキャャャナナナ
ゲイン プリセットやその他の機能を使用してレーダーの画質を向上させることができます。

HD型レードーム、HD型および SuperHDオープンアレイデジタ
ルスキャナでご利用いただける設定は次のとおりです。

調調調整整整方方方法法法 関関関連連連オオオプププシシショョョンンン 説説説明明明

ゲインプリセット

• Buoy(ブブブイイイ)—係留ブイなど、小型の物標
の検出を強化する特殊モードです。 0.75
nmまでの範囲で役立ちます。

• Harbor(港港港)—こちらが初期モードとなり
ます。この設定ではランドクラッター
を考慮していることから、航海ブイな
ど小型のターゲットを見失うことはあ
りません。

• Coastal(沿沿沿岸岸岸) —港から離れたところで
遭遇する可能性がある海面反射より若
干高い位置にあるものに使用し、その
高さに応じてレーダーディスプレイを
調整します。

• Offshore(沖沖沖合合合いいい) —高い位置にある海面
反射に合わせて自動的に調整します。

• Bird Mode(バババーーードドドモモモーーードドド)—適切な漁場を
特定する際など、鳥の群れを見つける
のに役立つ特殊モードです。

プリセットごとに、次のオプションを利
用できます。

• Gain(ゲゲゲイイインンン) —この機能により、自動
モードでプリセットを利用できます。
または、 0から 100%の間でゲインを手
動で調整できます。

• Color Gain(カカカラララーーーゲゲゲイイインンン)—表示される
ターゲットの強度 (色合い)を調整しま
す。ただし、表示されるターゲットの
数に大きな影響はありません。カラー
ゲインを上げると、さらに多くのター
ゲットが同じ色で表示されるようにな
ります。この働きにより、ある物標が
事実上のターゲットか、それとも単な
る背景ノイズであるのかを見分ける際
に役立ちます。カラーゲインを下げる
と、ターゲットのさらなる詳細と精度の
高い検出が得られることがあります。

• Rain(レレレイイインンン) —レーダースキャナは雨
や雪からのエコーを検出します。こう
したエコーは、画面上に無数の小さな
エコーとなって絶えず大きさ、強度、
および位置を変えながら現れます。レ
インクラッター機能を ON(オン)にする
と、船舶周辺からの雨の応答によるバ
ルク効果が抑制され、他の物標を識別
しやすくなります。

デジタルレーダーゲインプリセットを利
用して、既定の設定をすぐに選択できる
ので、さまざまな状況に合わせて最高の
画像を得ることができます。 Raymarineで
は、これらのプリセットを利用して最良の
結果を得ることを強くお勧めします。た
だし、ゲイン、カラーゲイン、レイン、
および海面ゲイン機能を利用して、それ
ぞれのゲインプリセットを手動で調整す
ることもできます。
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調調調整整整方方方法法法 関関関連連連オオオプププシシショョョンンン 説説説明明明

• Sea Gain(海海海上上上ゲゲゲイイインンン) —船舶周辺の波か
ら発生するレーダー応答は、レーダー画
像の中心部分を混乱させ、本物のター
ゲットを検出するのを難しくさせるこ
とがあります。海上ゲインを調整する
ことで、船舶から 5海里まで (波と海上
条件により変動)は、このクラッターを
減らせます。

• SuperHD Controls(SuperHD型型型コココンンントトトロロローーー
ルルル) — SuperHD型スキャナのみが対象と
なります。

– Antenna Boost(アンテナブースト)：ア
ンテナの有効サイズを測ります。ゼ
ロに設定すると、アンテナの有効サ
イズは実際のサイズに一致します。
95%に設定すると、アンテナの有効
サイズは二倍になります。アンテナ
の有効サイズを上げると、低い設定
では融合して現れるターゲットが分
離して現れます。

– Power Boost(パワーブースト)：有効伝
送電力を調整します。ゼロに設定す
ると、レーダーは標準電力 (4kWまた
は 12kW)で動作します。 90に設定する
と、有効電力は実際の二倍に増加しま
す。電力を上げると、ターゲットと
ノイズの違いがさらにはっきり現れま
す。機能を最大限活用するには、強
力なターゲットの飽和状態を防ぐた
めに、パワーブーストを下げます。

エコー強化機能

• Interference rejection(干干干渉渉渉除除除去去去)—この機能
を利用して、他のレーダーを搭載する
船舶からの干渉の影響を最小限に抑え
ることができます。

• Expansion(拡拡拡張張張)—この機能を利用して、
初期設定のレーダーパルス長を無効と
し、より大きなターゲット応答を得る
ことができます。

• Wakes(航航航跡跡跡) —この機能を利用して、
乗船している船舶に関連する移動中の
ターゲットの方向と速度を見ることが
できます。

INT.(干渉 REJECTION(除去)：

• ON(オオオンンン) —レーダーを搭載する他の船
舶からの干渉の影響を最小限に抑える
ことができます。

• OFF(オオオフフフ) —付近にあるその他のレー
ダーの存在を検出します。

EXPANSION(拡張)：

• ON(オオオンンン) —パルス長を増長させます。
これで、大き目のターゲット応答が得ら
れ、より見やすくなります。ただし、
応答が大きくなるとターゲットの解像度
が落ち、ディスプレイ上で融合します。

• OFF(オオオフフフ)—こちらが初期設定となりま
す。解像度の幅が広がり、ターゲット
応答がさらに明確に(ただし、小さくな
る)なって現れます。

WAKES(航跡)：

• ON(オオオンンン) —乗船している船舶に関連す
る移動中のターゲットの方向と速度を
表示します。ターゲットは黄色で表示
され、信号が小さくなるにつれ青の薄
い色合いに変わっていきます。使用す
るカラーパレットの設定を変更した場
合、ターゲットの色は異なります。航
跡オプションは次の通りです。10秒、
30秒、1分、5分、10分となります。

• OFF(オオオフフフ)—乗船している船舶に関連す
る移動中のターゲットの方向と速度は
表示されません。

エコー強化機能を利用して、レーダー
ディスプレイ上のエコーの悪影響を最小
限に抑えることができます。

波長制御 • AUTO(自自自動動動) —こちらが初期設定モード
となります。レーダー調整そのものは
いずれの範囲においても自動的に行わ
れます。 Raymarineでは、信号を最大限
に受信するために波長機能を AUTO (自
動)モードの状態のままにしておくこと
をお勧めします。

• MANUAL(手手手動動動) —この機能を利用して、
手動で波長を設定できます。最大限の
信号強度を得られるように設定を調整し
ます。レーダースキャナの電源投入直
後に、この設定を調整した場合には、
スキャナの電源を投入後 10分程度経過
してから再度調整してください。マグ
ネトロンが温まると必要とされる設定
に変更が生じます。

レーダー調整制御を利用して、レーダー
スキャナのレシーバを微調整し、ディス
プレイ上に応答を最大限得られるように
します。
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デデデジジジタタタルルルレレレーーーダダダーーーゲゲゲイイインンンプププリリリセセセッッットトトののの選選選択択択
これらのプリセットでは、HDまたは SHDデジタルレーダース
キャナが必要です。 Bird(バード)モードでは、強化型バードモー
ド機能を備えたスキャナが必要です。
レーダーアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. GAIN(ゲゲゲイイインンン) ソフトキーを押します。
2. 必要に応じて、BUOY MODE(ブイ モード)、HARBOUR

MODE(港モード)、COASTAL MODE(沿岸モード)、
OFFSHORE MODE(沖合いモード)、またはBIRD MODE(バー
ド モード) ソフトキーを押します。

選択したソフトキーは強調表示され、ディスプレイは新しいモー
ドに切り替わります。

デデデジジジタタタルルルレレレーーーダダダーーーのののプププリリリセセセッッットトトゲゲゲイイインンンののの調調調整整整
レーダーアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. GAIN(ゲゲゲイイインンン) ソフトキーを選択します。
2. 必要に応じて、BUOY MODE(ブブブイイイ モモモーーードドド)、HARBOR

MODE(港港港モモモーーードドド)、COASTAL MODE(沿沿沿岸岸岸モモモーーードドド)、
OFFSHORE MODE(沖沖沖合合合いいいモモモーーードドド)、BIRD MODE(バババーーードドドモモモーーー
ドドド) ソフトキーを選択します。

3. 同じソフトキーを再度選択します。
ソフトキーが切り替わり、追加のオプションが表示されます。

4. GAIN(ゲゲゲイイインンン) ソフトキーを使用して MAN(手動) オプショ
ンを選択します。

5. 回転ノブを使用して、ゲインコントロールを適切な設定に調
整します (0 ～ 100%)。

6. OK ボタンを押します。

デデデジジジタタタルルルレレレーーーダダダーーーのののカカカラララーーーゲゲゲイイインンンののの調調調整整整
レーダーアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. GAIN(ゲゲゲイイインンン) ソフトキーを選択します。

2. 必要に応じて、BUOY MODE(ブブブイイイ モモモーーードドド)、HARBOR
MODE(港港港モモモーーードドド)、COASTAL MODE(沿沿沿岸岸岸モモモーーードドド)、
OFFSHORE MODE(沖沖沖合合合いいいモモモーーードドド)、BIRD MODE(バババーーードドドモモモーーー
ドドド) ソフトキーを選択します。

3. 同じソフトキーを再度選択します。
ソフトキーが切り替わり、追加のオプションが表示されます。

4. COLOR GAIN(カカカラララーーーゲゲゲイイインンン)ソフトキーを使用して MAN(手
動) オプションを選択します。

5. 回転ノブを使用して、ゲインコントロールを適切な設定に調
整します (0 ～ 100%)。

6. OK ボタンを押します。

デデデジジジタタタルルルレレレーーーダダダーーーのののレレレイイインンンクククラララッッッタタターーーののの調調調整整整
レーダーアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. GAIN(ゲゲゲイイインンン) ソフトキーを選択します。
2. 必要に応じて、BUOY MODE(ブブブイイイ モモモーーードドド)、HARBOR

MODE(港港港モモモーーードドド)、COASTAL MODE(沿沿沿岸岸岸モモモーーードドド)、
OFFSHORE MODE(沖沖沖合合合いいいモモモーーードドド)、BIRD MODE(バババーーードドドモモモーーー
ドドド) ソフトキーを選択します。

3. 同じソフトキーを再度選択します。
ソフトキーが切り替わり、追加のオプションが表示されます。

4. RAIN(レレレイイインンン)ソフトキーを使用して ON(オン)オプションを
選択します。

5. 回転ノブを使用して、ゲインコントロールを適切な設定に調
整します (0 ～ 100%)。

6. OK ボタンを押します。

デデデジジジタタタルルルレレレーーーダダダーーーののの海海海上上上ゲゲゲイイインンンののの調調調整整整
レーダーアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. GAIN(ゲゲゲイイインンン) ソフトキーを選択します。
2. 必要に応じて、BUOY MODE(ブブブイイイ モモモーーードドド)、HARBOR

MODE(港港港モモモーーードドド)、COASTAL MODE(沿沿沿岸岸岸モモモーーードドド)、
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OFFSHORE MODE(沖沖沖合合合いいいモモモーーードドド)、BIRD MODE(バババーーードドドモモモーーー
ドドド) ソフトキーを選択します。

3. 同じソフトキーを再度選択します。
ソフトキーが切り替わり、追加のオプションが表示されます。

4. SEA(海海海)ソフトキーを使用して MAN(手動)オプションを選択
します。

5. 回転ノブを使用して、ゲインコントロールを適切な設定に調
整します (0 ～ 100%)。

6. OK ボタンを押します。

SuperHDレレレーーーダダダーーーアアアンンンテテテナナナブブブーーーススストトトののの調調調整整整
レーダーアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. GAIN(ゲゲゲイイインンン) ソフトキーを選択します。
2. 必要に応じて、BUOY MODE(ブブブイイイ モモモーーードドド)、HARBOR

MODE(港港港モモモーーードドド)、COASTAL MODE(沿沿沿岸岸岸モモモーーードドド)、
OFFSHORE MODE(沖沖沖合合合いいいモモモーーードドド)、BIRD MODE(バババーーードドドモモモーーー
ドドド) ソフトキーを選択します。

3. 同じソフトキーを再度選択します。
ソフトキーが切り替わり、追加のオプションが表示されます。

4. SUPER HD CONTROLS(SUPER HD コココンンントトトロロローーールルル) ソフト
キーを選択します。

5. ANTENNA BOOST(アアアンンンテテテナナナブブブーーーススストトト)ソフトキーで MAN(手
動) オプションを選択します。

6. 回転ノブを使用して、ゲインコントロールを適切な設定に調
整します (0 ～ 100%)。

7. OK ボタンを押します。

SuperHDレレレーーーダダダーーーパパパワワワーーーブブブーーーススストトトののの調調調整整整
レーダーアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. GAIN(ゲゲゲイイインンン) ソフトキーを選択します。
2. 必要に応じて、BUOY MODE(ブブブイイイ モモモーーードドド)、HARBOR

MODE(港港港モモモーーードドド)、COASTAL MODE(沿沿沿岸岸岸モモモーーードドド)、

OFFSHORE MODE(沖沖沖合合合いいいモモモーーードドド)、BIRD MODE(バババーーードドドモモモーーー
ドドド) ソフトキーを選択します。

3. 同じソフトキーを再度選択します。
ソフトキーが切り替わり、追加のオプションが表示されます。

4. SUPER HD CONTROLS(SUPER HD コココンンントトトロロローーールルル) ソフト
キーを選択します。

5. POWER BOOST(パパパワワワーーーブブブーーーススストトト) ソフトキーで MAN(手動)
オプションを選択します。

6. 回転ノブを使用して、ゲインコントロールを適切な設定に調
整します (0 ～ 100%)。

7. OK ボタンを押します。

エエエコココーーー強強強化化化機機機能能能
レレレーーーダダダーーー干干干渉渉渉除除除法法法ののの有有有効効効化化化
レーダーアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. ENHANCE ECHOES(エエエコココーーーののの強強強化化化)ソフトキーを押します。
2. INT. REJECTION(干干干渉渉渉除除除法法法)ソフトキーを ON(オン)オプショ

ンが選択されるまで繰り返し押します。
3. OK ボタンを押します。

レレレーーーダダダーーー拡拡拡張張張ののの有有有効効効化化化
レーダーアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. ENHANCE ECHOES(エエエコココーーーののの強強強化化化)ソフトキーを押します。
2. EXPANSION(拡拡拡張張張)ソフトキーを ON(オン)オプションが選択

されるまで押します。
3. OK ボタンを押します。

レレレーーーダダダーーー航航航跡跡跡ののの有有有効効効化化化
レーダーアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. ENHANCE ECHOES(エエエコココーーーののの強強強化化化)ソフトキーを押します。
2. WAKES(航航航跡跡跡)ソフトキーを ON(オン)オプションが選択され

るまで繰り返し押します。
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3. 適切な期間を選択します。

レレレーーーダダダーーー調調調整整整コココンンントトトロロローーールルルののの調調調整整整
レーダーアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. Radar Setup(レレレーーーダダダーーーセセセッッットトトアアアッッップププ) メニュー項目を選択

します。
3. Scanner Setup(スススキキキャャャナナナセセセッッットトトアアアッッップププ)メニュー項目を選択

します。
4. Tune(調調調整整整) メニュー項目を選択します。
5. TUNE(調調調整整整)ソフトキーで MANUAL(手動)オプションを選択

します。
6. 回転ノブを使用して、信号強度が最大レベルになるように調

整します (8 段階の水平バーで表示されます)。
7. OK ボタンを押します。
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9.9 レレレーーーダダダーーー調調調整整整：：：非非非 HD 型型型デデデジジジタタタルルルレレレーーードドドーーームムム
ゲイン プリセットやその他の機能を使用してレーダーの画質を向上させることができます。
非 HD 型デジタル レードームでご利用いただける設定は次の
とおりです。

調調調整整整方方方法法法 関関関連連連オオオプププシシショョョンンン 説説説明明明

Gain(ゲイン) • AUTO(自自自動動動)—このプリセットは自動モー
ドで動作します。こちらが初期設定と
なります。

• MAN(手手手動動動)— 0～ 100%の間で、ゲインの
強度を手動で調整できます。

この機能を利用して、レーダー受信状態の
感度を調整できます。場合によっては、
感度を調整することでレーダー画像がよ
り鮮明になることがあります。

フィートC機能 • ON(オオオンンン)—この機能を利用して、フィー
トC機能を有効にして、0から 100%の間
で設定を調整できます。

• OFF(オオオフフフ) —フィートC機能を無効にし
ます。こちらが初期設定となります。

この機能を利用して、船舶から離れた場
所にあるクラッター領域を取り除くこと
ができます。また、同じ方位にある非常
に良く似たエコーを見分ける際にも役立
ちます。こうしたエコーは融合し、1つ
のエコーとして現れることもあります。
フィートC機能の強度は、0から 100%の間
で調整することができます。

• 設定値が高ければ、大型（レインク
ラッター）エコーの前縁だけを表示す
る一方で、小型（船）エコーに対する
影響はごくわずかに抑えられます。

• 設定値を低くすると、背景ノイズを抑
え陸地やその他の大型ターゲットから
の応答を与えることができます。
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調調調整整整方方方法法法 関関関連連連オオオプププシシショョョンンン 説説説明明明

Rain(レイン)機能 • ON(オオオンンン)—この機能で Rain(レイン)機能
を有効にして、0から 100%の間で設定
を調整できます。

• OFF(オオオフフフ)— Rain(レイン)機能を無効にし
ます。こちらが初期設定となります。

レーダースキャナは雨や雪からエコーを
検出します。こうしたエコーは、画面上
に無数の小さなエコーとなって絶えず大
きさ、強度、および位置を変えながら現
れます。レインクラッター機能を ON(オ
ン)にすると、船舶周辺からの雨の応答に
よるバルク効果が抑制され、他の物標を
識別しやすくなります。 0から 100%の間
で設定の強度を調整できます。

海上ゲインプリセット：

• Harbor(港港港)—こちらが初期設定となりま
す。この設定ではランドクラッターを
考慮していることから、航海ブイなど
小型のターゲットを見失うことはあり
ません。

• Coastal(沿沿沿岸岸岸) —港から離れたところで
遭遇する可能性がある海面反射より若
干高い位置にあるものに使用し、その
高さに応じてレーダーディスプレイを
調整します。

• Offshore(沖沖沖合合合いいい) —高い位置にある海面
反射に合わせて自動的に調整します。

• AUTO(自自自動動動)—このプリセットは自動モー
ドで動作します。こちらが初期設定と
なります。

• MAN(手手手動動動)— 0～ 100%の間で、海上ゲイ
ンの強度を手動で調整できます。

既定の設定をすぐに選択できるので、さ
まざまな状況に合わせて最高の画像を得
ることができます。ゲインプリセットご
とにゲイン機能が備わっており、初期設
定では自動モードに設定されています。
Raymarineでは、これらのプリセットを利
用して最良の結果を得ることを強くお勧
めします。ただし必要に応じて、手動で
このゲインを調整することも可能です。
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調調調整整整方方方法法法 関関関連連連オオオプププシシショョョンンン 説説説明明明

エコー強化機能

• Interference rejection(干干干渉渉渉除除除去去去)—この機能
を利用して、他のレーダーを搭載する
船舶からの干渉の影響を最小限に抑え
ることができます。

• Expansion(拡拡拡張張張)—この機能を利用して、
初期設定のレーダーパルス長を無効と
し、より大きなターゲット応答を提供
することができます。

• Wakes(航航航跡跡跡) —この機能を利用して、
乗船している船舶に関連する移動中の
ターゲットの方向と速度を見ることが
できます。

INT.(干渉 REJECTION(除去)：

• ON(オオオンンン) —レーダーを搭載する他の船
舶からの干渉の影響を最小限に抑える
ことができます。設定は、—NORMAL(標
準)と HIGH(高)の 2つがあります。

• OFF(オオオフフフ) —付近にあるその他のレー
ダーの存在を検出します。

EXPANSION(拡張)：

• ON(オオオンンン) —パルス長を増長し、より見
やすい大き目のターゲット応答を提供
します。ただし、応答が大きくなると
ターゲットの解像度が落ち、ディスプレ
イ上で融合します。設定は、— LOW(低)
と HIGH(高)の 2つがあります。

• OFF(オオオフフフ)—こちらが初期設定となりま
す。解像度の幅が広がり、ターゲット
応答がさらに明確に(ただし、小さくな
る)なって現れます。

WAKES(航跡)：

• ON(オオオンンン)—乗船している船舶に関連する
移動中のターゲットの方向と速度を見
ることができます。ターゲットは黄色
で表示され、信号が小さくなるにつれ
青の薄い色合いに変わっていきます。
オプションは次のとおりです。 10秒、
30秒、1分、5分、10分となります。

• OFF(オオオフフフ)—乗船している船舶に関連す
る移動中のターゲットの方向と速度を
見ることは、できません。

エコー強化機能を利用して、レーダー
ディスプレイ上のエコーの悪影響を最小
限に抑えることができます。
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調調調整整整方方方法法法 関関関連連連オオオプププシシショョョンンン 説説説明明明

波長制御 • AUTO(自自自動動動) —こちらが初期設定となり
ます。レーダー調整そのものはいずれ
の範囲においても自動的に行われます。
Raymarineでは、信号を最大限に受信す
るために波長機能を AUTO (自動)モード
の状態のままにしておくことをお勧め
します。

• MANUAL(手手手動動動) —この機能を利用して、
手動で設定できます。最大の信号強度
を得られるように設定を調整します。
レーダースキャナの電源投入直後に、
この設定を調整した場合には、スキャ
ナの電源を投入後 10分程度経過してか
ら再度調整してください。マグネトロ
ンが温まると必要とされる設定に変更
が生じます。

レーダー調整制御を利用して、レーダー
スキャナのレシーバを微調整し、ディス
プレイ上にターゲット応答を最大限得ら
れるようにします。

レレレーーーダダダーーーゲゲゲイイインンンののの調調調整整整
レーダーアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. GAIN(ゲゲゲイイインンン) ソフトキーを押します。
2. GAIN(ゲゲゲイイインンン) ソフトキーを MAN(手動) オプションが選択

されるまで押します。
3. 回転ノブを使用して、ゲイン コントロールを適切な設定に

調整します。

レレレーーーダダダーーーののの FTC 機機機能能能ののの調調調整整整
レーダーアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. GAIN(ゲゲゲイイインンン) ソフトキーを押します。
2. FTCソフトキーを ON(オン)オプションが選択されるまで押

します。
3. 回転ノブを使用して、FTC機能を適切な設定に調整します。

レレレーーーダダダーーーのののレレレイイインンン機機機能能能ののの調調調整整整
レーダーアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. GAIN(ゲゲゲイイインンン) ソフトキーを押します。
2. RAIN(レレレイイインンン)ソフトキーを ON(オン)オプションが選択され

るまで押します。
3. 回転ノブを使用して、レイン機能を適切な設定に調整します。

レレレーーーダダダーーー海海海面面面反反反射射射ののの調調調整整整
レーダーアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. GAIN(ゲゲゲイイインンン) ソフトキーを押します。
2. SEA(海海海) ソフトキーを押します。
3. 必要に応じて、HARBOR(港)、OFFSHORE(沖合い)、

COASTAL(沿岸) プリセットを選択します。
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注注注意意意: MENU(メメメニニニュュューーー) > Radar Setup(レレレーーーダダダーーーセセセッッットトトアアアッッッ
プププ) > Scanner Setup(スススキキキャャャナナナセセセッッットトトアアアッッップププ) > Sea Clutter
Curve(海海海面面面反反反射射射曲曲曲線線線)メニュー項目を使用して、海面反射に対
するレーダー感度を調整できます。

エエエコココーーー強強強化化化機機機能能能
レレレーーーダダダーーー干干干渉渉渉除除除法法法ののの有有有効効効化化化
レーダーアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. ENHANCE ECHOES(エエエコココーーーののの強強強化化化)ソフトキーを押します。
2. INT. REJECTION(干干干渉渉渉除除除法法法)ソフトキーを ON(オン)オプショ

ンが選択されるまで繰り返し押します。
3. OK ボタンを押します。

レレレーーーダダダーーー拡拡拡張張張ののの有有有効効効化化化
レーダーアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. ENHANCE ECHOES(エエエコココーーーののの強強強化化化)ソフトキーを押します。
2. EXPANSION(拡拡拡張張張)ソフトキーを ON(オン)オプションが選択

されるまで押します。
3. OK ボタンを押します。

レレレーーーダダダーーー航航航跡跡跡ののの有有有効効効化化化
レーダーアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. ENHANCE ECHOES(エエエコココーーーののの強強強化化化)ソフトキーを押します。
2. WAKES(航航航跡跡跡)ソフトキーを ON(オン)オプションが選択され

るまで繰り返し押します。
3. 適切な期間を選択します。

レレレーーーダダダーーー調調調整整整コココンンントトトロロローーールルルののの調調調整整整
レーダーアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. Radar Setup(レレレーーーダダダーーーセセセッッットトトアアアッッップププ) メニュー項目を選択

します。

3. Scanner Setup(スススキキキャャャナナナセセセッッットトトアアアッッップププ)メニュー項目を選択
します。

4. Tune(調調調整整整) メニュー項目を選択します。
5. TUNE(調調調整整整)ソフトキーで MANUAL(手動)オプションを選択

します。
6. 回転ノブを使用して、信号強度が最大レベルになるように調

整します (8 段階の水平バーで表示されます)。
7. OK ボタンを押します。
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9.10レレレーーーダダダーーーををを使使使用用用しししててて、、、距距距離離離、、、有有有効効効範範範
囲囲囲、、、方方方位位位ををを測測測定定定すすするるる
レーダーアプリケーションを使用する際には、さまざまな手法で
距離、有効範囲、方位を測定することができます。
以下の表では、これらのオプションの詳細を説明します。

機機機能能能
ポポポイイインンントトト間間間
ののの距距距離離離

乗乗乗船船船しししててていいい
るるる船船船舶舶舶かかかららら
ののの有有有効効効範範範囲囲囲 方方方位位位

距離環 可 (おおよそ
の距離)

可 (おおよそ
の有効範囲)

不可

カーソル 不可 可 可

可変距離マー
カー (VRM)

不可 可 不可

電子方位線
(EBL)

不可 不可 可

浮動型 VRM 可 不可 不可

浮動型 EBL 不可 不可 可

距距距離離離環環環ををを使使使用用用しししてててののの測測測定定定
距離環を使用して、ポイント間のおおよその距離を測定します。
距離環は画面上に表示される同心円です。乗船している船舶か
ら既定間隔で広がっています。環の数とスペースは、有効範囲
の変化に伴って変動します。

55 ÌÌ �� ±±   - 1/4 nm
¯̄ �� ��  - 1/8 nm �� 00

55 ÌÌ �� ±±   - 3/4 nm
¯̄ �� ��  - 1/4 nm �� 00

55 ÌÌ �� ±±  - 11/2 nm
¯̄ �� ��  - 1/4 nm �� 00
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カカカーーーソソソルルルををを使使使用用用しししててて測測測定定定すすするるる
乗船している船舶から指定するターゲットまでの方位と有効範囲
を測定するには、カーソルを画面上の適当な位置に合わせます。
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ÅÅ II rr °° ÅÅ ²² ×× ÿÿ ¥¥ �� ��
kk ®® �� 55 ÌÌ �� ±±

ÅÅ ²² ×× ÿÿ

注注注意意意: カーソルの位置がデータバー内に表示されない場合に
は、Menu(メメメニニニュュューーー) > Databar Setup(デデデーーータタタバババーーーセセセッッットトトアアアッッッ
プププ) > Configure(設設設定定定) に進みます。

可可可変変変距距距離離離マママーーーカカカーーー (VRM) ををを使使使用用用しししててて測測測定定定すすするるる
可変距離マーカー (VRM)は船舶の位置を中心にして広がり、船
首モードに固定されています。この円がターゲットと合うよう
に調整されている場合、乗船している船舶からの有効範囲は、
ADJUST VRM(VRMの調整)ソフトキー上で測定されて表示され
ます。 カーソルで VRM を選択した場合にも、このデータは表
示されます。
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VRM

電電電子子子方方方位位位線線線 (EBL) ををを使使使用用用しししててて計計計測測測すすするるる
電子方位船 (EBL)は、中心にある船舶からウィンドウの端へと伸
びる一本の線です。この線がターゲットと合うように回転する場
合、乗船している船舶の船首に対する方位は、ADJUST EBL(EBL
の調整) ソフトキー上で測定されて表示されます。 カーソルで
EBLを選択した場合にも、このデータは表示されます。
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EBL

注注注意意意: EBLの初期設定方位モードは、船舶の船首と相対的な関
係にあります。船首データが利用可能な場合、方位モードを
相対 (REL)、磁気/真 (M/T) に設定できます。 M/T が選択され
ると、EBL 方位は接続されている機器に応じて、磁気または
真のいずれかで表されます。 現在の EBL 方位は、レーダー
スクリーン EBL ラベルと ADJUST EBL(EBL の編集) ソフト
キー上の両方に表示されます。

VRM ととと EBL ををを組組組みみみ合合合わわわせせせててて測測測定定定すすするるる
VRM と EBL を組み合わせて、特定のターゲットの有効範囲と
方位の両方を測定することができます。
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浮浮浮動動動型型型 VRM ととと EBL ををを使使使用用用しししててて測測測定定定すすするるる
VRM/EBL 浮動機能を使用して、レーダー スクリーン上にある
2 つのポイント（いずれの組み合わせも可）間の有効範囲と方
位を測定することができます。この機能を利用して、VRM/EBL
の中心部を船舶の位置から動かし、ターゲットに移すことがで
きます。 移動後、VRM の半径を変更し 2 つのポイント間の距
離を測定できます。新たな始点に対する EBL の角度を変更し
て方位を取得します。

レレレーーーダダダーーーデデディィィスススプププレレレイイイでででののの VRM まままたたたははは EB ののの
作作作成成成
レーダーアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. VRM/EBL(VRM/EBL)ソフトキーを選択します。
2. VRM/EBL 1(VRM/EBL 1) ソフトキーを使用して、ON(オン)

オプションを選択します。
3. 回転ノブで VRMを必要なサイズに調整します。
4. ADJUST EBL(EBLののの調調調整整整)ソフトキーを選択します。
5. 回転ノブで EBL を必要な角度に調整します。

6. OK ボタンを押して、設定を保存します。
7. 必要に応じて手順 1～ 6を繰り返して 2番目の VRM/EBLを作

成します。その場合は VRM/EBL 2ソフトキーを使用します。

注注注意意意: 最初の VRM/EBLが現在の範囲の 1/3、船首から 030°の
相対位置に配置されます。この設定が調整された場合、ディス
プレイはこの調整を保持し、次回 VRM/EBLが有効になったと
きに同じ設定を使用します。

レレレーーーダダダーーーデデディィィスススプププレレレイイイでででののの浮浮浮動動動型型型 VRM まままたたたははは
EB ののの作作作成成成
レーダーアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. 既に VRMまたは EBLを作成済みの場合は、手順 8に進んで

ください。まだ作成していない場合は、手順 2 ～ 12 に従っ
てください。

2. VRM/EBL(VRM/EBL)ソフトキーを選択します。
3. VRM/EBL 1(VRM/EBL 1) ソフトキーを使用して、ON(オン)

オプションを選択します。
VRM/EBL が表示されます。

4. ADJUST VRM(VRMののの調調調整整整)ソフトキーを選択します。
5. 回転ノブで VRMを必要なサイズに調整します。
6. ADJUST EBL(EBLののの調調調整整整)ソフトキーを選択します。
7. 回転ノブで EBL を必要な角度に調整します。
8. VRM または EBL の上にカーソルを置きます。

ソフトキーが VRM/EBL オプションを表示するようになり
ます。

9. FLOATING EBL(浮浮浮動動動型型型 EBL)ソフトキーを選択します。
10.ADJUST FLOAT(浮浮浮動動動調調調整整整)ソフトキーを選択します。
11.トラックパッドを使用して、○の中心を必要な位置に動か

します。
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12.CANCEL(取取取りりり消消消ししし)ボタンを押して ADJUST FLOAT(浮浮浮動動動調調調
整整整)ソフトキーの選択を解除し、CANCEL(取取取りりり消消消ししし)を再度押
して前のソフトキー レベルに戻ります。
ADJUST VRM(VRMののの調調調整整整)ソフトキーを選択すると距離が表
示されます。 ADJUST EBL(EBLののの調調調整整整)ソフトキーを選択す
ると方位が表示されます。

注注注意意意: 最初の VRM/EBLを作成すると、現在の範囲の 1/3、船首
から 030°の相対位置に配置されます。この設定が調整された
場合、ディスプレイはこの調整を保持し、次回 VRM/EBLが有
効になったときに同じ設定を使用します。

レレレーーーダダダーーーデデディィィスススプププレレレイイイ上上上ののの非非非浮浮浮動動動型型型 VRM まままたたた
ははは EB
レーダーアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. VRM/EBL(VRM/EBL)ソフトキーを選択します。
2. VRM/EBL 1(VRM/EBL 1) ソフトキーを使用して、ON(オン)

オプションを選択します。
3. FLOATING EBL(浮浮浮動動動型型型 EBL)ソフトキーを選択します。
4. CENTER(中中中心心心部部部) ソフトキーを選択します。

距距距離離離環環環ののの使使使用用用
距離環を利用して、レーダーディスプレイ上にある 2つのポイン
ト間の距離を測定することができます。
距離環を使用して、ポイント間のおおよその距離を測定します。
距離環は画面上に表示される同心円です。乗船している船舶か
ら既定間隔で広がっています。環の数とスペースは、有効範囲
の変化に伴って変動します。

55 ÌÌ �� ±±   - 1/4 nm
¯̄ �� ��  - 1/8 nm �� 00

55 ÌÌ �� ±±   - 3/4 nm
¯̄ �� ��  - 1/4 nm �� 00

55 ÌÌ �� ±±  - 11/2 nm
¯̄ �� ��  - 1/4 nm �� 00
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レレレーーーダダダーーーののの距距距離離離環環環ののの有有有効効効化化化ととと無無無効効効化化化
レーダーアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. Radar Setup(レレレーーーダダダーーーセセセッッットトトアアアッッップププ)を選択します。
3. Range Rings(距距距離離離環環環)メニューオプションを使用して、レー

ダー距離環の ON(オン)または OFF(オフ)を切り替えます。
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9.11 レレレーーーダダダーーーををを使使使用用用しししてててのののタタターーーゲゲゲッッットトト追追追
跡跡跡ととと衝衝衝突突突防防防止止止
ターゲットを追跡したり、衝突を防止するのに役立つ Guard
Zones(警報区域)、MARPA(MARPA) や AIS(AIS) といったレー
ダー 機能がいくつか用意されています。
お手元の多機能ディスプレイにレーダーが接続されていれば、
次の操作ができます。

• ターゲットまでの距離とその方位 (VRM/EBL)を評価する。

• ターゲットが特定の区域内(Guard Zones)(警報区域)に現れた
時点でアラームを発動する。

• 追跡済みターゲットに関する詳細情報を表示する(MARPA)。

• 他の船舶の IDを表示する。公開されている場合にはその船舶
の航海情報 (AIS) を表示する。

• ターゲットの有効範囲と方位を表示する。

レレレーーーダダダーーー警警警報報報区区区域域域ののの設設設定定定
レーダーアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. TARGET TRACKING(タタターーーゲゲゲッッットトト追追追跡跡跡)ソフトキーを押します。
2. MONITOR IN ZONES(区区区域域域内内内のののモモモニニニタタタ) ソフトキーを押しま

す。
3. ZONE 1(区区区域域域 1) または ZONE 2(区区区域域域 2) ソフトキーを (必要

に応じて)、ON(オン) または OFF(オフ) オプションが選択
されるまで押します。

4. それぞれに見合った SET UP ZONE 1(区区区域域域ののの設設設定定定 1) または
SET UP ZONE 2(区区区域域域ののの設設設定定定 2)ソフトキーを押します。

5. 必要に応じて、ZONE SHAPE(区区区域域域ののの形形形状状状) ソフトキーを
SECTOR(扇) または CIRCLE(円) オプションが選択されるま
で押します。

6. ソフトキーと回転ノブを使用して、必要に応じて警報区域を
指定します。

警警警報報報区区区域域域ののの感感感度度度ののの調調調整整整
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. Alarm Setup(アアアラララーーームムムセセセッッットトトアアアッッップププ)を選択します。
3. Radar Alarm Setup(レレレーーーダダダーーーアアアラララーーームムムセセセッッットトトアアアッッップププ)を選択

します。
4. Guard Zones Sensitivity(警警警報報報区区区域域域ののの感感感度度度)を選択します。
5. 回転ノブまたはトラックパッドを使用して感度を調整します。

MARPA ののの概概概要要要
MARPAは、レーダーアプリケーションでターゲット追跡と危険
分析用に使用します。
お手元の多機能ディスプレイに適切な船首センサーが接続されて
いれば、小型自動レーダープロッティング補助 (MARPA)機能を
使用して、ターゲット追跡と危険分析を実行できます。 MARPA
は、追跡したターゲット情報を算出することで衝突防止機能を
向上し、状態を継続的かつ正確、迅速に評価します。常時追跡
できるターゲットの数は、使用しているレーダー スキャナの
モデルによって異なります。
MARPA は取得したターゲットを追跡し、ターゲットの速度や
コースを算出します。
追跡された各ターゲットは、最接近点 (CPA)と最接近点までの時
間 (TCPA)を示すグラフィクスで表示されます。算出されたター
ゲットのデータをお手元の画面に映すこともできます。各ター
ゲットは継続的に評価され、ターゲットに危険が及んだり、消
失すると警報音が鳴ります。
MARPAを効率的に操作するためには、ご使用の多機能ディスプ
レイに船舶の正確な船首および速度データが備わっている必要
があります。 船首と速度データの品質が高いほど、MARPA の
性能は向上します。 最高の船首データを得るには、Raymarine
SMART船首センサーかジャイロ安定型自動操縦が必要です。
True Motion(真運動)モードで、実際のターゲットコースと速度
を表示するには対地速力 (SOG) および 対地針路 (COG) 情報
が必要です。
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相対運動モードでは、船首および速度情報が必要です。

安安安全全全注注注意意意事事事項項項
MARPAを上手に活用すれば、衝突防止機能を向上させることが
できます。一般的な思慮分別に基づき、各人の責任において航海
上の判断を下すものとします。
場所によっては、ターゲットの捕捉が難しい状況に遭遇する場
合があります。こうした状況は、ターゲットを上手に追跡する
うえでの 1つの要素となります。ここでいう状況とは、次のよ
うなものがあります。
• ターゲットエコーが弱い。追跡するターゲットが、陸地やブ
イ、またはその他の大きなターゲットに非常に接近している。

• 追跡するターゲットや乗船している船舶が、高速移動して
いる。

• 海が波立っており、激しい海面反射や強い波のうねりにター
ゲットが埋もれている。

• 海が波立っており、安定性に乏しい。船舶の船首データが
非常に不安定な状態。

• 船首データが不十分。

このような状況の兆候としては、次のようなものがあります。

• 目標捕捉が困難で、MARPA の方位が一定の場所に落ち着か
ない。

• シンボルがターゲットに定まらず、他のターゲットを自動追跡
したり、消失シンボルターゲットに変わってしまう。

こうした状況下では、目標捕捉ならびに追跡を再度初期化する必
要があります。また、こうした操作を継続するのが難しい場合
もあります。船首データの品質が高ければ、こうした状況下で
の性能が向上します。

MARPA 危危危険険険ののの評評評価価価方方方法法法
各ターゲットは、ある一定の時間内に乗船している船舶のある一
定の区域内に進入してくるかどうかを見極めるために監視されて
います。この条件に当てはまる場合、そのターゲットは危険と見
なされ可聴警告が鳴り、警報が表示されます。危険と見なされた
ターゲットのシンボルは、危険ターゲットシンボルに変わり、点
滅で危険ターゲットを知らせます。適切なソフトキーを選択す
れば警報は鳴り止み、警告は消えます。
MARPAソフトウェアの通信が途絶えたり、ターゲットが圏外に
移ったりして、ターゲットが見失われると、警報音が鳴り画面上
に警告が表示されます。画面上に表示されるシンボルは、ター
ゲット消失シンボルに変わります。適切なソフトキーを選択す
れば警報は鳴り止み、画面上に表示されている警告とターゲッ
ト消失シンボルは消えます。

MARPA タタターーーゲゲゲッッットトトののの有有有効効効範範範囲囲囲
MARPA のターゲット捕捉は、レーダー域の範囲が 12 nm 以内
の場合に限って有効ですが、追跡はレーダーの有効範囲にかか
わらず継続されます。
レーダー域の有効範囲をせばめると、ターゲットはご使用のレー
ダースキャナの範囲から外れ、消失することがあります。この
場合、画面上には警告が表示され、画面からターゲットが消え
たことを知らせます。
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MARPA タタターーーゲゲゲッッットトトのののススステテテーーータタタスススシシシンンンボボボルルル
各ターゲットは、レーダー アプリケーション内にシンボルで
表示されます。各シンボルが示すステータスの意味は、次の
とおりです。

D
75

42
_2

Dangerous target

Safe target

Target being acquired

Lost target

船船船舶舶舶方方方位位位 (CPA グググラララフフフィィィクククススス) ののの概概概要要要
CPA グラフィクスでは、船舶と選択したターゲットの方位を
表示します。
方位は画面上に記される 1本の線で、現在のコースをたどった場
合の船舶と選択したターゲットの予測針路を表示します。表示
される方位の長さは、MARPA Setup(MARPA セットアップ) メ
ニューで設定する船舶の速度や方位の長さによって変わります。
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真真真モモモーーードドド
ディスプレイを真モードに設定すると、船舶およびターゲットの
方位はその交点を経由して描かれます。 CPAは、船舶の方位を
示す 1つの線となって船舶の方位上に表示されます。表示される

線の長さと方向は、CPAにおけるターゲットの距離および方位を
示します。テキストは CPAと TCPAを示します。ターゲットシ
ンボルの隣にあるテキストは、実際の針路と速度を示します。

相相相対対対モモモーーードドド
ディスプレイを相対モードに設定すると、船舶からの方位線は
描かれません。 CPA線は乗船している船舶から現れ、ターゲッ
ト方位線は相対的に表示されます。これは実際の針路や速度で
はありません。ターゲットの隣にあるテキストは、その針路と
速度を示します。

MARPA おおおよよよびびび AIS オオオプププシシショョョンンンののの設設設定定定
レーダーアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. TARGET TRACKING(タタターーーゲゲゲッッットトト追追追跡跡跡) ソフトキーを選択し

ます。
2. MARPA AND AIS OPTIONS(MARPAととと AISオオオプププシシショョョンンン)ソフ

トキーを選択します。
3. Vector Length(方方方向向向長長長)メニュー項目を選択し、必要に応じて

時間周期を調整します。ここで指定する船舶が周期時間内に
航行する距離によって、方向線の長さが決まります。

4. Target History(タタターーーゲゲゲッッットトトののの履履履歴歴歴) メニュー項目を選択し、
レーダーディスプレイ上に記される過去のターゲットの位置
を示す間隔を調整します。

5. Own Vessel Safe Zone(船船船舶舶舶安安安全全全区区区域域域ののの設設設置置置)メニュー項目を選
択し、安全区域領域を指定します。この有効範囲内でターゲッ
トが確認されると、そのターゲットは危険と判断されます。

6. Time To Safe Zone(安安安全全全区区区域域域時時時間間間) メニュー項目を選択し、
安全区域の時間周期を指定します。 この時間周期内でター
ゲットが安全区域で確認されると、そのターゲットは危険
と判断されます。

7. Safe Zone Ring(安安安全全全区区区域域域環環環)メニュー項目を選択し、レーダー
ディスプレイ上に安全区域を表示または非表示します。

船船船舶舶舶方方方位位位 (CPA グググラララフフフィィィクククススス) ののの表表表示示示
1. ターゲットの上にカーソルを置きます。
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2. ターゲットの CPA グラフィクスを表示するには、CPA
GRAPHIC(CPA グググラララフフフィィィッッッククク) ソフトキーを ON(オン) オプ
ションが選択されるまで押します。

3. ターゲットの CPA グラフィクスを非表示するには、CPA
GRAPHIC(CPA グググラララフフフィィィッッッククク) ソフトキーを OFF(オフ) オプ
ションが選択されるまで押します。

4. カーソルを任意の MARPAシンボルの上に置くたびに自動的
に CPAグラフィックが表示されるようにするには、AUTO(自
動) オプションを選択します。

5. OK ボタンを押します。

MARPA オオオプププシシショョョンンン
MARPAオプションには、TARGET TRACKING(ターゲット追跡)
> MARPA & AIS OPTIONS(MARPA & AIS オプション) とソフト
キーを押して、アクセス可能です。

パパパラララメメメーーータタタ 説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

Vector Length(方方方位位位
長長長)

方位長の線を引く
際の時間間隔を指
定します。.

• 0.5分

• 1 分

• 3 分

• 6 分

• 12分

• 30分

• 60分

Target History(タタターーー
ゲゲゲッッットトトののの履履履歴歴歴)

ターゲットのこれ
までの位置を指定
の間隔で表示しま
す。最新の 4つの
位置が表示されま
す。 True(真) ター
ゲット方向を選択
した場合は、最新
の船舶位置も 4つ
表示されます。

• OFF(オフ)

• 0.5分

• 1 分

• 3 分

• 6 分
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パパパラララメメメーーータタタ 説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

Own Vessel Safe
Zone(船船船舶舶舶安安安全全全区区区域域域
ののの設設設置置置)

安全区域は船舶
を中心とした環で
す。ターゲットが
Time to Safe Zone(安
全区域時間)周期内
でこの区域にター
ゲットが確認さ
れると、そのター
ゲットは危険と判
断されます (以下を
参照)。

• 0.1 nm

• 0.2 nm

• 0.5 nm

• 1.0 nm

• 2.0 nm

Time to Safe Zone(安安安
全全全区区区域域域まままでででののの時時時間間間)

この時間周期内
においてターゲッ
トが安全区域で確
認されると、その
ターゲットは危険
と判断されます。

• 3 分

• 6 分

• 12分

• 24分

Safe Zone Ring(安安安全全全
区区区域域域環環環)

画面上に安全区域
環を表示するか非
表示にするか管理
します。

• Visible(表示)

• Hidden(非表示)

MARPA ののの使使使用用用

追追追跡跡跡すすするるる MARPA タタターーーゲゲゲッッットトトののの取取取得得得
レーダーアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. TARGET TRACKING(タタターーーゲゲゲッッットトト追追追跡跡跡) ソフトキーを選択し

ます。
2. 取得するターゲットの上にカーソルを移します。
3. ACQUIRE TARGET(タタターーーゲゲゲッッットトトののの取取取得得得) ソフトキーを選択し

ます。

「ターゲット取得中」アイコンが表示されます。複数のスキャン
にターゲットが存在する場合、レーダーはターゲットを自動追跡
し、アイコンは「安全なターゲット」ステータスに変わります。

MARPA タタターーーゲゲゲッッットトトののの取取取りりり消消消ししし
レーダーアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. カーソルを該当するターゲットに合わせます。
2. CANCEL TARGET(タタターーーゲゲゲッッットトトののの取取取りりり消消消ししし) ソフトキーを押

します。
3. または、TARGET TRACKING(タタターーーゲゲゲッッットトト追追追跡跡跡) を押し、

続いて MARPA LIST(MARPA リリリススストトト) ソフトキーを押して
MARRPA ターゲット リストを表示します。

4. トラックパッドを使用して、リストから該当する MARPA
ターゲットを選択します。

5. CANCEL TARGET(タタターーーゲゲゲッッットトトののの取取取りりり消消消ししし) ソフトキーを押
します。
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9.12 レレレーーーダダダーーーセセセッッットトトアアアッッップププのののメメメニニニュュューーーオオオプププシシショョョンンン
Radar Setup(レーダーセットアップ)メニューを使い、お手元のスキャナの機能や動作を設定できます。
機機機能能能 説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

Select Scanner(スススキキキャャャナナナののの選選選
択択択)

使用したいレーダースキャナを選択します。

Scanner Setup(スススキキキャャャナナナののの
セセセッッットトトアアアッッップププ)

このメニュー項目には、次に挙げる機能の設定を調整できるサブ
メニューが備わっています。

• Scanner Speed(スススキキキャャャナナナ速速速度度度)—このオプションは、スキャナが
複数の速度に対応している場合に限って有効です。速度に
は、24 RPM(24 RPM)と Auto(自動)の 2種類があります。 48 RPM
スキャン速度を使用したい場合には、AUTO(自動)オプション
を選択する必要があります。

• Tune Adjust(波波波長長長調調調整整整)—レーダースキャナのレシーバを微調整
し、ディスプレイ上に応答を最大限得られるようにします。
Raymarineでは、この機能を AUTO(自動)に設定することをお勧め
します。この機能を MANUAL(手動)に設定し、レーダースキャ
ナの電源投入直後に設定を調整した場合には、スキャナの電源
を投入後 10分程度経過してから再度調整してください。マグネ
トロンが温まると必要とされる設定に変更が生じます。

• Sea Clutter Curve(海海海面面面反反反射射射曲曲曲線線線)—波から生じるレーダーエコー
は、本物のターゲットを検出するのを難しくさせます。これ
らのエコーは「海面反射」として知られています。クラッ
ターの度合いには、気象や海面条件、ならびにレーダーが設
置されている高さなど複数の要因が影響しています。海面反
射曲線では、海面反射に対するレーダーの感度を調整しま
す。もっとも急な曲線を描く設定は 1で、もっともなだらか
な曲線を描く設定は 8です。

• Parking Offset(パパパーーーキキキンンングググオオオフフフセセセッッットトト) (デジタルのみ) —この設定
は、レーダーが Off(オフ)か Standby(スタンバイ)に設定されてい
る場合に限って有効です。パーキングオフセットでは、台座に
対するスキャナの位置の合わせ方を決めます。初期設定では 0
度になっており、スキャナは台座に対して前を向いています。

スススキキキャャャナナナ速速速度度度

• 24 RPM(24 RPM)

• Auto(自動)

Tune Adjust(波波波長長長調調調整整整)

• AUTO(自動)

• MANUAL(手動)

Sea Clutter Curve(海海海面面面反反反射射射曲曲曲線線線)

• ADJUST CURVE(極性調整) (1～ 8)

Parking Offset(パパパーーーキキキンンングググオオオフフフセセセッッッ
トトト)

• 0～ 358度、2度単位で調整。

Antenna Size(アアアンンンテテテナナナサササイイイズズズ)

• Radome(レードーム)

• 4’ Array(4’アレイ)

• 6’ Array(6’アレイ)
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機機機能能能 説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

• Antenna Size(アアアンンンテテテナナナサササイイイズズズ)—お手元のレーダースキャナのサ
イズを指定する際に使用します。

Range Rings(距距距離離離環環環) Range Rings(距離環)を有効または無効にします。距離と有効範囲
を割り出すのに役立ちます。

• Off(オフ)

• On(オン)

Color Palette(カカカラララーーーパパパレレレッッッ
トトト) (デジタルのみ)

カラーパレットのオプションを利用することで、状況に応じてカ
スタマイズできるレーダーの表示方法は次のとおりです。

• Bold(ボボボーーールルルドドド)—色調の濃いカラー、主に赤、を使用し微弱な
ターゲットが目立つようにします。

• Professional 1(プププロロロフフフェェェッッッシシショョョナナナルルル 1) —ふんだんな色彩を取り
揃えた高解像度のパレットで、スキャナが検出した情報を表
示します。強力な応答は赤で現れます。

• Professional 2(プププロロロフフフェェェッッッシシショョョナナナルルル 2)—高解像度のパレットで、
微弱なターゲットを茶色で、強力なターゲットを黄色で表示
します。

• Pathfinder(針針針路路路探探探知知知機機機) — Pathfinder(針路探知機)カラーパレッ
トに似ています。

• Night Vision(暗暗暗視視視) —緑色。

• Bold(ボールド)

• Professional 1(プロフェッショナ
ル 1)

• Professional 2(プロフェッショナ
ル 2)

• Pathfinder(針路探知機)

• Night Vision(暗視)

EBL Reference(EBLリリリフフファァァレレレ
ンンンススス)

電子方位線 (EBL)と海図アプリケーションの距離環を使用して距
離を測定する際の参考となる測定ポイントです。オプションとし
て、Magnetic(磁石)/True North(真北)、とRelative(相対)があります。

• Mag/True(磁石/真)

• Relative(相対)

時時時限限限式式式伝伝伝送送送 レーダーの時限式伝送の電力消費モードを制御します。 • On(オン)

• Off(オフ)

伝伝伝送送送時時時間間間 ON(オン)の状態の際には、スキャナは指定した分のスキャンを
実行した後、Standby Period(スタンバイ時間)設定で指定した時
間になると電源が切れます。

• 10 SCANS(10スキャン)

• 20 SCANS( 20スキャン)

• 30 SCANS(30スキャン)
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機機機能能能 説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

Standby Period(スススタタタンンンバババイイイ時時時
間間間)

システムの電源が切れる分数を示します。スキャナは回転せず
に、ディスプレイはスタンバイモードとなります。

• 3 MINS(3分)

• 5 MINS(5分)

• 10 MINS(10分)

• 15 MINS(15分)

Bearing Alignment(軸軸軸受受受アアアララライイイ
メメメンンントトト)

この機能を利用して、方位誤差を補正できます。 設置ガイドを参照してください

レレレーーーダダダーーーののの詳詳詳細細細セセセッッットトトアアアッッッ
プププ

詳細セットアップのオプション。 設置ガイドを参照してください
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章章章 10: AIS ののの使使使用用用

目目目次次次
• 10.1 AIS の概要 ( 176 ページ)

• 10.2 AIS の前提条件 ( 177 ページ)

• 10.3 AIS データのクラス ( 178 ページ)

• 10.4 AIS の有効化 ( 179 ページ)

• 10.5 AIS 方位の表示 ( 179 ページ)

• 10.6 AIS のステータス アイコン ( 180 ページ)

• 10.7 AIS サイレント モード ( 180 ページ)

• 10.8 AIS ターゲット情報の参照 ( 181 ページ)

• 10.9 AIS を使用して衝突を回避する ( 183 ページ)

• 10.10 AIS オプション ( 184 ページ)

• 10.11 AIS アラーム ( 185 ページ)

• 10.12 メンバー追跡 ( 185 ページ)

• 10.13 AToN (航行補助) ターゲット ( 188 ページ)

• 10.14 陸上基地局ターゲット ( 189 ページ)
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10.1 AIS ののの概概概要要要
AIS機能を使用すると、他の船舶が放送している情報を受信した
り、これらの船舶をターゲットとして海図アプリケーションや
レーダーアプリケーションに追加することができます。
オプションの AIS ユニットをシステムに接続すると、次のこと
ができます。
• AISを装備している他の船舶のターゲットを表示する。
• このターゲットで放送されている航海情報 (位置、針路、速
度、回頭率など) を表示する。

• セーフティクリティカルなターゲットデータなど、各ターゲッ
ト船舶の基本情報または詳細情報を表示する。

• 船舶周辺の安全区域を設定する。
• AISアラームおよび安全関連のメッセージを表示する。
AIS情報は、海図アプリケーションとレーダーアプリケーション
のオーバーレイの形式で表示されます。追加の情報は、海図アプ
リケーションのダイアログボックスに次のように表示されます。

D
11

93
0_

1

097°T
11.6kt

1.237nm
00h04m33s

1

2

3

4

5

6 7 8 9

1. 船首

2. 大型船舶

3. 回転方向

4. 小型船舶

5. 伝送ターゲット

6. セーフティクリティカル データ

7. COG / SOG 方位

8. 安全区域 (距離または時間で設定)

9. 危険なターゲット (点滅)

周辺の AIS 搭載船舶は、三角形のターゲットとして海図アプリ
ケーションまたはレーダーアプリケーションに表示されます。
ターゲットは最大 100個まで表示されます。船舶のステータスが
変わると、ターゲットのシンボルもそれに合わせて変わります。
方位はターゲットごとに表示できます。これらの方位には、航行
方向、船舶の回頭率、および指定期間中の航行距離 (COG / SOG
方位)などが示されます。方位と一緒に表示されるターゲットは
「アクティブなターゲット」と呼ばれ、船舶のサイズに合わせて
拡大・縮小表示されます。船舶が大きいほど、ターゲットも大き
くなります。すべてのターゲットを表示することも、危険なター
ゲットのみを表示することもできます。

AIS のののしししくくくみみみ
AIS はデジタル無線信号を使用して、船舶間および沿岸基地間
に専用 VHF無線周波数による「リアルタイム」の情報を送信し
ます。この情報は、周辺の船舶を識別および追跡したり、衝突
を回避するためのデータを高速、正確、かつ自動的に提供する
ために使用されます。 AIS はレーダーの「盲点」でも稼動し、
AIS を搭載した小型の船舶も検出できるため、レーダー アプリ
ケーションを補足する機能があります。
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注注注意意意: 作動する AIS 機器を船舶に搭載することは必須ではあ
りません。そのため、多機能ディスプレイに現在地のすべて
の船舶が表示されるとは限らないことにご注意ください。慎
重に状況を判断したうえでお使いください。 AIS はレーダー
を補足するためのものであり、レーダーに取って代わるもの
ではありません。

AIS シシシミミミュュュレレレーーータタタモモモーーードドド
Raymarine では、シミュレータ機能を使用して AIS 機能を習
得することをお勧めします。 シミュレータ機能を有効にする
と (Menu(メメメニニニュュューーー) > System Setup(シシシススステテテムムムセセセッッットトトアアアッッップププ) >
Simulator(シシシミミミュュュレレレーーータタタ))、25 nmの範囲内の AISターゲットが
20個表示されます。これらのターゲットは適切な AISターゲッ
トのステータスシンボルで表示され、実際のターゲットであるか
のように画面を移動します。

注注注意意意: 安全に関する受信メッセージは、シミュレータが有効に
なっている間は表示されません。

10.2 AIS ののの前前前提提提条条条件件件
AIS機能を使用するには、適切な AISハードウェアを多機能ディ
スプレイに接続しておく必要があります。
AIS を実行するには、次の設備が必要です。

• 受信専用 AIS ユニット、または完全 AIS トランシーバ (送受
信ユニット)。

• VHFアンテナ -通常は AISシステムに付属しています。

• GPS - 位置データを知るために使用します。

• 必要に応じて、海図アプリケーションまたはレーダーアプリ
ケーションで AISレイヤを有効にしておきます。

注注注意意意: レシーバを使用すると、担当区域の他の船舶について
のデータを取得できますが、他の船舶がこちらを「見る」こ
とはできません。完全トランシーバは AISデータを送受信す
るため、他の船舶についてのデータを受信することができま
す。 この場合、AIS 対応の他の船舶がこちらの船舶を認識
し、こちらの情報を得ることも可能です。相手の船舶が得る
ことができる情報は、こちらの位置、針路、回転データの速
度と回転率などです。

AISユニットを多機能ディスプレイに接続すると、ユニットのス
テータスがトランスデューサ データ ボックスの AIS アイコン
に表示されます。
AISユニットは、ユニットに応じて NMEA0183または SeaTalkng
を使用して多機能ディスプレイに接続できます。 NMEA0183を
使用して接続する場合は、AISトランシーバまたはレシーバと通
信する NMEAポートを 38,400ボー設定に指定する必要がありま
す (Menu(メメメニニニュュューーー) > System Setup(シシシススステテテムムムセセセッッットトトアアアッッップププ) >
System Integration(シシシススステテテムムム統統統合合合) > NMEA Port Setting(NMEA
ポポポーーートトト設設設定定定))。
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10.3 AIS デデデーーータタタのののクククラララススス
AISデータには 2つのクラスがあります。それぞれのクラスは異
なる範囲の AIS データをサポートします。
AISデータは、クラス Aまたはクラス Bと定義されます。クラス
Aとクラス Bデータの送受信は、すべての船舶で必須ではありま
せん。そのため、多機能ディスプレイに現在地のすべての船舶が
表示されるとは限らないことにご注意ください。

注注注意意意: AISユニットの中には、使用可能なすべての AIS情報を
デコードしないものもあります。たとえば、AISクラス Bのレ
シーバの中には、船舶名、IMO番号、船の喫水/船幅/全長、目
的地などの情報をデコードおよび出力しないものがあります。
さらに一部のクラス A船舶で、必要なすべての AISデータが
入力されないこともあるため、その場合は情報は多機能ディ
スプレイに表示されません。

お使いの AISレシーバやトランシーバが多機能ディスプレイに表
示されない追加の AISデータをサポートすることもあります。
次の表に、多機能ディスプレイに表示される AIS 情報を示し
ます。

デデデーーータタタ
クククラララススス A (受受受
信信信)

クククラララススス B (送送送
信信信)

クククラララススス B (受受受
信信信)

船舶名

種類

呼び出し符号

IMO番号

全長と船幅

デデデーーータタタ
クククラララススス A (受受受
信信信)

クククラララススス B (送送送
信信信)

クククラララススス B (受受受
信信信)

アンテナの位
置

喫水

船荷情報

目的地

ETA

時間

船舶の測位

COG

SOG

ジャイロ船首

回頭率

航海ステータ
ス

安全メッセー
ジ
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10.4 AIS ののの有有有効効効化化化

海海海図図図アアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンンでででののの AISののの有有有効効効化化化
2D 海図ビューで、次の操作を実行します。
1. 2D CHART LAYERS(2D海海海図図図レレレイイイヤヤヤ)ソフトキーを選択します。
2. AIS TARGETS(AISタタターーーゲゲゲッッットトト)ソフトキーを使用して ON(オ

ン) オプションを選択します。

レレレーーーダダダーーーアアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンンでででののの AISののの有有有効効効化化化
レーダーアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. PRESENTATION(プププレレレゼゼゼンンンテテテーーーシシショョョンンン) ソフトキーを押しま

す。
2. AIS LAYER(AISレレレイイイヤヤヤ)ソフトキーを使用して ON(オン)オプ

ションを選択します。

10.5 AIS 方方方位位位ののの表表表示示示
AIS方位を表示するには、正しいデータが使用できる状態である
必要があります。
次のデータがグラフィック表示されると、ターゲットはアク
ティブと定義されます。

• 指定の期間中にターゲットが航海する予測距離を示す
COG/SOG 方位。

• 船首、および旋回計の方向。

AIS 方方方位位位ののの有有有効効効化化化ととと無無無効効効化化化
海図またはレーダー アプリケーションで、次の操作を実行し
ます。
1. カーソルを該当する AISターゲットに合わせます。
2. 必要に応じて AIS VECTOR(AIS方方方位位位)ソフトキーを ON(オン)

または OFF(オフ)オプションが選択されるまで押します。
3. OK ボタンを押します。

注注注意意意: 同じターゲット方位と安全区域設定がレーダーの MARPA
ターゲットと AISターゲットの両方に適用されます。
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10.6 AIS のののススステテテーーータタタスススアアアイイイコココンンン
AISステータスはデータバーにアイコンで表示されます。

アアアイイイコココンンン 説説説明明明

AISユニットは電源が入り、作動中で
す。

AISは現在使用できません。

AISユニットの電源が入っていない
か、接続されていません。

AISユニットはサイレントモードで
す。

AISユニットはサイレントモードです
が、アラームがアクティブです。

AISユニットは接続済みで電源が入っ
ており、アラームがアクティブです。

AISユニットは接続済みで電源が入っ
ていますが、危険、または消失を示
すアラームは無効です。

10.7 AIS サササイイイレレレンンントトトモモモーーードドド
AISサイレントモードを使用すると、AIS伝送を無効にできます。
AIS サイレント モードを使用して、AIS 機器の伝送機能を無効
にすることができます。これはご自分の船舶の AISデータを他
の AIS レシーバに伝送せず、他の船舶のデータは受信したい
場合に便利です。

注注注意意意: サイレントモードがサポートされているのは一部の AIS
機器のみです。詳細については、AISユニットに付属のドキュ
メントを参照してください。

AISサササイイイレレレンンントトトモモモーーードドドののの有有有効効効化化化ととと無無無効効効化化化
海図またはレーダー アプリケーションで、次の操作を実行し
ます。
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. AIS Layer Setup(AIS レレレイイイヤヤヤセセセッッットトトアアアッッップププ) メニュー項目を

選択します。
3. 必要に応じて、 Silent Mode(サササイイイレレレンンントトトモモモーーードドド)オプションの

ON(オン)または OFF(オフ)オプションを選択します。
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10.8 AIS タタターーーゲゲゲッッットトト情情情報報報ののの参参参照照照
個々の AISターゲットに関する情報を表示することができます。
カーソルでターゲットの 1つを強調表示すると、ソフトキーが切
り替わり、次のオプションを選択できるようになります。

• AIS 方位。

• AIS 安全重視データ。

• AIS リスト。

• AIS の全データ。

AIS タタターーーゲゲゲッッットトトのののシシシンンンボボボルルル
多機能ディスプレイには、異なる種類の AISターゲットを表すさ
まざまなシンボルが表示されます。

タタターーーゲゲゲッッットトトののの種種種類類類 説説説明明明 シシシンンンボボボルルル

伝送ターゲット ターゲットがアク
ティブでないか、
危険か、消失して
いますターゲット
が移動中か、アン
カーの位置にあり
ます。

アクティブなター
ゲット

ターゲットがアク
ティブで、AIS方位
が表示されていま
す。方位線 (オプ
ション)には、指定
の期間中に航海す
る予測距離が示さ
れます。

COG/SOG 
vector

Heading

Direction 
of turn

タタターーーゲゲゲッッットトトののの種種種類類類 説説説明明明 シシシンンンボボボルルル

選択したターゲッ
ト

カーソルで選択
したターゲット。
ターゲットをアク
ティブにして、詳
細データを表示で
きます。

AIS

危険なターゲット 指定の距離 (CPA)
または時間 (TCPA)
内のターゲット。
危険なターゲット
のアラームが有効
になっている場合
は、アラームが鳴
ります。ターゲッ
トは点滅します。

不明確なターゲッ
ト

CPA / TCPAの計算値
が不明確です。

消失したターゲッ
ト

危険なターゲット
信号が 20 秒間受
信されない場合。
ターゲットは最後
の予測位置に表示
されます。アラー
ムが有効になって
いる場合はアラー
ムが鳴ります。
ターゲットは点滅
します。

メンバーターゲッ
ト

ターゲットはメン
バーリストに追加
されました。
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タタターーーゲゲゲッッットトトののの種種種類類類 説説説明明明 シシシンンンボボボルルル

AToN (航行補助)ター
ゲット (実物)

AtoNターゲットが
ON(オン)です。

AToN (航行補助)ター
ゲット (実物)

AtoNターゲットは
OFF(オフ)です。

AToN (航行補助)ター
ゲット (仮想)

AtoNターゲットが
ON(オン)です。

AToN (航行補助)ター
ゲット (仮想)

AtoNターゲットは
OFF(オフ)です。

陸上基地局ター
ゲット

陸上基地局ター
ゲットがオンライ
ンです。

詳詳詳しししいいい AIS タタターーーゲゲゲッッットトト情情情報報報ののの表表表示示示
海図またはレーダー アプリケーションで、次の操作を実行し
ます。
1. 海図アプリケーションで、AIS OPTIONS(AISオオオプププシシショョョンンン)ソ

フトキーを選択します (または Radar Overlay (レーダーオー
バーレイ)が ON(オン)の場合は、RADAR AND AIS(レレレーーーダダダーーー
おおおよよよびびび AIS) ソフトキーを選択します)。

2. レーダーアプリケーションの TARGET TRACKING(タタターーーゲゲゲッッッ
トトト追追追跡跡跡) ソフトキーを押します。

3. AIS LIST(AISリリリススストトト)ソフトキーを選択します。
4. VIEW FULL AIS DATA(AIS 全全全デデデーーータタタををを表表表示示示) ソフトキーを

選択します。

注注注意意意: また、海図またはレーダー アプリケーションで関連
したターゲットの上にカーソルを動かし、VIEW FULL AIS
DATA(AIS全全全デデデーーータタタををを表表表示示示)ソフトキーを選択して AISの全情
報を表示することもできます。
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10.9 AISををを使使使用用用しししててて衝衝衝突突突ををを回回回避避避すすするるる
AIS安全区域および安全メッセージ機能は、他の船舶や物標との
衝突を回避するのに役立ちます。

安安安全全全区区区域域域
安全区域は船舶の位置を中心部を置き環状に広がるもので、この
範囲内で確認されるターゲットは危険と判断されますレーダーま
たは海図アプリケーション内で赤い環で表示されます。
この AIS 安全区域は、MARPA で使用されているものと同じ基
準を採用しており、乗船している船舶の特定の距離内 (最接近
地点： CPA) にターゲットが近づくと、そのターゲットを危険
と見なします (最接近地点までの時間： TCPA )。 CPA と TCPA
は、COG/SOG および AIS ターゲットからの位置を利用して算
出されます。
システムが AIS ターゲットを危険と判断すると次のような変化
が現れます。

• ターゲット シンボルが赤くなり点滅する。

• アラームがポップアップ表示される (必要に応じて無効可)。

• アラームが鳴り出す (必要に応じて無効可)。

注注注意意意: AISレシーバが接続されており作動している際は、シス
テムは安全区域に応じて危険なターゲットがないか監視しま
す。アラームの設定が有効になっていれば、必要なときにはア
ラームを発令します。危険ターゲットを知らせるアラームは、
AIS ターゲット ディスプレイの ON(オン) または OFF(オフ)
設定や、安全区域環のVISIBLE / HIDDEN(表示 / 非表示)設定
にかかわらずに作動します。

安安安全全全メメメッッッセセセーーージジジ
Menu(メメメニニニュュューーー) > AIS Layer Setup Menu(レレレイイイヤヤヤセセセッッットトトアアアッッップププ
メメメニニニュュューーー) ででで、、、AIS Safety Messages(AIS 安全メッセージ) 機能
を ON(オン)に設定すると、周辺の船舶や沿岸警備隊、移動局が
発信する安全メッセージがポップアップボックス内に表示され

ます。発信元が特定できる場合、メッセージには送信者の船舶
の位置を緯度 / 経度で示されています。 安全メッセージには、
次のようなオプション機能があります。

• メッセージを削除する (ACKNOWLEDGE(承承承認認認))。

• お手元の海図 /レーダーにウェイポイントを置き、送信してき
た船舶の位置をマークする。

• GOTO(進行先) で、メッセージを送信してきた船舶の位置を
選択する。

注注注意意意: シミュレータモードでは、安全メッセージを一切受信し
ません (Menu(メメメニニニュュューーー) > System Setup(シシシススステテテムムムセセセッッットトトアアアッッッ
プププ) > Simulator(シミュレータ))。

セセセーーーフフフテテティィィクククリリリテテティィィカカカルルルななな AIS情情情報報報ののの表表表示示示
海図またはレーダー アプリケーションで、次の操作を実行し
ます。
1. カーソルを該当する AISターゲットに合わせます。
2. AIS DATA(AISデデデーーータタタ)ソフトキーを ON(オン)オプションが

選択されるまで押します。
3. OK ボタンを押します。
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10.10 AIS オオオプププシシショョョンンン
AIS オプションにアクセスするには、海図アプリケーションで
AIS OPTIONS(AISオプション) > MARPA & AIS OPTIONS(MARPA
& AIS オプション) ソフトキーを押すか、レーダー アプリケー
ションで TARGET TRACKING(ターゲット追跡) > MARPA & AIS
OPTIONS(MARPA & AISオプション)ソフトキーを押します。

パパパラララメメメーーータタタ 説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

Vector Length(方方方向向向
長長長)

方向長を引く際の
時間間隔。

• 0.5分

• 1 分

• 3 分

• 6 分

• 12分

• 30分

• 60分

Target History(タタターーー
ゲゲゲッッットトトののの履履履歴歴歴)

ターゲットのこれ
までの位置を指定
の間隔で表示しま
す。最新の 4つの
位置が表示されま
す。 True(真) ター
ゲット方向を選択
した場合は、最新
の船舶位置も 4つ
表示されます。

• OFF(オフ)

• 0.5分

• 1 分

• 3 分

• 6 分

パパパラララメメメーーータタタ 説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

Own Vessel Safe
Zone(船船船舶舶舶安安安全全全区区区域域域
ののの設設設置置置)

安全区域は船舶
を中心とした環で
す。ターゲットが
Time to Safe Zone(安
全区域時間)周期内
でこの区域にター
ゲットが確認さ
れると、そのター
ゲットは危険と判
断されます (以下を
参照)。

• 0.1 nm

• 0.2 nm

• 0.5 nm

• 1.0 nm

• 2.0 nm

Time to Safe Zone(安安安
全全全区区区域域域時時時間間間)

この時間周期内で
ターゲットが安全
区域で確認される
と、そのターゲッ
トは危険と判断さ
れます。

• 3 分

• 6 分

• 12分

• 24分

Safe Zone Ring(安安安全全全
区区区域域域環環環)

画面上に安全区域
環を表示するか非
表示にするかを制
御します。

• Visible(表示)

• Hidden(非表示)

184 G-Series システム ユーザー リファレンス



10.11 AIS アアアラララーーームムム
AIS機能では、危険なターゲットや消失したターゲットについて
知らせる多くのアラームが生成されます。
システムは上述の危険なターゲット以外にも、危険なターゲッ
トが消失した場合 (20秒間信号を受信していない場合など)にア
ラームを生成します。
AIS レシーバによってローカル アラームが生成され、ユニット
にアラーム条件が発生するたびに、多機能ディスプレイに表
示され、警報音が鳴ります。

ロロローーーカカカルルル AIS アアアラララーーームムム
接続されている AISユニットでアラームが生成されると、多機能
ディスプレイにローカルアラームメッセージが表示され、デー
タバーアイコンにアラームのステータスが表示されます。

アアアクククテテティィィブブブななな AIS アアアラララーーームムムのののリリリススストトト
アクティブなアラームのリストには、各ローカルアラームのス
テータスが表示されます。 このリストにアクセスするには、
Menu(メメメニニニュュューーー) > AIS Layer Setup Menu(AISレレレイイイヤヤヤセセセッッットトトアアアッッッ
プププメメメニニニュュューーー)を選択するか、Menu(メメメニニニュュューーー) > Alarms Setup
Menu(アアアラララーーームムムセセセッッットトトアアアッッップププメメメニニニュュューーー)を選択します。

注注注意意意: ローカル AISアラームが確認されると、ターゲットは危
険と表示され (赤いアウトラインで点滅)、危険でなくなるまで
アクティブなアラームのステータスアイコンが表示されます。

AIS アアアラララーーームムムののの承承承認認認
海図またはレーダー アプリケーションで、次の操作を実行し
ます。
1. ACKNOWLEDGE(承承承認認認)ソフトキーを押します。

注注注意意意: AISアラームは多機能ディスプレイで承認するまで、ア
クティブなままです。

10.12 メメメンンンバババーーー追追追跡跡跡
AIS対応の友人、または「メンバー」が自船の近くに来たときに
通知するようにディスプレイを設定することができます。
Buddy Tracking(メンバー追跡)機能を使用すると、AIS対応の友
人とよく使う連絡先を多機能ディスプレイの「メンバーリスト」
に追加することができます。メンバーリストに登録されている
船舶が AISレシーバの受信範囲に入ると、船舶アイコンがこの状
態を示すアイコンに変わります。

3

12

項項項目目目 説説説明明明

1 メンバーアイコン

2 危険なターゲットアイコン

3 通常の AISアイコン
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機機機能能能のののしししくくくみみみ
海図アプリケーションまたはレーダーアプリケーションで AISレ
イヤが有効になっていると、AISターゲットがディスプレイに表
示されます。 AISターゲットはすべて「メンバーリスト」に追加
できます。各項目には MMSI 番号とオプションの名前が表示さ
れます。これ以降、多機能ディスプレイで Buddy Tracking(メン
バー追跡)が有効な状態で MMSI番号を持つ「メンバー」船舶が
AISレシーバの受信範囲に近づくと、AISメンバーアイコンが表
示されるようになります。最大 100隻の船舶をメンバーリスト
に追加することができます。

前前前提提提条条条件件件
Buddy Tracking(メンバー追跡)機能を使用する際は、次の点に注
意してください。
• メンバー追跡機能を使用する場合、ディスプレイが適切な AIS
レシーバに接続されていることが前提となります。

• AIS 対応の船舶のみが検出されます。

メメメンンンバババーーー追追追跡跡跡ののの有有有効効効化化化ととと無無無効効効化化化
海図アプリケーションまたはレーダー アプリケーションで AIS
ターゲットレイヤを有効にした状態で、次の操作を実行します。
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. AIS Layer Setup(AISレレレイイイヤヤヤセセセッッットトトアアアッッップププ)を選択します。
3. Buddy Tracking(メメメンンンバババーーー追追追跡跡跡)メニュー項目で必要に応じて

ON(オン)または OFF(オフ)オプションを選択します。

船船船舶舶舶のののメメメンンンバババーーーリリリススストトトへへへののの追追追加加加
海図またはレーダー アプリケーションで、次の操作を実行し
ます。
1. トラックパッドを使用して、AISターゲットの上にカーソル

を置きます。
ソフトキーの表示が変わり、メンバー関連オプションが表
示されます。

2. ADD TO BUDDY LIST(メメメンンンバババーーーリリリススストトトににに追追追加加加) ソフトキー
を押します。

MMSIと船舶名が自動的にメンバーリストに追加されます。

AIS タタターーーゲゲゲッッットトトリリリススストトトかかからららメメメンンンバババーーーリリリススストトトへへへ
ののの船船船舶舶舶ののの追追追加加加
1. 海図アプリケーションで、AIS OPTIONS(AISオオオプププシシショョョンンン)ソ

フトキーを押します。
2. レーダー アプリケーションの場合は、TARGET

TRACKING(タタターーーゲゲゲッッットトト追追追跡跡跡)ソフトキーを押します。
3. AIS LIST(AIS リリリススストトト) ソフトキーを押します。

AIS Target List(AISターゲットリスト)が表示されます。
4. トラックパッドを使用して、メンバーリストに追加する AIS

ターゲットを選択します。
5. ADD TO BUDDY LIST(メメメンンンバババーーーリリリススストトトににに追追追加加加) ソフトキー

を押します。
6. OK ボタンを押します。

メメメイイインンンメメメニニニュュューーーかかからららメメメンンンバババーーーリリリススストトトへへへののの船船船舶舶舶ののの
追追追加加加
海図またはレーダー アプリケーションで、次の操作を実行し
ます。
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. トラックパッドを使用して、AIS LAYER SETUP(AIS レイヤ

セットアップ) メニュー項目を選択します。
3. トラックパッドを使用して、VIEW BUDDY LIST(メンバーリ

ストの表示) メニュー項目を選択します。
4. ADD VESSEL(船船船舶舶舶ののの追追追加加加)ソフトキーを押します。
5. MMSIフィールドに有効な MMSI番号 (9桁)を入力します。
6. OK ボタンを押します。
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7. NAMEフィールドにトラックパッドで名前を入力します。船
舶の名前を入力することも、船舶を所有する友人の名前を
入力することもできます。

8. OK ボタンを押します。

メメメンンンバババーーーののの詳詳詳細細細ののの編編編集集集
1. 海図またはレーダーアプリケーションで、トラックパッドを

使用してカーソルを AISターゲットの上に置きます。
ソフトキーの表示が変わり、メンバー関連オプションが表
示されます。

2. または MENU(メメメニニニュュューーー)ボタンを押して、AIS Layer Setup(AIS
レイヤ セットアップ) メニューを選択します。

3. VIEW BUDDY LIST(メメメンンンバババーーーリリリススストトトののの表表表示示示) ソフトキーを押
します。
AIS Buddy List(AIS メンバー リスト) ダイアログが表示され
ます。

4. EDIT VESSEL DETAILS(船船船舶舶舶ののの詳詳詳細細細ののの編編編集集集) ソフトキーを押
します。
Edit Buddy Vessel(メンバー船舶の編集) ダイアログが表示さ
れます。

5. MMSIフィールドで、必要に応じて MMSI番号 (9桁)を編集
します。

6. (オプション) NAME(名前)フィールドで既存の名前を編集する
か、新しい名前を入力します。 船舶の名前を入力すること
も、船舶を所有する友人の名前を入力することもできます。

7. OK ボタンを押します。

メメメンンンバババーーーののの削削削除除除
1. 海図またはレーダーアプリケーションで、トラックパッドを

使用してカーソルを AISターゲットの上に置きます。
ソフトキーの表示が変わり、メンバー関連オプションが表
示されます。

2. または MENU(メメメニニニュュューーー)ボタンを押して、AIS Layer Setup(AIS
レイヤ セットアップ) メニューを選択します。

3. VIEW BUDDY LIST(メメメンンンバババーーーリリリススストトトののの表表表示示示) ソフトキーを押
します。
AIS Buddy List(AIS メンバー リスト) ダイアログが表示され
ます。

4. トラックパッドを使用して、削除するメンバーを強調表示
します。

5. DELETE VESSEL(船船船舶舶舶ののの削削削除除除)ソフトキーを押します。
削除を確定するよう求めるダイアログが表示されます。

6. YES(はい) を選択してメンバー削除を確定するか、NO(いい
え) を選択して中止します。

7. OK ボタンを押します。

追追追加加加のののメメメンンンバババーーー情情情報報報ののの表表表示示示
海図またはレーダー アプリケーションで、次の操作を実行し
ます。
1. トラックパッドを使用して、AISターゲットの上にカーソル

を置きます。
ソフトキーの表示が変わり、メンバー関連オプションが表
示されます。

2. BUDDY DATA AUTO ON OFF(メメメンンンバババーーーデデデーーータタタ自自自動動動表表表示示示のののオオオンンン
とととオオオフフフ) ソフトキーを押します。

3. ON(オン) オプションを選択します。
メンバーの詳細情報が表示されます。

4. OK ボタンを押します。
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10.13 AToN (航航航行行行補補補助助助)タタターーーゲゲゲッッットトト
AISユニットを NMEA 0183に接続すると、システムで AToN (航
行補助) ターゲットを表示することができます。
AtoNターゲットは、AISテクノロジを搭載した沿岸基地または
移動局を表します。 AToN は、位置などの情報を約 3 分ごとに
送信します。
これらの基地局は、気象データや水文学データなどの他の航行安
全情報を提供するようにプログラミングすることもできます。た
だし、AToNターゲットで送信される情報の中には、お使いの多
機能ディスプレイのサポートの対象にならないものもあります。
お使いの多機能ディスプレイでは次の AToN ターゲット情報が
サポートされており、カーソルを AToN ターゲットの上に置い
て VIEW FULL AIS DATA(完完完全全全 AISデデデーーータタタののの表表表示示示)ソフトキーを
押すと海図アプリケーションまたはレーダーアプリケーション
に表示されます。

• 名前

• 種類

• 位置

• ステータス

• Off(オフ) / On(オン) の位置

• MMSI

• 寸法

• CPA

• TCPA

• 前回表示

AToNターゲットは、次のようにレーダーアプリケーションおよ
び海図アプリケーションに表示されます。

アアアイイイコココンンン 説説説明明明

AToN実物ターゲット: ON(オン)。

AToN実物ターゲット: OFF(オフ)。

AToN仮想ターゲット: ON(オン)。

AToN仮想ターゲット: OFF(オフ)。

ターゲットが危険か、消失したか、選択されているかを示すため
に標準の AIS シンボルが使用されます。

注注注意意意: AToN ターゲットの方位を表示することはできません
(アクティブ化)。

注注注意意意: AToN ターゲットをメンバー リストに追加することは
できません。

AToNタタターーーゲゲゲッッットトトののの AISデデデーーータタタののの表表表示示示
海図アプリケーションまたはレーダーアプリケーションで AISレ
イヤを有効にした状態で、次の操作を実行します。
1. カーソルを該当する AToN (航海補助)に合わせます。

ソフトキーが切り替わり、AToNオプションが表示されます。
2. VIEW FULL AIS DATA(AIS 全全全デデデーーータタタををを表表表示示示) ソフトキーを

選択します。
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10.14 陸陸陸上上上基基基地地地局局局タタターーーゲゲゲッッットトト
AISユニットを NMEA 0183または SeaTalkng に接続すると、シス
テムで陸上基地局ターゲットを表示することができます。
陸上基地局ターゲットは、AIS テクノロジを搭載した沿岸基地
を表します。 このターゲットは、位置などの情報を約 10 秒ご
とに送信します。
これらの基地局は、気象データや水文学データなどの他の航行
安全情報を提供するようにプログラミングすることもできま
す。 ただし、陸上基地局ターゲットで送信される情報の中に
は、お使いの多機能ディスプレイのサポートの対象にならない
ものもあります。
お使いの多機能ディスプレイでは次の陸上基地局ターゲット情
報がサポートされており、カーソルを陸上基地局ターゲットの
上に置いて VIEW FULL AIS DATA(完完完全全全 AISデデデーーータタタののの表表表示示示)ソフ
トキーを押すと海図アプリケーションまたはレーダー アプリ
ケーションに表示されます。

• 名前

• 種類

• 位置

• ステータス

• Off(オフ) / On(オン) の位置

• MMSI

• 寸法

• CPA

• TCPA

• 前回表示

陸上基地局ターゲットは、海図およびレーダーアプリケーション
に次のように表示されます。

アアアイイイコココンンン 説説説明明明

陸上基地局ターゲット: オンライン。

ターゲットが危険か、消失したか、選択されているかを示すため
に標準の AIS シンボルが使用されます。

注注注意意意: 陸上基地局ターゲットの方位を表示することはできま
せん (アクティブ化)。

注注注意意意: 陸上基地局ターゲットをメンバー リストに追加するこ
とはできません。

陸陸陸上上上基基基地地地局局局タタターーーゲゲゲッッットトトののの AISデデデーーータタタののの表表表示示示
海図アプリケーションまたはレーダーアプリケーションで AISレ
イヤを有効にした状態で、次の操作を実行します。
1. カーソルを該当する陸上基地局ターゲットに合わせます。

ソフトキーが切り替わり、オプションが表示されます。
2. VIEW FULL AIS DATA(AIS 全全全デデデーーータタタををを表表表示示示) ソフトキーを

選択します。
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章章章 11: 航航航路路路脱脱脱離離離イイインンンジジジケケケーーータタタ

目目目次次次
• 11.1 航路脱離インジケータの概要 ( 192 ページ)

• 11.2 CDI アプリケーションの表示 ( 193 ページ)

• 11.3 CDI アプリケーションの使用 ( 193 ページ)
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11.1航航航路路路脱脱脱離離離イイインンンジジジケケケーーータタタののの概概概要要要
航路脱離インジケータ (CDI) は船舶の航路を「針路進行」形式
でグラフィカル表示します。
ディスプレイで正確な船首・測位情報を受信しながら、航路脱離
インジケータ (CDI)で航路をモニタし、正確なターゲットウェイ
ポイントまで舵を進めることができます。
CDIアプリケーションには、Setup(セットアップ)メニューで指
定した航路誤差 (XTE) 制限に等しい海域幅を表す「針路進行」
が表示されます。ターゲットウェイポイントに向かって進むに
つれ、格子縞のパターンとウェイポイントは船舶の速度に比例
した速度で画面の下に移動します。進路進行の横、または下に
航海データが表示されます。
CDIアプリケーションは、CDIグラフィックを表示するようにあ
らかじめ設定されています。使用可能な任意のデータを表示する
ようにパネルをカスタマイズすることができます。

1 2 3 65

4 9 10

8

7

11 12

画画画面面面項項項目目目 説説説明明明

1 右舵矢印

2 水域

3 水平線

4 最大航路誤差 (XTE)値

5 臨港線

6 船舶アイコン

7 操舵指示

8 中心線

9 航路誤差 (XTE)値

10 目的地名

11 右舵線

12 左舵矢印
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11.2 CDIアアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンンののの表表表示示示
ホーム画面を表示し、次の操作を実行します。
1. CDIアプリケーションが表示されているページを選択します。

CDI アプリケーションが表示されます。

注注注意意意: CDIアプリケーションが複数ウィンドウに存在する場合
は、各ウィンドウに同一データが表示されます。

11.3 CDIアアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンンののの使使使用用用

CDIににによよよるるる針針針路路路のののモモモニニニタタタリリリンンングググ
航路脱離インジケータ (CDI)アプリケーションの「針路進行」形
式を使用して、ご自身の航路を監視できます。
以下の操舵指示では針路を維持しながら、ターゲットウェイポイ
ントに到達するのに必要な修正を知らせます。
次の表では、こうした操舵指示について説明します。

指指指示示示 原原原因因因

右舵をとる 右舵に対する XTEの誤差が、Setup(セット
アップ)メニュー内で制限されている最大
XTE誤差の 4分の 1以上に達しています。

左舵をとる 左舵に対する XTEの誤差が、Setup(セット
アップ)メニュー内で制限されている最大
XTE誤差の 4分の 1以上に達しています。

インジケータ矢印が針路指示の両側に現れ、中心線の方角を示
します。誤差が激しいほど、表示される矢印の数は多くなりま
す。 表示される矢印の方角に沿って舵をとり、針路を修正し
てください。

CDIアアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンンををを使使使用用用しししてててののの航航航路路路追追追従従従
1. CDI アプリケーションで、GOTO(進進進行行行先先先) ソフトキーを押

します。
2. FOLLOW ROUTE OPTIONS(航航航路路路ににに追追追従従従オオオプププシシショョョンンン) ソフト

キーを押します。
航路リストが表示されます。

3. トラックパッドを使用して、追従したい航路を選択します。
4. OK ボタンを押します。
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CDI アアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンンををを使使使用用用しししてててのののウウウェェェイイイポポポイイイ
ンンントトト進進進行行行
1. CDI アプリケーションで、GOTO(進進進行行行先先先) ソフトキーを押

します。
2. GOTO WAYPOINT OPTIONS(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトににに進進進行行行オオオプププシシショョョ

ンンン) ソフトキーを押します。
ウェイポイント リストが表示されます。

3. トラックパッドを使用して、進行したいウェイポイントを
選択します。

4. GOTO WAYPOINT(ウウウェェェイイイポポポイイインンントトトににに進進進行行行) ソフトキーを押
します。

注注注意意意: STOP GOTO(進進進行行行ののの停停停止止止)ソフトキーを押せば、いつで
もウェイポイントへの進行を停止できます。

注注注意意意: ウェイポイント進行中に針路から脱離した場合、
RESTART XTE(XTE ののの再再再起起起動動動) ボタンを押せば、いつでも
Cross Track Error(航路誤差)を再起動できます。

CDIアアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンンののの表表表示示示デデデーーータタタののの変変変更更更
CDIアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. Panel Setup Menu(パパパネネネルルルセセセッッットトトアアアッッップププメメメニニニュュューーー)メニュー項

目を選択します。
3. Configure: CDI(設設設定定定: CDI)メニュー項目を選択します。

CDI ディスプレイの主な画面要素周辺に赤いアウトライン
が表示されます。

4. 変更するデータ要素を強調表示します。
5. SELECT DATA(デデデーーータタタののの選選選択択択)ソフトキーを押します。
6. 適切なデータ グループを選択します。
7. 対象のデータ項目を強調表示し、適切なオプションを選択

します。

8. OK ボタンを押します。
CDIディスプレイが更新され、指定したデータが表示されます。
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章章章 12: 魚魚魚群群群探探探知知知機機機ののの使使使用用用
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• 12.2 ソナー画像 ( 197 ページ)
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• 12.6 魚群探知機プレゼンテーション オプション ( 204 ページ)

• 12.7 魚群探知機のウェイポイント ( 209 ページ)

• 12.8 魚群探知機アラーム ( 210 ページ)

• 12.9 魚群探知機の設定 ( 211 ページ)
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12.1 魚魚魚群群群探探探知知知機機機にににつつついいいててて
通通通告告告: ソソソナナナーーーののの操操操作作作
• 水から出ている船舶の音響器を作動しないでく
ださい。

• 音響器の電源が入っているときにトランスデュー
サ表面に触らないでください。

• ダイバーがトランスデューサの 7.6 m (25 フィー
ト) 以内にいる場合は、音響器の電源を切って
ください。

魚魚魚群群群探探探知知知機機機ののの概概概要要要
魚群探知機アプリケーションは、船舶の下の魚、および海底に
ついての詳細ビューを提供します。そのため、異なるサイズの
魚、海底構造、水面下の障害物などを正確に見分けることが可能
になります。標準の魚群探知機画像は履歴画像で、スクローリ
ング底部のグラフと有効範囲およびソナー周波数がシステムに
よって自動選択されています。
魚群探知機の各種機能、特徴は次のとおりです。
• 簡単な最適操作を実現するプリセット モード。
• ディスプレイモード (Zoom(ズーム)、A-Scope(Aスコープ)、
Bottom Lock(下部固定))。

• 調整可能な有効範囲とズーム。
• 海底で餌を探す魚を bottom lock(下下下部部部固固固定定定)ディスプレイモー
ドで探すことが可能。

• 画像を簡素化するためのクラッターおよびゲインオプション。
• スクローリング画像の速度の一時停止と調整。
• ウェイポイントを使用した測位位置のマーク。
• ターゲットの深度と距離の判断。
• 魚群探知機アラーム (漁獲、深度、水温)。

魚魚魚群群群探探探知知知機機機画画画面面面
魚群探知機には、船舶の進行に合わせて右側から更新される海底
のスクローリング画像が表示されます。

魚魚魚群群群探探探知知知機機機画画画面面面ののの例例例

魚群探知機ウィンドウには次の要素があります。

• 岩礁や難破船などの海底構造を含む海底部。

• 魚を示すターゲット画像。

• 周波数とゲイン設定を示すステータス バー。

• 海底深度。

ススステテテーーータタタススス アアアイイイコココンンン
魚群探知機ステータスアイコンは画面右上隅に表示されます。

• 動動動画画画アアアイイイコココンンン - 魚群探知機は作動中です。
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• 静静静的的的アアアイイイコココンンン -魚群探知機トランスデューサは接続されていま
すが、電波は送信されていません。

• グググレレレーーーアアアウウウトトト表表表示示示のののアアアイイイコココンンン -魚群探知機トランスデューサは
接続されていません。

魚魚魚群群群探探探知知知機機機ののの仕仕仕組組組みみみ
魚群探知機アプリケーションでは、デジタル音響モジュール
(DSM)および、それに見合ったソナートランスデューサを採用
しています。 DSM は、トランスデューサからの信号を読み取
り、水面下の景色を詳細に映し出します。
トランスデューサは船舶の底に取り付けられており、音波の波動
を海中に送り音波が海底に到達して跳ね返ってくる時間を測定し
ます。跳ね返ってくるエコーは、海底の構造やエコーの通る道
に存在するその他の物標、たとえば、暗礁、難破船、砂洲また
は魚などの影響を受けます。
跳ね返ってくるエコーの強度は、ディスプレイ上に濃淡の色で表
されます。この情報を利用して海底の構造、魚の大きさや海中に
ある残骸や気泡など、その他の物標を見極めることができます。

注注注意意意: トランスデューサの中には、水温や速度を測定するため
に別途センサー搭載しているものもあります。

12.2 ソソソナナナーーー画画画像像像

ソソソナナナーーーををを使使使用用用しししてててののの海海海底底底ののの読読読みみみ取取取りりり
魚群探知機ディスプレイに表示される海底の構造を、正しく読
み取る方法を理解することが重要です。
海底は一般的に強力なエコーを発しています。
次の図では、状態の異なる海底がソナーディスプレイにどのよう
に現れるのかをご覧になれます。
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濃い色のレイヤは、エコーの状態がよいところ、薄い色の部分は
エコーの状態が弱いところを表しています。これはつまり、上
層がやわらかいことから音波が下方の固体層のさらに深いとこ
ろを通っていることを意味しています。
音波は、二回往復することもあります。海底に到達し、船舶に
跳ね返ってから再び海底に反射して戻ってきます。 水深が浅
かったり、海底が固かったり、ゲインの設定が高い場合には、
こうしたことが起こります。
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ソソソナナナーーーデデディィィスススプププレレレイイイににに影影影響響響ををを与与与えええるるる要要要因因因
ディスプレイの質と正確さは、船舶速度、深度、物標サイズ、
背景ノイズ、トランスデューサ周波数など多くの要因の影響
を受けます。

船船船舶舶舶速速速度度度
ターゲットの形状は速度に応じて変わります。 速度が遅いほ
ど、平坦でより横に長いマークになります。高速にするとター
ゲットは厚みが出て多少弓なりになり、最終的に二重の縦線の
ようになります。

タタターーーゲゲゲッッットトト深深深度度度
ターゲットが表面に近づくにつれ、画面に表示されるマークは
大きくなります。

注注注意意意: 個々のターゲットの深度は、魚群探知機セットアップメ
ニューで Target Depth ID(タタターーーゲゲゲッッットトト深深深度度度 ID)をオンにして表
示することができます。表示されるターゲット深度の数値は、
漁獲アラームの感度レベルの影響を受けます。

水水水深深深
海の深度が増えると信号強度は弱まり、下部に薄いオンスクリー
ン画像が表示されるようになります。

タタターーーゲゲゲッッットトトのののサササイイイズズズ
ターゲットが大きいほど、魚群探知機ディスプレイの応答も大
きくなります。漁獲ターゲットのサイズも、全体のサイズでは
なく魚の浮袋のサイズによって決まります。浮袋のサイズは魚
の種類によって異なります。

トトトララランンンスススデデデュュューーーサササ周周周波波波数数数
同じターゲットでもトランスデューサ周波数を変えると異なっ
て表示されます。周波数が低いほどマークは広がって表示され
ます。

クククラララッッッタタターーー / 背背背景景景ノノノイイイズズズ
魚群探知機の画像は、浮遊中または沈んでいた残骸、気泡、船
舶の動きなどによるエコーによって劣化することがあります。
これは「背景ノイズ」または「クラッター」と呼ばれ、ゲイン
モードによって制御されます。ゲイン設定は深度や水質などの
条件に従って自動制御されます。 ただし、手動でゲイン設定
を調整することもできます。
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12.3 魚魚魚群群群探探探知知知機機機のののプププリリリセセセッッットトト
魚群探知機には 4 つのプリセット設定があり、魚群探知機ツー
ルバーから使用することができます。これらのプリセットを使
用することで、さまざまな状況に合った適切な設定をすばや
く選択することができます。
各プリセットは魚群探知機の動作を最適化するパラメータを提
供するように設定されています。ただし、必要に応じて手動で
プリセットを調整することも可能です。 4 つのプリセットは
次のとおりです。

• Single(シシシンンングググルルル)—このプリセットでは単一周波数設定にすば
やくアクセスできます。一般的な漁獲状況に適しています。

• Dual(デデデュュュアアアルルル)—このプリセットは二重周波数設定を提供しま
す。 2つの異なる周波数を 1つのウィンドウに同時に表示した
り、1つの周波数を全画面表示でマスターディスプレイに表示
し、もう一方の周波数をネットワーク接続された追加のディス
プレイに全画面表示することもできます。

• Shallow(浅浅浅瀬瀬瀬)—このプリセットは浅瀬に合わせて魚群探知機
ディスプレイを最適化します。

• Deep(深深深海海海) — このプリセットは深海に合わせて魚群探知機
ディスプレイを最適化します。

デデディィィスススプププレレレイイイ モモモーーードドド
プリセットを使用する場合、関連したプリセットを選択してす
ぐに既定の設定を使い始めるか、あるいはディスプレイ モー
ドを使用してプリセットをニーズに合うように調整すること
ができます。

• Zoom(ズーム)

• Bottom Lock(下を固定)

• A-Scope(A-スコープ)

プリセットに加えた変更はすべて、多機能ディスプレイの電
源を切っても保持されます。

魚魚魚群群群探探探知知知機機機プププリリリセセセッッットトトののの選選選択択択
魚群探知機のメイン画面を表示し、次の操作を実行します。
1. 適切なソフトキーを押して、次の中から必要とするプリセッ

トを選択します。

• PRESET 1 SINGLE(プププリリリセセセッッットトト 1 シシシンンングググルルル)、

• PRESET 2 DUAL(プププリリリセセセッッットトト 2 デデデュュュアアアルルル)、

• PRESET 3 SHALLOW(プププリリリセセセッッットトト 3 浅浅浅瀬瀬瀬 )、

• PRESET 4 DEEP(プププリリリセセセッッットトト 4 深深深いいいとととここころろろ )

数秒経過すると、魚群探知機のディスプレイは新しいモードに
切り変わります。ステータスバーの左隅にモード変更が示され
ます。
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12.4魚魚魚群群群探探探知知知機機機デデディィィスススプププレレレイイイモモモーーードドド

魚魚魚群群群探探探知知知機機機デデディィィスススプププレレレイイイモモモーーードドドののの選選選択択択
魚群探知機のプリセットが選択されると、ソフトキーのラベルは
ADJUST(調調調整整整) に変わります。 ソフトキーを押すと、用途に見
合ったディスプレイ モードに設定することができます。 (ディ
スプレイ モードの変更設定は、電源を切る時点でプリセット
に保存されます。)
魚群探知機のメイン画面を表示し、次の操作を実行します。
1. ソフトキーを使用して、適切なプリセットを選択します。

ソフトキー名が ADJUST...(調調調整整整...) に変わります。
2. ADJUST...(調調調整整整...) ソフトキーを選択します。
3. 二重周波数画面を表示させた状態で、FREQ1(周周周波波波数数数 1)また

は FREQ2(周周周波波波数数数 2)を選択し、変更したい方の周波数ディス
プレイを表示します。

4. SELECT VIEW(表表表示示示ののの選選選択択択)ソフトキーを選択します。
5. 必要とするディスプレイモードを選択します。

• None(なし)、
• Zoom(ズーム)、
• Bottom Lock(下を固定)、
• A-Scope(A-スコープ)。

魚魚魚群群群探探探知知知機機機ズズズーーームムムモモモーーードドド
ズームディスプレイモードでは、魚群探知機の画面領域を拡大
し詳細を表示します。
このズームオプションには以下のような機能があります。
• 魚群探知機の標準画像を拡大画像に差し替えたり、魚群探知機
の標準画像のとなりに拡大画像を表示する。

• ズーム比を既定レベルに設定したり、手動でズームの倍率
を調整する。

• 拡大した画像部分をディスプレイの別の場所に移す。

有効範囲が拡大するにつれて、ズームウィンドウ内に表示され
る領域も広がります。

ズズズーーームムム分分分割割割
ズームディスプレイモードでは、画面を分割して魚群探知機の
標準画像のとなりに拡大画像を表示できます(ZOOM SPLIT (ズー
ム分割))。 拡大部分は、魚群探知機の標準画面上にズーム ボッ
クスで表示されます。

魚魚魚群群群探探探知知知機機機ズズズーーームムムモモモーーードドドののの有有有効効効化化化
魚群探知機のメイン画面を表示し、次の操作を実行します。
1. ソフトキーを使用して、適切なプリセットを選択します。

ソフトキー名が ADJUST...(調調調整整整...) に変わります。
2. ADJUST...(調調調整整整...) ソフトキーを選択します。
3. 二重周波数画面を表示させた状態で、FREQ1(周周周波波波数数数 1)また

は FREQ2(周周周波波波数数数 2)を選択し、変更したい方の周波数ディス
プレイを表示します。

4. SELECT VIEW(表表表示示示ののの選選選択択択)ソフトキーを選択します。
5. ZOOM(ズーム) オプションを選択します。
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ズズズーーームムム分分分割割割画画画面面面ののの選選選択択択
魚群探知機をズームモードに入れ、次の操作を実行します。
1. ZOOM(ズズズーーームムム)ソフトキーを押して、必要に応じて FULL(全)

または SPLIT(分割) を選択します。

魚魚魚群群群探探探知知知機機機のののズズズーーームムム比比比ののの調調調整整整
ズーム機能がアクティブな場合 (ZOOM FULL(全画面ズーム)また
は ZOOM SPLIT(ズーム分割))、既定のズーム比から選択するか、
または手動で調整することができます。
魚群探知機をズームモードに入れ、次の操作を実行します。
1. ZOOM FACTOR(ズズズーーームムム比比比)ソフトキーを押して既定の設定間

で切り替えるか、xR を選択して、手動でズーム比を設定し
ます。 手動で設定する場合、ズーム比をトラックパッドで
調整します。

2. OK ボタンを押します。

魚魚魚群群群探探探知知知機機機のののズズズーーームムム区区区域域域ののの位位位置置置調調調整整整
ズーム機能を選択すると、システムは下の部分の詳細が常にディ
スプレイの下半分に来るように、ズーム位置を自動調整します。
必要に応じてズーム画像の位置を調整し、別の区域が表示される
ようにすることができます。
魚群探知機をズームモードに入れ、次の操作を実行します。
1. ZOOM POSITION(ズズズーーームムム位位位置置置)ソフトキーを MAN(手動)オプ

ションが選択されるまで押します。
2. 必要に応じて、回転ノブでズーム区域の位置を調整します。
3. OK ボタンを押します。

魚魚魚群群群探探探知知知機機機ののの A スススコココーーープププモモモーーードドド
Aスコープモードを使用すると、海底や船舶の真下の魚のライブ
画像を (履歴画像ではなく) 表示できます。
標準の魚群探知機ディスプレイには、魚群探知機エコーの履歴記
録が表示されます。必要に応じて Aスコープ機能を使用して、
海底の構造とトランスデューサの真下の魚のライブ画像を表示す

ることができます。 A スコープで表示される海底範囲の幅は、
ウィンドウの下部に表示されます。 A スコープを使用すると、
ターゲット強度をより正確かつ簡単に読み取ることができます。
Aスコープには、以下の図に示すように 3つのモードがあります。

üü ²² ãã  1
A-ÓÓ ÍÍ ²² ññ �� ÿÿ ��
ÀÀ ½½ ÿÿ ãã ÀÀ ÂÂ ;; ��
// ²² || ³³ �� kk ¥¥ �� ��

üü ²² ãã  2
üü ²² ãã  1 �� ÿÿ ��
FF $$ ss ÄÄ ßß || ³³
ââ ~~ kk íí ÿÿ ²² ss
ÍÍ òò || ³³ ��
kk ¥¥ �� ��

üü ²² ãã  3
A-ÓÓ ÍÍ ²² ññ �� ÿÿ ��
ÍÍ qq ��
  qq �� nn mm
ÿÿ ÿÿ ÿÿ ��
ÿÿ aa �� nn kk
¬¬ �� ÐÐ rr kk ¥¥ �� ��

魚魚魚群群群探探探知知知機機機ののの A スススコココーーープププモモモーーードドドののの有有有効効効化化化
魚群探知機のメイン画面を表示し、次の操作を実行します。
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1. ソフトキーを使用して、適切なプリセットを選択します。
ソフトキー名が ADJUST...(調調調整整整...) に変わります。

2. ADJUST...(調調調整整整...) ソフトキーを選択します。
3. 二重周波数画面を表示させた状態で、FREQ1(周周周波波波数数数 1)また

は FREQ2(周周周波波波数数数 2)を選択し、変更したい方の周波数ディス
プレイを表示します。

4. SELECT VIEW(表表表示示示ののの選選選択択択)ソフトキーを選択します。
5. A-SCOPE(Aスコープ)オプションを選択します。

注注注意意意: Aスコープモードを有効にすると、Bottom Lock(下部固
定)と Zoom(ズーム)が自動的にオフになります。

Bottom Lock(下下下ををを固固固定定定)
Bottom Lock(下を固定)機能はフィルタをかけて海底の画像を平ら
にし、その上の物体を見分けやすくします。この機能は、特に海
底付近で餌を探す魚を捕獲する際に便利です。
Bottom Lock(下を固定)は個々の魚群探知機ウィンドウごとに選
択されます。また、標準の魚群探知機画像を置き換えたり、標
準画像の横に表示したりすることができます。下を固定した画
像の範囲を調整すると、海底の詳細をさらに表示できます。ま
た、Bottom Shift (下をシフト)コントロールを使用して、画面上
の画像の位置をウィンドウの下部 (0%)からウィンドウの中間部
(50%) までの間で変更することもできます。

Bottom Lock(下を固定)は個々の魚群探知機ウィンドウごとに選
択され、標準の魚群探知機画像を置換 (ON(オン))するか、横に
表示 (SPLIT(分割)) することができます。

下下下部部部固固固定定定ののの有有有効効効化化化
魚群探知機のメイン画面を表示し、次の操作を実行します。
1. ソフトキーを使用して、適切なプリセットを選択します。

ソフトキー名が ADJUST...(調調調整整整...) に変わります。
2. ADJUST...(調調調整整整...) ソフトキーを選択します。
3. 二重周波数画面を表示させた状態で、FREQ1(周周周波波波数数数 1)また

は FREQ2(周周周波波波数数数 2)を選択し、変更したい方の周波数ディス
プレイを表示します。

4. SELECT VIEW(表表表示示示ののの選選選択択択)ソフトキーを選択します。
5. BOTTOM LOCK(下部固定)オプションを選択します。

下下下部部部ののの固固固定定定範範範囲囲囲/位位位置置置ののの調調調整整整
魚群探知機を下部固定モードに入れ、次の操作を実行します。
1. 適切なソフトキーとトラックパッドを使用して、Full / Split

screen(全画面/分割画面)、(下の固定範囲) および Bottom
shift(下をシフト) 値を設定します。
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12.5 魚魚魚群群群探探探知知知機機機ののの有有有効効効範範範囲囲囲
Range(有効範囲)および Range Shift(有効範囲の変化)を使用する
と、魚群探知機に表示される深度の有効範囲を変更できます。

Range(有有有効効効範範範囲囲囲)
Range(有効範囲)機能を使用すると、魚群探知機ディスプレイに
表示される深度の有効範囲を設定できます。
既定の設定では、魚群探知機ディスプレイには最も浅瀬の必要有
効範囲が表示されるため、船舶の下の水面近くに何があるかを
はっきりと確認することができます。これは水面近くで餌を食べ
る小さい魚を探す際に便利です。この種類の水深範囲の例は 0～
200フィートです。この場合の有効範囲は 200フィートなので、
200フィート分の水が一度に画面に表示されます。
船舶の下の水面下をそれほど細かく表示せず、代わりにもう少し
深いところまで表示したい状況があります。これは、より大型
の魚や、難破船など海底近くのその他の物標を見つける場合に
便利です。 この種類の水深範囲の例は 0 ～ 1000 フィート以上
です。 この場合、有効範囲は 1000 フィートなので、ディスプ
レイを上下にスクロールすることなく、船舶の下の水中を 1000
フィートまで表示できます。

Range Shift(有有有効効効範範範囲囲囲ののの変変変化化化)
Range Shift(有効範囲の変化)機能を使用すると、画面上に表示で
きる全体の深度領域を設定できます。たとえば有効範囲が 5000
フィートで、ディスプレイの最上部に水面 (0フィート)、最下部
に 5000フィートが表示されている場合、Range Shift(有効範囲の
変化)機能を使用して、別の 5000フィート範囲に焦点を合わせる
ことができます。たとえば画面の最上部が 2000フィートで、最
下部が 7000フィートになるように設定することができます。
深度の有効範囲が 40～80 フィートの海底を表示するように有効
範囲と有効範囲の変化を設定した画面の例を示します。

魚魚魚群群群探探探知知知機機機ののの水水水深深深有有有効効効範範範囲囲囲ののの変変変更更更
次のいずれかの設定から選択できます。

• 自自自動動動調整を選択すると、最も浅い必要有効範囲がディスプレ
イに自動的に表示されます。

• 水深有効範囲を手手手動動動調整すると、スクローリング底部に表示さ
れる最大水深と Aスコープ画像が表示されます。

有効範囲の変更は、すべての魚群探知機ウィンドウに反映され
ます。
1. RANGE(有有有効効効範範範囲囲囲) ボタンを押します。
2. RANGE(有有有効効効範範範囲囲囲) ソフトキーで AUTO(自動) と MAN(手動)

を切り替えます。
3. 回転ノブで水深有効範囲を調整します。
4. OK を押します。
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魚魚魚群群群探探探知知知機機機ののの有有有効効効範範範囲囲囲ををを変変変更更更すすするるる
DSMは、ディスプレイウィンドウの下半分に表示されるように
ディスプレイを自動的に調整します。もしくは、現在の有効範囲
内で画像を移動させることもできます。有効範囲の設定変更は、
すべての魚群探知機ウィンドウに適用されます。
1. RANGE(有有有効効効範範範囲囲囲)コントロールを押して有効範囲ツールバー

を開きます。
2. RANGE(有有有効効効範範範囲囲囲)ソフトキーを、MAN(MAN)オプションが選

択されるまで繰り返し押します。
3. RANGE SHIフフフィィィーーートトト(有有有効効効範範範囲囲囲ののの変変変化化化)ソフトキーを押します。
4. トラックパッドを使用して、ご希望の設定を選択します。
5. OK を押します。

12.6 魚魚魚群群群探探探知知知機機機プププレレレゼゼゼンンンテテテーーーシシショョョンンンオオオ
プププシシショョョンンン
PRESENTATION(プププレレレゼゼゼンンンテテテーーーシシショョョンンン)ソフトキーを使用すると、
魚群探知機の表示を強化し、追加のオンスクリーン機能を提供す
る機能にアクセスできます。
次のプレゼンテーション オプションがあります。
• Gain(ゲゲゲイイインンン)設定－ディスプレイの鮮明さを高めます。
• Power(電電電源源源)－トランスデューサの電源設定。
• VRM 機能で深度の距離を測定します。
• 二重周波数表表表示示示オプション。
• Scroll(スススクククロロローーールルル) の一時停止と再開。

ソソソナナナーーー ゲゲゲイイインンン
ゲイン設定により、DMS が背景ノイズ(別名：クラッター)を処
理する方法を変更できます。ゲイン設定を調整することで、ソ
ナー画像を向上させることができます。ただし、大半の状況にお
いて最適な性能を確保してくれる自動設定をご利用することを
当社ではお勧めしています。
ゲインでは、魚群探知機が画面上に表示する物標の応答のしきい
値 (エコー強度) を調整します。
ゲイン モードには次の 2 つのモードがあります。
• Auto(自動)
• Manual(手動)

Auto(自自自動動動)
Auto(自動)モードでは、DSMソナーは現在の状況に応じて自動的
にゲイン設定を調整します。自動調整による周波数を使用する、
すべての魚群探知機ウィンドウにこの設定が適用されます。
Auto(自動)モードは、状況に合わせて選択できるように次の 3つ
のモードが用意されています。
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• Low(低低低) (クククルルルーーージジジンンングググ)は、漁場に巡航する際に背景ノイズを
最小限に抑えたまま、魚群探知機画像を見るのに最適です。強
力なエコーだけが表示されます。

• Medium(中中中) (トトトロロローーーリリリンンングググ)は、もう少し詳細を表示するよう
に、ゲイン設定が若干高めです。 こちらが初期設定モード
です。

• High(高高高) (フフフィィィッッッシシシンンングググ) は、もっともよく詳細を表示します
が、背景ノイズや地表面反射ももっともよく表示されます。

Manual(手手手動動動)
ゲイン制御は必要に応じて、1から 100の値の間で、手動で設定
できます (初期設定値は 75です)。魚群や海底の詳細を見るため
に、ゲイン設定は背景ノイズが大きくなりすぎない程度に十分高
い値に設定してください。一般的に、深海や透き通った海では高
ゲインを、浅瀬や濁った海では低ゲインを使用します。
新しい設定値はディスプレイのスイッチを切った後も設定された
状態が保たれ、アクティブなウィンドウおよび同じ周波数の他の
魚群探知機ウィンドウに適用されます。

自自自動動動魚魚魚群群群探探探知知知機機機ゲゲゲイイインンンののの選選選択択択
メインの魚群探知機画面で、次の操作を実行します。
1. PRESENTATION(プププレレレゼゼゼンンンテテテーーーシシショョョンンン) ソフトキーを押しま

す。
2. GAIN(ゲゲゲイイインンン) ソフトキーを押します。
3. GAIN(ゲゲゲイイインンン) ソフトキーを AUTO(自動) オプションが選択

されるまで押します。
4. トラックパッドを使用して、ご希望の自動モードを選択し

ます。
5. OK ボタンを押します。

魚魚魚群群群探探探知知知機機機のののゲゲゲイイインンンののの手手手動動動調調調整整整
メインの魚群探知機画面で、次の操作を実行します。
1. PRESENTATION(プププレレレゼゼゼンンンテテテーーーシシショョョンンン) ソフトキーを押しま

す。
2. GAIN(ゲゲゲイイインンン) ソフトキーを押します。

3. GAIN(ゲゲゲイイインンン) ソフトキーを MAN(手動) オプションが選択
されるまで押します。

4. 回転ノブで必要なゲインの量を 1～ 100の間で選択します。
(既定値は 75 です)。

5. OK ボタンを押します。
新しい値はディスプレイのスイッチを切った後も設定されたまま
で、アクティブなウィンドウ、および同じ周波数の他の魚群探知
機ウィンドウに適用されます。

魚魚魚群群群探探探知知知機機機のののカカカラララーーーゲゲゲイイインンン
カラーゲインを調整して、魚群探知機ディスプレイで最も強烈な
色の信号強度のしきい値を変更することができます。
カラーゲインは最も強烈なエコー色の下限を設定します。この
値を上回る信号強度を持つすべてのエコーは最も強烈な色で表示
されます。これよりも低い値は残りの色に均等に分割されます。
• 低い値を設定すると、最も薄い色の帯域が広くなり、他の色の
信号帯域は小さくなります。

• 高い値を設定すると、最も強烈な色の帯域が広くなり、他の色
の信号帯域は小さくなります。

カラーゲインモードには次の 2つのモードがあります。
• 自自自動動動。 Auto(自動)モードでは、カラーゲイン設定は現在の状
況に応じて自動的に調整されます。加えたすべての調整は、す
べての魚群探知機ウィンドウに適用されます。

• 手手手動動動。カラーゲインは 1～100の間で手動で設定できます。

魚魚魚群群群探探探知知知機機機のののカカカラララーーーゲゲゲイイインンンののの調調調整整整
メインの魚群探知機画面で、次の操作を実行します。
1. PRESENTATION(プププレレレゼゼゼンンンテテテーーーシシショョョンンン) ソフトキーを押しま

す。
2. GAIN(ゲゲゲイイインンン) ソフトキーを押します。
3. COLOR GAIN(カカカラララーーーゲゲゲイイインンン) ソフトキーを MAN(手動) オプ

ションが選択されるまで押します。
4. 回転ノブで必要なカラーゲインの量を選択します。
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5. OK ボタンを押します。
新しい値は、ディスプレイのスイッチを切っても設定されたまま
で、すべての魚群探知機ウィンドウに適用されます。

魚魚魚群群群探探探知知知機機機のののカカカラララーーーしししきききいいい値値値
カラーしきい値設定によって、画面で使用される色の範囲が決
まります。カラーしきい値は、その値を下回るとターゲットが
表示されないように設定すると効果的です。たとえば低く設定
すると、最も強烈な色の (オレンジと赤の) ターゲットだけが
表示されるようになります。

魚魚魚群群群探探探知知知機機機のののカカカラララーーーしししきききいいい値値値ののの調調調整整整
メインの魚群探知機画面で、次の操作を実行します。
1. PRESENTATION(プププレレレゼゼゼンンンテテテーーーシシショョョンンン) ソフトキーを押しま

す。
2. GAIN(ゲゲゲイイインンン) ソフトキーを押します。
3. COLOR THRESHOLD(カカカラララーーーしししきききいいい値値値) ソフトキーを押し

ます。
4. 回転ノブで必要なカラーしきい値を選択します。
5. OK ボタンを押します。

魚魚魚群群群探探探知知知機機機 TVG (時時時変変変ゲゲゲイイインンン)
時変ゲイン (TVG)機能は、水柱全体のゲインを変えて、魚群探知
機ディスプレイのクラッターの量を減らします。この機能は、
「ノイズ」を減らす際に便利です。

• TVG値を増やすと、TVGが適用される最大深度が増えます。
高い値では浅瀬のゲインが減少するため、最強のエコーのみ
が表示されます。

• TVG値を減らすと、最大深度が減少します。低い TVG値は、
浅瀬のゲインにはほとんど影響がありません。

TVGを調整する方法には、自動調整と手動調整があります。

魚魚魚群群群探探探知知知機機機ののの時時時変変変ゲゲゲイイインンンののの調調調整整整

注注注意意意: 魚群探知機シミュレータモードでは、TVG(時変ゲイン)
に影響はありません。

1. メインの魚群探知機画面で、PRESENTATION(プププレレレゼゼゼンンンテテテーーー
シシショョョンンン) ソフトキーを押します。

2. GAIN(ゲゲゲイイインンン) ソフトキーを押します。
3. TVG(時時時変変変ゲゲゲイイインンン)ソフトキーを MAN(手動)オプションが選択

されるまで押します。
4. 回転ノブで必要な時変ゲインの量を選択します。
5. OK ボタンを押します。

魚魚魚群群群探探探知知知機機機ののの電電電源源源
電源設定は、トランスデューサの電源レベルを制御します。
電源オプション:

• 自自自動動動。 こちらが既定の設定です。 選択すると、DSM は現在
の深度、速度、および (海底) 信号強度に基づいて自動的に必
要な電源設定を判断します。

• 手手手動動動。現在の状況に合わせて手動で電源を調整する場合は、電
源レベルを 0%～ 100%の範囲で 10%単位で調整できます。
通常、8 フィート (2.4 m) 未満の深度には低い電源レベルが
使用され、12 フィート (3.7 m) を超える深度には高い電源レ
ベルが使用されます。

魚魚魚群群群探探探知知知機機機ののの電電電源源源ののの調調調整整整
メインの魚群探知機画面で、次の操作を実行します。
1. PRESENTATION(プププレレレゼゼゼンンンテテテーーーシシショョョンンン) ソフトキーを押しま

す。
2. POWER(電電電源源源) ソフトキーを MAN(手動) オプションが選択

されるまで押します。
3. 回転ノブで必要な電力を選択します。
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4. OK ボタンを押します。
新しい値は、ディスプレイのスイッチを切っても設定されたまま
で、すべての魚群探知機ウィンドウに適用されます。

魚魚魚群群群探探探知知知機機機ののの深深深度度度ととと距距距離離離
VRMマーカーと深度線を使用して、魚群探知機ディスプレイの
深度と距離の判断に役立てることができます。
魚群探知機ディスプレイには、深度と距離の判断に役立つ多数
の機能があります。これらの機能について以下で詳しく図解・
説明します。

1 2 3 4 5 6

画画画面面面項項項目目目 説説説明明明

1 深深深度度度値値値—現在の深度が表示されます。
この数字 (または文字)のサイズと位置は
Fishfinder Display Setup(魚群探知機ディスプレ
イセットアップ)メニューで変更できます。

2 深深深度度度線線線—水面からの深さを示す水平破線
を一定間隔で描画します。 Fishfinder Display
Setup(魚群探知機ディスプレイセットアッ
プ)メニューでこの線のオンとオフを切り
替えることができます。

3 水水水平平平 VRMマママーーーカカカーーー—ターゲットの深度を
示します。

4 深深深度度度タタターーーゲゲゲッッットトト ID—認識されたターゲット
に対する深度が表示されます。この IDの感
度は Fish Alarm(漁獲アラーム)の感度と直接
関連しています。漁獲アラームの感度が大
きいほど、返されるラベル数が増えます。
Fishfinder Display Setup(魚群探知機ディスプレ
イセットアップ)メニューでターゲットの
オンとオフを切り替えることができます。

5 垂垂垂直直直 VRMマママーーーカカカーーー—船舶の後ろの距離を
示します。

6 深深深度度度マママーーーカカカーーー—深度を示す数値です。

VRMににによよよるるる深深深度度度おおおよよよびびび距距距離離離ののの測測測定定定
可変距離マーカー (VRM)を使用して、船舶からは見えないとこ
ろにある物標の深度と距離を測定できます。深度と距離は、水
平（深度）線と垂直（距離）線で表されます。各々の線には、
しかるべき測定目盛りが設けられており個別に操作すること
が可能です。
メインの魚群探知機画面で、次の操作を実行します。
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1. PRESENTATION(プププレレレゼゼゼンンンテテテーーーシシショョョンンン) ソフトキーを押しま
す。

2. SCROLL(スススクククロロローーールルル)ソフトキーを押し、ディスプレイを一
時停止します。 この操作により、ご希望の物標上に VRM
を配置しやすくなります。

3. VRM(VRM) ソフトキーを押して、VRM ツールバーを開き
ます。

4. ON(オン) オプションが選択されるまで、VRM(VRM) ソフト
キーを押します。

5. 次の手順で深度または距離を測定します。
• VRM RANGE(VRM範範範囲囲囲)ソフトキーを押して、距離を測定
します。

• VRM DEPTH(VRM深深深度度度)ソフトキーを押して、深度を測定
します。

6. 回転ノブまたはタッチスクリーンを使用して、お望みのター
ゲットまでの距離または深度を測定します。

7. OK ボタンを押して、測位を保存します。

注注注意意意: 魚群探知機アプリケーションで使用している VRMは、
レーダー アプリケーションで使用している VRM とは無関
係です。

魚魚魚群群群探探探知知知機機機のののスススクククロロローーーリリリンンングググ
魚群探知機の画像は右から左へとスクロールします。画面にウェ
イポイントや VRMを配置しやすくするために、スクロールを調
整したり、一時停止させたりすることができます。

スススクククロロローーールルル速速速度度度
魚群探知機画像のスクロール速度を調整することができます。高
速になるほど細部まで詳しい画像が得られるため、魚を探してい
る場合などに便利です。速度を落とすと、ディスプレイでの情
報表示時間が長くなります。
次のオプションを利用できます。

• Manual(手手手動動動)。このオプションを使用すると、スクロール速度
をその深度の最大スクロール速度の割合 (パーセント)で設定す
ることができます。パーセント値が低いほど、画像のスクロー
ル速度が遅くなります。既定の設定は 100%です。

スススクククロロローーールルルののの一一一時時時停停停止止止
表示を一時停止して、魚群探知機画像の「スナップショット」
を表示することができます。画像を一時停止するとスクロール
は停止しますが、深度に関する表示は引き続き更新されます。
スクロールを一時停止/再開すると、現在選択中の魚群探知機
の周波数に影響があります。
二重周波数モードの場合は、一方の周波数を一時停止させ、もう
一方のスクロールを継続することができます。これにより、一
方の周波数でスクロールを続けて魚を検出しながら、同時に一
時停止画像を調査することができます。

注注注意意意: 周波数が変わると、スクロールは再開されます。 たと
えば深度の変化により、周波数が自動的に変化した場合な
どです。

魚魚魚群群群探探探知知知機機機のののスススクククロロローーールルル速速速度度度ののの調調調整整整
魚群探知機画面で、次の操作を実行します。
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. Fishfinder Setup(魚魚魚群群群探探探知知知機機機セセセッッットトトアアアッッップププ) メニュー項目を

選択します。
3. Manual Scroll Speed(手動スクロール速度)を選択します。
4. 回転ノブでスクロール速度を必要な値に調整します。

魚魚魚群群群探探探知知知機機機スススクククロロローーーリリリンンングググ画画画像像像ののの一一一時時時停停停止止止
メインの魚群探知機画面で、次の操作を実行します。
1. PRESENTATION(プププレレレゼゼゼンンンテテテーーーシシショョョンンン) ソフトキーを押しま

す。
2. SCROLL(スススクククロロローーールルル) ソフトキーを押し、ディスプレイを

一時停止します。
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3. OK ボタンを押します。

二二二重重重 / 単単単一一一周周周波波波数数数ののの魚魚魚群群群探探探知知知機機機
二重周波数操作を行うと、ソナーで 2つの周波数を同時に表示、
または操作することができます。使用中のプリセットモードに 2
つの周波数がある場合、いずれか、または両方の周波数を別々の
ウィンドウに表示できます。

二二二重重重周周周波波波数数数表表表示示示ののの選選選択択択
メインの魚群探知機画面で、次の操作を実行します。
1. PRESET 2 DUAL(プププリリリセセセッッットトト 2 デデディィィユユユアアアルルル) ソフトキーを

選択します。
2. PRESENTATION(プププレレレゼゼゼンンンテテテーーーシシショョョンンン) ソフトキーを選択し

ます。
3. VIEW(表表表示示示)ソフトキーを使用して、利用可能な表示に切り替

えます。

12.7魚魚魚群群群探探探知知知機機機のののウウウェェェイイイポポポイイインンントトト
魚群探知機ディスプレイにウェイポイントを設けておくと、後で
戻れる位置に印を付けておくことができます。
ウェイポイントを置くと、その詳細はウェイポイントリストに追
加され、WPTという文字が付けられた垂直線が画面に表示され
ます。魚群探知機ウィンドウ内で、ウェイポイントを編集した
り、ウェイポイントに移動したりできます。

魚魚魚群群群探探探知知知機機機デデディィィスススプププレレレイイイ上上上にににウウウェェェイイイポポポイイインンントトトををを
置置置くくく
魚群探知機画面を表示し、次の操作を実行します。
1. WPTS/MOB(WPTS/MOB) ボタンを押します。
2. 適切なオプションを選択します。WAYPOINT AT CURSOR(カー

ソル上のウェイポイント)、WAYPOINT AT VESSEL(船舶上の
ウェイポイント)、または WAYPOINT AT LAT/LON(LAT/LON
上のウェイポイント)から選択します。
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12.8 魚魚魚群群群探探探知知知機機機アアアラララーーームムム
多数の魚群探知機アラームを使用するようにディスプレイを設定
することができます。
DSMに接続している場合、またはシミュレータがオンの場合、
次の魚群探知機アラームを設定できます。

• 漁漁漁獲獲獲アアアラララーーームムム。ターゲットが指定の感度レベルを満たし、深
度制限 (有効になっている場合) の範囲内にある場合に発動し
ます。 漁獲アラームの感度が大きいほど、表示されるター
ゲット画像の数も増えます。

• 浅浅浅瀬瀬瀬/深深深海海海アアアラララーーームムム。深度が浅瀬制限よりも小さい、または深
海制限よりも大きい場合に発動します。

魚魚魚群群群探探探知知知機機機アアアラララーーームムムののの設設設定定定
魚群探知機アラームは、アラーム セットアップ メニュー内で
設定します。
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. Alarm Setup(アアアラララーーームムムセセセッッットトトアアアッッップププ) メニュー項目を選択

します。
3. Fishfinder Alarms Setup(魚魚魚群群群探探探知知知機機機アアアラララーーームムムセセセッッットトトアアアッッッ

プププ) を選択します。
4. メニュー項目を利用して、必要な変更を加えます。
5. OK ボタンを押して、変更を保存します。
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12.9 魚魚魚群群群探探探知知知機機機ののの設設設定定定

魚魚魚群群群探探探知知知機機機セセセッッットトトアアアッッップププメメメニニニュュューーーををを開開開くくく
魚群探知機アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. Fishfinder Setup(魚魚魚群群群探探探知知知機機機セセセッッットトトアアアッッップププ) メニュー項目を

選択します。
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魚魚魚群群群探探探知知知機機機セセセッッットトトアアアッッップププメメメニニニュュューーーオオオプププシシショョョンンン
本節では、魚群探知機セットアップメニューから変更できる設定について説明します。セットアップメニューには、あまり頻繁に
変更する必要のない設定が含まれています。

メメメニニニュュューーー項項項目目目 説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

Configure Preset Frequencies(プププリリリ
セセセッッットトト周周周波波波数数数設設設定定定)

4つの魚群探知機プリセットに使用される周波数を
調整できます。プリセットごとに AUTO(自動)を選
択して完全自動選択にするか、周波数を手動で指
定することができます。必要に応じて、すべての
プリセット周波数を工場出荷時の既定値にリセッ
トすることもできます。

AUTO(自動)または手動の周波数。

Depth Digit Size(深深深度度度ののの数数数字字字サササイイイズズズ) 深度を示す数字 (または文字)のサイズ。 • Small(小)

• Medium(中)

• Large(大)

Depth Digit Position(深深深度度度ののの数数数字字字ののの
位位位置置置)

深度を示す数字 (または文字)の位置。 • Bottom(下)

• Top(上)

Target Depth ID(タタターーーゲゲゲッッットトト深深深度度度 ID) 確認されたターゲットの深度を表示するかどうか
を制御します。表示されるターゲットのレベルは
漁獲アラームの感度に直接関連しています。

• On(オン)

• Off(オフ)

Depth Lines(深深深度度度線線線) 深度を示す水平線を表示するかどうかを制御し
ます。

• On(オン)

• Off(オフ)

White Line(白白白線線線) このオプションを ON(オン)に設定すると、海底の
等深線に沿って白線が表示されます。海底に近い
物標を見分ける際に役立ちます。

• On(オン)

• Off(オフ)

Bottom Fill(海底塗りつぶし) このオプションを ON(オン)に設定すると、海底が
一色で塗りつぶされます。

• On(オン)

• Off(オフ)
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メメメニニニュュューーー項項項目目目 説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

Color Palette(カカカラララーーーパパパレレレッッットトト) さまざまな状況やお好みに応じて使い分けられる
各種カラーパレットが用意されています。

• Classic Blue(クラシックブルー)

• Classic Black(クラシックブラック)

• Classic White(クラシックホワイト)

• Sunburst(サンバースト)

• Greyscale(グレースケール)

• Inverted Greyscale(反転グレースケール)

• Copper(銅)

• Night Vision(暗視)

Manual Scroll Speed(手手手動動動スススクククロロローーー
ルルル速速速度度度)

魚群探知機スクロール速度を指定します。 10 ～ 100%

魚魚魚群群群探探探知知知機機機プププリリリセセセッッットトト設設設定定定
ソソソナナナーーー周周周波波波数数数
ソナー周波数によって、ソナービームの幅、信号が突き抜ける
深さ、画像の解像度が決まります。プリセット操作モードごと
に、周波数が個別に設定されています。
サポートされている周波数は、お手元のシステムに接続されてい
る DSMとトランスデューサによって異なります。

• Lower frequencies(低低低域域域周周周波波波数数数) (例： 50 kHz) は、幅広のソ
ナービームを発し、水中をよく突き抜けます。周波数が低い
場合、画像の解像度は低くなるため、小さな魚群を探知する
のには向いていません。 低域周波数は、船舶の真下の広範領
域を対象とする際や遠海で使用します。

• 高高高周周周波波波数数数 (例： 200 kHz)は、幅狭のビームを発し、高解像度を
生み出します。高周波数は、浅瀬 (1000フィートまで)および
高速時にもっともその効果を発揮します。

• 自自自動動動。自動周波数で操作する際には、お使いのトランスデュー
サや動作状態に応じてシステムが自動的に周波数を設定、
調整します。

デデデュュュアアアルルルオオオペペペレレレーーーシシショョョンンン
二重周波数を操作する際は、必要とするプリセット操作モードを
Frequency 2(周波数 2)に設定することができます。

魚魚魚群群群探探探知知知機機機周周周波波波数数数ののの設設設定定定
プリセット周波数設定オプションを使用して、次の操作がで
きます。。
• 4つプリセットに対し、1つまたは 2つの周波数を指定する。
• プリセット名の編集。
• プリセットを工場出荷時の設定に戻す。
1. メインの魚群探知機画面で、MENU(メメメニニニュュューーー) ボタンを押

します。

魚群探知機の使用 213



2. オプションの一覧から Fishfinder Setup(魚魚魚群群群探探探知知知機機機セセセッッットトト
アアアッッップププ) を選択します。

3. オプションの一覧から、Configure Preset Frequencies(プププリリリ
セセセッッットトト周周周波波波数数数ののの設設設定定定) を選択します。

4. プリセット モード (P1 から P4) ごとに、必要な変更を加え
ます。

魚魚魚群群群探探探知知知機機機のののプププリリリセセセッッットトト名名名ののの変変変更更更
1. メインの魚群探知機画面で、MENU(メメメニニニュュューーー) ボタンを押

します。
2. オプションの一覧から Fishfinder Setup(魚魚魚群群群探探探知知知機機機セセセッッットトト

アアアッッップププ) を選択します。
3. オプションの一覧から、Configure Preset Frequencies(プププリリリ

セセセッッットトト周周周波波波数数数ののの設設設定定定) を選択します。
4. トラックパッドで必要なプリセットを選択します。
5. EDIT NAME(名名名前前前ののの編編編集集集)ソフトキーを押します。
6. 回転ノブとトラックパッドで名前を変更します。
7. 調整が終わったら OK を押します。

214 G-Series システム ユーザー リファレンス



トトトララランンンスススデデデュュューーーサササおおおよよよびびび DSM ののの設設設定定定
DSM ののの選選選択択択おおおよよよびびびトトトララランンンスススデデデュュューーーサササののの設設設定定定
メインの魚群探知機画面で、次の操作を実行します。
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. オプションの一覧から Fishfinder Setup(魚魚魚群群群探探探知知知機機機セセセッッットトト

アアアッッップププ) を選択します。
3. メニューオプションの一覧から、次の設定を選択します。

• Transducer Settings(トランスデューサの設定)

• DSM Settings(DSM の設定)

魚魚魚群群群探探探知知知機機機 DSMセセセッッットトトアアアッッップププメメメニニニュュューーーオオオプププシシショョョンンン
魚群探知機を装備した船舶に近づいたり、特定の物理的条件 (海底が固いなど)によっては、DSMに影響がでることがあります。セッ
トアップ メニューで、影響がでないように設定することができます。

メメメニニニュュューーー項項項目目目 説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

DSMリリリセセセッッットトト DSMの設定を工場出荷時の設定に戻します。 DSM
リセットを実行すると、すぐに DSMとの接続が
失われます。

Yes(あり)、No(なし)

トトトリリリッッップププカカカウウウンンンタタターーーリリリセセセッッットトト DSMのトリップカウンターをリセットします。 Yes(あり)、No(なし)

SONAR干干干渉渉渉除除除去去去 レーダーを搭載する他の船舶からの干渉により発
生するスパイクを取り除きます。

Auto(自動)、Low(低)、Medium(中)、High(高)

二二二次次次エエエコココーーー干干干渉渉渉除除除去去去 二次エコーレベルに応じて、ピング率をわずかに
上げるように調整します。この調整により、画像
の感度が良くなります。

Off(オフ)、Low(低)、High(高)
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メメメニニニュュューーー項項項目目目 説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

ピピピンンングググ率率率限限限界界界 (秒秒秒単単単位位位) 速度制限の役割を果たします。地域の状況に見合
うようにピング率を調整する際に役立ちます。た
とえば、浅瀬で海底が固い場合にはピング率が
早過ぎることがあります。 DSMユニットの電源
が入っていないときには、この設定は 1秒当たり
26ピングに戻ります。

1秒当たり 5～ 30ピング (初期設定は 30)

ピピピンンングググ有有有効効効 通常、ソナーピングは有効になっています。この
機能を無効にすることもできます。この機能を無
効にしておくと、機器を検査する際や誰かが船舶
の下に潜っている際に役立ちます。 DSMユニット
の電源が入っていないときには、この設定は有効
に戻ります。

Disabled(無効)、Enabled(有効)

魚魚魚群群群探探探知知知機機機トトトララランンンスススデデデュュューーーサササのののキキキャャャリリリブブブレレレーーーシシショョョンンン
深度を正確に読み取るためには、魚群探知機トランスデューサの
キャリブレーションが必要です。
多機能ディスプレイは DSM から画像を受信します。DSM は水
中に設置されたトランスデューサからのソナー信号を処理しま
す。トランスデューサに速度パドルホイールと温度センシング
サーミスタが装備されている場合、DSMは速度と温度を計算し
ます。正確に読み取るためには、深度、速度、温度にオフセット
を適用して、トランスデューサのキャリブレーションを行うこと
が必要になることがあります。 これらの設定は DSM に保持さ
れ、トランスデューサに関連してシステム全体に適用されます。
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魚魚魚群群群探探探知知知機機機トトトララランンンスススデデデュュューーーサササ設設設定定定

メメメニニニュュューーー項項項目目目 説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

Select Transducer(トトトララランンンスススデデデュュューーー
サササののの選選選択択択)

表示されているトランスデューサの中から適切な
トランスデューサのタイプを選択します。

• B256/M256

• B260/M260/SS560

• R99/R199

• B258

• SS270/B264

• B164

• R209/R299

Select Speed Transducer(速速速度度度トトトララランンン
スススデデデュュューーーサササののの選選選択択択)

使用可能なトランスデューサの中から適切な速度
トランスデューサを選択します。このオプショ
ンは、Depth(深度)/Speed(速度)または、Depth (深
度)/Speed(速度)/Temperature(温度)の組み合わせを使用
していないときのみ有効です。

• なし

• 不明

• B120/P120 ST600

• ST69

• B120/P120 ST800

• CS4500

Frequency Calibration(周周周波波波数数数キキキャャャリリリ
ブブブレレレーーーシシショョョンンン)

トランスデューサの周波数を微調整します。 選択した周波数の可変を設定します。

Depth Offset(深深深度度度オオオフフフセセセッッットトト) (水水水線線線) オフセットは、トランスデューサの深度を表し
ます（水線に呼応）。

–9.9～ +9.9フィート

Speed Offset(速速速度度度オオオフフフセセセッッットトト) 速度ログに対するオフセットです。 0 ～ 100%

Temperature Offset(温温温度度度オオオフフフセセセッッットトト) 温度トランスデューサ値に対するオフセットです。 –9.9～ +9.9 °F
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章章章 13: エエエンンンジジジンンンアアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンンののの使使使用用用

目目目次次次
• 13.1 エンジン アプリケーションの概要 ( 220 ページ)

• 13.2 エンジン アプリケーションの表示 ( 220 ページ)

• 13.3 エンジン アプリケーションの設定 ( 221 ページ)

• 13.4 エンジン パネルのダイヤルの色の変更 ( 221 ページ)

• 13.5 既定データ パネル ( 222 ページ)

• 13.6 エンジン アプリケーションの表示データの変更 ( 224 ページ)
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13.1エエエンンンジジジンンンアアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンンののの概概概要要要
エンジンアプリケーションを使用すると、エンジンデータを多
機能ディスプレイに表示できます。
エンジンアプリケーションでは、最大 3つの互換エンジンの情
報をゲージ、デジタルデータなどの形式で表示できます。高速
更新を行うため、エンジン データは NMEA2000/SeaTalk2 経由
でエンジンのシリアル インターフェイスから多機能ディスプ
レイに転送されます。
エンジンアプリケーションに表示されるデータの既定の範囲が適
切でない場合は、表示内容を変更できます。

注注注意意意: 互換エンジンと関連ソフトウェアのアップデートの詳
細については、Raymarine Web サイト (www.raymarine.com)
をご覧ください。

13.2エエエンンンジジジンンンアアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンンののの表表表示示示
ホーム画面を表示し、次の操作を実行します。
1. エンジン モニタ アプリケーションが表示されているペー

ジを選択します。
エンジンモニタアプリケーションが表示されます。
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13.3エエエンンンジジジンンンアアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンンののの設設設定定定
エンジンアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. Panel Setup Menu(パパパネネネルルルセセセッッットトトアアアッッップププメメメニニニュュューーー)を選択し

ます。
3. Number of Engines(エエエンンンジジジンンン数数数) を選択したら、適切な数

値を選択します。
4. Maximum tachometer range(最最最大大大タタタコココメメメーーータタタ有有有効効効範範範囲囲囲) メ

ニュー項目を選択したら、適切な数値を選択します。

13.4 エエエンンンジジジンンンパパパネネネルルルのののダダダイイイヤヤヤルルルののの色色色ののの
変変変更更更
エンジンアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. Panel Setup Menu(パパパネネネルルルセセセッッットトトアアアッッップププメメメニニニュュューーー)を選択し

ます。
3. Engine Panel Dials(エエエンンンジジジンンンパパパネネネルルルのののダダダイイイヤヤヤルルル) メニュー

項目を使用して、Light Background(明るい背景) か Dark
Background(暗い背景)オプションのいずれかを選択します。
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13.5 既既既定定定デデデーーータタタ パパパネネネルルル
初期設定では、さまざまな既定データが複数のデータ「パネル」
に表示されます。各パネルは複数の「セル」で構成されており、
それぞれに異なるデータ項目が設けられています。

注注注意意意: パネル選択はローカル設定ですので、現在ご使用中の単
一ディスプレイにのみ有効となります。ネットワーク接続の
ディスプレイには一切適用されません。
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既既既定定定エエエンンンジジジンンン パパパネネネルルルのののリリリススストトト
さまざまな既定データ パネルに、よく使用するデータが表示されます。
次の表では、各パネル種類別に表示されるデータをご覧になれます。以下の表中にある各データ項目は、「セル」を表します。

注注注意意意: パネル選択はローカル設定ですので、現在ご使用中の単一ディスプレイにのみ有効となります。ネットワーク接続のディス
プレイには一切適用されません。

デデデーーータタタ エエエンンンジジジンンン
エエエンンンジジジンンンおおおよよよびびび
燃燃燃料料料 燃燃燃料料料源源源

エエエンンンジジジンンンおおおよよよびびび
燃燃燃料料料源源源 ツツツイイインンンエエエンンンジジジンンン

タコメータおよびエンジン運
転時間

油圧

エンジン冷却水の温度

過給圧

交流発電機

燃料レベル (タンク 1、2、3)

全燃料

積載量

既既既定定定デデデーーータタタパパパネネネルルルののの選選選択択択
データまたはエンジンアプリケーションで、次の操作を実行し
ます。
1. ソフトキーを使用して、利用したい既定データパネルを選択

します。
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13.6 エエエンンンジジジンンンアアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンンののの表表表示示示
デデデーーータタタののの変変変更更更
エンジンアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. Panel Setup Menu(パパパネネネルルルセセセッッットトトアアアッッップププメメメニニニュュューーー)を選択し

ます。
3. 適切な Configure:(設設設定定定)メニュー項目を選択します。

エンジンモニタリングアプリケーションの主なデータ要素の
周辺に赤いアウトラインが表示されます。

4. 変更するデータ要素を強調表示します。
5. SELECT DATA(デデデーーータタタののの選選選択択択)ソフトキーを押します。
6. 適切なデータ グループを選択します。
7. 適切なカテゴリを選択し、続いて適切なオプションを選択

します。
エンジンディスプレイが更新され、指定したデータが表示され
ます。

注注注意意意: また、カスタマイズするデータパネルに関連した物理ソ
フトキーを押したままにして、SELECT DATA(デデデーーータタタののの選選選択択択)ソ
フトキーにアクセスすることもできます (例： NAVIGATION)。

デデデーーータタタパパパネネネルルル名名名ををを変変変更更更すすするるる
データまたはエンジンアプリケーションで、次の操作を実行し
ます。
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. Panel Setup Menu(パパパネネネルルルセセセッッットトトアアアッッップププメメメニニニュュューーー) を選択

します。
3. 名前を変更したいパネルを選択します (Configure...(... の設

定))。
4. RENAME PANEL(パパパネネネルルル名名名ののの変変変更更更)ソフトキーを選択します。

オンスクリーン キーボードが表示されます。

5. データ パネルに新しい名前をつけます。
6. オンスクリーンキーボードの SAVE(保存)キーを選択します。

デデデーーータタタパパパネネネルルルのののサササイイイズズズ変変変更更更
データまたはエンジンアプリケーションで、次の操作を実行し
ます。
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. Panel Setup Menu(パパパネネネルルルセセセッッットトトアアアッッップププメメメニニニュュューーー)を選択し

ます。
3. サイズを変更するデータパネルを選択します (Configure...(設

定))。
4. セルの内容を隣接したセルと融合して大きいセルを作成する場

合は、MERGE CELLS(セセセルルルののの合合合併併併)ソフトキーを選択します。
5. セルのサイズを半分にする場合は、SPLIT CELL(セセセルルルののの分分分割割割)

ソフトキーを選択します。
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章章章 14: デデデーーータタタアアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンンののの使使使用用用

目目目次次次
• 14.1 データ アプリケーションの概要 ( 226 ページ)

• 14.2 既定データ パネル ( 227 ページ)

• 14.3 トリム タブのキャリブレーション ( 230 ページ)

• 14.4 データ アプリケーションのカスタマイズ ( 230 ページ)
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14.1デデデーーータタタアアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンンののの概概概要要要
データアプリケーションは、システムデータと計器データを多
機能ディスプレイに表示します。
データアプリケーションを使用することで、システムで生成され
た数値データを表示することができます。また、NMEAまたは
SeaTalkプロトコルを使用して多機能ディスプレイに接続された
計器のデータも表示されます。
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14.2 既既既定定定デデデーーータタタ パパパネネネルルル
初期設定では、さまざまな既定データが複数のデータ「パネル」
に表示されます。各パネルは複数の「セル」で構成されており、
それぞれに異なるデータ項目が設けられています。

注注注意意意: パネル選択はローカル設定ですので、現在ご使用中の単
一ディスプレイにのみ有効となります。ネットワーク接続の
ディスプレイには一切適用されません。
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既既既定定定デデデーーータタタ パパパネネネルルルのののリリリススストトト
よく使用されるデータが、さまざまな既定パネルに表示されます。
次の表では、各パネル種類別に表示されるデータをご覧になれます。以下の表中にある各データ項目は、「セル」を表します。

注注注意意意: パネル選択はローカル設定ですので、現在ご使用中の単一ディスプレイにのみ有効となります。ネットワーク接続のディス
プレイには一切適用されません。

デデデーーータタタ
ナナナビビビゲゲゲーーーシシショョョンンン
パパパネネネルルル

ウウウェェェイイイポポポイイインンントトト
パパパネネネルルル 航航航路路路パパパネネネルルル 漁漁漁獲獲獲パパパネネネルルル 航航航海海海パパパネネネルルル

船舶測位

アクティブなウェイポイント

TTG

VMG —ウェイポイント

水深

COG / SOG

船首

速度

潮の流向 /流速

XTE
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デデデーーータタタ
ナナナビビビゲゲゲーーーシシショョョンンン
パパパネネネルルル

ウウウェェェイイイポポポイイインンントトト
パパパネネネルルル 航航航路路路パパパネネネルルル 漁漁漁獲獲獲パパパネネネルルル 航航航海海海パパパネネネルルル

トリップ

現地時間

海面温度

対地風力

視風

真風

VMG 風

既既既定定定デデデーーータタタパパパネネネルルルののの選選選択択択
データまたはエンジンアプリケーションで、次の操作を実行し
ます。
1. ソフトキーを使用して、利用したい既定データパネルを選択

します。
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14.3トトトリリリムムムタタタブブブのののキキキャャャリリリブブブレレレーーーシシショョョンンン
お手元の多機能ディスプレイから、トリムタブのキャリブレート
を行えます。
トリムタブデータは Panel Setup Menu(パネルセットアップメ
ニュー)を使用して、Engine Data Group(エンジンデータグルー
プ)から選択することで、Engine(エンジン)、Data(データ)＜およ
び CDI(CDI)アプリケーション内に表示させることができます。
正確なデータが表示されるように、トリムタブをキャリブレート
する必要があります。キャリブレーションオプションは、Panel
Setup Menu(パネルセットアップメニュー)内にあります。

トトトリリリムムムタタタブブブのののキキキャャャリリリブブブレレレーーーシシショョョンンン
エンジン、データ、CDIアプリケーションで、また物理トリムタ
ブでトリム タブにアクセスすることができます。
1. 多機能ディスプレイのMENU(メメメニニニュュューーー)ボタンを押します。
2. Panel Setup Menu(パパパネネネルルルセセセッッットトトアアアッッップププメメメニニニュュューーー)を選択し

ます。
3. Calibrate Trim Tabs(トトトリリリムムムタタタブブブのののキキキャャャリリリブブブレレレーーーシシショョョンンン) を

選択します。
Trim Tab Calibration(トリム タブのキャリブレーション) ダ
イアログが表示されます。

注注注意意意: Calibrate Trim Tabs(トトトリリリムムムタタタブブブのののキキキャャャリリリブブブレレレーーーシシショョョンンン)
メニュー項目は、Trim Tabs(トトトリリリムムムタタタブブブ)メニュー項目が「Not
Detected(非検出)」と表示された場合には使用できません。

4. 両方の物理トリムタブを上向きの位置に設定します。
5. 多機能ディスプレイのOK ボタンを押します。
6. 両方の物理トリムタブを同時に下向きに設定します。
7. Calibration Complete(キャリブレーション完了)メッセージが

表示されるまで待ちます。
8. OK ボタンを押します。

14.4 デデデーーータタタアアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンンのののカカカスススタタタ
マママイイイズズズ
必要なシステムデータや計器データを表示するようにデータア
プリケーションをカスタマイズすることができます。
既製のデータパネルをデータアプリケーションに表示する以外
にも、特定の要件に合わせてデータパネルをカスタマイズでき
ます。
データ パネルはそれぞれ以下の設定を変更してカスタマイズ
できます。

• パネル名

• データ パネルのサイズと数。

• 各データパネルに保存されるデータ。データには、トランス
デューサ、または NMEAまたは SeaTalkで使用可能な内部計算
済みのナビゲーションデータを含めることができます。その
他のデータには、羅針図、距離ログ、およびリセットが可能な
4 つのトリップ カウンターがあります。

• データの表示方法データ項目ごとに、表示データ形式 (数値、
小数点、ゲージ、グラフィカル形式など) を制御すること
ができます。

デデデーーータタタアアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンンでででのののカカカスススタタタマママイイイズズズデデデーーー
タタタののの選選選択択択
データアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. Panel Setup Menu(パパパネネネルルルセセセッッットトトアアアッッップププメメメニニニュュューーー)を選択し

ます。
3. 適切な Configure:(設設設定定定)メニュー項目を選択します。

データアプリケーションの主なデータ要素の周辺に赤いアウ
トラインが表示されます。
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4. 変更するデータ要素を強調表示します。
5. SELECT DATA(デデデーーータタタののの選選選択択択)ソフトキーを押します。
6. 適切なメニュー項目から、選択したセルに表示するデータグ

ループとデータを選択します。
7. 適切なメニュー項目から、特定のデータに関連したデータ

タイプを選択します。

注注注意意意: また、カスタマイズするデータパネルに関連した物理ソ
フトキーを押したままにして、SELECT DATA(デデデーーータタタののの選選選択択択)ソ
フトキーにアクセスすることもできます (例： NAVIGATION)。

デデデーーータタタパパパネネネルルル名名名ををを変変変更更更すすするるる
データまたはエンジンアプリケーションで、次の操作を実行し
ます。
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. Panel Setup Menu(パパパネネネルルルセセセッッットトトアアアッッップププメメメニニニュュューーー) を選択

します。
3. 名前を変更したいパネルを選択します (Configure...(... の設

定))。
4. RENAME PANEL(パパパネネネルルル名名名ののの変変変更更更)ソフトキーを選択します。

オンスクリーン キーボードが表示されます。
5. データ パネルに新しい名前をつけます。
6. オンスクリーンキーボードの SAVE(保存)キーを選択します。

デデデーーータタタパパパネネネルルルのののサササイイイズズズ変変変更更更
データまたはエンジンアプリケーションで、次の操作を実行し
ます。
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. Panel Setup Menu(パパパネネネルルルセセセッッットトトアアアッッップププメメメニニニュュューーー)を選択し

ます。
3. サイズを変更するデータパネルを選択します (Configure...(設

定))。

4. セルの内容を隣接したセルと融合して大きいセルを作成する場
合は、MERGE CELLS(セセセルルルののの合合合併併併)ソフトキーを選択します。

5. セルのサイズを半分にする場合は、SPLIT CELL(セセセルルルののの分分分割割割)
ソフトキーを選択します。
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章章章 15: 気気気象象象アアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンンののの使使使用用用 (北北北米米米のののみみみ)

目目目次次次
• 15.1 気象アプリケーションの概要 ( 234 ページ)

• 15.2 気象アプリケーションの表示 ( 234 ページ)

• 15.3 気象アプリケーションのセットアップ ( 235 ページ)

• 15.4 気象アプリケーションの概要 ( 235 ページ)

• 15.5 気象地図ナビゲーション ( 239 ページ)

• 15.6 天気予報 ( 239 ページ)

• 15.7 暴風雨（ストーム）の追跡 ( 240 ページ)

• 15.8 気象画像の動画 ( 241 ページ)
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15.1気気気象象象アアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンンののの概概概要要要
気象アプリケーションでは、過去、現在、および未来の気象
状況をグラフィックスで世界地図上にオーバーレイ（追加表
示）します。
気象アプリケーションを使用できるのは、北米とその沿岸海
域に限られます。
気象アプリケーションのグラフィクスおよび関連する気象データ
を利用して、乗船している船舶付近や特定の場所の実際の気象状
況を見極めることができます。
現在および未来の状況を伝える天気予報や警報は、気象アプリ
ケーション内で定期的に更新されます。

注注注意意意: 警報、注意報、および勧告の種類については、NOAAの
ホームページ www.nws.noaa.govをご覧ください。

免免免責責責— 参参参考考考目目目的的的とととしししてててごごご利利利用用用くくくだだださささいいい

気象情報はサービスが中断したり、誤った情報や不正確なものが
含まれる場合があります。そのため、この情報だけを頼りにする
ことは避けてください。安全に関する決定を下す前に、他の気象
情報源も確認するようにお願いいたします。ここで提供される情
報を利用したり、決定を下す際には、その全責任はご自身で負う
ことを受け入れたうえで、これに同意することとします。本サー
ビスを利用するにあたっては、Sirius Satellite Radio Inc.、WSI、
Navcast Incorporated、ならびに Raymarineに対して、このサー
ビスに関する申し立ては一切放棄するものとします。
引受契約書がお手元にない場合には、 www.sir-
ius.com/marineweatherにアクセスすれば写しをご覧になれます。

15.2気気気象象象アアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンンののの表表表示示示
ホーム画面を表示し、次の操作を実行します。
1. 気象アプリケーションが表示されているページを選択します。

気象アプリケーションが表示されます。
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15.3気気気象象象アアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンンのののセセセッッットトトアアアッッップププ
最初に気象アプリケーションをご使用になる前に、いくつかの
準備が必要です。

• Siriusから Sirius ID番号を取得し、気象またはオーディオサー
ビスパッケージを購入します。購入する前に、まずご自分の
データとオーディオ電子シリアル番号 (ESN)を記録しておきま
す。 シリアル番号は、気象レシーバの発送用ダンボールか、
気象レシーバ本体の裏側に記載されています。 詳細について
は、 www.sirius.com をご確認ください。

• お手元の多機能ディスプレイは、Raymarine SR100 Sirius気象
レシーバに接続されている必要があります。

• US 沿岸海域を航行中でなければいけません。

• 気象アプリケーションは、ホーム画面上に最低 1つはページが
用意されている必要があります。

• 気象地図上に表示したい気象グラフィクスを指定する必要
があります。

気気気象象象グググラララフフフィィィクククスススののの選選選択択択
気象アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. DISPLAY GRAPHICS(グググラララフフフィィィクククスススののの表表表示示示) ソフトキーを押

します。
2. トラックパッドを使用して、気象図上に表示したいグラフィ

クスごとに ON(オン)オプションを選択します。
3. OK ボタンを押します。

15.4気気気象象象アアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンンののの概概概要要要
気象アプリケーションでは、さまざまなグラフィクスを表示して
気象状況や予測情報を示します。
次の図では、気象アプリケーションディスプレイにおける主な機
能をご覧になれます。
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ディスプレイ内のグラフィクス上にカーソルを合わせると、追加
情報が表示されます。ディスプレイ内に現れるグラフィクスの種
類については、次の章で説明いたします。
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気気気象象象ををを表表表すすすシシシンンンボボボルルル
気象アプリケーションでは、さまざまなシンボルを使用して気象
状況や予測を種類別に表します。
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ススストトトーーームムムトトトラララッッッククク（（（低低低気気気圧圧圧経経経路路路）））のののシシシンンンボボボルルル
気象アプリケーションでは、さまざまなシンボルを使用してス
トーム トラックを種類別に表します。
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地地地表表表面面面気気気圧圧圧のののシシシンンンボボボルルル
気象アプリケーションでは、さまざまなシンボルを使用して地表
面気圧状況を種類別に表します。
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地地地上上上気気気象象象観観観測測測地地地点点点のののシシシンンンボボボルルル
気象アプリケーションでは、さまざまなシンボルを使用して地上
気象観測地点を種類別に表します。
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風風風速速速ををを表表表すすすシシシンンンボボボルルル
気象アプリケーションでは、さまざまなシンボルを使用して風速
を種類別に表します。
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波波波情情情報報報のののシシシンンンボボボルルル
気象アプリケーションでは、さまざまなシンボルを使用して
波情報を種類別に表します。
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NOWRad 降降降水水水カカカラララーーーコココーーードドド
NOWRadでは、次のような降水の種類と度合いを表示します。

カカカラララーーーコココーーードドド 降降降水水水ののの種種種類類類 度度度合合合いいい

薄緑 雨 (15～ 19 dBz)

緑 雨 (20～ 29 dBz)

深緑 雨 (30～ 39 dBz)

黄色 雨 (40～ 44 dBz)

オレンジ 雨 (45～ 49 dBz)

薄赤 雨 (50～ 54 dBz)

深赤 雨 (55+ dBz)

薄青 雪 (5～ 19 dBz)

深青 雪 (20+ dBz)

薄ピンク みぞれ (5～ 19 dBz)

深ピンク みぞれ (20+ dBz)

カカカナナナダダダレレレーーーダダダーーー降降降水水水カカカラララーーーコココーーードドド
カナダのレーダーでは、カナダの降水の度合いが表示されま
す。 NOWRad と異なり、カナダのレーダーでは降水の種類は
表示されません。

カカカラララーーーコココーーードドド mm/時時時ののの強強強度度度

透明 (降水量が極めて低い場合
は何も表示されません)

0.00～ 0.20 mm/時

薄緑 0.21～ 1.00 mm/時

カカカラララーーーコココーーードドド mm/時時時ののの強強強度度度

緑 1.01～ 4.00 mm/時

深緑 4.01～ 12.00 mm/時

黄色 12.01～ 24.00 mm/時

オレンジ 24.01～ 50.00 mm/時

薄赤 50.01～ 100 mm/時

深赤 100.01+ mm/時
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15.5 気気気象象象地地地図図図ナナナビビビゲゲゲーーーシシショョョンンン
気象地図上を移動したり、ウェイポイントを設置したりでき
ます。
気象アプリケーションを起動すると、世界地図が表示されま
す。 システムに船舶の位置固定機能が備わっている場合、地
図の中心には船舶がきます。 海図アプリケーション同様に、
カーソルを使用して海図上を移動したり、他の場所を表示した
り、Range(有効範囲) コントロールで拡大および縮小表示でき
ます。 WPTS MOB(WPTS MOB) ボタンを使用して、ウェイポ
イントを設置します。

気気気象象象図図図上上上ででで船船船舶舶舶ををを再再再度度度中中中心心心ににに置置置くくく
気象アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. FIND SHIP(船船船ををを探探探すすす) ソフトキーを押します。

15.6 天天天気気気予予予報報報
いくつもの異なる気象情報に目を通して、総合的に気象を判断
することができます。
お手元の多機能ディスプレイには、次のような天気予報が表
示されます。

• 熱帯に関するステートメント。

• 海上警報。

• 海上気象予報。

• 海上小屋警報。

熱熱熱帯帯帯ににに関関関すすするるるススステテテーーートトトメメメンンントトト
熱帯に関するステートメントでは、熱帯気象状況における情報
をご覧になれます。すべての領域でこの情報を利用できるわけ
ではありません。

海海海上上上警警警報報報
US沿岸海域や周辺海岸、またはカーソルや船舶の周辺区域で、
現在発令されている海上警報レポートを表示できます。

海海海上上上気気気象象象予予予報報報
これらの予報で確認できる情報は次のとおりです。

• US海上気象状況および沖合い気象状況、外洋気象状況

• 五大湖気象状況および沿岸周辺気象情報

• カナダの海上気象状況

海海海上上上小小小屋屋屋警警警報報報
指定する区域内 (MENU(メメメニニニュュューーー) > Weather Setup Menu(気象
セットアップメニュー) > Marine Watchbox Alerts(海上小屋警報))
でトルネードやサンダーストーム警報を受信すると、システムは
警告を発令します。この警告では、警報の種類と有効期間に関す
る情報をご覧になれます。警告レポートの全文も表示されます。
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天天天気気気予予予報報報ののの表表表示示示
気象アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. WEATHER REPORTS(天天天気気気予予予報報報)ソフトキーを押します。
2. 必要に応じて、TROPICAL STATEMENTS(熱熱熱帯帯帯ににに関関関すすするるるススステテテーーー

トトトメメメンンントトト)、MARINE WARNINGS(海海海上上上警警警報報報)、MARINE ZONE
FORECASTS(海海海上上上気気気象象象予予予報報報)、WATCHBOX WARNINGS(小小小屋屋屋
警警警報報報) ソフトキーを選択します。

該当する予報、警告、状況が表示されます。

気気気象象象地地地図図図ののの予予予測測測場場場所所所ののの変変変更更更
気象アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. WEATHER REPORTS(天天天気気気予予予報報報)ソフトキーを押します。
2. 必要に応じて CURSOR(カーソル)または SHIP(船)オプショ

ンが選択されるまで FORECAST AT(予予予測測測場場場所所所) ソフトキー
を押します。

注注注意意意: TROPICAL STATEMENTS(熱帯に関するステートメント)
または WATCHBOX WARNINGS(小屋警報) の位置を変更す
ることはできません。

15.7 暴暴暴風風風雨雨雨（（（ススストトトーーームムム）））ののの追追追跡跡跡
暴風雨の追跡機能を利用して、周辺にある大きな暴風雨を監
視できます。
ここでいう大型の暴風雨（ストーム）とは、熱帯擾乱、低気
圧、嵐、温帯性低気圧、ハリケーン、台風、および超大型台風
などを指します。
気象図には、暴風雨が通過した経路、現在地や予想される進
路、半径方向の風力 (現在地のみ)、 方向、ならびに移動速度
が表示されます。
暴風雨の経路は、以下のシンボル形式で気象図上に強調表示
されます。
カーソルをシンボル上に合わせると、暴風雨に関する追加情報
が表示されます。

éé ÿÿ ËË ²² ÿÿ  (ÅÅ àà ÎÎ ÿÿ  1·· 5) ÿÿ QQ �� ÿÿ ëë ÿÿ QQ ÷÷ xx ��
ÿÿ QQ ÿÿ \\ ��
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15.8 気気気象象象画画画像像像ののの動動動画画画
気象画像の動画を表示して、気象パターンの変化を示すこと
ができます。
気象動画オプションを使用すると、現在の時間から次の情報を動
画で表示することができます。
• 風圧、波圧、表面圧力の予報
• 気象レーダー履歴ループ (NOWRad)

気気気象象象動動動画画画ををを実実実行行行すすするるる
気象アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. ANIMATE WEATHER(動動動画画画気気気象象象)ソフトキーを押します。
2. 必要に応じて、ANIMATE TYPE(動動動画画画タタタイイイプププ) ソフトキーを

F’CAST(F’CAST) (予報) または N’RAD(NOWRad) (NOWRad)
オプションが選択されるまで押します。

3. F’CAST(F’CAST) オプションを選択する場合には、必要に
応じて、FORECAST(予予予報報報) ソフトキーをWIN(WIN) (風)、
WAV(WAV) (波)、もしくは PRES(PRES) (圧) オプションが
選択されるまで押します。

4. ANIMATE(動動動画画画) ソフトキーを ON(オン) オプションが選択
されるまで押します。

5. OK ボタンを押します。

注注注意意意: 動画の実行中は、情報を表示することはできません (カー
ソルをアイコン上に合わせる)。ただし、PAUSE(一時停止)オ
プションが選択されていなければ、有効範囲およびトラック
パッドコントロールは引き続き操作可能です。有効範囲を変
更したり、左右に移動させると、動画は再起動します。

注注注意意意: 動画の電源は次の場合、OFF(オフ) になります。
ACTIVE(アアアクククテテティィィブブブ)、PAGE(ペペペーーージジジ)、DATA(デデデーーータタタ)、WPTS
MOB(WPTS MOB)、またはMENU(メメメニニニュュューーー) ボタンが押され
たときや、動画画面が閉じられ初期設定の気象画面に戻っ
たとき。

気象アプリケーションの使用 (北米のみ) 241



242 G-Series システム ユーザー リファレンス



章章章 16: Sirius 衛衛衛星星星無無無線線線 (北北北米米米のののみみみ)

目目目次次次
• 16.1 Sirius 無線の概要 ( 244 ページ)

• 16.2 Sirius 無線アプリケーションの表示 ( 244 ページ)

• 16.3 Sirius 無線の基本操作 ( 245 ページ)

• 16.4 Sirius 無線プリセット ( 246 ページ)

• 16.5 Sirius でのお気に入りの曲の通知 ( 247 ページ)

• 16.6 Sirius 無線ペアレンタルロック（年齢視聴制限） ( 248 ページ)
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16.1 Sirius 無無無線線線ののの概概概要要要
お手元の多機能ディスプレイを使用して、接続されている Sirius
衛星無線 レシーバを操作できます。
多機能ディスプレイで、接続されている Sirius衛星無線)レシー
バの基本および最新オーディオ機能を操作できます。
Sirius 衛星無線 サービスをご利用いただける地域は北米に限り
ます。
お手元の多機能ディスプレイでは、次の操作ができます。

• Sirius 無線チャンネルに合わせる。

• 選局せずに、Sirius無線チャンネルを聞いて回る。

• Sirius 無線チャンネルの選局 (自動的に受信可能なチャンネ
ルを選局する)。

• すぐに聞けるように、Sirius無線プリセットによく聞くチャン
ネルを設定する。

• Sirius無線チャンネルにペアレンタルロックを設定する。

• お気に入りの曲やアーチストのお知らせを受信する。

複複複数数数のののアアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンン起起起動動動
大半のアプリケーションで、同一アプリケーションの 4 つのイ
ンスタンスを同時に実行させることが可能です。 ただし、以
下の 2 つは例外となります。

• 海海海図図図アアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンン—多機能ディスプレイごとに最大でイ
ンスタンスは 2 つまで。

• Sirius衛衛衛星星星無無無線線線アアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンン—多機能ディスプレイごと
にインスタンスは最大で同時に 1 つまで。

• ビビビデデデオオオアアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンン—多機能ディスプレイごとにインス
タンスは最大で同時に 1 つまで。

16.2 Sirius無無無線線線アアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンンののの表表表示示示
ホーム画面を表示し、次の操作を実行します。
1. Sirius 衛星無線アプリケーションが表示されているページを

選択します。
Sirius衛星無線アプリケーションが表示されます。
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16.3 Sirius 無無無線線線ののの基基基本本本操操操作作作
お手元の多機能ディスプレイを使用して、Sirius無線チャンネル
の局にダイヤルを合わせたり、いろいろな局を聞いて回ったり、
自動的に受信可能なチャンネルを選局したりできます。

チチチュュューーーニニニンンングググおおおよよよびびびブブブラララウウウジジジンンングググ
次の方法で、受信可能なチャンネルに合わせられます。
• トラックパッドを使用して、1つ前か次のチャンネルに継続的
に合わせることができます。または、1つ前か次のカテゴリー
内の最初のチャンネルに合わせることが可能です。

• ブラウズ機能 (ALL(すべて) または PRESET(プリセット)) と
トラックパッド、または回転ノブを使用して選局したら、
TUNE TO CHANNEL(チチチャャャンンンネネネルルルににに合合合わわわせせせるるる) ソフトキーを
選択します。

スススキキキャャャニニニンンングググ（（（自自自動動動選選選局局局）））
スキャン機能では、自動的に受信可能なチャンネルを選局し
てくれます。

Sirius 無無無線線線チチチャャャンンンネネネルルルににに合合合わわわせせせるるる
Sirius衛星無線アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. 受信可能な次のチャンネルに合わせるには、トラックパッド

の上を押します。
2. 1 つ前のチャンネルに合わせるには、トラックパッドの下

を押します。
3. 次のジャンルの受信可能な最初のチャンネルに合わせるに

は、トラックパッドの右を押します。
4. 1つ前のジャンルの受信可能な最初のチャンネルに合わせるに

は、トラックパッドの左を押します。

Sirius 無無無線線線チチチャャャンンンネネネルルルのののブブブラララウウウズズズ
Sirius衛星無線アプリケーションで、次の操作を実行します。

1. BROWSE(ブブブラララウウウズズズ)ソフトキーを選択します。
Channel List(チャンネルリスト)または Preset List (プリセッ
ト リスト) が表示されます。

2. トラックパッドを使用して、使用可能なチャンネル間をス
クロールします。

3. 選択したチャンネルを聞くには、TUNE TO CHANNEL(チチチャャャンンン
ネネネルルルににに合合合わわわせせせるるる) ソフトキーを選択します。

Sirius 無無無線線線チチチャャャンンンネネネルルルのののスススキキキャャャンンン
Sirius衛星無線アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. SETUP CHANNELS(チチチャャャンンンネネネルルルのののセセセッッットトトアアアッッップププ)ソフトキーを

選択します。
2. SCAN CHANNELS(チチチャャャンンンネネネルルルのののスススキキキャャャンンン)ソフトキーを選択

します。
3. SCAN ALL/PRE(すすすべべべててて/プププリリリをををスススキキキャャャンンン) ソフトキーを選択

して、すべてのチャンネルか、あらかじめ設定したチャンネ
ルだけをスキャンします。

4. SELECT(選選選択択択)ソフトキーを使用して、いつでもスキャンを停
止し、稼動中のチャンネルを聞くことができます。

Sirius無無無線線線チチチャャャンンンネネネルルルののの表表表示示示まままたたたははは非非非表表表示示示
Sirius衛星無線アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. SETUP CHANNELS(チチチャャャンンンネネネルルルのののセセセッッットトトアアアッッップププ)ソフトキーを

選択します。
2. EDIT CHANNEL ACCESS(チャンネル アクセスの編集) オプ

ションを選択します。
3. 非表示にしたいチャンネルを選択します。
4. CHANNEL SHOWN(表表表示示示チチチャャャンンンネネネルルル) および CHANNEL

HIDDEN(非非非表表表示示示チチチャャャンンンネネネルルル)ソフトキーを選択して、SHOW(表
示) および HIDE(非表示) を切り替えます。
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16.4 Sirius 無無無線線線プププリリリセセセッッットトト
プリセットには、最大で18局まで Sirius無線チャンネルを割り当
てることができます。こうすれば、よく聞くチャンネルに簡単
に合わせることができます。
チャンネルごとに、異なるプリセットを割り当てます。 プリ
セット間で移動させたり、既存のプリセットを削除すること
もできます。
次のスクリーンショットで、Sirius 無線プリセット リストを
ご覧になれます。

Sirius無無無線線線チチチャャャンンンネネネルルルのののプププリリリセセセッッットトトののの割割割りりり当当当ててて
Sirius衛星無線アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. PRESETS(プププリリリセセセッッットトト)ソフトキーを選択します。

Preset List(プリセットリスト)が表示されます。
2. プリセットリストから未使用のプリセット番号を選択します。
3. ASSIGN NEW CHANNEL(新新新しししいいいチチチャャャンンンネネネルルルののの割割割りりり当当当ててて)ソフ

トキーを選択します。
4. ターゲット チャンネルを選択します。

Sirius無無無線線線チチチャャャンンンネネネルルルのののプププリリリセセセッッットトトかかからららののの削削削除除除
Sirius衛星無線アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. PRESETS(プププリリリセセセッッットトト)ソフトキーを選択します。

Preset List(プリセットリスト)が表示されます。
2. チャンネルを削除するプリセットを選択します。
3. DELETE CHANNEL(チチチャャャンンンネネネルルルののの削削削除除除) ソフトキーを選択

します。

Sirius 無無無線線線チチチャャャンンンネネネルルルををを他他他のののプププリリリセセセッッットトトににに移移移動動動
すすするるる
Sirius衛星無線アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. PRESETS(プププリリリセセセッッットトト)ソフトキーを選択します。

Preset List(プリセットリスト)が表示されます。
2. 移動させたいチャンネルが入っているプリセットを選択し

ます。
3. MOVE TO NEW PRESET(新新新しししいいいプププリリリセセセッッットトトににに移移移動動動) ソフト

キーを選択します。
4. チャンネルの移動先となるご希望のプリセットを選択します。
5. MOVE TO NEW PRESET(新新新しししいいいプププリリリセセセッッットトトににに移移移動動動) ソフト

キーを選択します。
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16.5 Siriusでででのののおおお気気気ににに入入入りりりののの曲曲曲ののの通通通知知知
お気に入り機能を使用すると、お気に入りの曲やアーチスト
が Siriu 無線チャンネルで放送されたときに通知を受けること
ができます。
お気に入り通知を有効にした後でお気に入りの曲やアーチス
トがチャンネルで放送されると、通知が表示され、アラーム
が鳴ります。
Sirius 無線チャンネルでお気に入りの曲やアーチストがかかる
のを聴いたときに、歌やアーチストをお気に入りに追加するこ
とができます。 そのときに通知を追加することも、後で通知
を追加することもできます。
最大 10曲の歌またはアーチストを設定できます。
次の画面は、Sirius 無線での曲通知の例です。

Siriusにににおおお気気気ににに入入入りりりののの曲曲曲やややアアアーーーチチチススストトト通通通知知知ををを登登登録録録
すすするるる
Sirius 衛星無線アプリケーションにお気に入りの曲やアーチス
トを登録します。

1. ALERTS(おおお知知知らららせせせ) ソフトキーを選択します。
Edit Alerts(お知らせの編集)ダイアログが表示されます。

2. ADD SONG(曲曲曲ののの追追追加加加) または ADD ARTIST(アアアーーーチチチススストトトののの追追追
加加加) ソフトキーを必要に応じて選択します。
ここで登録した曲やアーチストはお気に入りとして追加さ
れます。

3. ここで、お気に入りの曲やアーチストに対するお知らせを追
加したい場合には、ALERTS ON/OFF(おおお知知知らららせせせオオオンンン/オオオフフフ)ソ
フトキーを使用してON(オン)オプションを選択します。
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16.6 Sirius 無無無線線線ペペペアアアレレレンンンタタタルルルロロロッッッククク（（（年年年
齢齢齢視視視聴聴聴制制制限限限）））
特定の Sirius無線チャンネルに、承認なしでアクセスできないよ
うに制限することができます。
「Parental Locking(ペアレンタルロック)」機能を有効にすると、
特定のチャンネルに対してパスワードを割り当て、アクセス
を制限することができます。
パスワード設定後は、最初に正しいパスワードを入力しない限
り、そのチャンネルを聞くことはできません。

Sirius 無無無線線線ペペペアアアレレレンンンタタタルルルロロロッッッククク（（（年年年齢齢齢視視視聴聴聴制制制
限限限）））ののの設設設定定定
Sirius衛星無線アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. SETUP CHANNELS(チチチャャャンンンネネネルルルのののセセセッッットトトアアアッッップププ)ソフトキーを

選択します。
2. PARENTAL LOCK(ペペペアアアレレレンンンタタタルルルロロロッッッククク)ソフトキーのON(オ

ン) オプションを選択します。
Password Setup(パスワード セットアップ) ダイアログが表
示されます。

3. パスワードとヒントを入力します。
4. SAVE(保存) を選択します。

Sirius 無無無線線線のののパパパスススワワワーーードドドののの変変変更更更
Sirius衛星無線アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. SETUP CHANNELS(チチチャャャンンンネネネルルルのののセセセッッットトトアアアッッップププ)ソフトキーを

選択します。
2. EDIT CHANNEL ACCESS(チチチャャャンンンネネネルルルアアアクククセセセスススののの編編編集集集) ソフ

トキーを選択します。
3. EDIT LOCKOUT PASSWORD(ロロロッッックククアアアウウウトトトパパパスススワワワーーードドドののの編編編

集集集) ソフトキーを選択します。
4. 古いパスワードを入力します。

5. 新しいパスワードとパスワードのヒントを入力します。
6. SAVE(保存) を選択します。

Sirius 無無無線線線チチチャャャンンンネネネルルルののの遮遮遮断断断
Sirius衛星無線アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. SETUP CHANNELS(チチチャャャンンンネネネルルルのののセセセッッットトトアアアッッップププ)ソフトキーを

選択します。
2. EDIT CHANNEL ACCESS(チチチャャャンンンネネネルルルアアアクククセセセスススののの編編編集集集) ソフ

トキーを選択します。
Channel List(チャンネルリスト)が表示されます。

3. アクセスを遮断するチャンネルを選択します。
4. CHANNEL ENABLED/LOCKED(チチチャャャンンンネネネルルル有有有効効効/ロロロッッッククク)ソフ

トキーで LOCKED(ロックオプションを選択します。
5. ブロックするチャンネルごとに手順 3～ 4を繰り返します。
6. CLEAR(クククリリリアアア) ソフトキーを選択します。
7. PARENTAL LOCK(ペペペアアアレレレンンンタタタルルルロロロッッッククク)ソフトキーのON(オ

ン) オプションを選択します。
8. パスワードの入力を求められたら、パスワードを入力します。
遮断されたチャンネルはチャンネルリストに表示されたままです
が、選択することはできません。また、スキャン機能では無視
されます。遮断されたチャンネルは、チャンネル名の横に鍵が
かかったアイコン付きで表示されます。

遮遮遮断断断ささされれれててていいいるるる Sirius無無無線線線チチチャャャンンンネネネルルルへへへのののアアアククク
セセセススス
Sirius衛星無線アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. SETUP CHANNELS(チチチャャャンンンネネネルルルのののセセセッッットトトアアアッッップププ) または

BROWSE(参参参照照照) ソフトキーで遮断されているチャンネルを
選択します。
遮断されているチャンネルを選択すると、パスワードの入力
を求めるメッセージが表示されます。

2. パスワードを入力します。
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3. OK ボタンを選択します。
間違ったパスワードを 3 回以上入力すると、パスワードのヒ
ントが表示されます。
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章章章 17: Navtex ののの使使使用用用

目目目次次次
• 17.1 Navtex の概要 ( 252 ページ)

• 17.2 Navtex のセットアップ ( 252 ページ)

• 17.3 Navtex メッセージの参照と管理 ( 253 ページ)
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17.1 Navtex ののの概概概要要要
Navtex機能により、気象予報や海上安全警告などの海上安全情
報をご覧になれます。
適切な Navtex レシーバをお手元の多機能ディスプレイに接続
すれば、気象予報や海上安全警告などの海上安全情報を表示
できます。
NAVTEXの適用範囲は、地中海、北海、日本周辺の沿岸地域、お
よび北アメリカ大陸周辺地域といった主要領域に及びます。

Navtex 警警警報報報メメメッッッセセセーーージジジののの着着着信信信
Navtexレシーバで警告を受信すると、警報は自分で設定した区
分に分類されてお手元の多機能ディスプレイ上に表示されま
す。表示される警報にはメッセージの詳細が記されており、削
除、保存することが可能です。
多機能ディスプレイには最大で 100通のメッセージを保管できま
す。保管しているメッセージ数が限界に達すると、古いメッセー
ジから自動的に削除され、新しいメッセージを受信します。

Navtex 警警警報報報メメメッッッセセセーーージジジののの区区区分分分
お手元の多機能ディスプレイを設定して警告、報告、およびサー
ビスなどさまざまな情報を区分別に分類して警報を表示させる
こともできます。一例を挙げると、航海上の警告、氷原に関す
る報告、捜索救助情報、気象に関する警告、および特別サー
ビスなどがあります。
Navtex Message List(Navtexメッセージリスト)を使用して、これ
らの情報を区分別に分類するように設定します。リストから適当
な区分を選択することで、自分が必要とする警告および情報だけ
を受信することができます。

17.2 Navtex のののセセセッッットトトアアアッッップププ
お手元の多機能ディスプレイで Navtex 警報を受信するには、
Navtex レシーバに接続し多機能ディスプレイ上の NMEA オプ
ションを設定する必要があります。
お手元の多機能ディスプレイ上で、Navtex安全メッセージを受
信したり表示するには、事前に以下を実行しておく必要があり
ます。

• 適切な Navtexレシーバをお手元の多機能ディスプレイに接続
する。

• 多機能ディスプレイ上の NMEAポートを適切なボーレートに指
定する (MENU(メニュー) > System(システム) Setup(セットアッ
プ) > System Integration(システム統合)の順に進む)。 Navtex
Message List(Navtexメッセージリスト)を表示させたい場合に
は、Navtex 4800(Navtex 4800)か Navtex 9600(Navtex 9600)オ
プションを選択する。

• 受信したい警報が分類されている適切な Navtex メッセージ
区分を選択する。
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17.3 Navtexメメメッッッセセセーーージジジののの参参参照照照ととと管管管理理理

Navtex メメメッッッセセセーーージジジののの参参参照照照
1. Navtex Message List(Navtexメッセージリスト)を表示し、次

の操作を実行します。
i. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
ii. NAVTEX MESSAGES(NAVTEXメッセージ)メニュー項目

を選択します。
Navtex メッセージ リストが表示されます。

2. リスト内にある参照したいメッセージを強調表示します。
3. メッセージが長文の場合には、リストをスクロールして、テ

キスト全文に目を通します。

Navtex メメメッッッセセセーーージジジリリリススストトトののの表表表示示示
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. NAVTEX MESSAGES(NAVTEX メッセージ) メニュー項目を

選択します。

Navtex メメメッッッセセセーーージジジリリリススストトトののの並並並びびび替替替えええ
1. Navtex Message List(Navtexメッセージリスト)を表示し、次

の操作を実行します。
i. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
ii. NAVTEX MESSAGES(NAVTEXメッセージ)メニュー項目

を選択します。
Navtex メッセージ リストが表示されます。

2. SORT LIST(リリリススストトトののの並並並びびび替替替えええ)ソフトキーを選択し、必要に
応じてDATE(日付)、STN(STN) (ステーション識別子)、または
CAT(CAT) (区分) オプションから選びます。

Navtex警警警報報報メメメッッッセセセーーージジジののの区区区分分分ををを選選選択択択すすするるる
1. Navtex Message List(Navtexメッセージリスト)を表示し、次

の操作を実行します。

i. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
ii. NAVTEX MESSAGES(NAVTEXメッセージ)メニュー項目

を選択します。
2. SETUP ALERTS(警警警報報報セセセッッットトトアアアッッップププ)ソフトキーを選択します。
3. 受信したい警報が分類されている区分を選択します。
4. 必要に応じて、受信ステータスを ON(オン) または OFF(オ

フ) に設定します。
5. 必要に応じて、区分ごとに手順 3と 4を繰り返します。
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章章章 18: ビビビデデデオオオののの使使使用用用

目目目次次次
• 18.1 ビデオ アプリケーションの概要 ( 256 ページ)

• 18.2 ビデオ セットアップ ( 257 ページ)

• 18.3 ビデオの使用 ( 258 ページ)

• 18.4 ビデオの調整 ( 259 ページ)

• 18.5 オーディオ調整 ( 260 ページ)
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18.1ビビビデデデオオオアアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンンののの概概概要要要
お手元の G-Seriesモニタのビデオソースを表示できます。
ビデオアプリケーションを利用して、GVMビデオモジュールで
G-Seriesシステムに接続されているビデオソースを表示できま
す。ビデオは、ネットワーク上のどの G-Seriesモニタでも映し
出せます。例えば、赤外線画像カメラを GVMビデオモジュール
に接続している場合、ネットワーク接続されている G-Seriesモニ
タのどれでもビデオ フィードを表示できます。
GVMビデオモジュールの S-ビデオ入力に接続されているいずれ
のビデオソースにおいても、オーディオフィードの利用が可能
です。ボリュームは、G-Seriesキーパッドで必要に応じて調整可
能です。ボリュームを変更すると、関連するビデオフィードを
現在表示している G-Seriesモニタすべてに示されます。
複数のビデオソースを同時もしくは循環して表示させることがで
きます (例：1つのビデオソースを 10秒間ごとに表示)。
簡単にアクセスできるように、各ビデオソースはソフトキーに割
り当てられています。ビデオソースおよび GVMビデオモジュー
ルは、区別しやすくするために、名前を変更できます。
明るさ、コントラスト、色合い、および各ビデオソースの縦横比
も調整できます。ビデオ画像の向きも変更可能です。例えば、前
向きモニタで後ろ向きカメラを見ている場合、「Mirror Image(左
右反対の画像)」設定を利用して正しい向きに直します。
次の画像は、ビデオ アプリケーションで映し出される映像の
一例です。

D
74

93
_2

G-Series システムに表示されるものはすべて、外部ディスプレ
イ (例：大型テレビ) に送ることが可能です。 出力解像度は、
MENU(メメメニニニュュューーー) > Display Setup Menu(デデディィィスススプププレレレイイイセセセッッットトトアアアッッッ
プププメメメニニニュュューーー) で調整できます。

注注注意意意: ビデオソースを VGA、コンポジット、および G-Series
モニタの背面にある S- ビデオ コネクタに直接接続すること
もできます。この手法で接続されているビデオソースは、ビ
デオアプリケーションには表示されません。これらのビデオ
ソースを表示するには、モニタの正面やグラスブリッジモニ
タのケース内のボタン、キーパッドを利用してモニタの On
Screen Display(オンスクリーンディスプレイ) (OSD)にアクセ
スします。 G-Seriesシステムには、モニタの背面に直接接続
できるビデオソース用のオーディオ接続がありません。
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注注注意意意: お手元のシステムにビデオ ソースを接続する方法や互
換性のある入力形態に関する詳細については、 G-Series設置
ガイドを参照してください。

18.2 ビビビデデデオオオセセセッッットトトアアアッッップププ

ビビビデデデオオオソソソーーーススス入入入力力力タタタイイイプププののの選選選択択択
システムはコンポジット、および S-ビデオ フォーマットと互
換性があります。
ビデオアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. Video Setup(ビビビデデデオオオセセセッッットトトアアアッッップププ)を選択します。
3. Configure Video System(ビビビデデデオオオシシシススステテテムムムののの設設設定定定)メニュー項

目を選択します。
4. ビデオソースが接続されている GVMビデオモジュールのシ

リアル番号を選択します。
5. Type(タタタイイイプププ) メニュー項目を選択します。
6. 必要に応じて、Composite(コンポジット)または S-Video(S-ビ

デオ) オプションを選択します。

ビビビデデデオオオソソソーーースススののの名名名前前前指指指定定定
ビデオアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. Video Setup(ビビビデデデオオオセセセッッットトトアアアッッップププ)を選択します。
3. Configure Video System(ビビビデデデオオオシシシススステテテムムムののの設設設定定定)メニュー項

目を選択します。
4. ビデオ ソースが接続されている GVM ビデオ モジュールに

対応するシリアル番号を選択します。
5. Rename Video(ビビビデデデオオオののの名名名前前前変変変更更更) メニュー項目を選択し

ます。
6. オンスクリーンキーボードで新しい名前を入力し、SAVE(保

存)を選択します。

GVM ビビビデデデオオオモモモジジジュュューーールルルののの名名名前前前指指指定定定
ビデオアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
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2. Video Setup(ビビビデデデオオオセセセッッットトトアアアッッップププ)を選択します。
3. Configure Video System(ビビビデデデオオオシシシススステテテムムムののの設設設定定定)メニュー項

目を選択します。
4. ビデオ ソースが接続されている GVM ビデオ モジュールに

対応するシリアル番号を選択します。
5. Rename GVM400 unit(GVM400ユユユニニニッッットトトののの名名名前前前変変変更更更)メニュー

項目を選択します。
6. オンスクリーンキーボードで新しい名前を入力し、SAVE(保

存)を選択します。

18.3 ビビビデデデオオオののの使使使用用用

ビビビデデデオオオソソソーーースススののの切切切りりり替替替えええ
ビデオアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. VIDEO 1(ビビビデデデオオオ 1)、VIDEO 2(ビビビデデデオオオ 2)、VIDEO 3(ビビビデデデオオオ

3)、または VIDEO 4(ビビビデデデオオオ 4) ソフトキーを選択し、ビデオ
ソースを表示します。

ビビビデデデオオオソソソーーースススののの循循循環環環
ビデオアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. PRESENTATION(プププレレレゼゼゼンンンテテテーーーシシショョョンンン) ソフトキーを押しま

す。
2. CYCLE VIDEO(ビビビデデデオオオ循循循環環環)ソフトキーで ON(オン)オプショ

ンを選択します。

ビビビデデデオオオソソソーーースススののの循循循環環環ののの順順順序序序ととと期期期間間間ののの指指指定定定
ビデオアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. Video Setup(ビビビデデデオオオセセセッッットトトアアアッッップププ)を選択します。
3. Setup Video Cycle for this Display(こここのののデデディィィスススプププレレレイイイのののビビビデデデ

オオオサササイイイクククルルルのののセセセッッットトトアアアッッップププ)メニュー項目を選択します。
4. Cycle 1(サササイイイクククルルル 1)メニュー項目を選択します。
5. ビデオ ソースの循環順序を選択します。
6. Cycle Period(循循循環環環期期期間間間)メニュー項目を選択します。
7. 回転ノブを使用して、0～ 99秒の期間を入力します。
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18.4 ビビビデデデオオオののの調調調整整整

ビビビデデデオオオピピピクククチチチャャャののの調調調整整整
ビデオアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. PRESENTATION(プププレレレゼゼゼンンンテテテーーーシシショョョンンン) ソフトキーを押しま

す。
2. 必要に応じて、CONTRAST(コココンンントトトラララススストトト)、BRIGHTNESS(明明明

るるるさささ)、COLOR(カカカラララーーー)ソフトキーを選択します。
3. トラックパッドで必要に応じてレベルを調整します。

ビビビデデデオオオののの縦縦縦横横横比比比ののの変変変更更更
ビデオアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. Video Setup(ビビビデデデオオオセセセッッットトトアアアッッップププ)を選択します。
3. Configure Video System(ビビビデデデオオオシシシススステテテムムムののの設設設定定定)メニュー項

目を選択します。
4. ビデオソースが接続されている GVMビデオモジュールのシ

リアル番号を選択します。
5. Aspect Ratio(縦縦縦横横横比比比)メニュー項目を選択します。
6. 必要に応じて、Auto(自動)、4:3、16:9 オプションの中から

選択します。

ビビビデデデオオオののの向向向きききののの変変変更更更
ビデオアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. PRESENTATION(プププレレレゼゼゼンンンテテテーーーシシショョョンンン) ソフトキーを押しま

す。
2. ORIENTATION(向向向ききき) ソフトキーで適切なオプションを選択

します。

ビビビデデデオオオ出出出力力力解解解像像像度度度ののの変変変更更更
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。

2. Display Setup(デデディィィスススプププレレレイイイセセセッッットトトアアアッッップププ)を選択します。
3. Video Output Resolution(ビビビデデデオオオ出出出力力力解解解像像像度度度)メニュー項目を

使用して解像度を調整します。
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18.5 オオオーーーデデディィィオオオ調調調整整整

ビビビデデデオオオソソソーーースススののの音音音量量量ののの調調調整整整
ビデオアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. PRESENTATION(プププレレレゼゼゼンンンテテテーーーシシショョョンンン) ソフトキーを押しま

す。
2. VOLUME(ボボボリリリュュューーームムム) ソフトキーで ON(オン) オプションを

選択します。
音量スライドコントロールがソフトキーの上に表示されます。

3. 回転つまみで音量レベルを調整します。

注注注意意意: VOLUME (ボリューム) ソフトキーは、GVM ビデオモ
ジュールの Sビデオ入力にアクティブなビデオソースが存在
し、ビデオ入力が Video Setup (ビデオセットアップ)メニュー
で「Sビデオ」に設定されている場合にのみ使用できます。コ
ンポジットビデオソースには音量コントロールはありません。
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章章章 19: 赤赤赤外外外線線線カカカメメメラララアアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンンののの使使使用用用

目目目次次次
• 19.1 赤外線カメラ アプリケーションの概要 ( 262 ページ)

• 19.2 カメラの制御 ( 264 ページ)

• 19.3 画像の調整 ( 265 ページ)

• 19.4 カメラ セットアップ ( 268 ページ)
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19.1 赤赤赤外外外線線線カカカメメメラララアアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンンののの
概概概要要要
赤外線カメラアプリケーションを使用すると、接続されている赤
外線カメラを制御して、その画像を多機能ディスプレイに表示
することができます。
赤外線イメージングカメラを使用すると、微光、または真っ暗
な条件でもはっきりと見ることができます。たとえば夜間の航
海時や、視界の悪いところ、または真っ暗な場所でも障害物
を特定することができます。
赤外線アプリケーションでは次のことができます。
• カカカメメメラララののの制制制御御御:
– パン
– チルト
– ズーム (範囲)
– カメラを「ホーム」(既定の) 位置に戻す。
– カメラの「ホーム」位置を設定する。
– カメラ画像を一時停止する。
– 可視光と赤外線カメラのレンズを切り替える。
– 監視モードを切り替える。

• カカカメメメラララ画画画像像像ののの調調調整整整:
– カラー パレット
– シーン プリセット
– 縦横比
– 明るさ
– コントラスト
– カラー
– ビデオ偏光 (リバース ビデオ)

赤赤赤外外外線線線カカカメメメラララののの GVMビビビデデデオオオモモモジジジュュューーールルルののの設設設定定定
G-Seriesシステムで赤外線カメラを表示および制御するには、赤
外線カメラアプリケーションを使用して GVMビデオモジュール
を設定する必要があります。
赤外線カメラアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. 赤赤赤外外外線線線カカカメメメラララセセセッッットトトアアアッッップププを選択します。
3. GVM 選選選択択択メニュー項目を選択します。

接続されているすべての GVMビデオモジュールの一覧がシ
リアル番号と一緒に表示されます。

4. 赤外線カメラが接続されている GVMビデオモジュールのシ
リアル番号を選択します。

5. 赤外線カメラが接続されている GVMビデオモジュールごと
に手順 1 ～ 4 を繰り返します。

注注注意意意: G-Series システムでは、GVM ビデオ モジュールごと
に 1台の赤外線カメラのみを接続することができます。赤外
線カメラが接続されると、各 GVM ビデオ モジュールはその
入力のみに制限されるため、他のビデオ デバイスの接続は
サポートされなくなります。

赤赤赤外外外線線線カカカメメメラララアアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンンののの表表表示示示
ホーム画面を表示し、次の操作を実行します。
1. 赤外線カメラアプリケーションが表示されているページのア

イコンを選択します。
赤外線カメラアプリケーションが表示されます。

注注注意意意: 赤外線カメラアプリケーションが含まれるページアイ
コンがホーム画面に表示されない場合は、赤外線カメラアプ
リケーションが表示される新しいページアイコンを作成する
必要があります。
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赤赤赤外外外線線線カカカメメメラララのののススステテテーーータタタスススアアアイイイコココンンン
赤外線カメラには、現在のカメラのステータスを示すアイコン
が表示されます。

アアアイイイコココンンン 説説説明明明

カメラ方向インジケータ。

カメラホーム位置。

夜間用シーンプリセットモード。

日中用シーンプリセットモード。

夜間ドッキング用シーンプリセット
モード。

海中に落下したのが人か物かを見分ける
ためのシーンプリセットモード。

リアビューモード—画像は水平方向に
反転されています。

アアアイイイコココンンン 説説説明明明

ズーム設定: 2xズーム。

ズーム設定: 4xズーム。

ポーズイメージ。

ネットワーク上にある単一のアクティ
ブコントローラ。

ネットワーク上にある複数のアクティ
ブコントローラ。

ネットワーク上で検出された PC /ノート
パソコン。
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19.2 カカカメメメラララののの制制制御御御

赤赤赤外外外線線線カカカメメメラララのののスススタタタンンンバババイイイ
スタンバイモードを使用して、長時間にわたってカメラを必要
としない場合に、赤外線カメラの機能を一時的に停止すること
ができます。
スタンバイモードのカメラは次のような状態になります。

• ライブ ビデオ画像は映し出されません。

• カメラを「格納」(停止)位置に移動し(レンズはカメラベース
方向に下がっている状態)、カメラの光学装置を保護します。

• パン / チルト モータを作動して、荒海においてカメラを所
定の位置に保ちます。

注注注意意意: 「格納」(停止)位置は、カメラのセットアップメニュー
で設定可能です。

赤赤赤外外外線線線カカカメメメラララのののスススタタタンンンバババイイイののの有有有効効効化化化ととと無無無効効効化化化
赤外線カメラアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. OPTIONS(オオオプププシシショョョンンン)ソフトキーを選択します。
2. CAMERA STANDBY(カカカメメメラララスススタタタンンンバババイイイ) ソフトキーを使用

して、必要に応じて ON(オン) または OFF(オフ) オプショ
ンを選択します。

注注注意意意: また、赤外線カメラアプリケーションの任意のカメラコ
ントロールを使用して、スタンバイモードから「目を覚ます」
ようにすることができます。

赤赤赤外外外線線線画画画像像像のののパパパンンン、、、チチチルルルトトト、、、ズズズーーームムム
回転ノブ、トラックパッド、有効範囲キーを組み合わせて、赤外
線カメラ表示を操作します。

回転ノブ —カメラを左右に回転させるため
に使用します (パン)。

トラックパッド —カメラを左右に回転させ
たり (パン)、カメラを上下に傾けたりする際
に使用します。

RANGE

IN

OUT
有効範囲キー—拡大および縮小表示に使用し
ます。

赤赤赤外外外線線線カカカメメメラララホホホーーームムム位位位置置置
ホーム位置はカメラのプリセット位置です。
ホーム位置は、一般的に役立つ基準点となります。例えば、地平
線に対してまっすぐかつ水平となります。 CAMERA HOME(カカカメメメ
ラララホホホーーームムム)ソフトキーを操作して、必要に応じたホーム位置を設
定したり、いつでもカメラをホーム位置に戻すことができます。

カメラがホーム位置に戻ると、ホームアイコンが
画面上に一瞬現れます。ホーム位置を新たに設定
すると、アイコンは点滅します。

赤赤赤外外外線線線カカカメメメラララのののホホホーーームムム位位位置置置へへへのののリリリセセセッッットトト
赤外線カメラアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. カカカメメメラララホホホーーームムムソフトキーを選択します。

カメラが現在ホーム位置に設定されている位置に戻り、「ホー
ム」アイコンが画面上に一瞬現れます。
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赤赤赤外外外線線線カカカメメメラララのののホホホーーームムム位位位置置置ののの設設設定定定
赤外線カメラアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. トラックパッドまたは回転ノブを使用して、カメラを必要

な位置に動かします。
2. カカカメメメラララホホホーーームムムソフトキーを 3秒間押したままにします。

新しいホーム位置が設定されたことを示すために、「ホー
ム」アイコンが画面上で点滅します。

赤赤赤外外外線線線カカカメメメラララののの画画画像像像のののポポポーーーズズズ
赤外線カメラアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. OPTIONS(オオオプププシシショョョンンン)ソフトキーを選択します。
2. CAMERA MODES(カカカメメメラララモモモーーードドド)ソフトキーを選択します。
3. ポポポーーーズズズイイイメメメーーージジジソフトキーを選択します。

赤赤赤外外外線線線カカカメメメラララ監監監視視視モモモーーードドド
監視モードでは、カメラは継続的に左右に動きます。
カメラは監視モードが無効になるか、JCU (ジョイスティックコ
ントロールユニット)または赤外線カメラアプリケーションのコ
ントロールを使ってカメラを移動するまで、継続的に動きます。
カメラがいったん停止すると、監視モードは自動的には再開され
ませんので、必要に応じて再度有効にしてください。

赤赤赤外外外線線線カカカメメメラララののの監監監視視視モモモーーードドドののの有有有効効効化化化ととと無無無効効効化化化
赤外線カメラアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. OPTIONS(オオオプププシシショョョンンン)ソフトキーを選択します。
2. CAMERA MODES(カカカメメメラララモモモーーードドド)ソフトキーを選択します。
3. SURVEILLANCE MODE(監監監視視視モモモーーードドド)ソフトキーを使用して、

必要に応じて ON(オン) または OFF(オフ) オプションを選択
します。

19.3 画画画像像像ののの調調調整整整

赤赤赤外外外線線線おおおよよよびびび可可可視視視光光光ののの操操操作作作
「デュアルペイロード」赤外線カメラは、2枚のカメラレンズ
を装備しています。赤外線カメラレンズが 1枚と可視光用カメ
ラ レンズが 1 枚です。

赤赤赤外外外線線線カカカメメメラララレレレンンンズズズで
は、異なる物標間の温度
差に基づく夜間可視画像
を映し出します。赤外
線画像では、まったくの
暗闇でも鮮明な画像を生
み出します。

可可可視視視光光光用用用カカカメメメラララレレレンンンズズズ
では、日中や微光な条件
下において、白黒(また
はグレースケール)の画
像を映し出します。微
光な条件下において、ナ
ビゲーション能力を向上
させる働きがあります。
例えば、たそがれ時に複
数の沿岸間にまたがる水
路に沿って航行している
際や、港湾入り口付近の
航行中などがこれに該当
します。

赤外線カメラ アプリケーションのTHERMAL/VISIBLE(赤赤赤外外外線線線/
可可可視視視光光光)ソフトキーを操作して、赤外線画像と可視光カメラ レ
ンズを切り替えます。
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赤赤赤外外外線線線カカカメメメラララととと可可可視視視光光光カカカメメメラララレレレンンンズズズののの切切切りりり替替替えええ
赤外線カメラアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. THERMAL / VISIBLE(赤赤赤外外外線線線/可可可視視視光光光)ソフトキーを使用して、

2 つのカメラ レンズを切り替えます。

注注注意意意: 赤外線と可視光間を切り替える機能があるのは、「デュ
アルペイロード」赤外線カメラのみです。 2つのカメラレン
ズ間を切り替えるには、カメラの「VIS / IR」ビデオケーブル
がシステムに接続されている必要があります。

赤赤赤外外外線線線ビビビデデデオオオののの縦縦縦横横横比比比ののの変変変更更更
赤外線カメラアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. OPTIONS(オオオプププシシショョョンンン)ソフトキーを選択します。
2. PRESENTATION(プププレレレゼゼゼンンンテテテーーーシシショョョンンン) ソフトキーを押しま

す。
3. ASPECT RATIO(縦縦縦横横横比比比) ソフトキーを使用して、Auto(自

動)、4:3、 16:9オプションの中から適切なオプションを選択
します。

赤赤赤外外外線線線カカカメメメラララののの画画画像像像ののの調調調整整整
赤外線カメラアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. OPTIONS(オオオプププシシショョョンンン)ソフトキーを選択します。
2. PRESENTATION(プププレレレゼゼゼンンンテテテーーーシシショョョンンン) ソフトキーを押しま

す。
3. 必要に応じて、CONTRAST(コココンンントトトラララススストトト)、BRIGHTNESS(明明明

るるるさささ)、COLOR(カカカラララーーー)ソフトキーを選択します。
4. トラックパッドで必要に応じてレベルを調整します。

赤赤赤外外外線線線カカカメメメラララのののシシシーーーンンンプププリリリセセセッッットトト
シーンプリセットを使用することで、現在の環境に見合った最適
な画像設定を素早く選択することができます。
通常の動作中、赤外線カメラは大半の状況に合わせて最適化し
た高コントラスト画像を映し出すよう、自動的に調整を行いま
す。 Scene(シーン) プリセットには、特定の状況下においてよ
り鮮明な画像を映し出せるように 4 つの追加設定が用意されて
います。 次の 4 つのモードがあります。

Night Running(夜夜夜間間間作作作動動動)—夜間用のシーンプリ
セットモードです。

Day Running(日日日中中中作作作動動動) —日中用のシーンプリ
セットモードです。

Night Docking(夜夜夜間間間ドドドッッッキキキンンングググ)—夜間ドッキン
グ用のシーンプリセットモードです。

Man Overboard(落落落水水水者者者救救救助助助) —海中に落下した
のが人か物かを見分けるためのシーンプリ
セットモードです。

プリセット名は使用用途を表すものですが、さまざまな環境状況
が考えられることから、本来の名前とは異なるモードが、より状
況に適している場合もあります。例えば、夜間操作シーンプリ
セットは港内で使用しても役立ちます。他のシーンプリセット
を本来の目的とは異なる用途に試行することで、その状況に見
合った最適なプリセットを発見することもあるでしょう。

赤赤赤外外外線線線カカカメメメラララのののシシシーーーンンンのののプププリリリセセセッッットトトののの変変変更更更
赤外線カメラアプリケーションで、次の操作を実行します。
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1. SCENE(シシシーーーンンン) ソフトキーを使用して、利用可能なシーン
モード間を切り替えます。
「シーン」のアイコンが、現在のシーンモードに変わります。

赤赤赤外外外線線線カカカメメメラララカカカラララーーーモモモーーードドド
異なる条件下で画面上の物標を見分けるには、さまざまなカラー
モードが役立ちます。
COLOR(カカカラララーーー)ソフトキーで、赤外線カメラ画像をグレースケー
ルモードか 1つもしくは 2つ以上のカラーモードに切り替えら
れます。 5 つのカラー モードが使用可能です。
向上出荷時の設定は赤で、この色は暗視を向上させる働きがあ
ります。この初期設定モードは必要に応じて変更が可能です。
カメラの Video Setup(ビビビデデデオオオセセセッッットトトアアアッッップププ) メニューを操作
して変更します。

注注注意意意: Disable Color Thermal Video(カラー赤外線ビデオの無効
化)オプションをカメラの Video Setup(ビビビデデデオオオセセセッッットトトアアアッッップププ)
メニューで設定している場合、利用できるカラーモードは、
グレースケールと赤の 2 つだけとなります。

赤赤赤外外外線線線カカカメメメラララのののカカカラララーーーモモモーーードドドののの変変変更更更
赤外線カメラアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. COLOR(カカカラララーーー) ソフトキーを使用して、利用可能なカラー

モード間を切り替えます。

赤赤赤外外外線線線カカカメメメラララリリリバババーーースススビビビデデデオオオ
ビデオ画像極性を反転させて、画面上のオブジェクトの見た
目を変えることができます。
リバースビデオオプション (ビデオ偏光)は、赤外線画像を白高
温 (またはカラーモード設定が有効な場合には、赤高温)から黒高
温に変化させます。白高温と黒高温の違いは、以下の通りです。

白高温赤外線画像。

黒高温赤外線画像。

このオプションを試行して、ニーズに応じた最適の設定を見つけ
れば、この機能の便利さが分かるでしょう。

赤赤赤外外外線線線カカカメメメラララリリリバババーーースススビビビデデデオオオののの有有有効効効化化化
赤外線カメラアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. OPTIONS(オオオプププシシショョョンンン)ソフトキーを選択します。
2. リリリバババーーースススビビビデデデオオオソフトキーでビデオの偏光を切り替えます。
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赤赤赤外外外線線線カカカメメメラララのののリリリアアアビビビュュューーーモモモーーードドド
リアビューモードでは、ビデオ画像を水平に反転させ、「左右
反対の画像」を映し出します。
この機能は、例えばカメラが後ろ向きになっている状態で、前向
きモニタで画像を見ている際などは非常に便利です。

赤赤赤外外外線線線カカカメメメラララのののリリリアアアビビビュュューーーモモモーーードドドののの有有有効効効化化化ととと無無無効効効化化化
赤外線カメラアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. OPTIONS(オオオプププシシショョョンンン)ソフトキーを選択します。
2. CAMERA MODES(カカカメメメラララモモモーーードドド)ソフトキーを選択します。
3. REAR VIEW(リリリアアアビビビュュューーー)ソフトキーを使用して、必要に応じ

て ON(オン)または OFF(オフ)オプションを選択します。

19.4 カカカメメメラララセセセッッットトトアアアッッップププ

赤赤赤外外外線線線カカカメメメラララセセセッッットトトアアアッッップププメメメニニニュュューーーへへへのののアアアククク
セセセススス
赤外線カメラメニューを使用すると、カメラの設定オプション
にアクセスできます。
赤外線カメラアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. OPTIONS(オオオプププシシショョョンンン)ソフトキーを選択します。
2. CAMERA MENU(カカカメメメラララメメメニニニュュューーー)ソフトキーを選択します。

注注注意意意: 赤外線カメラセットアップメニューの使用方法について
は、カメラに付属のドキュメントを参照してください。
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章章章 20: DSC VHF 無無無線線線ののの統統統合合合

目目目次次次
• 20.1 DSC VHF 無線をディスプレイと使用する ( 270 ページ)

• 20.2 DSC VHF 無線の統合の有効化 ( 270 ページ)
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20.1 DSC VHF 無無無線線線をををデデディィィスススプププレレレイイイととと使使使
用用用すすするるる
DSC VHF無線をお手元の多機能ディスプレイに接続したり、遭
難メッセージ情報や GPS 測位データを他の船舶用に示すこと
ができます。
DSC VHF無線をお手元の多機能ディスプレイに接続すると、次
の追加機能が利用できるようになります。
• 遭難メッセージ—接続中の DSC VHF無線が DSCメッセージ
や DSC VHF無線を装備する他の船舶から警報を受信すると、
お手元の多機能ディスプレイ上には ID (MMSI)、GPS測位、お
よび遭難メッセージ時間が表示されます。多機能ディスプレイ
にあるソフトキーを使用して、メッセージを削除したり、遭
難した船舶の GPS測位上の海図にウェイポイントを設置した
り、GPS測位に速やかに航行 (GOTO(進行先))できます。

• 位置データ— DSC VHF無線にある、「Position Request(位置
リクエスト)」ボタンを利用して、DSC VHF無線を装備する他
の船舶と GPS 測位データを送受信できます。

お手元の DSC VHF無線の設置や操作に関する情報については、
無線に付属されているハンドブックを参照してください。
次の画像は、多機能ディスプレイ上に表示される遭難メッセージ
の一例です。

20.2 DSC VHF無無無線線線ののの統統統合合合ののの有有有効効効化化化
DSC VHF無線のメッセージを表示するように多機能ディスプレ
イを設定するには、次の操作を実行します。
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. System Setup(シシシススステテテムムムセセセッッットトトアアアッッップププ) メニュー項目を選択

します。
3. System Integration(シシシススステテテムムム統統統合合合) メニュー項目を選択し

ます。
4. DSC Message(DSC メメメッッッセセセーーージジジ) メニュー項目の ON(オン)

オプションを選択します。
5. OK ボタンを押します。
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章章章 21: シシシススステテテムムムのののカカカスススタタタマママイイイズズズ

目目目次次次
• 21.1 船舶アイコンのカスタマイズ ( 272 ページ)

• 21.2 データバーのカスタマイズ ( 273 ページ)

• 21.3 コンパスのセットアップ ( 275 ページ)

• 21.4 GPS のセットアップ ( 275 ページ)

• 21.5 System setup menu(システム セットアップ メニュー) ( 277 ページ)
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21.1船船船舶舶舶アアアイイイコココンンンのののカカカスススタタタマママイイイズズズ
海図アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. Chart Setup(海海海図図図セセセッッットトトアアアッッップププ)を選択します。
3. Vessel Icon Type(船船船舶舶舶アアアイイイコココンンンのののタタタイイイプププ)を選択します。
4. 必要に応じて Sail(帆船) または Power(モーター) オプショ

ンを選択します。
5. Vessel Icon Size(船船船舶舶舶アアアイイイコココンンンのののサササイイイズズズ)を選択します。
6. 必要に応じて、Small Static(静的－小) か Large Static(静的

－大) を選択します。

船船船舶舶舶アアアイイイコココ
ンンン 船船船舶舶舶のののタタタイイイプププ 海海海図図図ビビビュュューーー

モーター /帆船—小 2D / 3D

モーター —大 2D

モーター —大 3D

船船船舶舶舶アアアイイイコココ
ンンン 船船船舶舶舶のののタタタイイイプププ 海海海図図図ビビビュュューーー

帆船 —大 2D

帆船 —大 3D
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21.2 デデデーーータタタバババーーーのののカカカスススタタタマママイイイズズズ

デデデーーータタタバババーーーののの移移移動動動
1. DATA(デデデーーータタタ) ボタンを押します。
2. DATABAR(デデデーーータタタバババーーー) ソフトキーを Database Setup

Menu(データベース セットアップ メニュー) ダイアログが
表示されるまで押します。

3. トラックパッドを使用して、Position(測位) メニュー項目を
選択します。

4. トラックパッドを使用して、必要に応じてTop(上) または
Side(面) オプションを選択します。

5. OK ボタンを押します。

デデデーーータタタバババーーーののの表表表示示示デデデーーータタタののの変変変更更更
1. Databar Setup Menu(データバー セットアップ メニュー) を

選択します。
i. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
ii. Databar Setup(デデデーーータタタバババーーーセセセッッットトトアアアッッップププ)を選択します。

Databar Setup Menu(データバーセットアップメニュー)が
表示されます。

2. データバーにデータを追加するには、次の操作を実行します。
i. Databar Setup Menu(データバー セットアップ メニュー)

を表示した状態で、Configure(設設設定定定)メニュー項目を選択
します。
現在選択中の項目を示す赤い境界線がデータバーに表示さ
れます。

ii. トラックパッドを使用して、新しいデータの必要な位置
を選択します。

iii. ADD DATA(デデデーーータタタののの追追追加加加)ソフトキーを選択します。
iv. 追加するデータタイプが含まれるデータグループを選択

します。
v. データグループからデータ要素を選択します。

vi. データに適したデータタイプを選択します。
vii. OK ボタンを押します。

3. データバーのデータを移動するには、次の操作を実行します。
i. Databar Setup Menu(データバー セットアップ メニュー)

を表示した状態で、Configure(設設設定定定)メニュー項目を選択
します。
現在選択中の項目を示す赤い境界線がデータバーに表示さ
れます。

ii. MOVE DATA(デデデーーータタタののの移移移動動動)ソフトキーを選択します。
iii. トラックパッドを使用して、データ項目をデータバーの

必要な位置に移動します。
iv. OK ボタンを押します。

4. データバーからデータ項目を削除するには、次の操作を実行
します。
i. Databar Setup Menu(データバー セットアップ メニュー)

を表示した状態で、Configure(設設設定定定)メニュー項目を選択
します。
現在選択中の項目を示す赤い境界線がデータバーに表示さ
れます。

ii. トラックパッドを使用して、削除するデータ項目を強調
表示します。

iii. REMOVE DATA(デデデーーータタタののの削削削除除除)ソフトキーを選択します。

コココンンンパパパススス バババーーー
コンパス バーは、現在の船首、または対地方位 (COG) を継続
的に表示します。
バーの両端の矢印は、現在の進路を示します。
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1 2

3

1. 進路
2. アクティブなウェイポイント
3. 方位マーカー.
コンパスバーは、DATA(デデデーーータタタ)ボタンを使用して表示します。
コンパスバーを表示するとデータバーがコンパスバーに置き換
えられ、常に画面の最上位に配置されるようになります。
コンパスバーには、船首と COGの 2つのモードがあります。
• 船首モードの方位マーカーは赤で表示されます。
• COGモードの方位マーカーは緑で表示されます。
• コンパスバーをアクティブなウェイポイントと一緒に使用する
と、方位マーカーが青になり、アクティブなウェイポイント記
号がウェイポイントの方位を示すようになります。

既定のコンパスバーモードは船首モードです。このモードは、
いつでも Databar Setup(デデデーーータタタバババーーーセセセッッットトトアアアッッップププ)メニューを使
用して変更できます。

注注注意意意: コンパスバーの表示中に MOB (落水者救助)がアクティ
ブになると、コンパスの代わりに MOBツールバーが表示され
るようになります。 アクティブな MOB アラームを取り消す
と、コンパス バーに戻ります。

コココンンンパパパススス バババーーーののの表表表示示示
1. DATA(デデデーーータタタ) ボタンを押します。

2. Databar(デデデーーータタタバババーーー) ソフトキーを使用して、COMP(コンパ
ス) オプションを選択します。

コココンンンパパパススス バババーーーののの設設設定定定
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. Databar Setup(デデデーーータタタバババーーーセセセッッットトトアアアッッップププ)を強調表示します。
3. 必要に応じて、Heading(船首)または COGを選択します。
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21.3 コココンンンパパパスススのののセセセッッットトトアアアッッップププ
最適な精度を得るために、接続されているコンパスを線形化、ま
たは「スイング」しなければならないことがあります。
コンパスを線形化、または「スイング」するには、キャリブ
レーション手順に従って船首アライメントの微調整を行うこ
とが必要になります。

注注注意意意: この手順は、自動操縦コンパスのキャリブレートには適
していません。自動操縦コンパスのキャリブレートを行う場合
は、自動操縦コントロールヘッドを使用します。

コココンンンパパパスススのののリリリニニニアアアララライイイズズズ
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. Compass Setup(コココンンンパパパスススセセセッッットトトアアアッッップププ)を選択します。
3. Linearize Compass(コココンンンパパパスススのののリリリニニニアアアララライイイズズズ) ソフトキーを

選択します。
4. 画面に表示される指示に従います。
5. 回転つまみで船首の位置を微調整します。

21.4 GPS のののセセセッッットトトアアアッッップププ
GPS のセットアップ オプションを使用して、接続されている
GPS レシーバを設定することができます。
GPS (衛星利用測位システム)は、海図上で船舶の位置を把握する
ために使用します。 GPS レシーバを設定し、Setup Menu(セッ
トアップ メニュー) の GPS ステータス オプションからステー
タスを確認することができます。トラッキング中の人工衛星ご
とに、次の情報が画面に表示されます。

• 衛星番号

• 信号強度バー

• ステータス

• 方位角

• 仰角

• トラッキング中の人工衛星の位置を示すスカイビュー

1

2

6

3 4

5
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項項項目目目 説説説明明明

1 スススカカカイイイビビビュュューーー—トラッキング中の人工衛星の位置
を視覚的に表したもの。

2 水水水平平平精精精度度度低低低下下下率率率 (HDOP)—衛星の形状、データ送信
時のシステムエラー、GPSレシーバのシステムエ
ラーなど、さまざまな要因を元に計算した GPSの
精度。値が高いほど、位置誤差が大きいことを示
します。標準的な GPSレシーバの精度は 5～ 15 m
です。たとえば GPSレシーバの誤差を 5 mとした
場合、HDOPの「2」は約 15mの誤差があることを
意味します。 HDOPの値が低くても、GPSレシー
バが正確な位置を示している保証にはなりません
のでご了承ください。はっきりしない場合は、海
図アプリケーションに表示されている実際の近接
部分に対する船舶の位置を海図に示されている既
知の物体と比較してください。

3 捕捕捕捉捉捉ススステテテーーータタタススス— GPSレシーバが実際に報告して
いるモード (No Fix -検索中、Fix -捕捉、D Fix - D捕
捉、SD Fix - SD捕捉)。

4 デデデーーータタタムムム— GPSレシーバのデータム設定によっ
て、海図アプリケーションに表示される船舶の位
置情報の精度が変わります。 GPSレシーバと多機
能ディスプレイが紙の海図と正確に相関するよう
にするには、同じデータムを使用する必要があり
ます。詳細については、「海図の使用」の章を参
照してください。

5 モモモーーードドド—現在 GPSレシーバで選択されているモー
ド。

6 衛衛衛星星星ススステテテーーータタタススス—画面左側のスカイビューで特定さ
れた各衛星の信号強度とステータスを表示します。

GPS レシーバの精度は、三角測量で使用する方位角と仰角な
ど、位置を計算するのに必要な上記のパラメータによって変
わります。
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21.5 System setup menu(シシシススステテテムムムセセセッッットトトアアアッッップププメメメニニニュュューーー)
多機能ディスプレイの System Setup(システムセットアップメニュー)で使用できるさまざまなオプションを次の表に示します。

メメメニニニュュューーー項項項目目目 説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

Boat Details(船船船舶舶舶ののの詳詳詳細細細) 衝突アラーム動作の正確性は、Boat Details setting(船
舶の詳細設定)に適切な数値を入力するかどうか
によって変わってきます。乗船する船舶の最小安
全深度、ビーム、および高さを指定します。衝突
アラームでは GPSアンテナのデータを利用するた
め、入力する数値は安全な航海に見合うものであ
り、乗船する船舶の GPSアンテナの位置も考慮
する必要があります。

• Minimum Safe Depth(最小安全深度)

• Minimum Safe Beam(最小安全ビーム)

• Minimum Safe Height(最小安全高さ)

Position Mode(位位位置置置モモモーーードドド) 位置データの表示方法を決定します。Latitude(緯度)
/ Longitude(経度)座標、または Loran TD(ロラン TD)
があります。

• Lat / Long(緯度/経度) (default)

• TDs(TD)

TD Setup(TDセセセッッットトトアアアッッップププ) Position Mode(位置モード) (上記参照)を　TDsに設定
すると、チェーン識別、スレーブ、および ASFの
数値を指定できます。

Chain(チチチェェェーーーンンン)

• 地図情報によって、さまざまなオプショ
ンがあります。

Slave 1/2(スススレレレーーーブブブ 1/2)

• 地図情報によって、さまざまなオプショ
ンがあります。

ASF 1/2(ASF 1/2)

• –09.9～ +09.9

Simulator(シシシミミミュュュレレレーーータタタ) シミュレータモードを有効または無効にします。
このモードで、GPSアンテナ、魚群探知機 (DSMソ
ナー)、またはその他外部ユニットからのデータな
しで、お手元の多機能ディスプレイの操作練習
が可能です。

• OFF(オフ) (default)

• ON(オン)

• DEMO(デモ)
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メメメニニニュュューーー項項項目目目 説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

Simulator Speed(シシシミミミュュュレレレーーータタタ速速速度度度) シミュレータが有効な状態のとき(上記参照)、船舶
アイコンの移動する速度を指定できます。

• 1x(1x)

• 2x(2x)

• 3x(3x)

Bearing Mode(方方方位位位モモモーーードドド) 方位および船首、全データの表示方法を決定しま
す。ここでの設定は、海図またはレーダーディス
プレイの描写方法には一切適用されません。

• True(真) (default)

• Magnetic(磁気)

MOB Data Type(MOBデデデーーータタタタタタイイイプププ) 位置データまたは推測航法を表示するか決定しま
す。乗船している船舶と Man Overboard (MOB)(落水者
救助)で潮流と風作用が同じであるとすれば、推測
航法設定には、より正確な航路が表されます。

• Dead Reckoning(推測航法)

• Position(位置) (default)

Variation Source(偏偏偏差差差ソソソーーーススス) この設定は、地球磁場から自然に発生するオフセッ
トを補正します。 Auto(自動)に設定すると、システ
ムは自動的に補正し、補正値を括弧付きで表示し
ます。独自の補正値を入力するには、Manual(手動)
オプションを利用して、Manual Variation(手動偏差)設
定 (下記参照)で数値を指定します。

• Auto(自動) (補正値は括弧付きで表示さ
れます) (default)

• Manual(手動)

Manual Variation(手手手動動動偏偏偏差差差) Variation Source(偏差ソース)メニュー項目を Manual(手
動) (上記参照) に設定している場合、Manual
Variation(手動偏差)設定を使用してお好みの補正
値に指定します。この数値は、接続済みの他の
Raymarine製計器にもすべて伝送されます。

• 0度東 (default)

• 有効範囲: 0～ 30度東または西

•

Language(言言言語語語) 画面に表示されるテキスト、ラベル、メニューお
よびオプションの言語を決定します。
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メメメニニニュュューーー項項項目目目 説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

Ground Trip Reset(接接接地地地トトトリリリッッップププリリリ
セセセッッットトト)

選択した接地トリップ距離カウンターをゼロに
リセットします。

• Ground Trip 1 Reset(接地トリップ 1リセッ
ト)

• Ground Trip 2 Reset(接地トリップ 2リセッ
ト)

• Ground Trip 3 Reset(接地トリップ 3リセッ
ト)

• Ground Trip 4 Reset(接地トリップ 4リセッ
ト)

Settings Reset(設設設定定定リリリセセセッッットトト) ページ設定やデータバーを含め、システムセット
アップメニューをすべてリセットし、工場出荷時
の設定に戻します。ウェイポイント、航路、およ
び航跡は削除されません。

Reset Defaults(初初初期期期設設設定定定リリリセセセッッットトト)確確確認認認

• YES(はい)

• NO(いいえ)

Settings(設設設定定定) おおおよよよびびび Data
Reset(デデデーーータタタリリリセセセッッットトト)

ページ設定やデータバーを含め、システムセット
アップメニューをすべてリセットし、工場出荷時
の設定に戻します。ウェイポイント、航路、およ
び航跡も削除されます。

注注注意意意: 複数の多機能ディスプレイ(ネットワーク
接続のディスプレイ)を採用しているシステムの
場合、データマスター (主要ディスプレイ)上か
らシステムデータベース全体が削除されます。
追加の多機能ディスプレイからは、ウェイポイ
ント、航路、および航跡だけが削除されます。

注注注意意意: G-Seriesシステム上でリセット機能を実行す
ると、ナビステーション設定も削除されます。

Factory Reset(初初初期期期設設設定定定リリリセセセッッットトト)確確確認認認

• YES(はい)

• NO(いいえ)
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メメメニニニュュューーー項項項目目目 説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

Time(時時時間間間) / Date Setup(日日日付付付設設設定定定) これらのオプションを利用して、時間および日付
形式を必要に応じてカスタマイズできます。ユニ
バーサルタイムコンスタント(UTC)から現地時間
オフセットを指定して、時差に応じて補正する
ことも可能です。

Date Format(日日日付付付形形形式式式)

• mm/dd/yy(mm/dd/yy)

• dd/mm/yy(dd/mm/yy)

Time Format(時時時間間間形形形式式式)

• 12 hr(12時間)

• 24 hr(24時間)

Local Time Offset(現現現地地地時時時間間間オオオフフフセセセッッットトト)

• –013.0～ +013.0

Units Setup(単単単位位位セセセッッットトトアアアッッップププ) 主な測定値で使用される次の単位を指定できます。

• 間隔

• 速度

• 水深

• 温度

• 気圧

• 容量

注注注意意意: Distance(距距距離離離)単位が Nautical Miles(海里)また
は Statute Miles(法定マイル)に設定されており、
表示されるデータが 1以下の場合、システムは
Feet(フィート)単位で表示します。 Distance(距距距
離離離)単位が Kilometers(キロメートル)に設定されて
いる場合、システムは Meters(メートル)単位で
表示します。

Distance Units(距距距離離離単単単位位位)

• Nautical Miles(海里) (default)

• Statute Miles(法定マイル)

• Kilometers(キロメートル)

Speed Units(速速速度度度単単単位位位)

• Knots(ノット) (default)

• mph(mph) (時速)

• kph(kph) (時速キロメートル)

Depth Units(水水水深深深単単単位位位)

• Meters(メートル)

• Feet(フィート) (default)

• Fathoms(尋)

Temperature Units(温温温度度度単単単位位位)
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メメメニニニュュューーー項項項目目目 説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

• Fahrenheit(華氏) (default)

• Celsius(摂氏)

Pressure Units(気気気圧圧圧単単単位位位)

• Bar(バール)

• PSI(PSI) (default)

• Kilopascals(キロパスカル)

Volume Units(容容容量量量単単単位位位)

• US Gallons(米ガロン)

• Imp (Imperial) Gallons(Imp英ガロン) (default)

• Liters(リットル)

System Integration(シシシススステテテムムム統統統合合合) 外部機器用の接続設定を決定します。サブメ
ニューには、次の項目が用意されています。

• Autopilot Control(自自自動動動操操操縦縦縦コココンンントトトロロローーールルル) —
Enabled(有効)に設定すると、このオプションを
利用して、コマンドを送信して自動操縦を作動
したり、解除するなど接続しているパイロット
コントロールヘッドの一部を操作できます。
Disabled(無効)に設定すると、お手元の多機能ディ
スプレイから自動操縦を操作することはできま
せん。また、すべての機能はパイロットコント
ロールヘッド自体から操作する必要があります。

• DSC Message(DSCメメメッッッセセセーーージジジ) — ON(オン)に設定
すると、接続されている DSC VHF無線から発せ
られる遭難 DSCメッセージの詳細が、お手元の
多機能ディスプレイに表示されます。 OFF(オフ)
に設定すると、お手元の多機能ディスプレイに
メッセージは表示されません。

Autopilot Control(自自自動動動操操操縦縦縦コココンンントトトロロローーールルル)

• Disabled(無効) (default)

• Enabled(有効)

DSC Message(DSCメメメッッッセセセーーージジジ)

• OFF(オフ)

• ON(オン) (default)

SeaTalk Alarms(SeaTalkアアアラララーーームムム)

• ON(オン) (default)

• OFF(オフ)

Preferred GPS Source(推推推奨奨奨のののGPSソソソーーーススス)

• SeaTalkng / NMEA2000(SeaTalkng /
NMEA2000) (default)
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• SeaTalk Alarms(SeaTalkアアアラララーーームムム)— ON(オン)に設定
すると、接続されている SeaTalkユニットから発
せられるシステムアラームはすべてお手元の多
機能ディスプレイに表示されます。 OFF(オフ)に
設定すると、お手元の多機能ディスプレイにア
ラームは表示されません。

• Preferred GPS Source(推推推奨奨奨のののGPSソソソーーーススス)—お手元
の多機能ディスプレイは、SeaTalk1、SeaTalkng、ま
たは NMEA2000接続による GPSレシーバに対応し
ています。推奨するソースを選択します。

• Data Master(デデデーーータタタマママスススタタターーー)—同じネットワーク
上に 2台以上の多機能ディスプレイがある場合、
そのうちの 1台をデータマスターに設定する必
要があります。このオプションを ON(オン)に設
定すると、現在ご使用中の多機能ディスプレイ
がデータマスターにセットされます。

• Bridge NMEA Heading(NMEA 船船船首首首のののブブブリリリッッッジジジ) —
ON(オン)に設定すると、 NMEA船首データは
SeaTalkデータバス上にブリッジされ、すべての
NMEA接続装置に送信されます。 OFF(オフ)に設
定すると、 SeaTalkバス上に NMEA船首データは
ブリッジされません。この設定を利用する例と
しては、高速船首センサー付きの MARPAを使用
する場合、このオプションを OFF(オフ)に設定し
て、すべての NMEA接続ユニットが外部船首セン
サーから船首データを受け取れるようにします。

• Keyboard(キキキーーーボボボーーードドド) —外部キーボードを接続
している場合には、ONE(1)または ALL(すべて)
に設定します。そうでなければ、OFF(オフ)に
設定します。

• SeaTalk1(SeaTalk1)

• NMEA0183(NMEA0183)

Data Master(デデデーーータタタマママスススタタターーー)

• ON(オン) (default)

• OFF(オフ)

Bridge NMEA Heading(NMEA船船船首首首のののブブブリリリッッッジジジ)

• OFF(オフ) (default)

• ON(オン)

キキキーーーボボボーーードドド

• OFF(オフ)

• ALL(すべて) (default)

• ONE(1)

NMEA Output Setup(NMEA出出出力力力セセセッッットトトアアアッッップププ)

• APB(APB)

• BWC(BWC)

• BWR(BWR)

• DBT(DBT)

• DPT(DPT)

• GGA(GGA)

• GLL(GLL)
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• NMEA Output Setup(NMEA出出出力力力セセセッッットトトアアアッッップププ) —各
NMEAポートの NMEA出力「センテンス」を個別
に有効または無効にできます。

• NMEA Port Setting(ポポポーーートトト設設設定定定) —各 NMEAに接続
されている機器に、適切なポート速度を指定
できます。 Navtex 4800(Navtex 4800)または Navtex
9600(Navtex 9600)オプションが選択されている
と、Navtexメッセージリストを表示させることが
できます。 AISレシーバには、AIS 38400(AIS 38400)
オプションを使用します。

• GSA(GSA)

• MTW(MTW)

• MWV(MWV)

• RMA(RMA)

• RMB(RMB)

• RMC(RMC)

• RSD(RSD)

• RTE(RTE)

• TTM(TTM)

• VHW(VHW)

• VLW(VLW)

• WPL(WPL)

• VTG(VTG)

• ZDA(ZDA)

NMEA Port Setting(NMEAポポポーーートトト設設設定定定)

• NMEA 4800(NMEA 4800) (default)

• Navtex 4800(Navtex 4800)

• Navtex 9600(Navtex 9600)

• AIS 38400(AIS 38400)

Waypoint Password Setup(ウウウェェェイイイポポポ
イイインンントトトパパパスススワワワーーードドドセセセッッットトトアアアッッップププ)

このメニューを利用して、ウェイポイントのパ
スワード保護を有効にしたり、パスワードを変
更できます。

Enable Password(パパパスススワワワーーードドドををを有有有効効効にににすすするるる)

• OFF(オフ) (default)

• ON(オン)
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Change Password(パパパスススワワワーーードドドののの変変変更更更)

• Edit Waypoint Password(ウェイポイントの
パスワード変更)ダイアログを表示しま
す。
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章章章 22: デデディィィスススプププレレレイイイののの保保保守守守

目目目次次次
• 22.1 点検修理と保守 ( 286 ページ)

• 22.2 機器の定期点検 ( 286 ページ)

• 22.3 クリーニング ( 287 ページ)

• 22.4 ディスプレイ画面のクリーニング ( 287 ページ)
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22.1 点点点検検検修修修理理理ととと保保保守守守
この製品には使用者が点検修理できる部品はありません。保守や
修理はすべて Raymarine 認定販売店にお問い合わせください。
無許可で修理すると、保証が無効になることがあります。

22.2 機機機器器器ののの定定定期期期点点点検検検
Raymarineでは、お手元の機器を正しく安全にお使いいただくた
めに定期点検を実地することを強くお勧めしています。
次に挙げる項目を定期的に検査してください。

• ケーブルに損傷や磨耗、裂け目などの兆候がないか検査する。

• ケーブルがすべてしっかり接続されていることを確認する。
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22.3 クククリリリーーーニニニンンングググ
最良のクリーニング方法。

本製品をクリーニングする際は、以下の点に注意してください。

• ディスプレイ画面を乾いた布で拭かないでください。画面の
コーティングに傷が付きます。

• 研磨剤や酸性の、またはアンモニアが入ったクリーニング
剤を使用しないでください。

• ジェット ウォッシュは使用しないでください。

22.4デデディィィスススプププレレレイイイ画画画面面面のののクククリリリーーーニニニンンングググ
ディスプレイ画面はコーティング加工されています。これによっ
て撥水効果とぎらつき抑制効果が得られます。このコーティング
を傷めないために、次の手順に従ってください。
1. ディスプレイの電源を切ります。
2. 画面を水洗いし、ほこりの粒子や付着塩分を取り除きます。
3. 画面を自然乾燥させます。
4. 汚れが残っている場合は、清潔なマイクロファイバー製の布

(眼鏡店で入手可能) 画面をそっと拭きます。
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章章章 23: テテテクククニニニカカカルルル サササポポポーーートトト

目目目次次次
• 23.1 Raymarine テクニカル サポート ( 290 ページ)

• 23.2 サードパーティのサポート情報 ( 291 ページ)
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23.1 Raymarineテテテクククニニニカカカルルルサササポポポーーートトト
Raymarineでは、ホームページ、世界中の販売店ネットワーク、
電話によるヘルプなど、充実したカスタマーサポートサービス
をご用意しています。解決できない問題がある場合は、以下のい
ずれかの方法でサポートをご利用ください。

Web サササポポポーーートトト
次の Web サイトのカスタマー サポート セクションをご利用
ください。
www.raymarine.com
FAQ (よくある質問)、サービス情報、Raymarine テクニカル サ
ポート部門への電子メールアドレス、世界の Raymarine代理店
情報などが掲載されています。

電電電話話話サササポポポーーートトト
米国内からのお問い合わせ:
+1 603 881 5200内線 2444
英国、欧州、中東、極東地域からのお問い合わせ:
+44 (0)23 9271 4713

製製製品品品情情情報報報
サービスをお申し込みの際は、以下の情報をお手元にご用意
ください。
• 製品名
• 製品の ID 番号
• シリアル番号
• ソフトウェア アプリケーションのバージョン
この製品情報は製品内のメニューから参照いただけます。

多多多機機機能能能デデディィィスススプププレレレイイイのののソソソフフフトトトウウウェェェアアア情情情報報報ののの表表表示示示
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。

2. System Diagnostics (シシシススステテテムムム診診診断断断)を選択します。
3. Software Services(ソソソフフフトトトウウウェェェアアアサササーーービビビススス)を選択します。
4. Unit Info(ユユユニニニッッットトト情情情報報報)を選択します。

App Version(アプリケーションのバージョン) (ソフトウェアの
バージョン)などのさまざまな情報が表示されます。
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23.2サササーーードドドパパパーーーテテティィィのののサササポポポーーートトト情情情報報報
サードパーティのサプライヤの連絡先およびサポート情報は、該
当する Web サイトをご覧ください。

Navionics
www.navionics.com

Sirius marine weather
www.sirius.com/marineweather

Sirius audio
www.sirius.com
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商商商標標標おおおよよよびびび登登登録録録商商商標標標
Autohelm、hsb2、RayTech Navigator、Sail Pilot、SeaTalk、SeaTalkNG、SeaTalkHS ならびに Sportpilotは、Raymarine UK Limitedの
登録商標です。 RayTalk、Seahawk、Smartpilot、Pathfinderならびに Raymarineは、Raymarine Holdings Limitedの登録商標です。
その他すべての製品名は、それぞれのメーカーが保有する商標または登録商標です。

公公公正正正使使使用用用ににに関関関すすするるる声声声明明明
このマニュアルは個人使用目的で最大 3 部まで印刷することができます。 その他の理由でこのマニュアルの追加コピーを作成
したり、配布したりすることはできません。この理由には、市販目的で使用したり、第三者に授与または販売する、また
はその他の目的が含まれますが、これに限定されません。
Copyright ©2010 Raymarine UK Ltd. All rights reserved.

日日日本本本語語語
ドキュメント番号: 87070-2
日付: 10-2010





Contents
章章章 1重重重要要要ななな情情情報報報 .....................................................9
TFT LCDディスプレイ.................................................10
水の浸入について ........................................................10
免責 ............................................................................ 11
海図カードとメモリカード .......................................... 11
EMC設置ガイドライン ................................................ 11
抑制フェライト ...........................................................12
その他の機器への接続 .................................................12
適合宣言 .....................................................................12
製品の廃棄 ..................................................................12
保証登録について ........................................................12
IMOおよび SOLAS ........................................................ 13
技術的正確さ...............................................................13

章章章 2設設設置置置ののの計計計画画画 ...................................................15
2.1ハンドブック情報 ...................................................16
2.2 G-Seriesハンドブック ............................................16
2.3設置チェックリスト ...............................................17
2.4設置図 ...................................................................17
2.5ナビステーション ..................................................18
2.6システムの概要 ......................................................20
2.7単一プロセッサのシステムの例 ...............................22
2.8デュアルナビステーション (単一プロセッサ)の
例 ...............................................................................24

2.9 単一のナビ ステーション (デュアル プロセッサ)
の例 ............................................................................26
2.10デュアルナビステーション (デュアルプロセッ
サ)の例 .......................................................................28
2.11エンターテインメントシステムの例 ......................30
2.12システム制限........................................................32
2.13データマスター (マスター GPM)............................ 32
2.14システム統合........................................................33
2.15ネットワーク接続に関する制約 .............................39
2.16 G-Seriesネットワーク ..........................................40
2.17システムプロトコル .............................................41

章章章 3ケケケーーーブブブルルルととと接接接続続続部部部 .........................................43
3.1敷設時の一般的なガイダンス ..................................44
3.2ブレーカの共有 ......................................................45
3.3接地に関する必要条件 ............................................45
3.4標準的な配電 .........................................................47
3.5電源ケーブル .........................................................49
3.6 SeaTalkhs ネットワーク ...........................................50
3.7 SeaTalkng の接続.....................................................68
3.8 SeaTalkの接続 .......................................................70
3.9 NMEA 0183の接続 .................................................72
3.10 NMEA 2000の接続 ...............................................74
3.11 GPS接続 .............................................................75
3.12 AIS接続 ...............................................................76

5



3.13 Fastheading接続 ..................................................77

章章章 4場場場所所所ととと取取取りりり付付付けけけ ............................................79
4.1発火源の可能性 ......................................................80
4.2 GPMプロセッサユニット ......................................80
4.3 G-Seriesモニタ ......................................................83
4.4 G-Seriesキーボード ...............................................84
4.5コマンドセンターキーボードワイヤレスアップ
グレード .....................................................................91
4.6 GVM400ビデオモジュール ....................................96
4.7アラームブザー ......................................................98

章章章 5初初初回回回時時時電電電源源源投投投入入入テテテススストトト................................. 101
5.1電源を入れる前に ................................................. 102
5.2電源投入テスト .................................................... 102

章章章 6初初初回回回セセセッッットトトアアアッッップププ ....................................... 105
6.1コマンドセンターキーボードのレイアウト........... 106
6.2小型キーボードのレイアウト ................................ 107
6.3初回設定 .............................................................. 107
6.4データマスターの指定 (マスター GPM) ................. 108
6.5ナビステーションの作成 ....................................... 108
6.6ナビステーションへのモニタの割り当て................ 109
6.7ナビステーションへのキーボードの割り当て .......... 110
6.8個々のモニタへのキーボードの割り当て................ 110

章章章 7シシシススステテテムムムチチチェェェッッッククク ...................................... 111

7.1言語の選択........................................................... 112
7.2コンパスのセットアップ ....................................... 112
7.3コンパスバー....................................................... 113
7.4 GPS check ............................................................. 114
7.5 GPSのセットアップ ............................................ 114
7.6レーダーチェック ................................................ 116
7.7ソナーチェック ................................................... 118
7.8自動操縦、AISおよび Navtexの設定 ..................... 119
7.9赤外線カメラのセットアップとチェック................ 120
7.10ビデオセットアップ ........................................... 121
7.11データチェック .................................................. 123
7.12 System setup menu(システム セットアップ メ
ニュー) ........................................................................ 124

章章章 8トトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ ............................. 133
8.1トラブルシューティング ....................................... 134
8.2電源投入のトラブルシューティング ...................... 135
8.3 G-Seriesモニタのトラブルシューティング ............ 136
8.4キーボードのトラブルシューティング ................... 138
8.5レーダーのトラブルシューティング ...................... 140
8.6 GPSのトラブルシューティング ............................ 141
8.7ソナーのトラブルシューティング ......................... 142
8.8赤外線カメラのトラブルシューティング................ 143
8.9システムデータのトラブルシューティング ........... 146
8.10ビデオのトラブルシューティング ........................ 147
8.11 SeaTalkhs の LEDの表示 ...................................... 148

6 G-Series installation instructions



8.12 GPMプロセッサユニットの LEDの表示 ............. 148
8.13 GVMビデオモジュールの LEDの表示 ................. 149
8.14 DSM400ソナー LEDの表示 ................................ 150

章章章 9テテテクククニニニカカカルルルサササポポポーーートトト ................................... 151
9.1 Raymarineテクニカルサポート ............................ 152
9.2サードパーティのサポート情報 ............................. 153

章章章 10技技技術術術仕仕仕様様様................................................... 155
10.1 GPMプロセッサユニット................................... 156
10.2 GVM400ビデオモジュール................................. 157
10.3コマンドセンターキーボード ............................. 158
10.4小型キーボード .................................................. 159
10.5モニタ................................................................ 160
10.6グラスブリッジモニタ ....................................... 163

章章章 11オオオプププシシショョョンンンおおおよよよびびび付付付属属属品品品............................ 167
11.1 SeaTalk付属品 ................................................... 168
11.2 SeaTalkng 付属品 ................................................. 168
11.3 SeaTalkhs 付属品 ................................................. 170
11.4モニタ付属品 ...................................................... 172
11.5 NMEA 2000付属品.............................................. 172
11.6 NMEA 0183付属品.............................................. 173
11.7オーディオおよびビデオ付属品 ........................... 173
11.8スペア部品 ......................................................... 174

付付付録録録 A NMEA 0183のののセセセンンンテテテンンンススス........................ 177

付付付録録録 B NMEA 2000のののセセセンンンテテテンンンススス........................ 179

付付付録録録 Cコココネネネクククタタタとととピピピンンン配配配列列列 ................................ 182

付付付録録録 Dナナナビビビススステテテーーーシシショョョンンンののの配配配線線線図図図 ...................... 184

7



8 G-Series installation instructions



章章章 1: 重重重要要要ななな情情情報報報
通通通告告告: 製製製品品品ののの設設設置置置おおおよよよびびび操操操作作作
本製品は、明示されている指示に必ず従って設置お
よび操作してください。作業指示を守らないと、怪
我をしたり、ボートが損傷したり、製品の性能が十
分に発揮されないことがあります。

通通通告告告: 発発発火火火源源源ののの可可可能能能性性性
この製品は危険な大気環境、または引火性の高い場
所で使用するための承認を受けていません。機関室
や燃料タンク付近など、危険な環境や引火性の高い
場所には絶対に設置しないでください。

通通通告告告: 高高高電電電圧圧圧
この製品は高電圧製品です。本書で特に明記されて
いない限り、カバーを開けたり、内部部品に触っ
たりしないでください。

通通通告告告: 製製製品品品ののの接接接地地地
電源を投入する前に、本製品が本書の指示に従って
正しく接地されていることを確認してください。

通通通告告告: 電電電源源源のののスススイイイッッッチチチををを切切切るるる
この製品の設置に取り掛かる前に、船舶の電源装
置がオフになっていることを確認してください。
本書の指示がない限り、電源が入った機器の接続/
取り外しは行わないでください。

通通通告告告: レレレーーーダダダーーースススキキキャャャナナナののの安安安全全全性性性
レーダースキャナの回転を始める前に、担当者が全
員離れた場所にいることを確認してください。

通通通告告告: レレレーーーダダダーーー伝伝伝送送送ののの安安安全全全性性性
レーダースキャナは電磁エネルギーを伝送します。
レーダー伝送中は担当者はスキャナに近づかない
でください。

通通通告告告: ソソソナナナーーーののの操操操作作作
• 水から出ている船舶の音響器を作動しないでく
ださい。

• 音響器の電源が入っているときにトランスデュー
サ表面に触らないでください。

• ダイバーがトランスデューサの 7.6 m (25 フィー
ト) 以内にいる場合は、音響器の電源を切って
ください。

警警警告告告: 電電電源源源ののの保保保護護護
この製品を設置する際は、電源が適切な定格ヒュー
ズまたは自動遮断器などによって十分に保護され
ていることを確認してください。

重要な情報 9



警警警告告告: 海海海図図図カカカーーードドドのののおおお手手手入入入れれれ
海図カードが修復不可能なほど損傷したり、データ
が失われたりするのを防ぐため、次の点に注意し
てください。

• 海図カードが正しい方向に装着されていること
を確認します。 カードを無理矢理押し込まない
でください。

• データ (ウェイポイント、航路など) を 海図カー
ドに保存しないでください。海図が上書きされ
る可能性があります。

• スクリュードライバーやペンチなどの金属製の
工具を使って海図カードを取り外さないでくだ
さい。

• 安全に取り外してください。 Remove Card
Remove Card (カードの取り外し) メニューオプ
ションを使用して、海図カードを取り外してく
ださい。

警警警告告告: 海海海図図図カカカーーードドドののの扉扉扉がががきききちちちんんんととと閉閉閉まままっっっ
ててていいいるるるここことととををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。
水の浸入によりディスプレイが損傷するのを防ぐ
ためにも、海図カードの扉がしっかりと閉まって
いることを確認してください。 これはカチリと音
がするかどうかで確認できます。

警警警告告告: サササンンンカカカバババーーーををを使使使用用用しししままますすす。。。
製品を紫外線から守るためには、使用していないと
きに製品に必ずサンカバーをかけてください。

警警警告告告: クククリリリーーーニニニンンングググ
本製品をクリーニングする際は、以下の点に注意し
てください。

• ディスプレイ画面を乾いた布で拭かないでくださ
い。画面のコーティングに傷が付きます。

• 研磨剤や酸性の、またはアンモニアが入ったク
リーニング剤を使用しないでください。

• ジェットウォッシュは使用しないでください。

TFT LCD デデディィィスススプププレレレイイイ
カラーの背景やカラー照明を使用して表示すると、ディスプレイ
の色が変わって見えることがあります。これはすべての液晶ディ
スプレイ (LCD) に見られる正常な作用です。
薄膜トランジスタ (TF) LCD ユニットの場合、わずかな数 (7 未
満)のピクセルの色が間違ってディスプレイに表示されることが
あります。その場合、画面の明るい領域で黒いピクセルとして
表示されたり、黒い領域でカラーピクセルとして表示されたり
することがあります。

水水水ののの浸浸浸入入入にににつつついいいててて
水の浸入に関する免責
Raymarine製品の防水能力は IPX6標準を上回っていますが、高圧
洗浄を受けた場合、浸水および機器の故障が生じることがありま
す。 Raymarineでは高圧洗浄を受けた機器の保証は行いません。
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免免免責責責
この製品 (電子海図を含む)は航行を補助する目的でのみ提供され
ています。政府が提供する正式な海図の代わりとしてでなく、参
考資料としてのみ使用してください。安全な航海に必要な最新情
報がすべて含まれているのは、政府が発行する海図および水路通
報だけです。船長は慎重に使用していただきますようお願いいた
します。本製品、またはその他の Raymarine製品を使用する際
に、政府が発行する正式な海図、水路通報、警告事項、および適
切な航行技術を使用することは、ユーザーの責任となりますので
ご了承ください。本製品ではサードパーティのデータ提供会社
が用意した電子海図をサポートしています。この海図は組み込ま
れている場合とメモリカードに保存されている場合があります。
このような海図を使用する際は、本製品、またはメモリカードに
付属 (該当する場合)のドキュメントに記載されているデータ提供
会社のエンドユーザー使用許諾契約に従うことになります。
Raymarineはこの製品に誤りがないこと、または Raymarine以外
の個人、または事業体によって製造された製品と互換性がある
ことを保証しません。
本製品はデジタル海図データ、および GPS (衛星利用測位システ
ム)の電子情報を使用しますが、これらの製品にはエラーが含ま
れていることがあります。 Raymarineではそのような情報の正確
さについて保証しません。また、そのような情報にエラーが含ま
れる場合、製品の誤動作の原因となることがあることをお客様に
お知らせしておきます。 Raymarineでは本製品を使用したこと、
または使用できないこと、他社が製造した製品とやり取りをす
る、または製品で使用されている、あるいはサードパーティに
よって使用されている海図データにエラーがあったことに起因す
る損傷や負傷に対して責任を負いません。

海海海図図図カカカーーードドドとととメメメモモモリリリカカカーーードドド
互互互換換換カカカーーードドド
Raymarine システムと互換性のあるメモリ カード、または海
図カードは次のとおりです。

• CompactFlash (CF)
• micro Secure Digital (microSD)
• micro Secure Digital 大容量 (microSDHC)

注注注意意意: microSDおよび microSDHCカードを使用する場合は、
オプションの Raymarine CF / microSDカードアダプタが必要
です。 システムと互換性があるのは、正規の Raymarine ア
ダプタのみです。

海海海図図図カカカーーードドド
お使いのシステムには、最寄りの地域の電子海図が装備されて
います。 別の海図データを使用する場合は、互換性のある CF
海図カードをユニットの CompactFlash カード スロットに挿入
します。 microSD または microSDHC 海図カードを使用する場
合は、オプションの CF / microSD カード アダプタを購入し、
ユニットの CompactFlash カード スロットに挿入してくださ
い。 microSD または microSDHC 海図カードはアダプタに挿入
する必要があります。

無無無印印印ででではははなななくくく、、、ブブブララランンンドドド印印印付付付きききののの海海海図図図カカカーーードドド/メメメモモモリリリカカカーーードドドををを使使使
用用用しししてててくくくだだださささいいい。。。
データをアーカイブする場合は、質の高いブランド印付きのメ
モリカードをお使いになることをお勧めします。一部お使いの
ユニットでは使用できないメモリ カードのブランドもありま
す。推奨カードの一覧については、カスタマーサポートまでお
問い合わせください。

EMC 設設設置置置ガガガイイイドドドララライイインンン
Raymarineの機器および付属品は、機器間の電磁干渉、およびそ
のような干渉がシステムの性能に及ぼす影響を最小限に抑えるた
め、適切な電磁適合性 (EMC)規制に従っています。
EMCの性能に障害を来たさないためにも、正しく設置すること
が必要です。
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最最最適適適ななな EMC 性能を確保するため、可能な限り次の条件を守る
ことをお勧めします。
• Raymarine 機器とケーブルを接続する際は、次の点に注意し
てください。
– 無線信号を伝送する機器、またはケーブルとの間隔を 1 m
(3 フィート) 以上空けてください (VHF 無線、ケーブル、
アンテナなど)。 SSB 無線の場合は、距離を 2 m(7 フィー
ト) に広げてください。

– レーダービームの経路からは 2 m (7 フィート)以上離してく
ださい。レーダービームの広がり角範囲は、一般に放射素
子の上下 20 度とされています。

• この製品には、エンジン始動に使用するセパレート型バッテリ
が付属しています。これにより、エンジン始動にセパレート型
バッテリが用意されていない場合に生じることがある異常動作
やデータの損失を防ぐことができます。

• Raymarine指定のケーブルを使用してください。
• 設置マニュアルに詳しい方法が記載されていない限り、ケーブ
ルを切断したり延長したりすることはやめてください。

注注注意意意: 設設設置置置上上上ののの制制制約約約ににによよよりりり、、、上上上記記記ののの推推推奨奨奨事事事項項項ををを実実実行行行ででできききななないいい
場場場合合合ははは、異なる電気機器間の距離を最大限に空けて、設置
手順の始めから終わりまで EMC の性能に最適な条件を確保
するよう心がけてください。

抑抑抑制制制フフフェェェララライイイトトト
Raymarineのケーブルには抑制フェライトが取り付けられている
ものがあります。抑制フェライトは、EMC性能を正常に保つため
に大切な働きをします。なんらかの理由（例：設置または保守作
業時）で、フェライトを取り外す必要がある際には、製品をご使
用になる前に必ず元の場所にフェライトを取り付けてください。
正規の Raymarine販売店で販売する、純正部品のフェライトの
みをご使用ください。

そそそののの他他他ののの機機機器器器へへへののの接接接続続続
Raymarine 社製品以外のケーブルにフェライトを使用する場
合の必要条件
Raymarine から支給されたケーブル以外を使って、お手元の
Raymarine機器をその他の機器に接続する場合には、Raymarine
ユニット周辺のケーブルに必ず抑制フェライトを取り付けてく
ださい

適適適合合合宣宣宣言言言
Raymarine Ltd. は、G-Seriesシステムが EMC指令 2004/108/EC
の必須条件を満たしていることを宣言します。
適合宣言証明書の原本は、www.raymarine.com の該当する製品
ページをご覧ください。

製製製品品品ののの廃廃廃棄棄棄
この製品は WEEE指令に従って廃棄してください。

WEEE (電気電子機器廃棄物)指令では、電気電子機器廃棄物
のリサイクルが義務付けられています。 Raymarine製品の中には
WEEE指令の適用対象にならないものもありますが、Raymarine
ではこの方針をサポートしております。お客様にもこの製品の廃
棄方法についてご理解いただきますようお願いいたします。

保保保証証証登登登録録録にににつつついいいててて
G-Series multifunction display所有権を登録するには、同梱の保証
登録カードにご記入いただくか、 www.raymarine.comにアクセス
してオンライン登録を行ってください。
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完全な保証特典を受けるためにも、製品を登録することは重要
です。 パッケージには本体のシリアル番号を示すバーコード
ラベルが付いています。 このラベルを保証登録カードに貼っ
てください。

IMO おおおよよよびびび SOLAS
本書に記載の機器は、レジャー用ボート、および国際海事機関
(IMO)や海上における人命の安全のための国際条約 (SOLAS)の対
象になっていない作業船での使用を目的としています。

技技技術術術的的的正正正確確確さささ
弊社の知る限り、このドキュメントに記載の情報は発行時点で
正確です。 しかし Raymarine では、不正確さや記入漏れに対
する責任は負いかねます。 さらに継続的な製品改良方針に伴
い、予告なしに仕様が変更される場合があります。 このため
Raymarine では、製品と本書の間に不一致が生じても、一切責
任を負いません。
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章章章 2: 設設設置置置ののの計計計画画画

目目目次次次
• 2.1 ハンドブック情報 ( 16 ページ)

• 2.2 G-Series ハンドブック ( 16 ページ)

• 2.3 設置チェックリスト ( 17 ページ)

• 2.4 設置図 ( 17 ページ)

• 2.5 ナビ ステーション ( 18 ページ)

• 2.6 システムの概要 ( 20 ページ)

• 2.7 単一プロセッサのシステムの例 ( 22 ページ)

• 2.8 デュアル ナビ ステーション (単一プロセッサ) の例 ( 24 ページ)

• 2.9 単一のナビ ステーション (デュアル プロセッサ) の例 ( 26 ページ)

• 2.10 デュアル ナビ ステーション (デュアル プロセッサ) の例 ( 28 ページ)

• 2.11 エンターテインメント システムの例 ( 30 ページ)

• 2.12 システム制限 ( 32 ページ)

• 2.13 データ マスター (マスター GPM) ( 32 ページ)

• 2.14 システム統合 ( 33 ページ)

• 2.15 ネットワーク接続に関する制約 ( 39 ページ)

• 2.16 G-Series ネットワーク ( 40 ページ)

• 2.17 システム プロトコル ( 41 ページ)
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2.1 ハハハンンンドドドブブブッッッククク情情情報報報
このハンドブックには、G-Seriesシステムを設置および試運転す
る際の重要な情報が記載されています。

2.2 G-Series ハハハンンンドドドブブブッッッククク
G-Seriesシステムには次のハンドブックが用意されています。

G-Series ハハハンンンドドドブブブッッッククク

説説説明明明 品品品番番番

G-Seriesシステム設置および試
運転方法

87070

G-Seriesシステム操作説明書
(クイックリファレンス)

86126

G-Seriesシステムユーザーリ
ファレンスハンドブック

81276

グラスブリッジモニタユー
ザーガイド

81324

G-Series小型キーボード 81316

G-Seriesコマンドセンターキー
ボード

87084

追追追加加加ハハハンンンドドドブブブッッッククク

説説説明明明 品品品番番番

SeaTalkng リファレンスマニュ
アル

81300

すべてのドキュメントは www.raymarine.comから PDF形式でダ
ウンロードできます。
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2.3 設設設置置置チチチェェェッッックククリリリススストトト
設置には次の操作が必要になります。

設設設置置置タタタスススククク

1 システムのプランを作成する

2 必要なすべての機器と工具を揃える

3 すべての機器を配置する

4 すべてのケーブルの経路を決定する

5 ドリルでケーブル穴と取り付け穴を開ける

6 すべての機器を接続する

7 すべての機器を定位置に固定する

8 システムの電源投入テストを行う

2.4 設設設置置置図図図
付属の設置図テンプレートに設置の詳細を記入してください。
本書には、ナビステーション、ケーブル、コネクタの配線計画に
役立つ多数の設置図テンプレートが用意されています。初回設置
時、および今後の設定やシステム保守のためにも、この情報を記
録しておくことが重要です。
設置図テンプレートには次の情報を記入できます。

• ナビ ステーション名

• ナビ ステーションの場所

• ナビ ステーションの IP アドレス

• 機器のシリアル番号

• 機器の場所

• GPM プロセッサのデータ マスターの指定
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2.5 ナナナビビビススステテテーーーシシショョョンンン
ナビステーションは最大 4台のモニタとキーボードをグループに
したものです。こうすることで、同じキーボードからすべてのモ
ニタの明るさと電源を調整することができます。
各ナビステーションは、最低 1台のモニタと 1台のキーボード
を備えています。
モモモニニニタタタ— 最大 2 台のモニタをシステムの各 GPM プロセッサ
に接続できます。
キキキーーーボボボーーードドド— キーボードはシステムの 1 台のモニタ、ナビ ス
テーションまたはすべてのモニタに割り当てることができます
が、モニタの制御は 1度に 1台ずつしか行えません。キーボー
ドでどのモニタを制御するかを選択することができます。キー
ボードをモニタに関連付けると、システムを完全制御できる
ようになります。
次の図に、標準的なナビステーションの配置を示します。
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番番番号号号 説説説明明明

1 ナビステーション 1 (フライブリッジ)

2 ナビステーション 2 (ブリッジ)

3 甲板下コンポーネント (例：GPM400プロセッサユ
ニット、GVMビデオモジュール)

システムに合ったナビステーションの計画および構成方法につ
いては、設置手順を参照してください。
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2.6 シシシススステテテムムムののの概概概要要要
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G-Seriesシステムは、完全な海洋電子システムを形成するために
接続された、多数の装置で構成されています。標準的なシステ
ムの概要例を図に示します。

1. ナビ ステーション 1 (例：フライブリッジ)

2. モニタ

3. キーボード

4. ナビ ステーション 2 (例：ブリッジ)

5. GPM プロセッサ ユニット

6. SeaTalkng 計器 / パイロット

7. SeaTalk ng 計器 / パイロット

8. GPS レシーバ

9. アラーム音響

10. デジタル音響モジュール (DSM) ソナー

11. レーダー スキャナ

12. E-Series ワイドスクリーン多機能ディスプレイ

13. GVM ビデオ モジュール

14. ビデオ カメラ

15. SeaTalkhs スイッチ

注注注意意意: G-Seriesモニタを使用する場合は、SeaTalkhs を GPMプ
ロセッサユニットにも接続する必要があります (SeaTalkhs ス
イッチを使用しますが、ここには図示されていません)。
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2.7 単単単一一一プププロロロセセセッッッサササのののシシシススステテテムムムののの例例例
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1. ナビ ステーション

2. モニタ

3. キーボード

4. SeaTalkng バックボーン

5. SeaTalkng パイロット

6. SeaTalkng 計器

7. レーダー スキャナ

8. デジタル音響モジュール (DSM) ソナー

9. トランスデューサ

10. SeaTalkhs スイッチ

11. GPM プロセッサ ユニット

12. オーディオ出力 (船舶のオーディオシステムに接続)

13. SeaTalk / アラーム出力

14. GPS レシーバ (SeaTalk)

15. アラーム音響
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2.8 デデデュュュアアアルルルナナナビビビススステテテーーーシシショョョンンン (単単単一一一プププロロロセセセッッッサササ) ののの例例例
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1. ナビ ステーション 1 (例：フライブリッジ)

2. モニタ

3. キーボード

4. ナビ ステーション 2 (例：ブリッジ)

5. ワイヤレス キーボード

6. ワイヤレス キーボード充電ポイント

7. SeaTalkng バックボーン

8. ワイヤレス ベース ステーション

9. SeaTalkng パイロット

10. SeaTalkng 計器

11. レーダー スキャナ

12. デジタル音響モジュール (DSM) ソナー

13. トランスデューサ

14. SeaTalkhs スイッチ

15. GPM プロセッサ ユニット

16. GPS レシーバ
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2.9 単単単一一一のののナナナビビビススステテテーーーシシショョョンンン (デデデュュュアアアルルルプププロロロセセセッッッサササ) ののの例例例
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1. ナビ ステーション

2. モニタ

3. キーボード

4. SeaTalkng バックボーン

5. SeaTalkng 計器

6. レーダー スキャナ

7. デジタル音響モジュール (DSM) ソナー

8. ビデオ カメラ

9. GVM ビデオ モジュール

10. GPM プロセッサ ユニット (データ マスター)

11. SeaTalkhs スイッチ

12. GPM プロセッサ ユニット
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2.10 デデデュュュアアアルルルナナナビビビススステテテーーーシシショョョンンン (デデデュュュアアアルルルプププロロロセセセッッッサササ) ののの例例例
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1. ナビ ステーション 1.

2. モニタ

3. ワイヤレス キーボード充電ポイント

4. ワイヤレス キーボード

5. ナビ ステーション 2.

6. 他の SeaTalkng 装置への接続

7. ワイヤレス ベース ステーション

8. SeaTalkng バックボーン

9. GPM プロセッサ ユニット (データ マスター)

10. SeaTalkhs スイッチ

11. 他の SeaTalkhs 装置への接続

12. GPM プロセッサ ユニット
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2.11 エエエンンンタタターーーテテテイイインンンメメメンンントトトシシシススステテテムムムののの例例例
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1. テレビ

2. ワイヤレス キーボード充電ポイント

3. ワイヤレス キーボード

4. 衛星テレビ

5. ワイヤレス ベース ステーション

6. ビデオ カメラ

7. オーディオ接続したビデオ カメラ

8. GVM ビデオ モジュール

9. SeaTalkhs スイッチ

10. GPM プロセッサ ユニット

11. オーディオ出力 (船舶のオーディオシステムに接続)

12. SeaTalkng バックボーン
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2.12 シシシススステテテムムム制制制限限限
1つの G-Seriesシステムに接続できるシステムコンポーネント
数には、次の制限が適用されます。

コココンンンポポポーーーネネネンンントトト 最最最大大大数数数

GPMプロセッサ 4 (うち 1つはデータマスター
に指定する必要がある)

モニタ 8 (GPMプロセッサごとに 2つ)

キーボード 8 (GPM プロセッサごとに 2
つ)、小型、または有線/無線コ
マンドセンターキーボードの
組み合わせで構成

GVMビデオモジュール 3

DSMソナー 1

デジタルレーダースキャナ 2

E-Seriesワイドスクリーン多機
能ディスプレイ

2

注注注意意意: SeaTalkhs ネットワーク内の最大装置数 (ノード)は 25を
超えることはできません。 SeaTalknｇ ネットワーク内の最大装
置数 は 50 を超えることはできません。

2.13デデデーーータタタマママスススタタターーー (マママスススタタターーー GPM)
システムに 2 台以上の GPM プロセッサが搭載されている場合
は、1 つの GPM プロセッサをデータ マスター (マスター GPM)
に指定する必要があります。
データマスターがすでに設置およびコミッションプロセスの一
部に指定されていない場合は、初期セットアップの一環とし
て設定する必要があります。
データマスターは、船舶に設置されている各種海洋電子機器のす
べてのデータを処理します。データマスターは SeaTalkおよび
SeaTalkng からデータを受信し、SeaTalkhs ネットワーク経由で
G-Seriesシステムの関連コンポーネントにこれを送信します。
たとえばシステムで、SeaTalkng または NMEA 接続経由で受信
した自動操縦システムと GPS システムの船首情報が必要にな
ることがあります。 データ マスターは、GPM プロセッサとし
て SeaTalk、NMEAおよびその他のデータ接続を行い、データを
SeaTalkhs ネットワークおよびすべての互換リピートディスプレ
イにブリッジします。データマスターによって共有される情報

• 地図作成情報

• 航路およびウェイポイント

• レーダー

• ソナー

• 自動操縦、計器、エンジンおよびその他の外部ソースから
受け取ったデータ

注注注意意意: マスター GPMにする GPMプロセッサは、SeaTalkバス
と SeaTalkng バスが物理的に接続されているユニットである
必要があります。
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2.14 シシシススステテテムムム統統統合合合
多数の外部装置を GPM400 プロセッサ モジュールで多機能ディスプレイに接続することによって、機能を G-Series システムに
追加することができます。
システムに接続できる各種外部装置を次の図に示します。
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ネットワーク接続されたシステムの各種装置間のデータを転送す
るため、さまざまなプロトコルが使用されます。次の表に接続で
きる装置、および接続の種類 (使用されるプロトコルおよび物理
インターフェイス) を示します。

設置の計画 33



装装装置置置ののの種種種類類類 適適適切切切ななな装装装置置置 接接接続続続

レーダー 次の Raymarineレーダースキャナを最大 2
台までシステムに接続することができま
す。必要に応じて、両方のスキャナを同
時に稼動させることが可能です。

• 4 kWデジタルレードームスキャナ

• 4 kW HDデジタルレードームスキャナ

• 4 kW HDデジタルオープンアレイス
キャナ

• 12 kW HDデジタルオープンアレイス
キャナ

• 4 kW SuperHDデジタルオープンアレイ
スキャナ

• 12 kW SuperHDデジタルオープンアレイ
スキャナ

注注注意意意: レーダースキャナで最新のソフ
トウェアバージョンが使用されている
ことを確認してください。

SeaTalkhs

魚群探知機 G-Seriesシステムは、次の Raymarine魚群探
知機の 1つと接続できます。

• DSM 30

• DSM 300

• DSM 400

SeaTalkhs

地図情報 —付属 組み込み (内蔵) Navionics地図作成 GPM400内部記憶装置

34 G-Series installation instructions



装装装置置置ののの種種種類類類 適適適切切切ななな装装装置置置 接接接続続続

地図情報 —オプション 外部 CompactFlashカード、microSDカード、
microSDHC海図カード

• Navionics Silver

• Navionics Gold

• Navionics Gold+

• Navionics Platinum

• Navionics Platinum+

• Navionics Fish’N Chip

• Navionics Hotmaps

サポート対象の海図カードの最新一覧は、
Raymarine Webサイト (www.raymarine.com)を
ご覧ください。

カードスロット

注注注意意意: microSDおよび microSDHCカードを
使用する場合は、オプションの Raymarine
CF / microSDカードアダプタが必要で
す。システムと互換性があるのは、正
規の Raymarineアダプタのみです。

GVMビデオモジュール 最大 3つの Raymarine GVMビデオモジュー
ル

SeaTalkhs

Sirius気象/オーディオ • Raymarine SR100 Sirius気象レシーバ SeaTalkhs

AIS G-Seriesシステムは、次の AISユニットの 1
つと接続できます。

• Raymarine AIS 250

• Raymarine AIS 500

• サードパーティ製の AISクラス Aまたは
クラス Bレシーバ /トランシーバ

NMEA 0183または SeaTalkng

Navtex Navtexレシーバ NMEA 0183

高速船首センサー 高速船首センサー NMEA 0183
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装装装置置置ののの種種種類類類 適適適切切切ななな装装装置置置 接接接続続続

GPS —外部 Raystar125 GPSまたはサードパーティ製外
部 GPSレシーバ

SeaTalk、SeaTalkng、 NMEA 0183

計器 現在のすべての Raymarine計器 SeaTalk、SeaTalkng、 NMEA 0183

自動操縦 — Raymarine 現在のすべての Raymarine自動操縦 SeaTalk、SeaTalkng

自動操縦—サードパーティ製 サードパーティ製自動操縦 NMEA 0183 (ウェイポイントおよび方位情報)

VHF 無線 Raymarine DSC VHF無線 NMEA 0183、SeaTalk

キーボード 最大 8つの Raymarineキーボードを G-Series
システムに接続できます。たとえば、次
のような組み合わせを接続できます。

• G-Seriesコマンドセンターキーボード
(有線)

• G-Seriesコマンドセンターキーボード
(ワイヤレス、ワイヤレスアップグレー
ドキットが必要)

• G-Series小型キーボード (有線)

SeaTalkng

追加の多機能ディスプレイ • 最大 8台の G-Seriesまたはグラスブリッ
ジモニタ

• 最大 2台の E-Seriesワイドスクリーン
E90W、E120W、E140Wディスプレイ

SeaTalkhs
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装装装置置置ののの種種種類類類 適適適切切切ななな装装装置置置 接接接続続続

外部 (Raymarine社製以外の)ディスプレイ GPMプロセッサユニットはそれぞれ次の
解像度をサポートしています。

• 1024 X 768

• 1280 X 720

• 1280 X 768

• 1280 X 800

• 1280 X 1024

• DVIコネクタ (2本)

• どちらの DVIコネクタもオプションの
アダプタケーブルを使用した VGAをサ
ポートしています。

赤外線カメラ G-Seriesシステムは、次の Raymarine赤外線
カメラの 1つと接続できます。

• T300赤外線カメラ (9 Hz)

• T303赤外線カメラ (30 Hz)

• T350赤外線カメラ (9 Hz)

• T400赤外線カメラ (9 Hz)

• T403赤外線カメラ (30 Hz)

• T450赤外線カメラ (9 Hz)

SeaTalkhs (コントロール用)、BNCコネクタ
(ビデオ用、GVMビデオモジュールを使用)

ビデオ /カメラ /衛星テレビ G-Seriesモモモニニニタタタへへへののの直直直接接接物物物理理理接接接続続続:

• DVIデジタルビデオ入力 (2本)。

• VGAコンポーネントビデオ入力 (3本)。

• コンポジットビデオ入力 (3本) (PAL、
NTSC、 SECAM)

• S-ビデオ入力 (1本) (PAL、NTSC、SECAM)

注注注意意意: G-Seriesモニタに直接接続されて
いるビデオソースは、ビデオソースが

• DVIコネクタ (デジタルビデオ入力)

• VGAコネクタ (コンポーネントビデオ
入力)

• BNCコネクタ (コンポジットビデオ入力)

• S-ビデオコネクタ (S-ビデオ入力)
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装装装置置置ののの種種種類類類 適適適切切切ななな装装装置置置 接接接続続続
物理的に接続されているモニタにのみ
表示可能です。オーディオサポートは
ありません。

GVM400ビビビデデデオオオモモモジジジュュューーールルルををを使使使用用用しししたたた接接接続続続:

• コンポジットビデオ入力 (4本) (PALまた
は NTSC) S-ビデオ入力が使用中の場合は
3本のみ使用可能)。

• S-ビデオ入力 (1本) (PALまたは NTSC)

• ステレオラインレベルのオーディオ入
力 (1本) (S-ビデオ /コンポジット入力 4
のみ)。

注注注意意意: GVM400に接続しているビデオ
は、SeaTalkhs ネットワークの任意の
G-Seriesディスプレイで表示できます。
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2.15ネネネッッットトトワワワーーーククク接接接続続続ににに関関関すすするるる制制制約約約
E-Seriesワイドスクリーンディスプレイを G-Seriesシステムに
ネットワーク接続する際には、次の制約があります。

全全全般般般

• E-Seriesワイドスクリーンディスプレイは、SeaTalkhs を使用
して G-Seriesシステムに接続する必要があります。

• E-Seriesワイドスクリーンディスプレイは、NMEA 0183で接
続できます。

• E-Series ワイドスクリーン ディスプレイを G-Series ネット
ワークの一部として SeaTalkng に接続することはできません。

• E-Series ワイドスクリーン ディスプレイを G-Series ネット
ワークの一部として SeaTalkに接続することはできません。

マママスススタタターーー / スススレレレーーーブブブ操操操作作作

• G-Seriesシステムで E-Seriesワイドスクリーンディスプレイ
を使用する場合、G-Series の GPM プロセッサは常にデータ
マスターになります。

ナナナビビビ ススステテテーーーシシショョョンンン
E-Seriesワイドスクリーンディスプレイで G-Seriesナビステー
ション構成の一部を形成することはできません。

ホホホーーームムム画画画面面面ののの共共共有有有

• E-Series ワイドスクリーン ユニットのみを装備したネット
ワークの場合:

– ネットワーク接続した E-Seriesワイドスクリーンユニット
はホーム画面を共有します。

• G-Series GPMプロセッサユニットのみを装備したネットワー
クの場合:

– ネットワーク接続した GPMプロセッサユニットがホーム画
面を共有します。

• E-Seriesワイドスクリーンと G-Series GPMプロセッサユニッ
トを装備したネットワークの場合:
– E-Series ワイドスクリーン ユニットがホーム画面を共有
します。

– GPMプロセッサユニットがホーム画面を共有します。
– E-Series ワイドスクリーン ユニットは GPM プロセッサ ユ
ニットとホーム画面を共有しません。

地地地図図図情情情報報報ののの共共共有有有
• 海図カードの地図情報は、E-Seriesワイドスクリーンディスプ
レイと G-Series GPMプロセッサユニット間で共有されます。

• 組み込まれた地図情報は、E-Series ワイドスクリーン ディス
プレイと G-Series GPM プロセッサ ユニット間で共有できま
せん。

• E-Seriesワイドスクリーンディスプレイは、組み込まれた地図
情報を同一ネットワーク上の別の E-Series ワイドスクリーン
ディスプレイと共有します。

• G-Series GPM プロセッサ ユニットは、組み込まれた地図情
報を同一ネットワーク上の他の G-Series GPM プロセッサ ユ
ニットと共有します。

• 海図カードをカードスロットに挿入すると、海図カードに保
管されている地図情報が組み込まれている地図情報よりも優
先的に使用されます。

レレレーーーダダダーーー操操操作作作
• G-Series システムでは、2 台のレーダー スキャナを同時に使
用できます。

• G-Seriesシステムの E-Seriesワイドスクリーンディスプレイ
では、一度に 1 台のスキャナのみを使用できます。 2 台目
のスキャナを使用するには、レーダー アプリケーションの
Setup(セットアップ)メニューで選択する必要があります。こ
うしても、自動的に 1 台目のスキャナの電源が切れるわけで
はありません。 2 台のスキャナを接続した場合、ディスプレ
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イの電源ボタンからアクセスできるレーダー電源コントロー
ルを使用して、いつでも 2 台目のスキャナの電源を切ること
ができます。

• ステータスバーの回転スキャナのアイコンは、現在選択されて
いるスキャナだけでなく、接続されているすべてのスキャナの
ステータスを示します。同様に、G-Seriesの小型キーボードを
E-Series ワイドスクリーン ディスプレイに接続すると、キー
ボード上のレーダー ステータス LED にすべてのスキャナの
ステータスが反映されます。

キキキーーーボボボーーードドド
SeaTalkng キーボードを使用して E-Seriesワイドスクリーンディ
スプレイを制御する場合、SeaTalkng を使用して E-Series ワイ
ドスクリーン ディスプレイに直接接続する必要があります。
G-Series SeaTalkng バスには接続しないでください。

GPS
ネットワーク接続されたシステムでは、複数の GPSレシーバを
サポートしていません。

2.16 G-Series ネネネッッットトトワワワーーーククク
G-Seriesシステムは、各種ネットワークプロトコルを使用して通
信する多数の装置で構成されています。
お使いの機器で使用するネットワークプロトコルは、メーカー、
機器の寿命、データ帯域幅、および機器の互換性要件などに
よって異なります。
G-Series GPM プロセッサ ユニットはこれらの装置の「ブリッ
ジ」の役割を果たし、さまざまなプロトコルのデータを受信し
て、必要に応じて他の装置にデータを処理したり、データを送
信したりします。
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2.17 シシシススステテテムムムプププロロロトトトコココルルル
お使いの多機能ディスプレイをさまざまな計器やディスプレイに
接続して情報を共有し、システムの機能を高めることができま
す。これらの接続を行う場合、数々の異なるプロトコルを使用で
きます。次のデータプロトコルを組み合わせることで、高速で
正確なデータ収集と送信が可能になります。

• SeaTalkhs

• SeaTalkng

• NMEA 2000

• SeaTalk

• NMEA 0183

注注注意意意: お使いのシステムで、ここに記載したすべての接続タイ
プや計器が使用されるわけではありません。

SeaTalkhs
SeaTalkhs は、イーサネットを使用した海洋ネットワークです。
この高速プロトコルを使用することにより、互換機器間で迅速に
通信を行い、大量のデータを共有することが可能になります。
SeaTalkhs ネットワークで共有される情報

• 共有地図情報 (互換ディスプレイ間)。

• デジタル レーダー データ

• ソナー データ

Seatalkng
SeaTalkng (次世代型)は、互換性のある海洋計器や機器を接続す
るための拡張プロトコルです。以前の SeaTalkおよび SeaTalk2
プロトコルの代わりとなります。
SeaTalkng は、1つのバックボーンでスプールを使用して互換性の
ある計器を接続します。データと電力はバックボーン内で運ばれ
ます。低電力装置はネットワークから電源供給を受けることがで
きますが、高電流機器の場合は別途電源接続が必要です。
SeaTalkng は NMEA 2000を独自に拡張させた実績ある CANバス
テクノロジです。適切なインターフェイスまたはアダプタケーブ
ルを使用することで、互換性のある NMEA 2000および SeaTalk /
SeaTalk2 装置も接続することができます。

NMEA 2000
NMEA 2000は NMEA 0183と比べ、速度と接続性が大幅に改善さ
れています。 1つの物理バス上で同時に最大 50ユニットの送受
信を行うことができ、各ノードを物理的にアドレス指定すること
ができます。この規格は特に、あらゆるメーカーの海洋電子部
品から構成されたネットワーク全体で、標準化されたメッセー
ジタイプと形式を用いることによって共通のバスで通信できる
ようにすることを念頭においています。

SeaTalk
SeaTalk is a protocol which enables compatible instruments to
connect to each other and share data.
The SeaTalk cable system is used to connect compatible
instruments and equipment. The cable carries power and data and
enables connection without the need for a central processor.
ネットワークに接続するだけで、追加の計器や機能を SeaTalk
システムに追加することができます。 SeaTalk 機器は、適切な
インターフェイスを使用した場合、NMEA 0183規格経由で他の
SeaTalk以外の機器とも通信することが可能です。
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NMEA 0183
NMEA 0183 データ インターフェイス規格は、米国海洋電子機
器協会によって開発されました。この規格は、多くの各種メー
カー機器が相互接続し、情報を共有できるようにするための国
際規格です。
NMEA 0183規格は同じ情報を SeaTalkに伝えます。ただし、1
本のケーブルで一方向にのみ情報を伝えられる点が異なります。
このため NMEA 0183は、コンパスセンサーで船首を無線ディス
プレイに送信する場合などのように、データレシーバーと送信機
を接続する場合に使用されるのが普通です。この情報は「センテ
ンス」で渡され、各センテンスには 3文字の識別子が付きます。
このため、互換性を確認する際には、同じ識別子が使われている
ことを確認することが重要です。識別子の一例を挙げます。

• VTG - 対地針路と対地速力データ

• GLL - 緯度と経度

• DBT - 水深

• MWV - 風速と角度データ

NMEA ボボボーーーレレレーーートトト
NMEA 0183規格は、特定の要件、または機器の機能に応じて異
なる速度で動作します。標準的な例をいくつか挙げます。

• 4800ボーレート FastHeadingデータなどの汎用通信に使用。

• 9600 ボーレート Navtex に使用。

• 38400 ボーレート AIS およびその他の高速アプリケーショ
ンに使用。
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章章章 3: ケケケーーーブブブルルルととと接接接続続続部部部
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• 3.1 敷設時の一般的なガイダンス ( 44 ページ)
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• 3.3 接地に関する必要条件 ( 45 ページ)

• 3.4 標準的な配電 ( 47 ページ)

• 3.5 電源ケーブル ( 49 ページ)

• 3.6 SeaTalkhs ネットワーク ( 50 ページ)

• 3.7 SeaTalkng の接続 ( 68 ページ)

• 3.8 SeaTalk の接続 ( 70 ページ)

• 3.9 NMEA 0183 の接続 ( 72 ページ)

• 3.10 NMEA 2000 の接続 ( 74 ページ)

• 3.11 GPS 接続 ( 75 ページ)

• 3.12 AIS 接続 ( 76 ページ)

• 3.13 Fastheading 接続 ( 77 ページ)
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3.1敷敷敷設設設時時時ののの一一一般般般的的的なななガガガイイイダダダンンンススス

ケケケーーーブブブルルルののの種種種類類類ととと長長長さささ
適切な種類、および適切な長さのケーブルを使用することが
大切です。
• 特に明記しない限り、Raymarineから支給されている正しい種
類の標準ケーブルのみを使用してください。

• Raymarine製ではないケーブルの場合は、品質と規格が適切で
あることを確認してください。たとえば電源ケーブルが長くな
ると、伝送路の電圧降下を最小限に抑えるために、大きな番線
が必要になることがあります。

ケケケーーーブブブルルルののの敷敷敷設設設
ケーブル性能を最適活用し、耐用年数を最大限に延ばすために
も、ケーブルを正しく敷設する必要があります。
• ケーブルを過度に曲げないでください。可能な限り、最小曲げ
半径 100 mm を確保してください。

BB �� gg || ÿÿ ÆÆ èè ¹¹ ëë
100 mm (4 55 �� RR ) ÆÆ öö

ÆÆ èè ¹¹ ëë
200 mm 
(8 55 �� RR ) öö

• すべてのケーブルが物的損害を受けたり熱にさらされたりする
ことのないよう保護してください。可能な限りケーシングまた
はコンジットを使用してください。ビルジや出入口、また移動
物体や高温の物体のそばにケーブルを敷設しないでください。

• ケーブル締付具やケーブルしばり紐などでケーブルを定位置に
固定してください。余分なケーブルは巻き、縛って邪魔になら
ない場所に片付けてください。

• ケーブルが隔壁や甲板を通る場合は、防水性の適切なフィード
スルーを使用してください。

• エンジンや蛍光灯の近くにケーブルを敷設しないでください。
データケーブルを敷設する際は、以下の機器からできるだけ距
離を置いてください。
• その他の機器、ケーブル
• 大電流の直流/交流送電線
• アンテナ

ススストトトレレレイイインンンリリリリリリーーーフフフ
十分なストレインリリーフ (張力緩和)を確保してください。コ
ネクタが引っ張られないように保護し、極限海面状況でも抜けな
いことを確認してください。

回回回路路路ののの分分分離離離
直流電流と交流電流の両方を使用する場合、適切な回路分離が
必要になります。
• PC、プロセッサ、ディスプレイ、その他の精密電子計器また
は装置を稼動する際には、必ず絶縁変圧器か独立した電力
変換器を使用してください。

• Weather FAX オーディオ ケーブルには必ず絶縁変圧器を使
用してください。

• 信号線の光分離には、必ず RS232/NMEAコンバータを使用し
てください。

• PC またはその他の精密電子装置には、必ず専用の電源回路
を確保してください。

ケケケーーーブブブルルル遮遮遮蔽蔽蔽
すべてのデータケーブルが適切に遮蔽されており、損傷がない
(狭い場所を無理に通したためにこすれたりしていない) こと
を確認してください。
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3.2 ブブブレレレーーーカカカののの共共共有有有
2台以上の機器でブレーカを共有する場合は、個々の回路を保護
する必要があります。例：各電源回路のインラインヒューズを
接続している場合など

D
11

63
7-

1

+VE aa ��

FF �� >> TT YY gg }} �� <<

cc vv �� KKcc vv �� KK

-VE aa ��

ÿÿ ææ $$ ùù êê íí �� ++ ÿÿ :: ÿÿ ôô óó ²² ìì ¶¶ ÿÿ vv ìì
ÿÿ FF �� >> TT YY gg }} �� << ÿÿ °° ÿÿ òò $$ ìì ÿÿ ++ !!
åå êê ÿÿ èè ùù îî ÝÝ ³³

ìì ¶¶ ÿÿ °° ÿÿ òò $$ ìì ÿÿ åå ++ ðð ÝÝ ®® EE ÿÿ ²² ìì ¶¶
ÿÿ 55 �� zz 55 �� cc vv �� KK ++ ÿÿ ÈÈ ðð ÿÿ ¾¾ ÛÛ ÿÿ YY
22 ðð ÿÿ èè ùù îî ÝÝ ³³

3.3 接接接地地地ににに関関関すすするるる必必必要要要条条条件件件
ここで紹介する接地に関する必要条件は、別売りのドレイン
ワイヤやスクリーンと一緒に支給される Raymarine 機器に適
用されます。

• 製品の電源ケーブルドレインコンダクタ（スクリーン）は、
共用の接地点に接続されていなければなりません。

• 共用の接地点は、接地接続することをお勧めします。1 つの
例としては、接地点をバッテリのマイナス側に接続し、可能
な限りバッテリの負端子の近くに置くと良いでしょう。 接
地接続システムが利用できない場合、非接続型の RF 接地を
ご利用ください。

接接接地地地接接接続続続シシシススステテテムムム（（（推推推奨奨奨）））

D
11

70
9-

11 2 43
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RF 接接接地地地シシシススステテテムムム (代代代替替替)

D
11

71
0-

1

1 2 43

1. 製品への電源ケーブル。

2. ドレイン（スクリーン）。

3. 接続（推奨）または非接続型 RF 接地。

4. 電源またはバッテリ

実実実行行行
複数のものを接地する必要がある場合、初めに 1つの場所にまと
めて接続しておきます（例：スイッチパネル内）。この接続点
は、単一かつ適切な定格量のコンダクタを経由して、ボートの共
有接地に接続しておきます。地面（接続または非接続）への行
路に対する最低限の必要条件としては、すずめっき平編銅線を
経由しており、定格量は 30 A (1/4 inch) 以上とします。 この条
件を満たすのが難しい場合は、同等の撚りワイヤコンダクタを
利用して以下の割合でご使用ください。

• <1 m (3 ft)の場合、6 mm2 (#10 AWG)以上を使用、

• >1 m (3 ft)以下の場合、8 mm2 (#8 AWG)以上を使用。

いずれの接地システムを使うにしても、接続用の編組み線または
ワイヤは必ず可能な限り短くしてください。

重重重要要要: 本製品は、正極に接地されている電源システムには接
続しないでください。

参参参考考考資資資料料料

• ISO10133/13297

• BMEA 行動規定

• NMEA 0400
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3.4 標標標準準準的的的ななな配配配電電電

3

21 2 4 5

6

710

8

9

11 11

11 11

D11803-1

3
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1. 配電盤

2. モニタ

3. 電圧制御モジュール (オープン アレイ レーダー スキャナ
にのみ必要)

4. レーダー スキャナ

5. GPS レシーバ

6. デジタル音響モジュール (DSM) ソナー

7. 負の (-VE) バー

8. サーキットブレーカ

9. ヒューズ

10. 正の (+VE) バー

11. GPM プロセッサ ユニット

配配配電電電ににに関関関すすするるる注注注意意意事事事項項項

• Raymarineでは、G-Seriesシステムに専用の配電盤を使用する
ことをお勧めします。

• すべての GPMプロセッサは、1つのブレーカまたはスイッチ
から適切な回路保護を使用して電源を入れる必要があります。

• すべてのモニタおよび補助機器は、できるだけ個々のブレーカ
に配線してください。

• モニタごとに専用の電源ケーブルを使用する必要があります。

• ノイズを受けやすい機器 (VHF無線など)をモニタと同じ配電盤
に配線しないでください。はっきりしない場合は、モニタ (ま
たは影響がある機器) を専用ブレーカ経由で直接バッテリ/電
源に配線することもできます。 詳細は、別途モニタのドキュ
メントを参照してください。

回回回路路路ののの保保保護護護
G-Series 機器の推奨負荷および保護定格

GPM400 プププロロロセセセッッッサササ
すべての GPM400プロセッサは 1つの遮断器で切り換えてくだ
さい。

GPMユユユニニニッッットトト
数数数 電電電源源源電電電圧圧圧

サササーーーマママルルルブブブ
レレレーーーカカカ (全全全体体体)

ヒヒヒュュューーーズズズ (単単単
独独独)

12 V 10 A 10 A1

24 V 5 A 5 A

12 V 20 A 10 A2

24 V 10 A 5 A

12 V 25 A 10 A3

24 V 15 A 5 A

12 V 35 A 10 A4

24 V 20 A 5 A

モモモニニニタタタ

電電電源源源電電電圧圧圧
標標標準準準ののの絶絶絶縁縁縁ススス
イイイッッッチチチ

サササーーーマママルルルブブブ
レレレーーーカカカ ヒヒヒュュューーーズズズ

12 V 15 A 8 A 12 A

24 V 8 A 4 A 6 A

GVM400 ビビビデデデオオオモモモジジジュュューーールルル

電電電源源源電電電圧圧圧 サササーーーマママルルルブブブレレレーーーカカカ ヒヒヒュュューーーズズズ

12 V 1.2 A 2 A

24 V 1 A 1 A
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3.5 電電電源源源ケケケーーーブブブルルル
電源ケーブルの必要条件
• ケーブルは回線負荷に適したゲージである必要があります。
• ユニットごとに専用の電源ケーブルを使用して配電盤に配線
する必要があります。

• すべての GPMプロセッサを同じブレーカに接続してください。
• 電源ケーブルには別のスクリーンワイヤが含まれている必要
があります。

GPM プププロロロセセセッッッサササユユユニニニッッットトト
電電電源源源延延延長長長ケケケーーーブブブルルル
GPM プロセッサの電源延長ケーブルの必要条件
GPMプロセッサユニットには、1.5 mの電源ケーブルが付属し
ています。このケーブルは必要に応じて延長できます。延長に
は適切なゲージを使用する必要があります。

ケケケーーーブブブルルル長長長 電電電源源源電電電圧圧圧
ケケケーーーブブブルルルゲゲゲーーー
ジジジ (AWM)

ケケケーーーブブブルルルゲゲゲーーー
ジジジ (mm2)

12 V 18 0.820 ～ 5 m (0 ～
16.4フィート)

24 V 20 0.52

12 V 14 2.085～ 10 m (16.4
～ 32.8フィー
ト) 24 V 18 0.82

12 V 12 3.3110～ 15 m (32.8
～ 49.2フィー
ト) 24 V 16 1.31

12 V 12 3.3115～ 20 m (49.2
～ 65.6フィー
ト) 24 V 14 2.08

GVM400 ビビビデデデオオオモモモジジジュュューーールルル
電電電源源源ケケケーーーブブブルルル
GVM ビデオの電源ケーブルの必要条件
GVMビデオモジュールには電源ケーブルは付属していません。
電源ケーブルには適切なゲージを使用する必要があります。

ケケケーーーブブブルルル長長長 電電電源源源電電電圧圧圧
ケケケーーーブブブルルルゲゲゲーーー
ジジジ (AWM)

ケケケーーーブブブルルルゲゲゲーーー
ジジジ (mm2)

12 V 20 0.520 ～ 5 m (0 ～
16.4フィート)

24 V 20 0.52

12 V 20 0.525～ 10 m (16.4
～ 32.8フィー
ト) 24 V 20 0.52

12 V 20 0.5210～ 15 m (32.8
～ 49.2フィー
ト) 24 V 20 0.52

12 V 18 0.8215～ 20 m (49.2
～ 65.6フィー
ト) 24 V 20 0.52

モモモニニニタタタ
電電電源源源延延延長長長ケケケーーーブブブルルル
モニタ電源延長ケーブルの必要条件
G-Seriesモニタには 1.5 mの電源ケーブルが付属しています。こ
のケーブルは必要に応じて延長できます。延長には適切なゲージ
を使用する必要があります。
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ケケケーーーブブブルルル長長長 電電電源源源電電電圧圧圧
ケケケーーーブブブルルルゲゲゲーーー
ジジジ (AWM)

ケケケーーーブブブルルルゲゲゲーーー
ジジジ (mm2)

12 V 14 2.00 ～ 5 m (0 ～
16.4フィート)

24 V 16 1.5

12 V 12 3.55～ 10 m (16.4
～ 32.8フィー
ト) 24 V 14 2.0

12 volts 10 5.510 to 15 m (32.8
to 49.2 ft)

24 volts 12 3.5

12 V 8 8.515 to 20 m (49.2
to 65.5 ft)

24 V 12 3.5

3.6 SeaTalkhs ネネネッッットトトワワワーーーククク
SeaTalkhs ネットワークを使用すると、多数の装置を G-Seriesシ
ステムに接続できます。
SeaTalkhs スイッチを使用すると、次の装置を G-Seriesシステム
に接続することができます。
• デジタル レーダー
• デジタル音響モジュール (DSM) ソナー
• GVM ビデオ モジュール
• モニタ
• SR100 Sirius weather / オーディオ レシーバ
• 追加の多機能ディスプレイ (例：E-Seriesワイドスクリーン)

• RayTechソフトウェアを使用した PCまたはノートパソコン

SeaTalkhs ケケケーーーブブブルルルののの種種種類類類
SeaTalkケーブルには、「パッチ」と「ネットワーク」の 2種類
のケーブルがあります。
• パパパッッッチチチ—次の装置を SeaTalkhs スイッチに接続する場合:

– GVM ビデオ モジュール
– 追加の SeaTalkhs スイッチ
– モニタ
– RayTechソフトウェアを使用した PCまたはノートパソコン

• ネネネッッットトトワワワーーーククク—次の装置を SeaTalkhs スイッチに接続する場合:

– GPM プロセッサ ユニット
– デジタル音響モジュール (DSM) ソナー
– SR100 Sirius weather / オーディオ レシーバ
– 追加の多機能ディスプレイ (例：E-Seriesワイドスクリーン)
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SeaTalkhs ネネネッッットトトワワワーーークククケケケーーーブブブルルル

ケケケーーーブブブルルル 品品品番番番

1.5 m (4.9フィート) SeaTalkhsネッ
トワークケーブル

E55049

5 m (16.4フィート) SeaTalkhsネッ
トワークケーブル

E55050

10 m (32.8 フィート) SeaTalkhs
ネットワークケーブル

E55051

20 m (65.6 フィート) SeaTalkhs
ネットワークケーブル

E55052

SeaTalkhs パパパッッッチチチケケケーーーブブブルルル

ケケケーーーブブブルルル 品品品番番番

1.5 m (4.9フィート) SeaTalkhsパッ
チケーブル

E06054

5 m (16.4フィート) SeaTalkhsパッ
チケーブル

E06055

10 m (32.8 フィート) SeaTalkhs
パッチケーブル

E06056

15 m (49.2 フィート) SeaTalkhs
パッチケーブル

A62136

20 m (65.6 フィート) SeaTalkhs
パッチケーブル

E06057

モモモニニニタタタ接接接続続続
G-Series モニタを GPM プロセッサと SeaTalkhs スイッチに接
続します。

モニタは VGAまたは DVIケーブルのいずれかを使用して GPM
プロセッサに接続できますが、両方を同時に使用することは
できません。
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SeaTalkhs

SeaTalkhs
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1. SeaTalkhs スイッチ

2. GPM プロセッサ ユニット
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3. VGA入力アダプタケーブル (GPMプロセッサユニットの DVI
入力に接続)。アダプタケーブルは別売り (品番 E06053)。

4. VGA ケーブル (アダプタ ケーブルに接続)。

5. DVIケーブル (GPMプロセッサユニットの DVI入力に接続)。

6. ネットワークセレクタスイッチ (SeaTalkhs ネットワークに接
続するには、上向きである必要があります)。

7. モニタの DVI 入力。

8. モニタの VGA 入力。

9. モニタ

10. 電源接続

IP アアアドドドレレレススス ラララベベベルルル
モニタには IP アドレスが含まれる 3 つのラベルがあります。
G-Seriesシステムや関連モニタをセットアップする際には、IPア
ドレスを把握しておく必要があります。

IP アアアドドドレレレススス ラララベベベルルルののの例例例

Reta in for Ins ta lla tion and Permanent Record
IP Address :   192.168.101.82
Loca tion:

• モニタ正面のラベルは、G-Seriesシステムを試運転するときの
ためにそのままにしておいてください。

• モニタ背面の着脱可能なラベルははがして、今後の参考のため
にハンドブックや該当するログ ブックに貼付してください。
モニタの場所をこのラベルに書き込みます。

• モニタ背面の残りのラベルはそのままにしておいて構いま
せん。

IP セセセレレレクククタタタ スススイイイッッッチチチ
モニタ背面の IP セレクタ スイッチは上の位置に来ている必要
があります。

Screen resolution and aspect ratio
G-Series monitor screen resolution and aspect ratio.
Each GPM processor unit provides an identical screen resolution
and aspect ratio to both its monitor outputs (DVI and VGA).
If you want to connect 2 displays to your system featuring different
screen resolutions or aspect ratios (for example a widescreen
television and a G-Series monitor), you must use 2 separate GPM
processor units.

G-Series モモモニニニタタタケケケーーーブブブルルル
モニタを G-Series システムに接続するケーブル。

GPM400 へへへののの DVI 接接接続続続

ケケケーーーブブブルルル 品品品番番番 備備備考考考

5 m (16.4 フィート)
DVI － DVI (デジタ
ル)ケーブル

E06021 モニタに付属

10 m (32.8 フィート)
DVI － DVI (デジタ
ル)ケーブル

E06022

SeaTalkhs ケケケーーーブブブルルル
モニタと SeaTalkhs スイッチを接続するケーブル。 G-Seriesキー
ボードのモニタ機能を制御するために必要です。
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ケケケーーーブブブルルル 品品品番番番 備備備考考考

1.5 m (4.9 フィート)
SeaTalkhsパッチケー
ブル

E06054

5 m (16.4 フィート)
SeaTalkhsパッチケー
ブル

E06055

10 m (32.8 フィート)
SeaTalkhsパッチケー
ブル

E06056

15 m (49.2 フィート)
SeaTalkhsパッチケー
ブル

A62036

20 m (65.6) SeaTalkhs
パッチケーブル

E06057

サササーーードドドパパパーーーテテティィィ製製製デデディィィスススプププレレレイイイ
モニタおよびテレビを含むサードパーティ製ディスプレイの
追加要件。
Raymarine 以外のサード パーティ製ディスプレイはすべて、ビ
デオ接続と電源 (およびその他すべての 0V 参照接続) が電気的
に遮断されていることを確認してください。これは干渉の原因
となる 0 V ループを回避するためです。

有有有線線線キキキーーーボボボーーードドド接接接続続続
有線キーボードは、SeaTalkng バックボーンを使用して G-Series
システムに接続されています。
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1. モニタ

2. SeaTalkng バックボーン

3. GPM プロセッサ ユニット

4. SeaTalkng スプール

5. キーボード (コマンドセンターキーボード (参照)または小型
キーボード (図では非表示)。

SeaTalkng バックボーンに直接、または SeaTalkng 計器経由でキー
ボードを接続することができます。
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1. SeaTalkng 計器 (例： ST70)

2. SeaTalkng バックボーン

3. SeaTalkng スプール

4. キーボード (コマンドセンターキーボード (参照)または小型
キーボード (図では非表示)。

注注注意意意: SeaTalkng バックボーン、または SeaTalkng 計器経由で
キーボードを接続してください。両方を接続することはでき
ません。

ワワワイイイヤヤヤレレレスススキキキーーーボボボーーードドド接接接続続続
ワイヤレスキーボードは、ワイヤレスベースステーションを使
用して G-Series システムに接続します。
ワイヤレスキーボードには充電ポイントも必要です。
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1. SeaTalkng バックボーン

2. GPM プロセッサ ユニット

3. SeaTalkng スプール

4. ワイヤレス ベース ステーション

5. SeaTalkng 充電ポイント

6. SeaTalkng 充電ケーブル

7. キーボード (ワイヤレスアップグレードキットを使用)

8. モニタ

ワワワイイイヤヤヤレレレスススベベベーーースススススステテテーーーシシショョョンンンののの接接接続続続
ワイヤレスベースステーションは、SeaTalkng バックボーン経由
で G-Series システムに接続します。
充電ポイントも SeaTalkng バックボーンに接続する必要がありま
す。充電ポイントは通常、船舶の隔壁に装着します。
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1. SeaTalkng バックボーン

2. SeaTalkng スプール

3. SeaTalkng 隔壁取り付け
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4. キーボード (ワイヤレスアップグレードキットを使用)

5. SeaTalkng 充電ポイント

6. SeaTalkng 充電ケーブル

7. ワイヤレス ベース ステーション ユニット

ワイヤレス ベース ステーション ユニット内部の接続は次のと
おりです。

D11818-1
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1. 白
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2. 青

3. 無色

4. 赤

5. 黒

6. SeaTalkng の接続

キキキーーーボボボーーードドドケケケーーーブブブルルル
有線およびワイヤレスのキーボードを G-Series システムに接
続するためのケーブルです。

SeaTalkng へへへののの有有有線線線キキキーーーボボボーーードドド接接接続続続

ケケケーーーブブブルルル 品品品番番番 備備備考考考

400 mm (15.75 イン
チ) SeaTalkng スプー
ルケーブル

A06038

1 m (3.3 フィート)
SeaTalkng スプール
ケーブル

A06039 キーボードに付属

3 m (9.8 フィート)
SeaTalkng スプール
ケーブル

A06040

5 m (16.4フィート)
SeaTalkng スプール
ケーブル

A06041

SeaTalkng へへへのののワワワイイイヤヤヤレレレスススベベベーーースススススステテテーーーシシショョョンンン

ケケケーーーブブブルルル 品品品番番番 備備備考考考

1 m (3.3 フィート)
SeaTalkng スプール
ケーブル (両端むき
出し)

A06043 ワイヤレスベース
ステーションに付
属

3 m (9.8 フィート)
SeaTalkng スプール
ケーブル (両端むき
出し)

A06044

SeaTalkng 充充充電電電ポポポイイインンントトト接接接続続続

ケケケーーーブブブルルル 品品品番番番 備備備考考考

2.5 m (8.2フィート)
充電ケーブル

R08311 ワイヤレスキー
ボード アップグ
レードキットに付
属

3 m (9.8 フィート)
SeaTalkng隔壁取り付
けケーブル

R08310 ワイヤレスキー
ボード アップグ
レードキットに付
属
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ビビビデデデオオオとととオオオーーーデデディィィオオオののの接接接続続続
G-Seriesシステムにオーディオ/ビデオソースを接続するには 2
つの方法があります。

接接接続続続方方方法法法 ビビビデデデオオオ 関関関連連連オオオーーーデデディィィオオオ

ビデオソースを
G-Seriesモニタの背
面 (またはグラスブ
リッジモニタ)に直
接接続します。

モニタに接続した
ビデオソースは、
物理的に接続され
ているモニタでの
み表示可能です。

オーディオサポー
トはありません。

ビデオ ソース
を GVM ビデオモ
ジュールに接続し
ます。

ビデオソースは
G-Seriesネットワー
ク上で共有され、
ネットワークに接
続されている任意
のモニタで表示が
可能です。

オーディオは、S-ビ
デオ/コンポジット
の 4つの入力に接続
されているビデオ
ソースでのみ使用
できます。 GVMビ
デオモジュールに
オーディオを接続
すると、オーディ
オは GPMプロセッ
サユニットに送信
されます。 GPMプ
ロセッサユニット
には、オーディオ
を船舶のオーディ
オシステムに送信
するオーディオ出
力が装備されてい
ます。

モモモニニニタタタ ビビビデデデオオオ接接接続続続

VGA 1 VGA 2 VGA 2 DVI 1 DVI 2 Comp 3Comp 2Comp 1 S-Video

D11819-1

1 2

3

1. コココンンンポポポジジジッッットトトビビビデデデオオオ入入入力力力 (入力数: 3) — これらの 3 つの入
力に接続したビデオ ソースは、物理的に接続されているモ
ニタでのみ表示可能です。

2. S-ビビビデデデオオオ入入入力力力 (入力数: 1) —この入力に接続したビデオソー
スは、物理的に接続されているモニタでのみ表示可能です。

3. SeaTalkhs ネネネッッットトトワワワーーーククク接接接続続続— モニタと SeaTalkhs ネット
ワークを接続します。 同じネットワーク上の GVM ビデオ
モジュールに接続されている任意のビデオ ソースをモニタ
に表示できます。 またモニタを使用して、GVM ビデオ モ
ジュールに接続されている任意のオーディオの音量を制御
することもできます。
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GVM ビビビデデデオオオモモモジジジュュューーールルルののの接接接続続続

D11820-1
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1. GVM ビデオ モジュール

2. SeaTalkhs スイッチ

3. G-Series および SeaTalkhs 装置。

4. S-ビデオ ソース (例：ビデオ カメラ)。

5. S-ビデオ接続 (付属の R08274 S-ビデオ アダプタ ケーブル
を使用)。

6. ステレオオーディオ接続 (付属の R08275オーディオケーブ
ルを使用)。関連したオーディオ接続は、S-ビデオとコンポ
ジット 4の入力のみでサポートされています。

7. コンポジットビデオソース (例：ビデオカメラ)。

8. GVM ビデオ モジュールのビデオ/オーディオ接続ラベルを
示す図。

注注注意意意: GVM400 ビデオ モジュールでは、1 本の S-ビデオ入力
か、4 本のコンポジット ビデオ入力がサポートされています
(S-ビデオ入力を使用した場合は 3 本になります)。 G-Series
システムでは、最大 2 つの GVM ビデオ モジュール、合計 8
つのビデオ入力をサポートしています。

GPM プププロロロセセセッッッサササのののオオオーーーデデディィィオオオ接接接続続続
S-ビデオ / コンポジットの 4 つのビデオ ソースのオーディオ
は、GVM ビデオ モジュールに接続され、SeaTalkhs ネットワー
クを介して GPM プロセッサ ユニットに送信されます。このプ
ロセッサユニットには、船舶のオーディオシステムに接続する
オーディオ出力があります。

D11823-1

1

2

1. GPM プロセッサ ユニット
2. 船舶のオーディオシステムへのオーディオ接続

ビビビデデデオオオ ケケケーーーブブブルルル
ビデオソースを G-Seriesシステムに接続するケーブル。

ケケケーーーブブブルルル 品品品番番番 備備備考考考

1.5 m (4.9フィート)
S-ビデオアダプタ
ケーブル

R08274 GVM ビデオ モ
ジュールに付属
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注注注意意意: コンポジット ビデオ ソースを G-Series に接続する際
に適したケーブルや、S-ビデオソースを上記のアダプタケー
ブルに接続する際に適したケーブルについては、業者にお
問い合わせください。

オオオーーーデデディィィオオオ ケケケーーーブブブルルル
オーディオと G-Series システムとの接続ケーブル

ケケケーーーブブブルルル 品品品番番番 備備備考考考

1.5 m (4.9フィート)
ステレオオーディ
オケーブル

R08275 GVM ビデオ モ
ジュールに付属

3 m (9.8フィート)ス
テレオオーディオ
ケーブル

R08266 GPMプロセッサユ
ニットに付属

15 m (49.2フィート)
ステレオオーディ
オケーブル

R08298

デデデジジジタタタルルルレレレーーーダダダーーー接接接続続続
デジタルレーダースキャナは、専用の電源ケーブルとデータデ
ジタルケーブルを使用して、 SeaTalkhs スイッチ経由で G-Series
システムに接続します。
G-Series システムでは最大 2 台のデジタル レーダー スキャナ
をサポートしています。 必要に応じて、両方を同時に稼動さ
せることが可能です。

デデデジジジタタタルルルレレレーーードドドーーームムムレレレーーーダダダーーースススキキキャャャナナナののの接接接続続続

D11826-1

SeaTalkhs

SeaTalkhs

1

2

3

4

5

1. デジタル レードーム スキャナ

2. GPM プロセッサ ユニット

3. SeaTalkhs スイッチ

4. 電源に接続

5. 電源およびデータのデジタル ケーブル
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デデデジジジタタタルルルオオオーーープププンンンアアアレレレイイイレレレーーーダダダーーースススキキキャャャナナナののの接接接続続続

D11825-1

1 2

3

4

5

1. デジタル オープン アレイ レーダー スキャナ
2. GPM プロセッサ ユニット

3. SeaTalkhs スイッチ

4. VCM100 電力変換器

5. 電源およびデータのデジタル ケーブル
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デデデジジジタタタルルルレレレーーーダダダーーー延延延長長長ケケケーーーブブブルルル
必要に応じて Raymarine デジタルレーダー延長ケーブルを使用することができます。

D11687-1D11687-3

1

2

1. 電源およびデータのデジタルスキャナの延長ケーブル

2. 電源およびデータのデジタルスキャナケーブルネットワーク
システムの場合、このケーブルとシステムとの間に SeaTalkhs
スイッチが必要になります。ネットワーク接続されていない
システムでは、レーダースキャナを直接接続するためのクロ
スオーバー カプラが必要になります。 上記の図には接続状
態は表示されていません。

注注注意意意: デジタルオープンアレイスキャナの場合、電源および
データのデジタルケーブルの電源を VCM100電圧コンバータ
モジュールに接続する必要があります (上記の図には表示さ
れていません)。

注注注意意意: 延長ケーブルはレーダースキャナに接続されます。

ケーブルと接続部 63



デデデジジジタタタルルルレレレーーーダダダーーーケケケーーーブブブルルル
スキャナをシステムに接続するには、専用のレーダー電源と
データデジタルケーブル、および SeaTalkhs ネットワークケー
ブルが必要です。

接接接続続続 必必必要要要なななケケケーーーブブブルルル

デジタルレーダースキャナ―
SeaTalkhs スイッチおよび電源

電源およびデータのデジタル
ケーブルケーブル配線が長い
場合は、さまざまな長さの延
長ケーブルがご利用いただけ
ます。

SeaTalkhs スイッチ― GPMプロ
セッサユニット

SeaTalkhs ネットワークケーブ
ル (さまざまな長さのケーブル
がご利用いただけます)。

レレレーーーダダダーーーののの電電電源源源おおおよよよびびびデデデーーータタタのののデデデジジジタタタルルルケケケーーーブブブルルル
これらのケーブルには、スキャナの電源とデータを接続するワイ
ヤが含まれています。

ケケケーーーブブブルルル 品品品番番番

5 m (16.4フィート)電源および
データのデジタルケーブル

A55076D

10 m (32.8フィート)電源および
データのデジタルケーブル

A55077D

15 m (49.2フィート)電源および
データのデジタルケーブル

A55078D

25 m (82.0フィート)電源および
データのデジタルケーブル

A55079D

注注注意意意: レーダーの電源/データデジタルケーブルの最大長は、
延長部分も含めて 25 m (82 フィート) です。

レレレーーーダダダーーーののの電電電源源源おおおよよよびびびデデデーーータタタのののデデデジジジタタタルルル延延延長長長ケケケーーーブブブルルル
これらのケーブルは、スキャナの電源とデータ接続の電源および
データのデジタル ケーブルを延長します。

ケケケーーーブブブルルル 品品品番番番

2.5 m (8.2フィート)電源および
データのデジタルケーブル

A92141D

5 m (16.4フィート)電源および
データのデジタルケーブル

A55080D

10 m (32.8フィート)電源および
データのデジタルケーブル

A55081D

注注注意意意: レーダーの電源/データデジタルケーブルの最大長は、
延長部分も含めて 25 m (82 フィート) です。

SeaTalkhs ネネネッッットトトワワワーーークククケケケーーーブブブルルル

ケケケーーーブブブルルル 品品品番番番

1.5 m (4.9フィート) SeaTalkhsネッ
トワークケーブル

E55049

5 m (16.4フィート) SeaTalkhsネッ
トワークケーブル

E55050

10 m (32.8 フィート) SeaTalkhs
ネットワークケーブル

E55051

20 m (65.6 フィート) SeaTalkhs
ネットワークケーブル

E55052
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ソソソナナナーーー接接接続続続
魚群探知機アプリケーションには、ソナー接続が必要です。ディ
スプレイは SeaTalkhs でソナー モジュール (DSM) に接続されて
います。 また、互換トランスデューサも DSM ユニットに接続
する必要があります。

D11829-1

SeaTalkhs

SeaTalkhs

1

2

3

1. GPM プロセッサ ユニット
2. SeaTalkhs スイッチ
3. DSM ソナー
G-Seriesシステムは次の DSMユニットで使用できます。
• DSM30

• DSM400

• DSM300

システムは 1つの DSMモジュールをサポートしています。

SeaTalkhs ネネネッッットトトワワワーーークククケケケーーーブブブルルル

ケケケーーーブブブルルル 品品品番番番

1.5 m (4.9フィート) SeaTalkhsネッ
トワークケーブル

E55049

5 m (16.4フィート) SeaTalkhsネッ
トワークケーブル

E55050

10 m (32.8 フィート) SeaTalkhs
ネットワークケーブル

E55051

20 m (65.6 フィート) SeaTalkhs
ネットワークケーブル

E55052

赤赤赤外外外線線線カカカメメメラララののの接接接続続続
赤外線カメラはシステムに接続できます。
カメラの接続には、SeaTalkhs スイッチを使用します。オプショ
ンの JCU (ジョイスティックコントロールユニット)をカメラと
一緒に使用する場合は、こちらも SeaTalkhs スイッチに接続する
必要があります。カメラと GVMビデオモジュール間のコンポ
ジット ビデオ接続も必要です。
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D11935-1

SeaTalkhs

2

SeaTalk hs8

7

1

SeaTalk hs

SeaTalk hs

6

5

34

1. GPM プロセッサ ユニット

2. SeaTalkhs スイッチ

3. PoE (パワーオーバーイーサネット)インジェクタ (オプショ
ンの JCU を使用した場合にのみ必要)。

4. JCU (ジョイスティック コントロール ユニット)。オプショ
ン。

5. ケーブル カプラ

6. 赤外線カメラ

7. ビデオ接続

8. GVM ビデオ モジュール

重重重要要要事事事項項項

• 赤外線カメラは G-Seriesキーボードから制御できます。 JCU
(ジョイスティックコントロールユニット)はオプションです
が、必要に応じて G-Seriesシステムと一緒に使用して赤外線カ
メラを制御することができます。

• G-Series システムでは、GVM ビデオ モジュールごとに 1 台
の赤外線カメラのみを接続することができます。 赤外線カメ
ラが接続されると、各 GVM ビデオ モジュールはその入力の
みに制限されるため、他のビデオ デバイスの接続はサポー
トされなくなります。

• 赤外線カメラはそれぞれ GVMビデオモジュールのビデオ入力
1 に接続する必要があります。

• 「デュアルペイロード」赤外線カメラには、赤外線および可視
光用レンズが 1枚、赤外線用専用レンズが 1枚、合計 2枚の個
別のレンズが付属しています。これらのカメラには 2つの独立
したビデオ接続が付属しています。 GVMビデオモジュールが
1 つのみの場合は、「VIS / IR」 (可視光 / 赤外線) と言うラベ
ルの付いたビデオ ケーブルのみを接続して、2 枚のレンズを
切り替える必要があります。 GVM ビデオ モジュールを 2 つ
以上使用している場合は、「VIS / IR」とラベルの付いたビデ
オケーブルを GVMビデオモジュール 1に接続し、「IR」と
ラベルの付いたビデオ ケーブルを GVM ビデオ モジュール 2
に接続してください。
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• 赤外線カメラのサポートには、最新の G-Series ソフトウェ
アが必要です。 ソフトウェアのバージョンを確認するに
は、MENU(メメメニニニュュューーー) > System Diagnostics(シシシススステテテムムム診診診断断断)
> Software Services(ソソソフフフトトトウウウェェェアアアサササーーービビビススス) > Unit Info(ユユユ
ニニニッッットトト情情情報報報) > App Version(アアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンンバババーーージジジョョョンンン)を
選択します。 最新のソフトウェア バージョンを確認するに
は、業者にお問い合わせいただくか、Raymarine Web サイト
(www.raymarine.com) をご覧ください。

• カメラの設置方法 (接続、取り付けなど)に関する詳細は、カメ
ラに付属の設置指示を参照してください。

赤赤赤外外外線線線カカカメメメラララのののケケケーーーブブブルルル
赤外線カメラのケーブル配線の必要条件は次のとおりです。

カカカメメメラララ－－－ SeaTalkhs 間間間スススイイイッッッチチチ
カメラを SeaTalkhs スイッチに接続するには、SeaTalkhs パッチ
ケーブルが必要です。カメラに付属のカプラを使用してカメラ
のケーブル末尾をスイッチに接続します。パッチケーブルは、
さまざまな長さをご用意しております。

JCU (ジジジョョョイイイススステテティィィッッックククコココンンントトトロロローーールルルユユユニニニッッットトト)
イーサネット (電源) ケーブルを使用して JCU を接続します。
JCUにはこの接続のために 1.5 m (5 ft)のイーサネットケーブル
が付属しています。別の長さが必要な場合は、業者に適切なケー
ブルについてご相談ください。

PoE (パパパワワワーーーオオオーーーバババーーーイイイーーーサササネネネッッットトト)イイインンンジジジェェェクククタタタ－－－ SeaTalkhs
スススイイイッッッチチチ
PoE インジェクタを SeaTalkhs スイッチに接続するための
SeaTalkhs パッチケーブルが必要になります。 SeaTalkhs パッチ
ケーブルは、さまざまな長さをご用意しております。

ビビビデデデオオオ ケケケーーーブブブルルル
適切なケーブルおよびアダプタについては、業者にご相談くだ
さい。

SeaTalkhs パパパッッッチチチケケケーーーブブブルルル

ケケケーーーブブブルルル 品品品番番番

1.5 m (4.9フィート) SeaTalkhsパッ
チケーブル

E06054

5 m (16.4フィート) SeaTalkhsパッ
チケーブル

E06055

10 m (32.8 フィート) SeaTalkhs
パッチケーブル

E06056

15 m (49.2 フィート) SeaTalkhs
パッチケーブル

A62136

20 m (65.6 フィート) SeaTalkhs
パッチケーブル

E06057
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3.7 SeaTalkng ののの接接接続続続
G-Series システムは SeaTalkng ネットワークに接続することが
できます。
G-Series システムは SeaTalkng を使用して以下の装置と通信し
ます。

• SeaTalkng 計器 (例： ST70)

• SeaTalkng 自動操縦 (例：ST70 および SmartPilot SPX コース
コンピュータ)

• G-Series キーボード (すべてのバリエーション)

標標標準準準的的的ななな SeaTalkng シシシススステテテムムム

D11830-1

ENTERCANCEL

MENU

ENTERCANCEL

MENU

Power Supply

9
WXYZ

8
TUV

7
PQRS

4
GHI

5
JKL

6
MNO

ACTIVE

WPTS
MOB

DATA

MENUPAGE

. 0

2
ABC

3
DEF

1

CANCELSTANDBYDODGE PILOT OK

RANGE

OUT

IN

ENTER

1 1

2

3

4
5

712

88

910

11

13

14

6SMARTPILOT
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1. SeaTalkng 計器

2. SeaTalkng トランスデューサ ポッド

3. 風向風速トランスデューサ

4. SeaTalkng キーボード (コマンド センター キーボード (参照)
または小型キーボード (図では非表示)

5. SeaTalkng バックボーン

6. 自動操縦 (コース コンピュータ)

7. 12 V の DC およびデータ

8. SeaTalkng トランスデューサ ポッド

9. 速度トランスデューサ

10. 深度トランスデューサ

11. SeaTalkng ターミネータ

12. 12 V / 24 V DC

13. 電源

14. GPM プロセッサ ユニット

注注注意意意: バックボーン ケーブルの両端にターミネータを使用し
て、SeaTalkng ネットワークによるデータ伝送が正しく行わ
れるようにする必要があります。 SeaTalkng ネットワークの
ターミネータは、両端に 1 つずつ、合計 2 つである必要があ
ります。正しく終端されていないシステムの稼動を試みるこ
とはやめてください。

SeaTalkng のののケケケーーーブブブルルル敷敷敷設設設
SeaTalkng ケケケーーーブブブルルル

接接接続続続 /ケケケーーーブブブルルル 備備備考考考

バックボーンケーブル (各種
長さ)

データを運ぶ主なケーブル。
バックボーンからのスプール
を使用して SeaTalkng 装置を接
続します。

T-字型コネクタ 装置が接続されているバック
ボーンに分岐を作ります。

ターミネータ バックボーンの一端で必要で
す。

スプールケーブル 装置接続に使用します。装置
はデイジーチェーン接続する
ことも T字型コネクタに直接
接続することも可能です。

Seatalkng ののの電電電源源源
SeaTalkng バスには 12 Vの電源が必要です。次の方法での電源
供給が可能です。

• 安定化した 12 V 電源を持つ Raymarine 機器 (例：SmartPilot
SPX コース コンピュータ)

• その他の適切な 12 V 電源

注注注意意意: SeaTalkng は、専用の電源入力を持つ多機能ディスプレイ
やその他の機器には電源を供給しません。
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3.8 SeaTalk ののの接接接続続続
SeaTalk接続を使用して、Raymarine SeaTalk-互換製品からデー
タを受信します。

• 自自自動動動操操操縦縦縦—システムは SeaTalk自動操縦情報を受信して表示
し、リピートコントローラとして機能することができます。

• 計計計器器器—システムは SeaTalk計器からデータを受信して表示で
きます (風、速度、深度など)。

• GPS— SeaTalk GPSレシーバの接続に対応しています。海図
アプリケーションには GPSレシーバが必要です。

SeaTalk とととアアアラララーーームムムののの接接接続続続
アラーム出力と SeaTalkは、12 Vのヒューズ付きの電源を持つ 1
つのコネクタに併合されています。
アラームの配線方法は、アラームだけを接続するか、またはその
他の SeaTalk装置も一緒に接続するかによって異なります。
次の図に、2 つの配線シナリオを示します。

• アラームと他の SeaTalk装置をシステムに接続する場合—こ
の配線方法は、図で「1」というラベルが付いています。

• アラームだけをシステムに接続する場合—この配線方法は、
図で「2」というラベルが付いています。

D11831-1
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1. アラームおよびその他の SeaTalk 装置の接続

2. アラームだけを接続した場合 (他の SeaTalk 装置は接続し
ない場合)

3. アラーム

4. 赤いワイヤ

5. 茶色いワイヤ

6. 黒いワイヤ

7. 12 V の電源

8. 白

9. ドレイン ワイヤ

10. 黄色いワイヤ

11. 他の SeaTalk 装置

12. SeaTalk / アラーム ケーブル

13. GPM プロセッサ ユニット

注注注意意意: アラーム出力は 250 mA の最大負荷定格となっていま
す (12 V)。

SeaTalk 電電電源源源
SeaTalk接続では、250 mA定格の 12 V電源を提供しています。
これは 1つの音響モジュールへの電源供給に適しています。

注注注意意意: SeaTalk 計器は通常、別の電源 (Raymarine 自動操縦
コース コンピュータなど) から電源供給を受けています。 2
つ以上の電源を対象とした SeaTalk バスの電源を入れるこ
とはやめてください。

SeaTalk とととマママスススタタターーー GPM
SeaTalk バスはマスター GPM プロセッサ ユニットに接続する
必要があります。
必要に応じて、SeaTalk バスを冗長目的で他の GPM に接続す
ることもできます。 マスター GPM に故障が発生した場合、
SeaTalk が接続されている他の GPM を新しいマスターに指定
する必要があります。

アアアラララーーームムム出出出力力力
アラーム出力は特定の条件、および対応が必要なその他の可聴警
告を知らせる場合に使用されます。
アラームはシステム中のすべてのオーディオ、およびアラーム出
力全体で聞こえます。

高高高負負負荷荷荷アアアラララーーームムムとととサササーーードドドパパパーーーテテティィィ製製製アアアラララーーームムム
アラーム出力を使用して、リレーをスイッチにすることができま
す。これはサードパーティ製音響器や誘導負荷をディスプレイ
に接続するような場合に便利です。接続方法がわからない場合
は、正規の設置担当業者にご相談ください。
G-Series multifunction display にはプラスのスイッチのアラーム
出力があります。 リレー スイッチを接続する際の配置図を次
の回路図に示します。
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リリリレレレーーースススイイイッッッチチチとととしししててて設設設定定定ささされれれたたたアアアラララーーームムム出出出力力力

High current load

Battery +

Battery --0v return

Relay
Suppression
diode

Alarm out
(+ve)

D
11

59
1-

1

注注注意意意: 出力をリレー、またはその他の誘導装置に接続する場合
は、スパイク抑制ダイオード (例：1N4001 など) を装着する
必要があります。

SeaTalk おおおよよよびびびアアアラララーーームムムケケケーーーブブブルルル
SeaTalk 装置とアラームを G-Series システムに接続するため
のケーブル。

ケケケーーーブブブルルル 品品品番番番 備備備考考考

1.5 m (4.9フィート)
SeaTalk /アラーム出
力ケーブル

E55054 GPMプロセッサユ
ニットに付属

3.9 NMEA 0183 ののの接接接続続続
GPM プロセッサ ユニットには 2 本の NMEA 0183 コネクタ
があります。
NMEA 0183ポートを使用して NMEA 0183互換機器を G-Series
システムに接続し、次のタイプの情報を共有します。

• Fastheading—自動操縦または FastHeadingセンサーからの情
報。これはレーダー目標捕捉(MARPA)に必要です。

• AIS情情情報報報— AIS送受信機からの情報。これはレーダー目標識
別に使用します。

• そそそののの他他他ののの NMEAデデデーーータタタ—例：サードパーティ製 GPSレシー
バーや自動操縦システムなど。

どちらのコネクタも 38.4または 4.8 Kbpsのボーレートをサポー
トしています。
GPMプロセッサユニットと NMEA 0183装置間の接続を次の図
に示します。 GPM プロセッサ ユニットに付属の NMEA 0183
ケーブルを使用して接続します。 各接続のピン番号は図の下
に記載されています。
GPM プロセッサ ユニットと NMEA 装置の入出力接続は交差し
ています。 たとえば、GPM プロセッサ ユニットの正の出力は
NMEA 装置の正の入力に接続されています。
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D11832-1

1

2

12

3

4

5

6

7

8

9

10

11

項項項目目目 説説説明明明 色色色 ピピピンンン番番番号号号

1 GPMプロセッ
サユニット

— —

2 NMEA 0183
ケーブル

— —

項項項目目目 説説説明明明 色色色 ピピピンンン番番番号号号

3 GPMの負の入
力

緑 1

4 NMEA 装置の
負の出力

NMEA 装置の
ハンドブック
を参照

5 GPMの正の入
力

白 2

6 NMEA 装置の
正の出力

NMEA 装置の
ハンドブック
を参照

7 GPMの正の出
力

黄色 3

8 NMEA 装置の
正の入力

NMEA 装置の
ハンドブック
を参照

9 GPMの負の出
力

茶色 4

10 NMEA 装置の
負の入力

NMEA 装置の
ハンドブック
を参照

11 無色 (非接続) — 5

12 NMEA装置 — —

複複複数数数ののの NMEA 装装装置置置
NMEA装置はマスター GPMを含めた任意の GPMプロセッサユ
ニットに接続できます。 G-Seriesシステムには特定のタイプの装
置を 1 台だけ接続してください (接続データ バスやネットワー
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ク接続の電子機器を含む)。たとえばシステムの GPSは 1つの
データ バスにのみ接続してください。 GPS データが重複する
と、システム データに異常が生じます。

NMEA 0183 ケケケーーーブブブルルル
NMEA 0183装置を G-Seriesシステムに接続するケーブル。

ケケケーーーブブブルルル 品品品番番番 備備備考考考

1.5 m (4.9フィート)
NMEA 0183ケーブル

R08004 GPMプロセッサユ
ニットに付属

その他の NMEA接続 — 適切なケーブルに
ついては業者にご
相談ください。

注注注意意意: Raymarine 製ではないケーブルはすべて、干渉を最小
限にするためにシールド付きツイスト ペア ケーブルを使用
する必要があります。

3.10 NMEA 2000 ののの接接接続続続
本システムでは NMEA 2000 装置からのデータ受信が可能です
(例：互換エンジンからのデータなど)。 NMEA 2000の接続には、
SeaTalkng および適切なアダプタケーブルを使用します。

D11833-1

2

41

3

1. SeaTalkng バックボーン

2. SeaTalkng － DeviceNet アダプタ ケーブル

3. NMEA 2000 の接続

4. エンジン ゲートウェイまたはエンジン接続
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NMEA 2000 ケケケーーーブブブルルル
NMEA 2000装置を SeaTalkng ネットワーク経由で G-Seriesシス
テムに接続するためのケーブル。

ケケケーーーブブブルルル 品品品番番番

1.5 m (4.9フィート) SeaTalkng －
DeviceNetアダプタケーブル (メ
ス)

A06045

1.5 m (4.9フィート) SeaTalkng －
DeviceNetアダプタケーブル (オ
ス)

A06046

3.11 GPS 接接接続続続
GPS のタイプに応じて、SeaTalk または NMEA 0183 のいずれ
かに接続します。

参参参照照照

• SeaTalk の接続については、 SeaTalk とアラームの接続 を参
照してください。

• NMEA 0183 の接続については、3.9 NMEA 0183 の接続 を参
照してください。
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3.12 AIS 接接接続続続
SeaTalkng または NMEA 0183を使用して、互換 AISを接続する
ことができます。

SeaTalkng ををを使使使用用用しししたたた接接接続続続

D11834-1

SeaTalkng

AIS

500

1

2

1. GPM プロセッサ ユニット

2. AIS500 トランシーバ

NMEA 0183 ををを使使使用用用しししたたた接接接続続続

D11835-1

NMEA0183 (38400)

VHF

NMEA 0183 (4800)

1 2 3

4

1. VHF アンテナ

2. VHF 無線

3. AIS ユニット

4. GPM プロセッサ ユニット
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3.13 Fastheading 接接接続続続
SeaTalkng 自動操縦を使用せずに MARPA (レーダー目標捕捉)機
能を使用する場合は、専用の Fastheading 接続が必要です。 接
続には NMEA 0183 が使用され、互換性のある Raymarine 自動
操縦または専用 Fastheading センサーのいずれかに接続されま
す。 SeaTalkng で接続した Raymarine SPXコースコンピュータ
がシステムに含まれる場合は、別途 Fastheading 接続を行う必
要はありません。

NMEA 0183互互互換換換ののの自自自動動動操操操縦縦縦かかからららののの標標標準準準ののの Fastheading

D11836-1

NMEA0183

2

4

3

5

1

注注注意意意: 任意の NMEA 0183 ポート

1. GPM プロセッサ ユニット

2. 自動操縦コース コンピュータ

3. NMEA 0183 で接続した自動操縦 (Fastheading およびその
他の関連データ)

4. 自動操縦コントローラ

5. フラックスゲート コンパス
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章章章 4: 場場場所所所ととと取取取りりり付付付けけけ

目目目次次次
• 4.1 発火源の可能性 ( 80 ページ)

• 4.2 GPM プロセッサ ユニット ( 80 ページ)

• 4.3 G-Series モニタ ( 83 ページ)

• 4.4 G-Series キーボード ( 84 ページ)

• 4.5 コマンド センター キーボード ワイヤレス アップグレード ( 91 ページ)

• 4.6 GVM400 ビデオ モジュール ( 96 ページ)

• 4.7 アラームブザー ( 98 ページ)
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4.1 発発発火火火源源源ののの可可可能能能性性性
この製品を危険な環境に設置しないでください。

この製品は危険な大気環境、または引火性の高い場所で使用する
ための承認を受けていません。機関室や燃料タンク付近など、危
険な環境や引火性の高い場所には絶対に設置しないでください。

4.2 GPM プププロロロセセセッッッサササユユユニニニッッットトト

場場場所所所ににに関関関すすするるる必必必要要要条条条件件件
ユニットの場所を選択する際は、多くの要因を考慮すること
が重要です。

• エンジンなど、熱源や振動源となる場所の近くに設置しない
でください。

• デッキの下の乾いた場所に設置してください。

• ユニットは密閉筐体で使用するように設計されていません。
ソフトウェアおよび海図の更新を行うには、ユニットにア
クセスする必要があります。

• 垂直面に取り付ける必要があります。側面と上部が水平になる
ようにしてください。

• 設置面には、安定していて安全で、ユニット重量を支えられる
場所を選択する必要があります。

換換換気気気ににに関関関すすするるる必必必要要要条条条件件件
製品が過熱しないように、次の点に注意してください。

• ユニと全体周辺、特に冷却口付近に十分な気流があること
を確認してください。

• 機器と機器の間のスペースを十分開けてください。

• ユニットおよび金属の物体または表面との接触を避けてくだ
さい。
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付付付属属属部部部品品品
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1
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6

7

1 2

1. GPM400 プロセッサ ユニット

2. ドキュメント パックの内容

• 多言語対応 CD (エンドユーザー使用許諾契約書 (EULA)を
含む))

• 設置および試運転の説明書

• ユーザー リファレンス

• クイック リファレンス

• カッティング テンプレート

3. 1.5 m (4.9 フィート) 電源ケーブル

4. 1.5 m (4.9 フィート) NMEA ケーブル

5. 1 m (3.3フィート) SeaTalkng スプールケーブル

6. 1.5 m (4.9フィート) SeaTalk /アラームケーブル

7. 3 m (9.8フィート) GPM400オーディオ出力ケーブル
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寸寸寸法法法
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1

335 mm (13.2 in)
23

0 
m

m
 (9

.0
 in

) 

125 mm (4.92 in)

設設設置置置スススペペペーーーススス
他の機器と側面との間に次の間隔を開けるようにしてください。

面面面 間間間隔隔隔

上 100 mm (3.94インチ)

左 100 mm (3.94インチ)

右 100 mm (3.94インチ)

面面面 間間間隔隔隔

下 ケーブル導入に十分なスペー
ス

正面 150 mm (5.91インチ)

取取取付付付方方方法法法
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4.3 G-Series モモモニニニタタタ
G-Series のモニタの設置方法については、製品に付属のドキュ
メントを参照してください。

モモモニニニタタタ ドドドキキキュュュメメメンンントトト番番番号号号 ドドドキキキュュュメメメンンントトト名名名

G-Series G120、
G150、G170、G190

81277 Raymarine日光可視
海洋ディスプレイ
—ユーザーガイド

G-Series グラスブ
リッジ GB150、
GB170

81324 グラスブリッジモ
ニタ—ユーザーガ
イド

付付付属属属部部部品品品

D
11
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6

1

2

3

4

5

1. サンカバー

2. モニタ

3. 取り付けネジ (数量: 2)

4. 1.5 m (4.9 フィート) 電源ケーブル

5. 5 m (16.4 フィート) DVI-D ケーブル

6. 設置説明書
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付付付属属属部部部品品品
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1 2 4

x8

x4

x4

5

6

7

3

1. グラス ブリッジ モニタ

2. 取付用クリップ x 8 (GB150 のみ)

3. 負荷分散プレート x 4 (GB150 のみ)

4. 取り付けネジ x 4(GB170 のみ)

5. 1.5 m (4.6 フィート) 電源ケーブル

6. 5 m (16.4 フィート) DVI-D ケーブル

7. マニュアル—ユーザーガイド、保証書、表面実装カッティ
ング テンプレートおよび多言語 CD

4.4 G-Series キキキーーーボボボーーードドド
G-Seriesシステムでは次のキーボードがサポートされています。

• コマンド センター　キーボード

• 小型キーボード

コマンドセンターキーボード (小型版は対象外)は 2種類の異な
る用途に合わせて設置できます。

• 有線操作 (埋め込み型)

• ワイヤレス操作 (ワイヤレスアップグレードキットと SeaTalkng
ベース ステーションを使用)

場場場所所所ににに関関関すすするるる必必必要要要条条条件件件
キーボードの場所を選択する際は、多くの要因を考慮すること
が重要です。

• エンジンなど、熱源や振動源となる場所の近くに設置しない
でください。

• キーボードはデッキの上下に取り付けるのに適しています。
CFR-46 標準に準拠した防水加工です。

• キーボードに付属のカッティングテンプレートを使用して
ください。

• 定位置に固定する前にケーブルをキーボードに接続してくだ
さい。
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付付付属属属部部部品品品
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1. サンカバー

2. 小型キーボード

3. パネル シール

4. リヤ クランプ アセンブリ

5. 設置説明書

6. 400 mm (15.75インチ) SeaTalkng バックボーンケーブル

7. 1 m (3.3フィート) SeaTalkng / NMEA2000スプールケーブル

8. つまみナット (数量: 4)

9. スタッド (数量: 4)

10. SeaTalkng T 字型 コネクタ

寸寸寸法法法
小型キーボードの寸法
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取取取付付付方方方法法法
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1. サンカバー

2. キーボード

3. パネル シール (接着面が上)

4. SeaTalkng ケーブル

5. リヤ クランプ アセンブリ

6. つまみナット (数量: 4)

7. スタッド (数量: 4)
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付付付属属属部部部品品品
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1. 設置説明書

2. サンカバー

3. コマンド センター　キーボード

4. パネル シール

5. リヤ クランプ アセンブリ

6. SeaTalkng T 字型 コネクタ

7. ネジパック:

• つまみナット (数量: 4)

• スタッド (数量: 4)

8. 400 mm (15.75インチ) SeaTalkng バックボーンケーブル

9. 1 m (3.3フィート) SeaTalkng / NMEA2000スプールケーブル

寸寸寸法法法
コマンド センターのキーボード寸法
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取取取付付付方方方法法法
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1. サンカバー

2. キーボード

3. パネル シール (接着面が上)

4. SeaTalkng ケーブル

5. リヤ クランプ アセンブリ

6. つまみナット (数量: 4)

7. スタッド (数量: 4)
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4.5コココマママンンンドドドセセセンンンタタターーーキキキーーーボボボーーードドドワワワイイイヤヤヤ
レレレスススアアアッッップププグググレレレーーードドド
G-Seriesコマンドセンターキーボードをワイヤレス操作するに
は、次のオプションの付属品が必要です。

品品品番番番 説説説明明明 備備備考考考

E02045 G-Seriesコマンドセンター
キーボードワイヤレス
ベースステーション

E02046 G-Seriesコマンドセンター
キーボードワイヤレス
アップグレードキット

構成

• 充充充電電電ケケケーーーブブブルルル —
キーボードを充電
します。

• 充充充電電電ポポポイイインンントトト —
SeaTalkng バック
ボーンで充電ケー
ブルに電力を供給
します。

• バババッッッテテテリリリパパパッッッククク—
ワイヤレスベース
ステーションを使
用して、キーボー
ドがワイヤレス操
作できるようにし
ます。

ワワワイイイヤヤヤレレレスススベベベーーースススススステテテーーーシシショョョンンン
場場場所所所ににに関関関すすするるる必必必要要要条条条件件件
キーボードのワイヤレスベースステーションの場所を選択する
際には、多くの要因を考慮することが重要です。

• 実地調査を行って適切な場所を特定し、船舶周辺の無線受信状
況が良好であることを確認してください。

• エンジンなど、熱源や振動源となる場所の近くに設置しない
でください。

• 船舶でできるだけ高い乾いた場所に設置してください。

• 垂直面に取り付けてください。

• 無線電信の影響を受ける可能性がある装置 (例：コンパスな
ど)から少なくとも 1 m (3フィート)は距離を開けるようにし
てください。

無無無線線線範範範囲囲囲ののの実実実地地地調調調査査査
無線が届く範囲を調査して、無線装置が船舶周辺で機能すること
を確認することができます。
ベース ステーションは船舶でできるだけ高い乾いた場所に設
置してください。
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1. SeaTalkng ワイヤレス ベース ステーション

2. 設置説明書

3. SeaTalkng T 字型コネクタ

4. 400 mm (15.75インチ) SeaTalkng バックボーンケーブル

5. 1 m (3.3フィート) SeaTalkng スプールケーブル (両端露出)
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寸寸寸法法法
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取取取付付付方方方法法法

D11879-1

充充充電電電ポポポイイインンントトト
場場場所所所ににに関関関すすするるる必必必要要要条条条件件件
キーボード充電ポイントの場所を選択する場合は、多くの要因
を考慮することが重要です。

• G-Seriesモニタから見える場所を選択し、キーボードの充電中
にシステムを操作できるようにします。

• 定位置に固定する前にケーブルをキーボードに接続してくだ
さい。
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D
11

79
9-

1

1

2 3

4
65

7

8

1. コネクタ カバー
2. バッテリ パック
3. 取付板
4. 六角棒スパナ
5. ネジパック (内容)

• 六角ヘッド M3 ネジ (数量: 4)
• セルフタッピン取り付けネジ (数量: 3)

6. ほこり除けキャップ (ダッシュマウント接続のカバー)
7. Seatalkng 隔壁取り付けケーブル

8. Seatalkng コマンドセンターキーボード充電ケーブル

取取取付付付方方方法法法

D
11

87
6-

1

25 mm
(1 in)

49
 m

m
 (2

.6
 in

)

1

2

3

4

5
6

7

8

94 G-Series installation instructions



1. 充電プラグの保護キャップ

2. ナット

3. セルフタッピンネジ (数量: 3)

4. 取付板 正しい方向として、平坦なエッジが左側に来てい
ることを確認します。

5. ガスケットガスケットの両側の保護カバーが取り外されてい
ることを確認してください。

6. ワッシャ

7. 充電プラグ

8. 充電プラグには、直径 25 mmの穴が必要です。

バババッッッテテテリリリののの設設設置置置
1. コネクタカバーをキーボードの後部カバーに装着します。

D
10

16
2-

1

2. カバー シールに汚れが入り込まないように注意しながら、
バッテリを装着します。

D10518-1

3. 後部カバーを 4 本のネジで固定します。

ワワワイイイヤヤヤレレレスススキキキーーーボボボーーードドドののの充充充電電電
キーボードは最初に使用する前に充電する必要があります。
キーボードを充電するには、キーボードを充電ポイントに接続
し、クレードルに入れます。キーボードは使用前、最低 6時間
は充電する必要があります。
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D
11

88
2-

1

充電中のキーボードは有線操作に使用することができます。

4.6 GVM400 ビビビデデデオオオモモモジジジュュューーールルル

場場場所所所ににに関関関すすするるる必必必要要要条条条件件件
ユニットの場所を選択する際は、多くの要因を考慮すること
が重要です。

• エンジンなど、熱源や振動源となる場所の近くに設置しない
でください。

• デッキの下の乾いた場所に設置してください。

• 垂直面に取り付ける必要があります。側面と上部が水平になる
ようにしてください。
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付付付属属属部部部品品品

D
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7-

1

3

4

1

2

1. GVM400 ビデオ モジュール

2. 設置説明書

3. 1.5 m (4.9 フィート) S-ビデオ ケーブル

4. 1.5 m (4.9 フィート) オーディオ ケーブル

寸寸寸法法法
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3-

1

17
0 

m
m

 (6
.7

 in
) 

237 mm (9.33 in)

56 mm
(2.2 in)
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取取取付付付方方方法法法 4.7 アアアラララーーームムムブブブザザザーーー
アラームはオペレータに危険、およびその他の可聴警告を知
らせる場合に使用されます。

場場場所所所ににに関関関すすするるる必必必要要要条条条件件件
• エンジンなど、熱源や振動源となる場所の近くに設置しない
でください。

• デッキの下の乾いた場所に取り付けてください。

• 垂直面に設置してください。

付付付属属属部部部品品品

D
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1

1

1. アラームブザー
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寸寸寸法法法

D11885-1
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60
 m

m
 (2

.3
6 

in
)

60
 m

m
 (2

.5
 in

) 

18 mm
(0.7 in)

取取取付付付方方方法法法

D11886-1
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章章章 5: 初初初回回回時時時電電電源源源投投投入入入テテテススストトト

目目目次次次
• 5.1 電源を入れる前に ( 102 ページ)

• 5.2 電源投入テスト ( 102 ページ)
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5.1 電電電源源源ををを入入入れれれるるる前前前ににに
システムの電源投入テストに進む前に、次の準備が完了してい
ることを確認してください。

• レーダーおよびすべての補助装置がメーカーの指示どおりに
設置および接続されている。

• すべての G-Series 機器が G-Series 設置指示どおりに設置お
よび接続されている。

5.2 電電電源源源投投投入入入テテテススストトト
システムが正しく配線されていることを確認するために、初回電
源投入テストを実施することをお勧めします。
システムの稼動または構成を行う前に、次の初期チェックを実
施してください。

ブブブレレレーーーカカカののの電電電源源源ををを入入入れれれるるる
配電盤の機器の電源を入れます。
1. モニタおよび補助機器
2. GPM プロセッサ ユニット
電電電源源源投投投入入入シシシーーーケケケンンンススス: 最初にモニタに電源を入れてブートシーケ
ンスと起動情報がマスターモニタに表示されるようにします。

シシシススステテテムムムのののチチチェェェッッッククク
ブートシーケンスが完了するまで 2分ほど待ち、続いて以下を
確認します。
• モニタ
• キーボード
• GPM プロセッサ ユニット
• GVM ビデオ モジュール
• SeaTalkhs スイッチ
• DSM音響モジュール (DSMに付属の説明書を参照)

モモモニニニタタタ チチチェェェッッッククク
各モニタに適した入力を選択する必要があります。 G-Seriesモ
ニタで次の操作を行います。
• 電源キーを押します (必要な場合)。
• 左右の矢印キーを使用して、入力をスクロールします。
グラス ブリッジ モニタの場合は、キーボードを使用して入力
をスクロールします。
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正常なシステムであれば、すべてのモニタに適切な入力チャネル
の G-Seriesセットアップウィザード画面が表示されます。

注注注意意意: 初回のブートシーケンスが表示されるのはマスターモニ
タのみです。 システムの起動シーケンスが完了するまで (電
源投入後約 2 分)、リピート モニタが作動を開始しないこと
があります。

キキキーーーボボボーーードドド チチチェェェッッッククク
各キーボードが正しく接続されているかどうかを調べるには、
LCD モニタを確認します。 正常なシステムの場合、すべての
キーボードに“NOT ASSIGNED”(未割り当て) というメッセージ
が表示されます。

GPM プププロロロセセセッッッサササチチチェェェッッッククク
各 GPM ユニットが正しく接続されているかどうかを調べるに
は、ステータス LEDを確認します (SeaTalk /アラーム出力の横に
あります)。 正常な GPM ユニットの LED は緑が点滅します。
LEDの全ステータスの一覧は、8.12 GPMプロセッサユニットの
LED の表示 を参照してください。

GVM ビビビデデデオオオモモモジジジュュューーールルルチチチェェェッッッククク
各 GVM ユニットが正しく接続されているかどうかを調べるに
は、ステータス LEDを確認します (ユニットのコネクタ側にあり
ます)。 正常な GVM ユニットの LED は緑が点滅します。 LED
の全ステータスの一覧は、8.13 GVM ビデオ モジュールの LED
の表示 を参照してください。

SeaTalkhs スススイイイッッッチチチ
SeaTalkhs ネットワーク接続のステータスを確認してください。
正常な SeaTalkhs スイッチでは、接続されている各チャネルの
LED は、緑が 1 つ点滅、および点灯します。
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章章章 6: 初初初回回回セセセッッットトトアアアッッップププ

目目目次次次
• 6.1 コマンド センター キーボードのレイアウト ( 106 ページ)

• 6.2 小型キーボードのレイアウト ( 107 ページ)

• 6.3 初回設定 ( 107 ページ)

• 6.4 データ マスターの指定 (マスター GPM) ( 108 ページ)

• 6.5 ナビステーションの作成 ( 108 ページ)

• 6.6 ナビステーションへのモニタの割り当て ( 109 ページ)

• 6.7 ナビステーションへのキーボードの割り当て ( 110 ページ)

• 6.8 個々のモニタへのキーボードの割り当て ( 110 ページ)
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6.1 コココマママンンンドドドセセセンンンタタターーーキキキーーーボボボーーードドドのののレレレイイイアアアウウウトトト
コマンドセンターキーボードには、G-Seriesシステムのすべての側面を制御する機能が揃っています。

D10547-2

9
WXYZ

8
TUV

7
PQRS

4
GHI

5
JKL

6
MNO

ACTIVE

WPTS
MOB

DATA

MENUPAGE

. 0

2
ABC

3
DEF

1

CANCELOK

RANGE

OUT

IN

ENTER

STANDBYDODGE PILOT

21 3 4 5 6

1. 電源キー

2. モニタ選択 / OSD (表示画面) コントロール

3. ソフトキー

4. 自動操縦コントロール

5. 回転ノブ

6. トラックパッド
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6.2小小小型型型キキキーーーボボボーーードドドのののレレレイイイアアアウウウトトト
小型キーボードには、G-Series システムの大部分の側面を制
御する機能が揃っています。

D11892-1

ACTIVE

WPTS
MOB

DATA

PILOT
STANDBY

MENUPAGE

CANCELOK

RANGE

OUT

IN

RADAR ON

21 43 5 6

8

7

1. 電源キー

2. 自動操縦コントロール

3. モニタ選択キー

4. 回転ノブ

5. 選択したモニタのインジケータ

6. レーダー送信インジケータ

7. トラックパッド

8. ソフトキー

6.3 初初初回回回設設設定定定
システムの初回設定時には、ナビステーションの設定に役立つ
自動メニュー シーケンスが起動します。
このシーケンスは、ナビステーションが接続されていないシステ
ムに対して起動されます。電源を投入すると、シーケンスに適
切なメニューが自動的に表示されます。
自動シーケンスは次のとおりです。

• マスター GPM を選択します。

• ナビ ステーションを作成します。

• キーボードを割り当てます。

適切なメニューがモニタに自動的に表示されます。

注注注意意意: 初回操作時には、マスター GPMに接続されているモニ
タで設定を行う必要があります。
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6.4デデデーーータタタマママスススタタターーーののの指指指定定定 (マママスススタタターーーGPM)
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. System Configuration(シシシススステテテムムム設設設定定定) メニュー項目を選択

します。
3. Set Master GPM(マスター GPM の設定) オプションを選択

します。
接続されている使用可能な GPMプロセッサのリストが、シリ
アル番号と一緒に表示されます。ローカル GPMは、モニタ
が物理的に接続されている GPMを指しています。

4. データマスターに指定するプロセッサを選択します。
5. SET AS MASTER(マママスススタタターーーににに設設設定定定)ソフトキーを選択します。

注注注意意意: どの GPMを選択すべきかわからない場合は、DISCOVER
GPM(GPMののの検検検出出出)ソフトキーを使用して、各モニタで接続先
の GPMに関するメッセージを表示して確認します。

6.5 ナナナビビビススステテテーーーシシショョョンンンののの作作作成成成
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. System Setup (シシシススステテテムムムセセセッッットトトアアアッッップププ)を選択します。
3. System Configuration (シシシススステテテムムム設設設定定定)を選択します。
4. Configure Nav Stations(ナナナビビビススステテテーーーシシショョョンンンののの設設設定定定)を選択し

ます。
5. CREATE NAV STATION(ナナナビビビススステテテーーーシシショョョンンンののの作作作成成成)ソフトキー

を選択します。
6. ナビステーションの名前を入力します。

i. SELECT NAME(名名名前前前ののの選選選択択択)ソフトキーを使用して、既定
の名前の一覧から名前を選択するか、または

ii. EDIT NAME(名名名前前前ののの編編編集集集) ソフトキーを使用してカスタ
ム名を入力します。

7. OK ボタンを押します。
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6.6 ナナナビビビススステテテーーーシシショョョンンンへへへのののモモモニニニタタタののの割割割りりり
当当当ててて
Configure Nav Stations (ナビステーションの設定)ダイアログを表
示し、次の操作を実行します。
1. 表示されているナビステーションから適切なナビステーショ

ンを選択します。
2. ASSIGN MONITORS (モモモニニニタタタののの割割割りりり当当当ててて) ソフトキーを選択

します。
3. 追加するモニタを選択します。

i. ADD RAY MONITOR (RAYモモモニニニタタタののの追追追加加加)ソフトキーを使
用して、システムに接続されている Raymarineモニタを選
択します。または、

ii. Raymarine以外のモニタを選択する場合は、ADD OTHER
MONITOR (他他他のののモモモニニニタタタををを追追追加加加)ソフトキーを使用します。

4. 選択したモニタのタイプについて、次のように適切な情報を
入力します。

情情情報報報 説説説明明明 モモモニニニタタタのののタタタイイイプププ

名前 モニタの一意の名
前を指定します。

すべて

GPM モニタが接続され
ている GPMを選択
します。 DISCOVER
GPM (GPMののの検検検出出出)ソ
フトキーを使用し
て、現在の割り当
てを判断します。

すべて

情情情報報報 説説説明明明 モモモニニニタタタのののタタタイイイプププ

IPアドレス 表示されている
リストから、割り
当てられているモ
ニタの IP アドレ
スを選択します。
DISCOVER IP (IP ののの
検検検出出出) ソフトキー
を使用して現在の
IPアドレスを特定
するか、IDENTIFY
MONITOR (モモモニニニタタタののの
特特特定定定)ソフトキーを
使用してモニタの
OSDメニューを表
示し、特定できる
ようにします。

Raymarineモニタの
み

入力 G-Seriesケーブルが
接続されているモ
ニタ入力を選択し
ます (例： VGA 1)。

Raymarineモニタの
み
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6.7 ナナナビビビススステテテーーーシシショョョンンンへへへのののキキキーーーボボボーーードドドののの
割割割りりり当当当ててて
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. System Setup (シシシススステテテムムムセセセッッットトトアアアッッップププ)を選択します。
3. System Configuration (シシシススステテテムムム設設設定定定)を選択します。
4. Assign Keyboards (キーボードの割り当て)を選択します。
5. リストから適切なキーボードを選択します。
6. ASSIGN TO NAVSTATION (ナナナビビビススステテテーーーシシショョョンンンににに割割割りりり当当当ててて)

ソフトキーを選択します。
7. 適切なナビステーションを選択します。

6.8 個個個々々々のののモモモニニニタタタへへへのののキキキーーーボボボーーードドドののの割割割りりり
当当当ててて
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. System Setup (シシシススステテテムムムセセセッッットトトアアアッッップププ)を選択します。
3. System Configuration (シシシススステテテムムム設設設定定定)を選択します。
4. Assign Keyboards (キーボードの割り当て)を選択します。

使用可能なキーボードのリストが表示されます。
5. リストから適切なキーボードを選択します。
6. ASSIGN TO MONITOR (モモモニニニタタタににに割割割りりり当当当ててて)ソフトキーを選択

します。
7. 適切なモニタを選択します。
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章章章 7: シシシススステテテムムム チチチェェェッッッククク

目目目次次次
• 7.1 言語の選択 ( 112 ページ)

• 7.2 コンパスのセットアップ ( 112 ページ)

• 7.3 コンパス バー ( 113 ページ)

• 7.4 GPS check ( 114 ページ)

• 7.5 GPS のセットアップ ( 114 ページ)

• 7.6 レーダー チェック ( 116 ページ)

• 7.7 ソナー チェック ( 118 ページ)

• 7.8 自動操縦、AIS および Navtex の設定 ( 119 ページ)

• 7.9 赤外線カメラのセットアップとチェック ( 120 ページ)

• 7.10 ビデオ セットアップ ( 121 ページ)

• 7.11 データ チェック ( 123 ページ)

• 7.12 System setup menu(システム セットアップ メニュー) ( 124 ページ)
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7.1 言言言語語語ののの選選選択択択
このシステムでは次の言語がサポートされています。

英語 (米国) 英語 (英国) 中国語

デンマーク語 オランダ語 フィンランド語

フランス語 ドイツ語 ギリシャ語

イタリア語 日本語 韓国語

ノルウェー語 ポルトガル語 (ブラ
ジル)

ロシア語

スペイン語 スウェーデン語 トルコ語

ポーランド語 クロアチア語

1. MENU(メメメニニニュュューーー)ボタンを押してセットアップメニューを開
きます。

2. System Setup(シシシススステテテムムムセセセッッットトトアアアッッップププ) > Language(言言言語語語) メ
ニューを選択します。

3. 使用可能な言語の中から選択します。

7.2 コココンンンパパパスススのののセセセッッットトトアアアッッップププ
最適な精度を得るために、接続されているコンパスを線形化、ま
たは「スイング」しなければならないことがあります。
コンパスを線形化、または「スイング」するには、キャリブ
レーション手順に従って船首アライメントの微調整を行うこ
とが必要になります。

注注注意意意: この手順は、自動操縦コンパスのキャリブレートには適
していません。自動操縦コンパスのキャリブレートを行う場合
は、自動操縦コントロールヘッドを使用します。

コココンンンパパパスススのののリリリニニニアアアララライイイズズズ
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. Compass Setup(コココンンンパパパスススセセセッッットトトアアアッッップププ)を選択します。
3. Linearize Compass(コココンンンパパパスススのののリリリニニニアアアララライイイズズズ) ソフトキーを

選択します。
4. 画面に表示される指示に従います。
5. 回転つまみで船首の位置を微調整します。
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7.3 コココンンンパパパスススバババーーー
コンパス バーは、現在の船首、または対地方位 (COG) を継続
的に表示します。
バーの両端の矢印は、現在の進路を示します。

1 2

3

1. 進路

2. アクティブなウェイポイント

3. 方位マーカー.

コンパスバーは、DATA(デデデーーータタタ)ボタンを使用して表示します。
コンパスバーを表示するとデータバーがコンパスバーに置き換
えられ、常に画面の最上位に配置されるようになります。
コンパスバーには、船首と COGの 2つのモードがあります。

• 船首モードの方位マーカーは赤で表示されます。

• COGモードの方位マーカーは緑で表示されます。

• コンパスバーをアクティブなウェイポイントと一緒に使用する
と、方位マーカーが青になり、アクティブなウェイポイント記
号がウェイポイントの方位を示すようになります。

既定のコンパスバーモードは船首モードです。このモードは、
いつでも Databar Setup(デデデーーータタタバババーーーセセセッッットトトアアアッッップププ)メニューを使
用して変更できます。

注注注意意意: コンパスバーの表示中に MOB (落水者救助)がアクティ
ブになると、コンパスの代わりに MOBツールバーが表示され
るようになります。 アクティブな MOB アラームを取り消す
と、コンパス バーに戻ります。

コココンンンパパパスススバババーーーののの表表表示示示
1. DATA(デデデーーータタタ) ボタンを押します。
2. Databar(デデデーーータタタバババーーー) ソフトキーを使用して、COMP(コンパ

ス) オプションを選択します。

コココンンンパパパスススバババーーーののの設設設定定定
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. Databar Setup(デデデーーータタタバババーーーセセセッッットトトアアアッッップププ)を強調表示します。
3. 必要に応じて、Heading(船首)または COGを選択します。
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7.4 GPS check

GPS 機機機能能能ののの確確確認認認
海図アプリケーションを使用して、GPSが正しく機能しているこ
とを確認することができます。
1. 海図ページを選択します。

2. 画面を確認します。

海図を表示すると、次の情報を確認できます。
船船船舶舶舶ののの位位位置置置 (GPS fixををを示示示しししままますすす)。現在の位置は、船の記号ま
たは○印で表されます。 現在位置は、VES POS の下のデー
タバーにも表示されます。

注注注意意意: 海図上の○印が表示された場合、船首データも対地方位
(COG)データのいずれも使用できないことを示します。

7.5 GPS のののセセセッッットトトアアアッッップププ
GPS のセットアップ オプションを使用して、接続されている
GPS レシーバを設定することができます。
GPS (衛星利用測位システム)は、海図上で船舶の位置を把握する
ために使用します。 GPS レシーバを設定し、Setup Menu(セッ
トアップ メニュー) の GPS ステータス オプションからステー
タスを確認することができます。トラッキング中の人工衛星ご
とに、次の情報が画面に表示されます。

• 衛星番号

• 信号強度バー

• ステータス

• 方位角

• 仰角

• トラッキング中の人工衛星の位置を示すスカイビュー

1

2

6

3 4

5
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項項項目目目 説説説明明明

1 スススカカカイイイビビビュュューーー—トラッキング中の人工衛星の位置
を視覚的に表したもの。

2 水水水平平平精精精度度度低低低下下下率率率 (HDOP)—衛星の形状、データ送信
時のシステムエラー、GPSレシーバのシステムエ
ラーなど、さまざまな要因を元に計算した GPSの
精度。値が高いほど、位置誤差が大きいことを示
します。標準的な GPSレシーバの精度は 5～ 15 m
です。たとえば GPSレシーバの誤差を 5 mとした
場合、HDOPの「2」は約 15mの誤差があることを
意味します。 HDOPの値が低くても、GPSレシー
バが正確な位置を示している保証にはなりません
のでご了承ください。はっきりしない場合は、海
図アプリケーションに表示されている実際の近接
部分に対する船舶の位置を海図に示されている既
知の物体と比較してください。

3 捕捕捕捉捉捉ススステテテーーータタタススス— GPSレシーバが実際に報告して
いるモード (No Fix -検索中、Fix -捕捉、D Fix - D捕
捉、SD Fix - SD捕捉)。

4 デデデーーータタタムムム— GPSレシーバのデータム設定によっ
て、海図アプリケーションに表示される船舶の位
置情報の精度が変わります。 GPSレシーバと多機
能ディスプレイが紙の海図と正確に相関するよう
にするには、同じデータムを使用する必要があり
ます。詳細については、「海図の使用」の章を参
照してください。

5 モモモーーードドド—現在 GPSレシーバで選択されているモー
ド。

6 衛衛衛星星星ススステテテーーータタタススス—画面左側のスカイビューで特定さ
れた各衛星の信号強度とステータスを表示します。

GPS レシーバの精度は、三角測量で使用する方位角と仰角な
ど、位置を計算するのに必要な上記のパラメータによって変
わります。
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7.6 レレレーーーダダダーーーチチチェェェッッッククク

通通通告告告: レレレーーーダダダーーースススキキキャャャナナナののの安安安全全全性性性
レーダースキャナの回転を始める前に、担当者が全
員離れた場所にいることを確認してください。

通通通告告告: レレレーーーダダダーーー伝伝伝送送送ののの安安安全全全性性性
レーダースキャナは電磁エネルギーを伝送します。
レーダー伝送中は担当者はスキャナに近づかない
でください。

レレレーーーダダダーーーののの確確確認認認
1. レーダーページを選択します。

レーダースキャナがスタンバイモードで初期化されます。こ
のプロセスは約 70 秒かかります。

2. POWER (電電電源源源) ボタンを押します。
3. Radar Tx/Stdby (レレレーーーダダダーーーTx/スススタタタンンンバババイイイ) ソフトキーを押

し、Tx を選択します。
スキャナの送受信が開始されます。

4. レーダー画面が正しく動作していることを確認してください。

標標標準準準ののの HD デデデジジジタタタルルルレレレーーーダダダーーー画画画面面面

注注注意意意: 上記の例は、HDデジタルレーダースキャナで提供され
た出力を拡張したものです。

次次次ののの点点点ををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。

• レーダースイープがエコー応答と一緒に画面に表示される。

• レーダーのステータスアイコンが右上隅で回転している。

軸軸軸受受受アアアララライイイメメメンンントトトののの確確確認認認ととと調調調整整整
軸軸軸受受受アアアララライイイメメメンンントトト
レーダーの軸受アライメントを行うと、船首に対して正しい軸受
にレーダー物体が表示されるようにすることができます。軸受ア
ライメントはレーダーを新しく設置するたびに行ってください。
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アアアララライイイメメメンンントトトががが不不不適適適切切切なななレレレーーーダダダーーーののの例例例

D11590-2

1 2

項項項目目目 説説説明明明

1 正面のターゲット物体 (例：ブイなど)

2 レーダーに表示されているターゲットが SHMと
アラインされていません。軸受アライメントが
必要です。

軸軸軸受受受アアアララライイイメメメンンントトトののの確確確認認認
1. 航行中の船舶：船首をレーダーディスプレイで特定された静

止物体に位置合わせします。1 & 2 NM の距離の物体が理想
的です。

2. レーダーディスプレイの物体の位置に注意してください。
ターゲットが SHM内にない場合は、アライメントエラーが
発生したことになるので、軸受アライメント調整を行う必要
があります。

軸軸軸受受受アアアララライイイメメメンンントトトののの調調調整整整
軸受アライメントの確認が終わったら、続けて必要な調整を
行うことができます。
レーダーページを表示し、次の操作を実行します。
1. RADAR SETUP(レレレーーーダダダーーーセセセッッットトトアアアッッップププ) > BEARING

ALIGNMENT(軸軸軸受受受アアアララライイイメメメンンントトト)メニューを選択します。
2. BEARING ALIGNMENT(軸軸軸受受受アアアララライイイメメメンンントトト) ソフトキーを押

します。
3. 回転つまみで選択したターゲットを SHMに配置します。
4. 調整が終わったら OK を押します。

レレレーーーダダダーーーのののオオオフフフセセセッッットトトののの調調調整整整 (パパパーーーキキキンンングググ)
この設定は開いているアレイスキャナに適用されます。この設
定は、回転が止まったときにスキャナを正しい位置に停めるた
めに使用します。
設定に進む前に、次の条件が整っていることを確認してくだ
さい。
• レーダーページが選択されている
• レーダーのスキャナがスタンバイモードで初期化されている
1. RADAR SETUP(レレレーーーダダダーーーセセセッッットトトアアアッッップププ) > SCANNER SETUP

(スススキキキャャャナナナセセセッッットトトアアアッッップププ) を押します。
2. PARKING OFFSET(パパパーーーキキキンンングググオオオフフフセセセッッットトト) オプションを選

択し、レーダーを停めたときにスタンバイモード、またはス
イッチを切ったアンテナが前を向いて (船舶の正面から見たと

システム チェック 117



きに Raymarine のロゴが見えるように) 停止するためのオフ
セット角度を調整します。

3. 調整が終わったら OK を押します。

7.7 ソソソナナナーーーチチチェェェッッッククク

通通通告告告: ソソソナナナーーーののの操操操作作作
• 水から出ている船舶の音響器を作動しないでく
ださい。

• 音響器の電源が入っているときにトランスデュー
サ表面に触らないでください。

• ダイバーがトランスデューサの 7.6 m (25 フィー
ト) 以内にいる場合は、音響器の電源を切って
ください。

魚魚魚群群群探探探知知知機機機トトトララランンンスススデデデュュューーーサササののの選選選択択択
DSMに接続されているトランスデューサのシステムを設定する必
要があります。魚群探知機セットアップメニューを使用して、
適切なトランスデューサを選択します。

魚魚魚群群群探探探知知知機機機トトトララランンンスススデデデュュューーーサササののの選選選択択択
メインの魚群探知機画面で、次の操作を実行します。
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. オプションの一覧から Fishfinder Setup(魚魚魚群群群探探探知知知機機機セセセッッットトト

アアアッッップププ) を選択します。
3. メニューオプションの一覧から Transducer Settings(トトトララランンン

スススデデデュュューーーサササ設設設定定定) を選択します。
4. Select Transducer(トトトララランンンスススデデデュュューーーサササののの選選選択択択)オプションを使

用して、使用可能なトランスデューサの中から適切なトラン
スデューサを選択します。

ソソソーーーナナナーーーののの確確確認認認
ソーナーの確認は、魚群探知機アプリケーションを使用して
行います。
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1. 魚群探知機ページを選択します。

2. 魚群探知機ディスプレイを確認します。

魚群探知機が有効な状態で、次の情報を確認できます。

• 深度値 (トランスデューサが機能していることを示します)。
深度は画面左下に大きい白い数字で表示されます。

7.8自自自動動動操操操縦縦縦、、、AISおおおよよよびびび Navtexののの設設設定定定
システムの一環として接続されている自動操縦、AIS および
Navtex 機器を統合するためには、システム統合の設定を行う
必要があります。
1. システム統合設定を確認します。

i. Menu(メメメニニニュュューーー) > System Setup(シシシススステテテムムムセセセッッットトトアアアッッッ
プププ) > System Integration(シシシススステテテムムム統統統合合合) メニューにアク
セスします。

ii. 自動操縦コントロールディスプレイを使用して互換性があ
る自動操縦を制御する場合、このオプションを有効にす
る必要があります。

iii. NMEA ポート設定 接続中の装置に適した設定を行う必
要があります。

iv. NMEA船首のブリッジこのオプションは、SeaTalkまたは
SeaTalkng に接続されている他の装置の船首データ源として
ディスプレイを使用する場合にのみ ONにしてください。

2. ディスプレイのプレゼンテーション設定を確認します。

ターゲットを表示するには、 AISプレゼンテーションレイヤ
をオンにする必要があります。
i. 海図ウィンドウから 2D Chart Layers (2D海海海図図図レレレイイイヤヤヤ)を

選択します。
ii. 必要に応じて、AIS Targets(AISタタターーーゲゲゲッッットトト) On(オン)また

は Off(オフ) を選択します。
さらにシステム セットアップに変更を加えることもできます
が、追加の設定を行わなくてもほとんどの装置はデフォルト
レベルで動作します。
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7.9赤赤赤外外外線線線カカカメメメラララのののセセセッッットトトアアアッッップププとととチチチェェェッッッ
ククク
赤外線カメラが正しく機能することを確認するため、カメラの主
な機能のセットアップとチェックを行う必要があります。
セットアップとチェックに入る前に、カメラが指示どおりに正し
く接続されていることを確認してください。オプションのジョイ
スティックコントロールユニット (JCU)および PoE (パワーオー
バーイーサネット)インジェクタが付属している場合は、これら
のユニットも正しく接続されていることを確認してください。

カカカメメメラララのののセセセッッットトトアアアッッップププ
次の操作が必要です。
• 赤外線カメラが接続されている GVMビデオモジュールのシリ
アル番号を選択する。

• 画像を調整する (縦横比、コントラスト、明るさなど)。

カカカメメメラララのののチチチェェェッッッククク
次の操作が必要です。
• カメラの動きを確認する (パン、チルト、ズーム)。
• カメラの「ホーム」位置が正しいことを確認する。

赤赤赤外外外線線線カカカメメメラララののの GVMビビビデデデオオオモモモジジジュュューーールルルののの設設設定定定
G-Seriesシステムで赤外線カメラを表示および制御するには、赤
外線カメラアプリケーションを使用して GVMビデオモジュール
を設定する必要があります。
赤外線カメラアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. 赤赤赤外外外線線線カカカメメメラララセセセッッットトトアアアッッップププを選択します。
3. GVM 選選選択択択メニュー項目を選択します。

接続されているすべての GVMビデオモジュールの一覧がシ
リアル番号と一緒に表示されます。

4. 赤外線カメラが接続されている GVMビデオモジュールのシ
リアル番号を選択します。

5. 赤外線カメラが接続されている GVMビデオモジュールごと
に手順 1 ～ 4 を繰り返します。

注注注意意意: G-Series システムでは、GVM ビデオ モジュールごと
に 1台の赤外線カメラのみを接続することができます。赤外
線カメラが接続されると、各 GVM ビデオ モジュールはその
入力のみに制限されるため、他のビデオ デバイスの接続は
サポートされなくなります。

赤赤赤外外外線線線ビビビデデデオオオののの縦縦縦横横横比比比ののの変変変更更更
赤外線カメラアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. OPTIONS(オオオプププシシショョョンンン)ソフトキーを選択します。
2. PRESENTATION(プププレレレゼゼゼンンンテテテーーーシシショョョンンン) ソフトキーを押しま

す。
3. ASPECT RATIO(縦縦縦横横横比比比) ソフトキーを使用して、Auto(自

動)、4:3、 16:9オプションの中から適切なオプションを選択
します。

赤赤赤外外外線線線カカカメメメラララののの画画画像像像ののの調調調整整整
赤外線カメラアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. OPTIONS(オオオプププシシショョョンンン)ソフトキーを選択します。
2. PRESENTATION(プププレレレゼゼゼンンンテテテーーーシシショョョンンン) ソフトキーを押しま

す。
3. 必要に応じて、CONTRAST(コココンンントトトラララススストトト)、BRIGHTNESS(明明明

るるるさささ)、COLOR(カカカラララーーー)ソフトキーを選択します。
4. トラックパッドで必要に応じてレベルを調整します。

赤赤赤外外外線線線画画画像像像のののパパパンンン、、、チチチルルルトトト、、、ズズズーーームムム
回転ノブ、トラックパッド、有効範囲キーを組み合わせて、赤外
線カメラ表示を操作します。
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回転ノブ —カメラを左右に回転させるため
に使用します (パン)。

トラックパッド —カメラを左右に回転させ
たり (パン)、カメラを上下に傾けたりする際
に使用します。

RANGE

IN

OUT
有効範囲キー—拡大および縮小表示に使用し
ます。

赤赤赤外外外線線線カカカメメメラララのののホホホーーームムム位位位置置置へへへのののリリリセセセッッットトト
赤外線カメラアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. カカカメメメラララホホホーーームムムソフトキーを選択します。

カメラが現在ホーム位置に設定されている位置に戻り、「ホー
ム」アイコンが画面上に一瞬現れます。

7.10 ビビビデデデオオオセセセッッットトトアアアッッップププ
ビデオとエンターテイメントシステムが正しく機能することを
確認するために、すべてのビデオおよびオーディオチャネルを
テストする必要があります。
先に進む前に、ビデオ ソースが動作していることを確認して
ください。
オーディオについては、船舶のオーディオアンプがオンになり、
適切な入力が選択されていることを確認してください。

ビビビデデデオオオとととオオオーーーデデディィィオオオ出出出力力力ををを確確確認認認しししままますすす。。。
次の操作が必要です。
• ホーム画面からビデオアプリケーションを選択します。
• ビデオ入力を設定します。

ビビビデデデオオオソソソーーーススス入入入力力力タタタイイイプププののの選選選択択択
システムはコンポジット、および S-ビデオ フォーマットと互
換性があります。
ビデオアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. Video Setup(ビビビデデデオオオセセセッッットトトアアアッッップププ)を選択します。
3. Configure Video System(ビビビデデデオオオシシシススステテテムムムののの設設設定定定)メニュー項

目を選択します。
4. ビデオソースが接続されている GVMビデオモジュールのシ

リアル番号を選択します。
5. Type(タタタイイイプププ) メニュー項目を選択します。
6. 必要に応じて、Composite(コンポジット)または S-Video(S-ビ

デオ) オプションを選択します。

GVM ビビビデデデオオオモモモジジジュュューーールルルののの名名名前前前指指指定定定
ビデオアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. Video Setup(ビビビデデデオオオセセセッッットトトアアアッッップププ)を選択します。
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3. Configure Video System(ビビビデデデオオオシシシススステテテムムムののの設設設定定定)メニュー項
目を選択します。

4. ビデオ ソースが接続されている GVM ビデオ モジュールに
対応するシリアル番号を選択します。

5. Rename GVM400 unit(GVM400ユユユニニニッッットトトののの名名名前前前変変変更更更)メニュー
項目を選択します。

6. オンスクリーンキーボードで新しい名前を入力し、SAVE(保
存)を選択します。

ビビビデデデオオオソソソーーースススののの名名名前前前指指指定定定
ビデオアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. Video Setup(ビビビデデデオオオセセセッッットトトアアアッッップププ)を選択します。
3. Configure Video System(ビビビデデデオオオシシシススステテテムムムののの設設設定定定)メニュー項

目を選択します。
4. ビデオ ソースが接続されている GVM ビデオ モジュールに

対応するシリアル番号を選択します。
5. Rename Video(ビビビデデデオオオののの名名名前前前変変変更更更) メニュー項目を選択し

ます。
6. オンスクリーンキーボードで新しい名前を入力し、SAVE(保

存)を選択します。

ビビビデデデオオオののの縦縦縦横横横比比比ののの変変変更更更
ビデオアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. Video Setup(ビビビデデデオオオセセセッッットトトアアアッッップププ)を選択します。
3. Configure Video System(ビビビデデデオオオシシシススステテテムムムののの設設設定定定)メニュー項

目を選択します。
4. ビデオソースが接続されている GVMビデオモジュールのシ

リアル番号を選択します。
5. Aspect Ratio(縦縦縦横横横比比比)メニュー項目を選択します。

6. 必要に応じて、Auto(自動)、4:3、16:9 オプションの中から
選択します。

ビビビデデデオオオののの向向向きききののの変変変更更更
ビデオアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. PRESENTATION(プププレレレゼゼゼンンンテテテーーーシシショョョンンン) ソフトキーを押しま

す。
2. ORIENTATION(向向向ききき) ソフトキーで適切なオプションを選択

します。

ビビビデデデオオオ出出出力力力解解解像像像度度度ののの変変変更更更
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. Display Setup(デデディィィスススプププレレレイイイセセセッッットトトアアアッッップププ)を選択します。
3. Video Output Resolution(ビビビデデデオオオ出出出力力力解解解像像像度度度)メニュー項目を

使用して解像度を調整します。

ビビビデデデオオオソソソーーースススののの音音音量量量ののの調調調整整整
ビデオアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. PRESENTATION(プププレレレゼゼゼンンンテテテーーーシシショョョンンン) ソフトキーを押しま

す。
2. VOLUME(ボボボリリリュュューーームムム) ソフトキーで ON(オン) オプションを

選択します。
音量スライドコントロールがソフトキーの上に表示されます。

3. 回転つまみで音量レベルを調整します。

注注注意意意: VOLUME (ボリューム) ソフトキーは、GVM ビデオモ
ジュールの Sビデオ入力にアクティブなビデオソースが存在
し、ビデオ入力が Video Setup (ビデオセットアップ)メニュー
で「Sビデオ」に設定されている場合にのみ使用できます。コ
ンポジットビデオソースには音量コントロールはありません。
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7.11 デデデーーータタタチチチェェェッッッククク
データアプリケーションを使用して、システムが必要なすべて
の情報を海洋電子システムから受信しているかどうかをチェッ
クします。
データアプリケーションにはホーム画面からアクセスします。
チェックの内容は次のとおりです。
• SeaTalkng から受信した計器データおよびその他のデータ。
• エンジン データ。 互換エンジンで NMEA 2000 を使用して
情報を送信することができます。 これを SeaTalkng バスに接
続します。

• システム上のその他のデータ (例：SeaTalkおよび NMEA 0183
から受信したデータなど)

デデデーーータタタアアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンンのののカカカスススタタタマママイイイズズズ
必要なシステムデータや計器データを表示するようにデータア
プリケーションをカスタマイズすることができます。
既製のデータパネルをデータアプリケーションに表示する以外
にも、特定の要件に合わせてデータパネルをカスタマイズでき
ます。
データ パネルはそれぞれ以下の設定を変更してカスタマイズ
できます。
• パネル名
• データ パネルのサイズと数。
• 各データパネルに保存されるデータ。データには、トランス
デューサ、または NMEAまたは SeaTalkで使用可能な内部計算
済みのナビゲーションデータを含めることができます。その
他のデータには、羅針図、距離ログ、およびリセットが可能な
4 つのトリップ カウンターがあります。

• データの表示方法データ項目ごとに、表示データ形式 (数値、
小数点、ゲージ、グラフィカル形式など) を制御すること
ができます。

デデデーーータタタアアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンンでででのののカカカスススタタタマママイイイズズズデデデーーー
タタタののの選選選択択択
データアプリケーションで、次の操作を実行します。
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。
2. Panel Setup Menu(パパパネネネルルルセセセッッットトトアアアッッップププメメメニニニュュューーー)を選択し

ます。
3. 適切な Configure:(設設設定定定)メニュー項目を選択します。

データアプリケーションの主なデータ要素の周辺に赤いアウ
トラインが表示されます。

4. 変更するデータ要素を強調表示します。
5. SELECT DATA(デデデーーータタタののの選選選択択択)ソフトキーを押します。
6. 適切なメニュー項目から、選択したセルに表示するデータグ

ループとデータを選択します。
7. 適切なメニュー項目から、特定のデータに関連したデータ

タイプを選択します。

注注注意意意: また、カスタマイズするデータパネルに関連した物理ソ
フトキーを押したままにして、SELECT DATA(デデデーーータタタののの選選選択択択)ソ
フトキーにアクセスすることもできます (例： NAVIGATION)。
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7.12 System setup menu(シシシススステテテムムムセセセッッットトトアアアッッップププメメメニニニュュューーー)
多機能ディスプレイの System Setup(システムセットアップメニュー)で使用できるさまざまなオプションを次の表に示します。

メメメニニニュュューーー項項項目目目 説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

Boat Details(船船船舶舶舶ののの詳詳詳細細細) 衝突アラーム動作の正確性は、Boat Details setting(船
舶の詳細設定)に適切な数値を入力するかどうか
によって変わってきます。乗船する船舶の最小安
全深度、ビーム、および高さを指定します。衝突
アラームでは GPSアンテナのデータを利用するた
め、入力する数値は安全な航海に見合うものであ
り、乗船する船舶の GPSアンテナの位置も考慮
する必要があります。

• Minimum Safe Depth(最小安全深度)

• Minimum Safe Beam(最小安全ビーム)

• Minimum Safe Height(最小安全高さ)

Position Mode(位位位置置置モモモーーードドド) 位置データの表示方法を決定します。Latitude(緯度)
/ Longitude(経度)座標、または Loran TD(ロラン TD)
があります。

• Lat / Long(緯度/経度) (default)

• TDs(TD)

TD Setup(TDセセセッッットトトアアアッッップププ) Position Mode(位置モード) (上記参照)を　TDsに設定
すると、チェーン識別、スレーブ、および ASFの
数値を指定できます。

Chain(チチチェェェーーーンンン)

• 地図情報によって、さまざまなオプショ
ンがあります。

Slave 1/2(スススレレレーーーブブブ 1/2)

• 地図情報によって、さまざまなオプショ
ンがあります。

ASF 1/2(ASF 1/2)

• –09.9～ +09.9

Simulator(シシシミミミュュュレレレーーータタタ) シミュレータモードを有効または無効にします。
このモードで、GPSアンテナ、魚群探知機 (DSMソ
ナー)、またはその他外部ユニットからのデータな
しで、お手元の多機能ディスプレイの操作練習
が可能です。

• OFF(オフ) (default)

• ON(オン)

• DEMO(デモ)
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メメメニニニュュューーー項項項目目目 説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

Simulator Speed(シシシミミミュュュレレレーーータタタ速速速度度度) シミュレータが有効な状態のとき(上記参照)、船舶
アイコンの移動する速度を指定できます。

• 1x(1x)

• 2x(2x)

• 3x(3x)

Bearing Mode(方方方位位位モモモーーードドド) 方位および船首、全データの表示方法を決定しま
す。ここでの設定は、海図またはレーダーディス
プレイの描写方法には一切適用されません。

• True(真) (default)

• Magnetic(磁気)

MOB Data Type(MOBデデデーーータタタタタタイイイプププ) 位置データまたは推測航法を表示するか決定しま
す。乗船している船舶と Man Overboard (MOB)(落水者
救助)で潮流と風作用が同じであるとすれば、推測
航法設定には、より正確な航路が表されます。

• Dead Reckoning(推測航法)

• Position(位置) (default)

Variation Source(偏偏偏差差差ソソソーーーススス) この設定は、地球磁場から自然に発生するオフセッ
トを補正します。 Auto(自動)に設定すると、システ
ムは自動的に補正し、補正値を括弧付きで表示し
ます。独自の補正値を入力するには、Manual(手動)
オプションを利用して、Manual Variation(手動偏差)設
定 (下記参照)で数値を指定します。

• Auto(自動) (補正値は括弧付きで表示さ
れます) (default)

• Manual(手動)

Manual Variation(手手手動動動偏偏偏差差差) Variation Source(偏差ソース)メニュー項目を Manual(手
動) (上記参照) に設定している場合、Manual
Variation(手動偏差)設定を使用してお好みの補正
値に指定します。この数値は、接続済みの他の
Raymarine製計器にもすべて伝送されます。

• 0度東 (default)

• 有効範囲: 0～ 30度東または西

•

Language(言言言語語語) 画面に表示されるテキスト、ラベル、メニューお
よびオプションの言語を決定します。
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メメメニニニュュューーー項項項目目目 説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

Ground Trip Reset(接接接地地地トトトリリリッッップププリリリ
セセセッッットトト)

選択した接地トリップ距離カウンターをゼロに
リセットします。

• Ground Trip 1 Reset(接地トリップ 1リセッ
ト)

• Ground Trip 2 Reset(接地トリップ 2リセッ
ト)

• Ground Trip 3 Reset(接地トリップ 3リセッ
ト)

• Ground Trip 4 Reset(接地トリップ 4リセッ
ト)

Settings Reset(設設設定定定リリリセセセッッットトト) ページ設定やデータバーを含め、システムセット
アップメニューをすべてリセットし、工場出荷時
の設定に戻します。ウェイポイント、航路、およ
び航跡は削除されません。

Reset Defaults(初初初期期期設設設定定定リリリセセセッッットトト)確確確認認認

• YES(はい)

• NO(いいえ)

Settings(設設設定定定) おおおよよよびびび Data
Reset(デデデーーータタタリリリセセセッッットトト)

ページ設定やデータバーを含め、システムセット
アップメニューをすべてリセットし、工場出荷時
の設定に戻します。ウェイポイント、航路、およ
び航跡も削除されます。

注注注意意意: 複数の多機能ディスプレイ(ネットワーク
接続のディスプレイ)を採用しているシステムの
場合、データマスター (主要ディスプレイ)上か
らシステムデータベース全体が削除されます。
追加の多機能ディスプレイからは、ウェイポイ
ント、航路、および航跡だけが削除されます。

注注注意意意: G-Seriesシステム上でリセット機能を実行す
ると、ナビステーション設定も削除されます。

Factory Reset(初初初期期期設設設定定定リリリセセセッッットトト)確確確認認認

• YES(はい)

• NO(いいえ)
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メメメニニニュュューーー項項項目目目 説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

Time(時時時間間間) / Date Setup(日日日付付付設設設定定定) これらのオプションを利用して、時間および日付
形式を必要に応じてカスタマイズできます。ユニ
バーサルタイムコンスタント(UTC)から現地時間
オフセットを指定して、時差に応じて補正する
ことも可能です。

Date Format(日日日付付付形形形式式式)

• mm/dd/yy(mm/dd/yy)

• dd/mm/yy(dd/mm/yy)

Time Format(時時時間間間形形形式式式)

• 12 hr(12時間)

• 24 hr(24時間)

Local Time Offset(現現現地地地時時時間間間オオオフフフセセセッッットトト)

• –013.0～ +013.0

Units Setup(単単単位位位セセセッッットトトアアアッッップププ) 主な測定値で使用される次の単位を指定できます。

• 間隔

• 速度

• 水深

• 温度

• 気圧

• 容量

注注注意意意: Distance(距距距離離離)単位が Nautical Miles(海里)また
は Statute Miles(法定マイル)に設定されており、
表示されるデータが 1以下の場合、システムは
Feet(フィート)単位で表示します。 Distance(距距距
離離離)単位が Kilometers(キロメートル)に設定されて
いる場合、システムは Meters(メートル)単位で
表示します。

Distance Units(距距距離離離単単単位位位)

• Nautical Miles(海里) (default)

• Statute Miles(法定マイル)

• Kilometers(キロメートル)

Speed Units(速速速度度度単単単位位位)

• Knots(ノット) (default)

• mph(mph) (時速)

• kph(kph) (時速キロメートル)

Depth Units(水水水深深深単単単位位位)

• Meters(メートル)

• Feet(フィート) (default)

• Fathoms(尋)

Temperature Units(温温温度度度単単単位位位)
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メメメニニニュュューーー項項項目目目 説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

• Fahrenheit(華氏) (default)

• Celsius(摂氏)

Pressure Units(気気気圧圧圧単単単位位位)

• Bar(バール)

• PSI(PSI) (default)

• Kilopascals(キロパスカル)

Volume Units(容容容量量量単単単位位位)

• US Gallons(米ガロン)

• Imp (Imperial) Gallons(Imp英ガロン) (default)

• Liters(リットル)

System Integration(シシシススステテテムムム統統統合合合) 外部機器用の接続設定を決定します。サブメ
ニューには、次の項目が用意されています。

• Autopilot Control(自自自動動動操操操縦縦縦コココンンントトトロロローーールルル) —
Enabled(有効)に設定すると、このオプションを
利用して、コマンドを送信して自動操縦を作動
したり、解除するなど接続しているパイロット
コントロールヘッドの一部を操作できます。
Disabled(無効)に設定すると、お手元の多機能ディ
スプレイから自動操縦を操作することはできま
せん。また、すべての機能はパイロットコント
ロールヘッド自体から操作する必要があります。

• DSC Message(DSCメメメッッッセセセーーージジジ) — ON(オン)に設定
すると、接続されている DSC VHF無線から発せ
られる遭難 DSCメッセージの詳細が、お手元の
多機能ディスプレイに表示されます。 OFF(オフ)
に設定すると、お手元の多機能ディスプレイに
メッセージは表示されません。

Autopilot Control(自自自動動動操操操縦縦縦コココンンントトトロロローーールルル)

• Disabled(無効) (default)

• Enabled(有効)

DSC Message(DSCメメメッッッセセセーーージジジ)

• OFF(オフ)

• ON(オン) (default)

SeaTalk Alarms(SeaTalkアアアラララーーームムム)

• ON(オン) (default)

• OFF(オフ)

Preferred GPS Source(推推推奨奨奨のののGPSソソソーーーススス)

• SeaTalkng / NMEA2000(SeaTalkng /
NMEA2000) (default)
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メメメニニニュュューーー項項項目目目 説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

• SeaTalk Alarms(SeaTalkアアアラララーーームムム)— ON(オン)に設定
すると、接続されている SeaTalkユニットから発
せられるシステムアラームはすべてお手元の多
機能ディスプレイに表示されます。 OFF(オフ)に
設定すると、お手元の多機能ディスプレイにア
ラームは表示されません。

• Preferred GPS Source(推推推奨奨奨のののGPSソソソーーーススス)—お手元
の多機能ディスプレイは、SeaTalk1、SeaTalkng、ま
たは NMEA2000接続による GPSレシーバに対応し
ています。推奨するソースを選択します。

• Data Master(デデデーーータタタマママスススタタターーー)—同じネットワーク
上に 2台以上の多機能ディスプレイがある場合、
そのうちの 1台をデータマスターに設定する必
要があります。このオプションを ON(オン)に設
定すると、現在ご使用中の多機能ディスプレイ
がデータマスターにセットされます。

• Bridge NMEA Heading(NMEA 船船船首首首のののブブブリリリッッッジジジ) —
ON(オン)に設定すると、 NMEA船首データは
SeaTalkデータバス上にブリッジされ、すべての
NMEA接続装置に送信されます。 OFF(オフ)に設
定すると、 SeaTalkバス上に NMEA船首データは
ブリッジされません。この設定を利用する例と
しては、高速船首センサー付きの MARPAを使用
する場合、このオプションを OFF(オフ)に設定し
て、すべての NMEA接続ユニットが外部船首セン
サーから船首データを受け取れるようにします。

• Keyboard(キキキーーーボボボーーードドド) —外部キーボードを接続
している場合には、ONE(1)または ALL(すべて)
に設定します。そうでなければ、OFF(オフ)に
設定します。

• SeaTalk1(SeaTalk1)

• NMEA0183(NMEA0183)

Data Master(デデデーーータタタマママスススタタターーー)

• ON(オン) (default)

• OFF(オフ)

Bridge NMEA Heading(NMEA船船船首首首のののブブブリリリッッッジジジ)

• OFF(オフ) (default)

• ON(オン)

キキキーーーボボボーーードドド

• OFF(オフ)

• ALL(すべて) (default)

• ONE(1)

NMEA Output Setup(NMEA出出出力力力セセセッッットトトアアアッッップププ)

• APB(APB)

• BWC(BWC)

• BWR(BWR)

• DBT(DBT)

• DPT(DPT)

• GGA(GGA)

• GLL(GLL)
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メメメニニニュュューーー項項項目目目 説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

• NMEA Output Setup(NMEA出出出力力力セセセッッットトトアアアッッップププ) —各
NMEAポートの NMEA出力「センテンス」を個別
に有効または無効にできます。

• NMEA Port Setting(ポポポーーートトト設設設定定定) —各 NMEAに接続
されている機器に、適切なポート速度を指定
できます。 Navtex 4800(Navtex 4800)または Navtex
9600(Navtex 9600)オプションが選択されている
と、Navtexメッセージリストを表示させることが
できます。 AISレシーバには、AIS 38400(AIS 38400)
オプションを使用します。

• GSA(GSA)

• MTW(MTW)

• MWV(MWV)

• RMA(RMA)

• RMB(RMB)

• RMC(RMC)

• RSD(RSD)

• RTE(RTE)

• TTM(TTM)

• VHW(VHW)

• VLW(VLW)

• WPL(WPL)

• VTG(VTG)

• ZDA(ZDA)

NMEA Port Setting(NMEAポポポーーートトト設設設定定定)

• NMEA 4800(NMEA 4800) (default)

• Navtex 4800(Navtex 4800)

• Navtex 9600(Navtex 9600)

• AIS 38400(AIS 38400)

Waypoint Password Setup(ウウウェェェイイイポポポ
イイインンントトトパパパスススワワワーーードドドセセセッッットトトアアアッッップププ)

このメニューを利用して、ウェイポイントのパ
スワード保護を有効にしたり、パスワードを変
更できます。

Enable Password(パパパスススワワワーーードドドををを有有有効効効にににすすするるる)

• OFF(オフ) (default)

• ON(オン)
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メメメニニニュュューーー項項項目目目 説説説明明明 オオオプププシシショョョンンン

Change Password(パパパスススワワワーーードドドののの変変変更更更)

• Edit Waypoint Password(ウェイポイントの
パスワード変更)ダイアログを表示しま
す。
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章章章 8: トトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ
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8.1 トトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ
トラブルシューティング情報は、海洋電子製品設置に関連した考
えられる原因と必要な是正策を提供したものです。
Raymarine 製品はすべて梱包・出荷前に厳密な試験と品質保証
プログラムを終了しています。 しかし、 G-Series multifunction
displayに問題がある場合、本節を手がかりに問題の診断と修正を
行うことで、正常な動作に戻せる場合があります。
本書を参照した後もユニットの問題が解決しない場合は、
Raymarineテクニカルサポートにお問い合わせください。
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8.2 電電電源源源投投投入入入のののトトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ
電源投入の問題と考えられる原因、およびその解決策を示します。

問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

関連するヒューズとブレーカを確認してください。

電源ケーブルが正常で、すべての接続がしっかりつながっ
ており、磨耗などがないことを確認してください。

システム (またはその一部)が起
動しません。

電源に問題があります。

電源の電圧と電流が正しく、十分であることを確認してく
ださい。
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8.3 G-Series モモモニニニタタタのののトトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ
G-Series モニタの問題と考えられる原因、およびその解決策を示します。

問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

モニタがスタンバイモードです。 モニタの電源を入れてください。モニタに何も映らない。

モニタに電源が接続されていま
せん。

関連するヒューズ、ブレーカ、およびバッテリまたは発生
電源との接続を確認してください。

モニタがリピーターで、システ
ムが起動中です。

数分待って、問題が解決するかどうか確認してください。

モニタの接続先の入力チャンネ
ルが間違っています。

正しい入力チャンネルを選択してください。

グラスブリッジモニタが GPMか
らケーブルで DVI 1以外の入力に
接続されています。

GPM400からのケーブルがモニタ背面の DVI 1に接続されてい
ることを確認してください。

GPM400プロセッサ、またはその
他の信号源への接続が間違って
います。

モニタと GPM400プロセッサ、または適切な信号源間のケー
ブル/接続を調べてください。

モニタに「Searching (検索中)」ま
たは「No Signal (信号なし)」メッ
セージが表示される。

GPM400プロセッサが正常に機能
していません。

GPM400プロセッサを調べてください。G-Seriesシステムのド
キュメントを参照してください。

モニタ画像の縦横比が間違って
いる。

GPM400は 2台のモニタに接続さ
れており、それぞれの解像度ま
たは縦横比が異なっています。

単一の GPM400に接続されているすべてのモニタの解像度と
縦横比が同じであることを確認してください。
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問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

SeaTalkhsスイッチのステータスを確認してください。 G-Series
システムのドキュメントを参照してください。

海洋モニタを調べ、ネットワークセレクタのスイッチが上
の位置に来ていることを確認してください。

SeaTalkhs に問題があります。

モニタと関連 GPM400が両方とも SeaTalkhs スイッチに接続
されていることを確認してください。

モニタが Raymarine製の G-Series海
洋モニタではありません。

この機能に必要な SeaTalkhsネットワークと互換性があるのは
G-Series海洋モニタだけです。

• G-Seriesキーボードでモニタの
OSDメニューを操作できない。

• ナビステーションを設定した
ときに 1台または複数のモニタ
が一覧表示されない。

ソフトウェアの不一致によって
通信に問題が起きている可能性
があります。

Raymarineテクニカルサポートにお問い合わせください。
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8.4 キキキーーーボボボーーードドドのののトトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ
キーボードの問題と考えられる原因、およびその解決策を示します。

問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

キーボードが SeaTalkng に接続さ
れていないか、電源が入ってい
ません。

キーボードの配線、および SeaTalkng バスへの電源を確認
してください。

• キーボードの LCDに何も表示
されない。

• (モニタにもキーボード接続
メッセージが表示されない) モニタに電源が接続されていま

せん。
ワイヤレスキーボードを充電ポイントに接続してください。

キーボードの LCDにバッテリ残
量低下と表示される。

• ワイヤレスキーボードバッテ
リの充電が必要です。

• 劣化した、または古いキーボー
ドのバッテリは、交換が必要
です。

• キーボードバッテリを適切な充電ポイントで充電して
ください。

• バッテリを交換してください。

キーボードが GPMプロセッサユ
ニットと通信できません。

GPMプロセッサユニットが SeaTalkng システムに接続されて
いることを確認してください。

ワイヤレスベースステーション
が動作していないか、SeaTalkng か
ら外れています。

電源および SeaTalkng ワイヤレスベースステーションへの
接続を確認してください。

• キーボードの LCDにソフトウェ
アのバージョンメッセージが表
示される (例： 86/78 F64D V0.6A)

• (モニタにもキーボード接続
メッセージが表示されない)

ワイヤレスベースステーション
が範囲外にあります。

ワイヤレス到達範囲を再調査し、必要に応じてリピート
ベースステーションを移動/追加してください。

キーを押したが、ディスプレイ
で不適切な操作が表示される、
または操作が行われない。

機器間のソフトウェアの不一致
によって通信に問題が起きてい
る可能性があります。

Raymarineテクニカルサポートにお問い合わせください。
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問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

キーボードが正しいナビステー
ションに割り当てられていませ
ん。

キーボードをナビステーションに割り当ててください。キーボードでモニタの OSD メ
ニューを操作できない。

キーボードで間違ったモニタが
選択されています。

キーボードの LCDを調べ、現在使用中のモニタを確認して
ください。左右の矢印キーを使用して、使用可能なモニタ
を選択します。

キーボードでモニタ設定メニュー
を操作できない。

モニタ設定メニューを調整できる
のは、G-Seriesコマンドセンター
キーボードのみです。

小型バージョンではなく、G-Seriesコマンドセンターキー
ボードが使用されていることを確認してください。
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8.5 レレレーーーダダダーーーのののトトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ
レーダーの問題と考えられる原因、およびその解決策を示します。

問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

スキャナの電源ケーブルが正常で、すべての接続がしっかり
つながっており、磨耗などがないことを確認してください。

関連するヒューズとブレーカを確認してください。

レーダースキャナ電源

電源の電圧と電流が正しく、十分であることを確認してく
ださい (必要に応じて電圧ブースターを使用してください)。

スキャナが SeaTalkhs スイッチまたはクロスオーバーカプラ
(必要な場合)に正しく接続されていることを確認してく
ださい。

SeaTalkhs スイッチのステータスを確認してください。

SeaTalkhs ネットワークの問題

SeaTalkhs ケーブルが損傷していないことを確認してくださ
い。

機器間のソフトウェアの不一致
によって通信に問題が起きてい
る可能性があります。

Raymarineテクニカルサポートにお問い合わせください。

データまたはスキャナメッセー
ジが表示されない

スキャナの台座スイッチが OFF
になっている

スキャナの台座スイッチが ONの位置にあることを確認
してください。

レーダーが初期化されない (電圧
制御モジュール (VCM)が「スリー
プモード」のまま)

電源接続が断続的か、不良である VCMの電源接続を確認してください。 (入力電圧 = 12 / 24 V、
出力電圧 = 40 V)

レーダー画面の軸受の位置が間
違っている

レーダー軸受アライメントの修
正が必要です。

レーダー軸受アライメントを確認および調整してください。
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8.6 GPS のののトトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ
GPS の問題と考えられる原因、およびその解決策を示します。

問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

地理的な位置、または一般的な
状況が原因で衛星の測位を特定
できません。

定期的にチェックして、状況が改善された、または地理的
位置が変わったときに位置情報を捕捉できたかどうかを
確認してください。

外部の GPSとの接続障害。 GPS接続とケーブル配線が正しく行われており、欠陥がない
ことを確認してください。

外部の GPSアンテナが良くない
位置に配置されています。
例：

• デッキの下など

• VHF無線などの送信機器との距
離が近接近です。

GPSアンテナと空の間を遮る物が何もないことを確認し
てください。

「No Fix」(検索中) GPSステータ
スアイコンが表示される。

GPSの設置に関する問題。 設置方法の詳細については、メーカーのハンドブックを
参照してください。

注注注意意意: GPS Status (GPSステータス)画面は、Setup(セットアップ)メニューからご利用いただけます。この画面で、衛星の信号強
度やその他の関連情報などを確認できます。
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8.7 ソソソナナナーーーのののトトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ
ソナーの問題と考えられる原因、およびその解決策を示します。

問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

DSMの電源障害 DSMの電源およびケーブルを調べてください。

その他の DSM障害 DSMユニットに付属の説明書を参照してください。

DSMが SeaTalkhs スイッチまたはクロスオーバーカプラ (必要
な場合)に正しく接続されていることを確認してください。

SeaTalkhs スイッチのステータスを確認してください (該当
する場合)。

SeaTalkhs ネットワークの問題

SeaTalkhs ケーブルが損傷していないことを確認してくださ
い。

魚群探知機のデータソースがない

機器間のソフトウェアの不一致
によって通信に問題が起きてい
る可能性があります。

Raymarineテクニカルサポートにお問い合わせください。

ゲイン、または周波数設定が現
在の状況に適していない可能性
があります。

魚群探知機プリセット、ゲイン、および周波数設定を確認
してください。

DSMケーブル障害 DSMユニットへの電源、トランスデューサ、およびその他
すべてのケーブルが正しく接続され、損傷がないことを
確認してください。

深度の読み取りまたはソナーイ
メージの問題

その他の DSM障害 DSMユニットに付属の説明書を参照してください。
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8.8 赤赤赤外外外線線線カカカメメメラララのののトトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ
赤外線カメラの問題と考えられる原因、およびその解決策を示します。

問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

カメラがスタンバイモードです。 スタンバイモードのカメラにはビデオが表示されません。
赤外線カメラアプリケーションの CAMERA STANDBY(カカカメメメ
ラララスススタタタンンンバババイイイ)ソフトキーを使用して、カメラの電源を入
れてください。

ビデオが正しく接続されていま
せん。

カメラが正しいビデオ入力に接続されていることを確認し
てください (ビデオ入力 1に接続されている必要がありま
す)。ディスプレイで正しいビデオ入力が選択されている
ことを確認してください。

ビデオが表示されない。

電源なし 電力がカメラに正しく供給され、サーキットブレーカが正
しく設定されていることを確認してください。ヒューズを使
用している場合は、ヒューズが飛んでいないことを確認して
ください。付属のケーブルを使用して PoE (パワーオーバー
イーサネット)インジェクタを正しく JCU (ジョイスティック
コントロールユニット)に接続したことを確認してくださ
い。 PoE (パワーオーバーイーサネット)インジェクタを正
しく SeaTalkhsスイッチに接続したことを確認してください。

赤外線カメラアプリケーション
が作動していません。

赤外線カメラアプリケーションが多機能ディスプレイで実
行されていることを確認してください。赤外線カメラの画
像はビデオアプリケーションで表示できますが、ビデオア
プリケーションからカメラを制御することはできません。

Raymarine ディスプレイまたは
キーボードから赤外線カメラを
制御できない。

データ接続が間違っているか、
データ接続に障害があります。

カメラと SeaTalkhs スイッチ間の接続を確認してください。

トラブルシューティング 143



問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

赤外線と可視光モード間のビデ
オの切り替えができない (デュア
ルペイロードモデルのみ)。

カメラが切り替え可能ｊな VIS / IR
モードになっていません。

赤外線カメラが「デュアルペイロード」(デュアルレン
ズ)モデルの場合は、赤外線カメラアプリケーションの
THERMAL / VISIBLE(赤赤赤外外外線線線/可可可視視視光光光)ソフトキーを使用して、
赤外線カメラレンズから可視光カメラレンズに切り替え
ます。これでも問題が解決しない場合は、カメラの VIS
/ IRケーブルが Raymarineシステムに接続されていることを
確認してください。

ビデオケーブルの質が悪いか、
ケーブルに問題があります。

ビデオケーブルが、カメラとディスプレイ、ビデオモ
ジュール、ビデオ分配増幅器間の配線に必要な長さを超え
ていないことを確認してください。ケーブルが長いほど (ま
たはワイヤゲージ/厚が小さいほど)、損失は大きくなりま
す。高品質のケーブル (75 Ω)のみを使用し、ケーブルが海上
環境に適していることを確認してください。

画像にノイズが多い。

ケーブルが他の装置からの電磁
妨害 (EMI)を受けています。

高品質のシールド付きケーブルが使用されていることを確
認してください。ケーブルが電源ケーブルに触れたり、か
らまったりしていないことを確認してください。

ディスプレイの明るさの設定が
低すぎます。

ディスプレイの POWER(電電電源源源)ボタンを押して明るさのコン
トロールを表示し、調整します。

赤外線カメラのコントラストまた
は明るさの設定が低すぎます。

赤外線カメラアプリケーションの適切なソフトキーを使用
して、画像のコントラストと明るさを調整します。

画像が明るすぎる、または暗す
ぎる。

シーンモードが現在の条件に適
合していません。

特定の環境では、シーンモード設定を変更することが役立
つ場合があります。たとえば、空のように非常に冷たい
背景の場合、カメラで必要以上に広い温度範囲が使用さ
れることがあります。赤外線カメラアプリケーションの
SCENE(シシシーーーンンン)ソフトキーを使用することで、画像を調整す
ることができます。
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問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

画像が時々フリーズする。 カメラが画像ポーズ (一時停止)
モードです。

赤外線カメラのモードの中には、画像を一時的にポーズ(一
時停止)できる機能を備えたモードがあります。赤外線カメ
ラアプリケーションの場合、カメラが画像ポーズモード
にあると、Image Paused(画像ポーズ)アイコンが画面上に表
示されます。画像のポーズを解除するには、赤外線カメラ
アプリケーションの PAUSE IMAGE(画画画像像像ポポポーーーズズズ)ソフトキー
を使用します。設計上の関係で、カメラ画像はフラット
フィールド補正 (FFC)サイクルの間も定期的にポーズする
ことがあります。 FFCに先立ち、小さい緑の四角が画面左
上隅に表示されます。 JCUをシステムに接続している場合
は、COLOR(カラー)ボタンを押したままにすると、赤外線カ
メラで FFCサイクルが実行されます。

GVMビデオモジュールのビデオ
入力 1しか機能していない。

GVMビデオモジュールが赤外線
カメラに接続されています。

赤外線カメラと連動するように GVMビデオモジュールを設
定した場合、ビデオ入力 1のみが使用可能になります。赤
外線カメラを GVMビデオモジュールに接続する必要がなく
なった場合は、赤外線カメラ以外のビデオソースに他の入
力を使用する前に、GVMをリセットする必要があります。
リセットするには、ビデオアプリケーションで MENU(メメメ
ニニニュュューーー) > Video Setup(ビビビデデデオオオセセセッッットトトアアアッッップププ) > Reset GVM(GVM
のののリリリセセセッッットトト)を選択します。
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8.9 シシシススステテテムムムデデデーーータタタのののトトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ
設置時の要因により、接続中の機器同士で共有しているデータに問題が生じることがあります。 そのような問題と考えられる原
因、およびその解決策を示します。

問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

データバス (例 SeaTalkng)の配線と接続を確認してください。

データバス (例 SeaTalkng)の配線の整合性を確認してくだ
さい。

データがディスプレイで受信さ
れていません。

リファレンスガイドがある場合は、データバスのリファ
レンスガイドを参照してください (例: SeaTalkng リファレ
ンスマニュアルなど)

見つからないデータのソースを確認してください (例：ST70
計器、またはエンジンインターフェイス)。

SeaTalkバスの電源を確認してください。

データソース (例：ST70計器また
はエンジンインターフェイス)が
機能していません。

当該の機器のメーカーハンドブックを参照してください。

計器、エンジン、その他のシス
テムデータがあらゆるディスプ
レイで使用できない

機器間のソフトウェアの不一致
によって通信に問題が起きてい
る可能性があります。

Raymarineテクニカルサポートにお問い合わせください。

必要な機器がすべて SeaTalkhs スイッチに接続されている
ことを確認してください。

SeaTalkhs スイッチのステータスを確認してください。

SeaTalkhs ネットワークの問題

SeaTalkhs ケーブルが損傷していないことを確認してくださ
い。

計器、またはその他のシステム
データが一部のディスプレイで
使用できないが、すべてで使用
できないわけではない。

機器間のソフトウェアの不一致
によって通信に問題が起きてい
る可能性があります。

Raymarineテクニカルサポートにお問い合わせください。
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8.10 ビビビデデデオオオのののトトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ
ビデオの問題と考えられる原因、およびその解決策を示します。

問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

ビデオソースの機器を確認してください。ビデオ信号が GVM ビデオモ
ジュールに届いていません。

GVMビデオモジュールへのビデオ接続を確認してください。

GVMビデオモジュールのステータス LEDを確認してくだ
さい。

GVMビデオモジュールまたは電
源の問題。

GVMビデオモジュールの電源を確認してください。

すべての GVMビデオモジュールとすべての GPMプロセッ
サ　ユニットが SeaTalkhs スイッチに接続されていることを
確認してください。

SeaTalkhs スイッチのステータスを確認してください。

SeaTalkhs ネットワークの問題。

SeaTalkhs ケーブルが損傷していないことを確認してくださ
い。

ビデオピクチャが一部、または
すべてのナビステーションで使
用できない。

機器間のソフトウェアの不一致
によって通信に問題が起きてい
る可能性があります。

Raymarineテクニカルサポートにお問い合わせください。

GVMビデオモジュールのビデオ
入力 1しか機能していない。

GVMビデオモジュールが、先に
赤外線カメラに接続されていま
す。

赤外線カメラを GVMビデオモジュールに接続する必要がな
くなった場合は、他の入力を使用する前に、GVMをリセッ
トする必要があります。リセットするには、ビデオアプ
リケーションで MENU(メメメニニニュュューーー) > Video Setup(ビビビデデデオオオセセセッッットトト
アアアッッップププ) > Reset GVM(GVMのののリリリセセセッッットトト)を選択します。
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8.11 SeaTalkhs ののの LED ののの表表表示示示
SeaTalkhs スイッチに関連した LED 表示についてここで説明し
ます。

LEDののの状状状態態態 考考考えええららられれれるるる原原原因因因

接続されているすべてのチャ
ネルで、1つの緑が点灯し、
点滅する

問題はありません (LEDの点灯
はネットワーク接続を示し、
LEDの点滅はネットワークト
ラフィックを示します)。

LEDが何も点灯しない SeaTalkhsスイッチの電源が入っ
ていません。

一部の LEDが点灯しない • LEDが点灯していないチャネ
ルでケーブル /接続障害が起
きています。

• 点灯していない LEDの接続
先機器が故障している可能
性があります。

8.12 GPMプププロロロセセセッッッサササユユユニニニッッットトトののの LEDののの
表表表示示示
GPMプロセッサに関連した LED表示についてここで説明します。

LEDののの状状状態態態 考考考えええららられれれるるる原原原因因因

緑の LED (500 / 500 ms)が 1つ点
滅。

正常モード (ハートビート)

緑の LED (750 / 250 ms)が 1つ点
滅。

スタンバイモード

2分未満オフ。 起動

2分以上オフ。 電源なし

オレンジの LEDが 1つ点灯。 • 電源オン

• ランプ試験

オレンジの LEDが 1つ点滅。 プロセッサとプロセッサが接
続されていません (ネットワー
ク障害)。

オレンジの LEDが 2つ点滅。 ネットワークなし /ケーブル
未接続

オレンジの LEDが 3つ点滅。 過熱警告

オレンジと緑の LED (750 / 250
ms)が交互に点滅。

ソフトウェアのアップグレー
ドの待機中か、メモリカード
からソフトウェアを取得中

オレンジと赤の LED (750 / 250
ms)が交互に点滅。

メモリカードからソフトウェ
アを取得中この状態は、メモ
リカードから有効なアプリ
ケーションが使用可能になる
まで続きます。
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LEDののの状状状態態態 考考考えええららられれれるるる原原原因因因

赤の LEDが 1つ点滅。 ファン障害

赤の LEDが 3つ点滅。 過熱エラー

赤の LEDが 4つ点滅。 フラッシュ書き込みエラー

赤の LEDが 5つ点滅。 プログラミングされているア
プリケーションがありません。

赤の LEDが 8つ点滅し、オレ
ンジが点滅することもある。

ハードウェア障害

8.13 GVM ビビビデデデオオオモモモジジジュュューーールルルののの LED ののの
表表表示示示
GVM ビデオ モジュールに関連した LED 表示についてここで
説明します。

LEDののの状状状態態態 考考考えええららられれれるるる原原原因因因

緑の LEDがさまざまな速度で
1つ点滅。

正常モード (ハートビート)

オレンジの LEDが 1つ点灯。 • 電源オン

• ランプ試験

オレンジの LEDが 1つ点滅。 データ取得エラー

オレンジの LEDが 2つ点滅。 ネットワークなし /ケーブル
未接続

オレンジの LEDが 3つ点滅。 その他のネットワークエラー

オレンジと赤の LED (750 / 250
ms)が交互に点滅。

メモリカードからソフトウェ
アを取得中この状態は、メモ
リカードから有効なアプリ
ケーションが使用可能になる
まで続きます。

赤の LEDが 1つ点滅。 ユニットで入力ステータスを
記録することができません。

赤の LEDが 4つ点滅。 フラッシュ書き込みエラー

赤の LEDが 6つ点滅。 ビデオが停止しました

赤の LEDが 7つ点滅。 ビデオエラー

赤の LEDが 8つ点滅し、オレ
ンジが点滅することもある。

ハードウェア読み取り障害
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8.14 DSM400ソソソナナナーーー LEDののの表表表示示示
DSM400 ソナー ユニットに関連した LED 表示についてここで
説明します。

LEDののの状状状態態態 考考考えええららられれれるるる原原原因因因

緑の LED (500 / 500 ms)が 1つ点
滅。

正常モード (ハートビート)

緑の LED (750 / 250 ms)が 1つ点
滅。

スタンバイモード

2分未満オフ。 起動

2分以上オフ。 電源なし

オレンジの LEDが 1つ点灯。 • 電源オン

• ランプ試験

オレンジの LEDが 1つ点滅。 入力トランスデューサ

オレンジの LEDが 2つ点滅。 ネットワークなし /ケーブル
未接続

オレンジの LEDが 3つ点滅。 過熱警告

オレンジの LEDが 8つ点滅。 ウォッチドッグ再起動

オレンジと赤の LED (750 / 250
ms)が交互に点滅。

メモリカードからソフトウェ
アを取得中この状態は、メモ
リカードから有効なアプリ
ケーションが使用可能になる
まで続きます。

赤の LEDが 1つ点滅。 電圧エラー

赤の LEDが 3つ点滅。 過熱エラー

赤の LEDが 4つ点滅。 フラッシュ書き込みエラー

LEDののの状状状態態態 考考考えええららられれれるるる原原原因因因

赤の LEDが 5つ点滅。 プログラミングされているア
プリケーションがありません。

赤の LEDが 8つ点滅し、オレ
ンジが点滅することもある。

ハードウェア読み取りエラー。
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章章章 9: テテテクククニニニカカカルルル サササポポポーーートトト

目目目次次次
• 9.1 Raymarine テクニカル サポート ( 152 ページ)

• 9.2 サードパーティのサポート情報 ( 153 ページ)
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9.1 Raymarineテテテクククニニニカカカルルルサササポポポーーートトト
Raymarineでは、ホームページ、世界中の販売店ネットワーク、
電話によるヘルプなど、充実したカスタマーサポートサービス
をご用意しています。解決できない問題がある場合は、以下のい
ずれかの方法でサポートをご利用ください。

Web サササポポポーーートトト
次の Web サイトのカスタマー サポート セクションをご利用
ください。
www.raymarine.com
FAQ (よくある質問)、サービス情報、Raymarine テクニカル サ
ポート部門への電子メールアドレス、世界の Raymarine代理店
情報などが掲載されています。

電電電話話話サササポポポーーートトト
米国内からのお問い合わせ:
+1 603 881 5200内線 2444
英国、欧州、中東、極東地域からのお問い合わせ:
+44 (0)23 9271 4713

製製製品品品情情情報報報
サービスをお申し込みの際は、以下の情報をお手元にご用意
ください。
• 製品名
• 製品の ID 番号
• シリアル番号
• ソフトウェア アプリケーションのバージョン
この製品情報は製品内のメニューから参照いただけます。

多多多機機機能能能デデディィィスススプププレレレイイイのののソソソフフフトトトウウウェェェアアア情情情報報報ののの表表表示示示
1. MENU (メメメニニニュュューーー) ボタンを押します。

2. System Diagnostics (シシシススステテテムムム診診診断断断)を選択します。
3. Software Services(ソソソフフフトトトウウウェェェアアアサササーーービビビススス)を選択します。
4. Unit Info(ユユユニニニッッットトト情情情報報報)を選択します。

App Version(アプリケーションのバージョン) (ソフトウェアの
バージョン)などのさまざまな情報が表示されます。
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9.2サササーーードドドパパパーーーテテティィィのののサササポポポーーートトト情情情報報報
サードパーティのサプライヤの連絡先およびサポート情報は、該
当する Web サイトをご覧ください。

Navionics
www.navionics.com

Sirius marine weather
www.sirius.com/marineweather

Sirius audio
www.sirius.com
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章章章 10: 技技技術術術仕仕仕様様様

目目目次次次
• 10.1 GPM プロセッサ ユニット ( 156 ページ)

• 10.2 GVM400 ビデオ モジュール ( 157 ページ)

• 10.3 コマンド センター キーボード ( 158 ページ)

• 10.4 小型キーボード ( 159 ページ)

• 10.5 モニタ ( 160 ページ)

• 10.6 グラス ブリッジ モニタ ( 163 ページ)
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10.1 GPM プププロロロセセセッッッサササユユユニニニッッットトト

技技技術術術仕仕仕様様様
公称供給電圧 12または 24 V dc

動作電圧範囲 10.7～ 32 V dc

ヒューズ /ブレーカ 12 V電源:

• 配電盤で 10 Aのヒューズ保
護

• 配電盤で 10 Aの熱回路ブ
レーカ

24 V電源:

• 配電盤で 4 Aのヒューズ保護

• 配電盤で 10 Aの熱回路ブ
レーカ

標準電力消費 外部負荷なし:

• 3 A (12 V)

• 1.5 A (24 V)

外部負荷あり:

• 5 A (12 V)

• 2.5 A (24 V)

環境 設設設置置置環環環境境境

• 動作温度: -15 ºC～ +55 ºC (5 ºF
～ 131 ºF)

• 非動作時温度: -25 ºC～ +70 ºC
(–13 ºF～ 158 ºF)

• 相対湿度上限: 80%

• 防水: 垂直設置時の防滴加工

パッケージユニットの保存条
件

• 温度: -25 ºC～ +55 ºC (–13 ºF
～ 131 ºF)

• 相対湿度: 75%

寸法 • 幅: 335 mm (13.19インチ)

• 高さ: 230 mm (9.06インチ)

• 奥行: 125 mm (4.92インチ)

重量 6.5 kg (14.33 lb)

データ接続 • NMEA 0183ポート (数量: 2):

• SeaTalk

• SeaTalkhs

• SeaTalkng

• Compact Flash

• USB (ソフトウェアのアップ
グレードのみ)
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ビデオ出力解像度 DVIビデオ出力 (または VGAの
場合はアダプタケーブルを使
用) 2本両方とも次の解像度に
対応しています。

• 1024 X 768

• 1280 X 720

• 1280 X 768

• 1280 X 800

• 1280 X 1024

SeaTalk /アラーム電源出力 250 mA (12 V)

ビデオ出力 DVI (数量: 2)オプションの VGA
アダプタもご利用いただけま
す。

オーディオ出力 ステレオライン出力 (1 V RMS)

適合性 • 89/336/EEC (92/31/EECで修正)

• EN60945:2002

10.2 GVM400ビビビデデデオオオモモモジジジュュューーールルル

技技技術術術仕仕仕様様様
公称供給電圧 12または 24 V dc

動作電圧範囲 10.7～ 32 V dc

ヒューズ /ブレーカ 12 V電源:

• 配電盤で 2 Aのヒューズ保護

• 配電盤で 1.2 Aの熱回路ブ
レーカ保護

24 V電源:

• 配電盤で 1 Aのヒューズ保護

• 配電盤で 1 Aの熱回路ブレー
カ保護

標準電力消費 • 650 mA (12 V)

• 330 mA (24 V)

環境 設設設置置置環環環境境境

• 動作温度: -15 ºC～ +55 ºC (5 ºF
～ 131 ºF)

• 非動作時温度: -25 ºC～ +70 ºC
(–13 ºF～ 158 ºF)

• 相対湿度上限: 80%

• 防水: 垂直設置時の防滴加工

パッケージユニットの保存条
件

• 温度: -25 ºC～ +55 ºC (–13 ºF
～ 131 ºF)

• 相対湿度: 75%

技術仕様 157



寸法 • 幅: 237 mm (9.33インチ)

• 高さ: 170 mm (6.69インチ)

• 奥行: 56 mm (2.20インチ)

重量 0.8 kg (1.76 lb)

データ接続 SeaTalkhs

ビデオ入力 入力 1～ 3:

• コンポジットビデオ (PAL:
626ライン, NTSC 525ライン)

入力 4:

• S-ビデオまたはコンポジッ
トビデオ

オーディオ入力 ステレオ ライン入力 (1 V
RMS)、ビデオ入力 4とのみ関
連 (S-ビデオまたはコンポジッ
ト)

適合性 • 89/336/EEC (92/31/EECで修正)

• EN60945:2002

10.3コココマママンンンドドドセセセンンンタタターーーキキキーーーボボボーーードドド

技技技術術術仕仕仕様様様
公称供給電圧 12 V dc (SeaTalkng バスから)

動作電圧範囲 9～ 16 V dc

標準電力消費 1.5 W

環境 設設設置置置環環環境境境

• 動作温度: -15 ºC～ +55 ºC (5 ºF
～ 131 ºF)

• 非動作時温度: -25 ºC～ +70 ºC
(–13 ºF～ 158 ºF)

• 相対湿度範囲: 95%

• 防水: IPX6標準準拠の防水

パッケージユニットの保存条
件

• 温度: -25 ºC～ +55 ºC (–13 ºF
～ 131 ºF)

• 相対湿度: 75%

寸法 • 幅: 297 mm (11.69インチ)

• 高さ: 98 mm (3.86インチ)

• 奥行: 46 mm (1.81インチ)

重量 0.65 kg (1.43 lb)
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データ接続 • SeaTalkng

• SeaTalkng RF (オプションのワ
イヤレスアップグレード
キットとワイヤレスベース
ステーションが必要)

適合性 CE:

• EN60945, EN300–440–2

FCC:

• CFR47 PART 15

その他:

• IC-RSS-210

10.4 小小小型型型キキキーーーボボボーーードドド

技技技術術術仕仕仕様様様
公称供給電圧 12 V dc (SeaTalkng バスから)

動作電圧範囲 10～ 16 V dc

標準電力消費 150 mA

環境 設設設置置置環環環境境境

• 動作温度: -15 ºC～ +55 ºC (5 ºF
～ 131 ºF)

• 非動作時温度: -25 ºC～ +70 ºC
(–13 ºF～ 158 ºF)

• 相対湿度上限: 95%

• 防水: IPX6標準準拠の防水

パッケージユニットの保存条
件

• 温度: -25 ºC～ +55 ºC (–13 ºF
～ 131 ºF)

• 相対湿度: 75%

寸法 • 幅: 163 mm (6.42インチ)

• 高さ: 97.5 mm (3.84インチ)

• 奥行: 29 mm (1.14インチ)

重量 0.35 kg (0.77 lb)

技術仕様 159



データ接続 SeaTalkng

適合性 欧州:

• 2004/108/EC

豪州・ニュージーランド:

• C-Tick、コンプライアンス
レベル 2

10.5 モモモニニニタタタ

技技技術術術仕仕仕様様様
デデディィィスススプププレレレイイイ

パネル縦横比 4:3

パネルサイズ • G120: 12”

• G150: 15”

• G170: 17”

• G190: 19”

ネイティブ解像度 • G120 / G150: 1024 x 768ピクセ
ル (XGA)

• G170 / G190: 1280 x 1024ピク
セル (SXGA)

明るさ • G120: 1200 cd/m2

• G150: 1200 cd/m2

• G170: 1300 cd/m2

• G190: 850 cd/m2

コントラスト比 • G120: 600:1

• G150: 600:1

• G170: 500:1

• G190: 800:1

カラーディスプレイ 24ビットカラー (16.7 M色)
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視野角 • G120: 横: 130º (65/65)、縦: 120º
(45/75)

• G150: 横: 150º (75/75)、縦: 110º
(50/60)

• G170: 横: 160º (80/80)、縦: 150º
(75/75)

• G190: 横: 170º (85/85)、縦: 170º
(85/85)

注注注意意意: 縦測定は 6時の方向
(下から上)にバイアスする
と最適なカラー表示が得ら
れます。

ピクチャモード • 4:3

• レターボックスワイドス
クリーン

• ピクチャインピクチャ

ピクチャインピクチャ • チャイルド

• 分割

• ワイド

ディスプレイ解像度とリフ
レッシュレート

• VGA 640x480 @ 60, 72, 75, 85 Hz

• SVGA 800x600 @ 56, 60, 72, 75,
85 Hz

• XGA 1024x768 @ 60, 70, 75, 85
Hz

• SXGA 1280x1024 @ 60, 75, 85 Hz

• UXGA 1600x1200 @ 60, 65, 70,
75, 85 Hz

Video input NTSC, PAL, SECAM

S-Video input NTSC, PAL, SECAM

Data connections and video
connections

• 3 x VGA: 15 pin D-Sub

• 2 x DVI: DVI-D

• 1 x S-Video: 4 pin mini DIN

• 3 x CVBS: BNC

• 1 x SeaTalkhs: RJ-45

電電電源源源

公称供給電圧 12または 24 V dc

動作電圧範囲 10.2～ 32 V d
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ヒューズ /ブレーカ • 12 Vシステム: 8 Aサーマル
ブレーカまたは 12 A 定格
ヒューズ

• 24 V システム: 4 A サーマ
ルブレーカまたは 6 A定格
ヒューズ

電流 G120

• 4 A @12 Vdc

• 2 A @24 Vdc

G150

• 4 A @12 Vdc

• 2 A @24 Vdc

G170

• 7.6 A @12 Vdc

• 3.5 A @24 Vdc

G190

• 7.7 A @12 Vdc

• 3.6 A @24 Vdc

機機機械械械的的的性性性質質質

重量 • G120: 4.6 kg (10 lb)

• G150: 5.8 kg (12 lb)

• G170: 6.4 kg (14 lb)

• G190: 7.3 kg (16 lb)

D11893-1

G120

G150

330 mm
(13.00”)

A

380 mm
(14.97”)

284 mm
(11.18”)

B

315 mm
(12.39”)

307 mm
(12.08”)

C

357 mm
(14.07”)

257 mm
(10.10”)

D

292 mm
(11.5”)

118 mm
(4.64”)

118 mm
(4.64”)

E

G170
415 mm
(16.34”)

G190
454 mm
(17.87”)

358 mm
(14.10”)

394 mm
(15.51”)

335 mm
(13.19”)

100 mm
(3.94”)

389 mm
(15.31”)

432 mm
(17.00”)

366 mm
(14.41”)

100 mm
(3.94”)

A
E

C

D

B

環環環境境境

環境 • 動作温度: -10 ºC ～ +50 ºC
(14 ºF～ 122 ºF)

• 相対湿度: 最大 95%

• IPX6防水(モニタ正面に対す
る評価)
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適適適合合合性性性

適合性 • CE: 1999/5/EC, EN60945:2002

• FCC:パート 80 (47CFR)およ
びパート 2 (47CFR)

10.6 グググラララスススブブブリリリッッッジジジモモモニニニタタタ

技技技術術術仕仕仕様様様
デデディィィスススプププレレレイイイ

パネル縦横比 4:3

パネルサイズ • GB150: 15”

• GB170: 17”

ネイティブ解像度 • GB150: 1024 x 768ピクセル

• GB170: 1280 x 1024ピクセル

明るさ • GB150: 1500 cd/m2

• GB170: 1100 cd/m2

コントラスト比 • GB150: 700:1

• GB150: 700:1

カラーディスプレイ 24ビットカラー (16.7 M色)

視野角 • 横: 160º (80/80)

• 縦: 150º (75/75) 6時の方向 (下
から上)にバイアスすると
最適なカラー表示が得られ
ます。

ピクチャモード • 4:3

• レターボックスワイドス
クリーン

• ピクチャインピクチャ
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ピクチャインピクチャ • チャイルド

• 分割

• ワイド

ディスプレイ解像度とリフ
レッシュレート

• VGA 640x480 @ 60,72,75,85 Hz

• SVGA 800x600 @ 56, 60, 72, 75,
85 Hz

• XGA 1024x768 @ 60, 70, 75, 85
Hz

• SXGA 1280x1024 @ 60, 75, 85 Hz

• UXGA 1600x1200 @ 60, 65, 70,
75, 85 Hz

• WVGA 800x480@ WXGA
1280x768

• WXGA 1280x800

• HD720i 1280x720

• HD720p 1280x720

ビデオ入力 NTSC, PAL, SECAM

S-ビデオ入力 NTSC, PAL, SECAM

データ接続 • 3 x VGA: 15ピン D-Sub

• 2 x DVI: DVI-D

• 1 x S-ビデオ: 4ピン mini DIN

• 3 x CVBS: BNC

• 1 x SeaTalkhs: RJ-45

電電電源源源

公称供給電圧 12または 24 V dc

動作電圧範囲 10.7～ 32 V d

ヒューズ /ブレーカ • 12 Vシステム: 8 Aサーマル
ブレーカまたは 12 A 定格
ヒューズ

• 24 V システム: 4 A サーマ
ルブレーカまたは 6 A定格
ヒューズ

電流 GB150

• 2 A @24 Vdc

• 4 A @12 Vdc

GB170

• 7.6 A @24 Vdc

• 3.5 A @12 Vdc

機機機械械械的的的性性性質質質

重量 • GB150: 6.8 kg (15 lb)

• GB170: 8 kg (17.6 lb)
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D11715-1

B E

A

F

D

C

GB150

GB170

356.9 mm
(14.05 “)

A

390.6 mm
(15.38 “)

280.9 mm
(11.06 “)

B

323.0 mm
(12.72 “)

82.3 mm
(3.24“)

C

92.5 mm
(3.64“)

88.9 mm
(3.50 “)

D

99.1 mm
(3.90 “)

264.0 mm
(10.39 “)

305.6 mm
(12.03 “)

E

335.0 mm
(13.19 “)

367.3 mm
(14.46 “)

F

環環環境境境

環境 • 動作温度: -10 ºC ～ +50 ºC
(14 ºF～ 122 ºF)

• 相対湿度: 最大 95%

• IPX6防水 (モニタ正面に対
する評価)

適適適合合合性性性

適合性 • 欧州: 2004/108/EC

• 豪州・ニュージーランド:
C-Tick、コンプライアンス
レベル 2
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章章章 11: オオオプププシシショョョンンンおおおよよよびびび付付付属属属品品品

目目目次次次
• 11.1 SeaTalk 付属品 ( 168 ページ)

• 11.2 SeaTalkng 付属品 ( 168 ページ)

• 11.3 SeaTalkhs 付属品 ( 170 ページ)

• 11.4 モニタ付属品 ( 172 ページ)

• 11.5 NMEA 2000 付属品 ( 172 ページ)

• 11.6 NMEA 0183 付属品 ( 173 ページ)

• 11.7 オーディオおよびビデオ付属品 ( 173 ページ)

• 11.8 スペア部品 ( 174 ページ)
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11.1 SeaTalk 付付付属属属品品品
互換製品で使用する SeaTalkケーブルおよび付属品

説説説明明明 品品品番番番 備備備考考考

NMEA / SeaTalkコン
バータ

E85001

3 m (9.8 フィート)
SeaTalk延長ケーブ
ル

D285

5 m (16.4 フィート)
SeaTalk延長ケーブ
ル

D286

9 m (29.5 フィート)
SeaTalk延長ケーブ
ル

D287

12 m (39.4 フィート)
SeaTalk延長ケーブ
ル

E25051

20 m (65.6 フィート)
SeaTalk延長ケーブ
ル

D288

11.2 SeaTalkng 付付付属属属品品品
互換製品で使用する SeaTalkng ケーブルおよび付属品

説説説明明明 品品品番番番 備備備考考考

バックボーンキッ
ト

A25062 内容:

• 2 x 5 m (16.4フィー
ト)バックボーン
ケーブル

• 1 x 20 m
(65.6 フィート)
バックボーン
ケーブル

• 4 x T-字型

• 2 xバックボーン
ターミネータ

• 1 x電源ケーブル

SeaTalkng 0.4 m
(1.3 フィート) ス
プール

A06038

SeaTalkng 1 m
(3.3 フィート) ス
プール

A06039

SeaTalkng 3 m
(9.8 フィート) ス
プール

A06040

SeaTalkng 5 m
(16.4 フィート)
スプール

A06041
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説説説明明明 品品品番番番 備備備考考考

SeaTalkng 0.4 m
(1.3 フィート)バッ
クボーン

A06033

SeaTalkng 1 m
(3.3 フィート)バッ
クボーン

A06034

SeaTalkng 3 m
(9.8 フィート)バッ
クボーン

A06035

SeaTalkng 5 m
(16.4 フィート)
バックボーン

A06036

SeaTalkng 20 m
(65.6 フィート)
バックボーン

A06037

SeaTalkng -終端むき
出し 1 m (3.3 フィー
ト)スプール

A06043

SeaTalkng -終端むき
出し 3 m (9.8 フィー
ト)スプール

A06044

SeaTalkng — SeaTalk2
0.4 m (1.3 フィート)
スプール

A06048

SeaTalkng電源ケーブ
ル

A06049

説説説明明明 品品品番番番 備備備考考考

SeaTalkngターミネー
タ

A06031

SeaTalkng T字型 A06028

SeaTalkng E字型 A06064

SeaTalkngブランキン
グプラグ

A06032
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11.3 SeaTalkhs 付付付属属属品品品

レレレーーーダダダーーーののの電電電源源源おおおよよよびびびデデデーーータタタのののデデデジジジタタタルルルケケケーーーブブブルルル
これらのケーブルには、スキャナの電源とデータを接続するワイ
ヤが含まれています。

ケケケーーーブブブルルル 品品品番番番

5 m (16.4フィート)電源および
データのデジタルケーブル

A55076D

10 m (32.8フィート)電源および
データのデジタルケーブル

A55077D

15 m (49.2フィート)電源および
データのデジタルケーブル

A55078D

25 m (82.0フィート)電源および
データのデジタルケーブル

A55079D

注注注意意意: レーダーの電源/データデジタルケーブルの最大長は、
延長部分も含めて 25 m (82 フィート) です。

レレレーーーダダダーーーののの電電電源源源おおおよよよびびびデデデーーータタタのののデデデジジジタタタルルル延延延長長長ケケケーーー
ブブブルルル
これらのケーブルは、スキャナの電源とデータ接続の電源および
データのデジタル ケーブルを延長します。

ケケケーーーブブブルルル 品品品番番番

2.5 m (8.2フィート)電源および
データのデジタルケーブル

A92141D

5 m (16.4フィート)電源および
データのデジタルケーブル

A55080D

10 m (32.8フィート)電源および
データのデジタルケーブル

A55081D

注注注意意意: レーダーの電源/データデジタルケーブルの最大長は、
延長部分も含めて 25 m (82 フィート) です。

SeaTalkhs ネネネッッットトトワワワーーークククケケケーーーブブブルルル
ケケケーーーブブブルルル 品品品番番番

1.5 m (4.9フィート) SeaTalkhsネッ
トワークケーブル

E55049

5 m (16.4フィート) SeaTalkhsネッ
トワークケーブル

E55050

10 m (32.8 フィート) SeaTalkhs
ネットワークケーブル

E55051

20 m (65.6 フィート) SeaTalkhs
ネットワークケーブル

E55052
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SeaTalkhs パパパッッッチチチケケケーーーブブブルルル
ケケケーーーブブブルルル 品品品番番番

1.5 m (4.9フィート) SeaTalkhsパッ
チケーブル

E06054

5 m (16.4フィート) SeaTalkhsパッ
チケーブル

E06055

10 m (32.8 フィート) SeaTalkhs
パッチケーブル

E06056

15 m (49.2 フィート) SeaTalkhs
パッチケーブル

A62136

20 m (65.6 フィート) SeaTalkhs
パッチケーブル

E06057

完完完全全全防防防水水水 SeaTalkhs ネネネッッットトトワワワーーークククケケケーーーブブブルルル
ディスプレイとディスプレイを直接接続します。

ケケケーーーブブブルルル 品品品番番番 備備備考考考

1.5 m (4.9 フィート)
デュアルエンド
SeaTalkhs ネットワー
クケーブル

A62245 ケーブルの両端
は防水コネクタと
なっています。

15 m (49.2 フィー
ト)デュアルエンド
SeaTalkhs ネットワー
クケーブル

A62246 ケーブルの両端
は防水コネクタと
なっています。

SeaTalkhs ハハハーーードドドウウウェェェアアア
ケケケーーーブブブルルル 品品品番番番 備備備考考考

SeaTalkhs スイッチ E55058 複数の SeaTalkhs 装
置をネットワーク
接続する際の 8方
向ハブ。

SeaTalkhs カプラ E55060 1台の SeaTalkhs 装置
を接続する際のカ
プラ。
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11.4 モモモニニニタタタ付付付属属属品品品
モモモニニニタタタ ケケケーーーブブブルルル
付属品として次のケーブルが使用できます。

ケケケーーーブブブルルル 品品品番番番 備備備考考考

5 m (16.4 フィート)
DVI － DVI (デジタ
ル)ケーブル

E06021

10 m (32.8 フィート)
DVI － DVI (デジタ
ル)ケーブル

E06022

500 mm (19.69 イン
チ) DVI－ VGA (アナ
ログ)ケーブル

E06053

1.5 m (4.9フィート)
VGA－ VGAケーブ
ル

R08130

5 m (16.4フィート)
VGA－ VGAケーブ
ル

R08174

10 m (32.8フィート)
VGA－ VGAケーブ
ル

R08296

20 m VGA － VGA
ケーブル

R08297

11.5 NMEA 2000 付付付属属属品品品
NMEA 2000 ケケケーーーブブブルルル
付属品として次のケーブルが使用できます。

ケケケーーーブブブルルル 品品品番番番 備備備考考考

1.5 m (4.9 フィー
ト) SeaTalkng －
DeviceNetオス

A06046

172 G-Series installation instructions



11.6 NMEA 0183 付付付属属属品品品
NMEA 0183 ケケケーーーブブブルルル
付属品として次のケーブルが使用できます。

ケケケーーーブブブルルル 品品品番番番 備備備考考考

1.5 m (4.9フィート)
NMEA 0183ケーブル

R08004

11.7オオオーーーデデディィィオオオおおおよよよびびびビビビデデデオオオ付付付属属属品品品
オオオーーーデデディィィオオオ / ビビビデデデオオオケケケーーーブブブルルル
付属品として次のケーブルが使用できます。

ケケケーーーブブブルルル 品品品番番番 備備備考考考

1.5 m (4.9フィート)
GVM400オーディオ
ケーブル

R08275

1.5 m (4.9フィート)
GVM400 S-ビデオ
ケーブル

R08274

3 m (9.8 フィート)
G-Seriesオーディオ
出力ケーブル

R08266
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ケケケーーーブブブルルル 品品品番番番 備備備考考考

15 m (49.2フィート)
G-Seriesオーディオ
出力ケーブル

R08298

11.8 スススペペペアアア部部部品品品

警警警告告告: 点点点検検検修修修理理理ととと保保保守守守
この製品には使用者が点検修理できる部品はありま
せん。 保守や修理はすべて Raymarine 認定販売店
にお問い合わせください。無許可で修理すると、保
証が無効になることがあります。

GPM400プププロロロセセセッッッサササユユユニニニッッットトトのののスススペペペアアア部部部品品品
次の部品がスペア部品として提供されています。

ケケケーーーブブブルルル 品品品番番番 備備備考考考

米国地図製作ハー
ドドライブ

R08267

欧州地図製作ハー
ドドライブ

R08268

ROW地図製作ハー
ドドライブ

R08269

ハードドライブ
ケーブル

R08270

COMエクスプレス
CPUモジュールア
センブリ

R08271

GPM400ベースボー
ド

R08272

GPM400コネクタパ
ネルアセンブリ

R08273
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ケケケーーーブブブルルル 品品品番番番 備備備考考考

海図カード扉 (カー
ド スロット筐体
シール)

R08002

GPM400内蔵ファン
アセンブリ

R08299

GPM400メインファ
ンアセンブリ

R08300

SeaTalk NGロッキン
グカラー (白)

A06051

GPM400設置パック R08295

GVM400ビビビデデデオオオモモモジジジュュューーールルルのののスススペペペアアア部部部品品品
次の部品がスペア部品として提供されています。

ケケケーーーブブブルルル 品品品番番番 備備備考考考

GVM コネクタカ
バー

R08276

GVM設置パック R08318

コココマママンンンドドドセセセンンンタタターーーキキキーーーボボボーーードドド (スススペペペアアア)
次の部品がスペア部品として提供されています。

ケケケーーーブブブルルル 品品品番番番 備備備考考考

サンカバー R08307

後部カバー /取り付
けブラケット

R08308

スクリューパック R08309

キキキーーーボボボーーードドドのののワワワイイイヤヤヤレレレスススアアアッッップププグググレレレーーードドドキキキッッットトト
のののスススペペペアアア部部部品品品
次の部品がスペア部品として提供されています。

ケケケーーーブブブルルル 品品品番番番 備備備考考考

キーボード充電
ケーブル 2.5m

R08310

STNG隔壁取り付け
ケーブル

R08311

バッテリパック R08312

六角ヘッド M3ネジ
(数量: 4)

R08313

取付板 R08314

コネクタカバー R08315

取り付けネジ (セル
フタッピン) (数量:
3)

R08316
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ケケケーーーブブブルルル 品品品番番番 備備備考考考

ほこり除けキャッ
プ

R08317

六角棒スパナ R08338
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付付付録録録 A NMEA 0183のののセセセンンンテテテンンンススス
ディスプレイに表示される NMEA 0183 のセンテンスは次のと
おりです。 これは NMEA 0183 および SeaTalk プロトコルに
該当します。

伝伝伝送送送

APB 自動操縦 b

BWC
ウェイポイントまでの方位と
距離

BWR
ウェイポイントまでの方位と
距離（羅針方位）

DBT トランスデューサからの水深

DPT 水深

MTW 水温

RMB 推奨される最小限の航海情報

RSD レーダーシステムのデータ

TTM
追跡されたターゲットのメッ
セージ

VHW 対水速力と船首方位

VLW 対水航海距離

GGA GPSの確定データ

GLL
地理的位置情報（緯度、経
度）

GSA GNSS DOPと稼動中の衛星

GSV 視野範囲のGNSS衛星

RMA
推奨される最小限の特定のロ
ランCデータ

RMC
推奨される最小限の特定の
GPS送信データ

VTG 対地針路と対地速力

ZDA 時刻と日付

MWV 風速と角度

RTE 航路

WPL ウェイポイントの位置

受受受信信信

AAM ウェイポイント到達アラーム

DBT トランスデューサからの水深

DPT 航路

DTM 参照データ

APB 自動操縦 b

BWC
ウェイポイントまでの方位と
距離

BWR
ウェイポイントまでの方位と
距離（羅針方位）

DSC デジタル選択呼出し情報

DSE 拡張デジタル選択呼出し

GGA GPSの確定データ
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地理的位置情報（ロランC）
GLC

GLL
地理的位置情報（緯度、経
度）

GSA GNSS DOPと稼動中の衛星

GSV 視野範囲の GPS衛星

HDG 船首方位（偏差と変量）

HDT 船首方位（真方位）

HDM 船首方位（磁石方位）

MSK
MSK受信器のインターフェイ
ス

MSS MSK受信器の信号の状態

MTW 水温

WMV 風速と角度

RMA
推奨される最小限の特定のロ
ランCデータ

RMB 推奨される最小限の航海情報

RMC
推奨される最小限の特定の
GPS送信データ

VHW 対水速力と船首方位

VLW 対水航海距離

VTG 対地針路と対地速力

XTE 計測した航路誤差

ZDA 時刻と日付

MDA 気象複合

GBS GPS衛星の故障検出

RTE 航路

WPL ウェイポイントの位置
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付付付録録録 B NMEA 2000のののセセセンンンテテテンンンススス

ディスプレイに表示される NMEA 2000のセンテンスは次のとおりです。これは NMEA 2000、SeaTalkng および SeaTalk 2プロト
コルに該当します。

メメメッッッセセセーーージジジ番番番号号号 メメメッッッセセセーーージジジののの説説説明明明 伝伝伝送送送 受受受信信信 ブブブリリリッッッジジジ

59392 ISO 承認 ● ● ●

59904 ISOリクエスト ●

60928 ISOアドレス要求 ● ● ●

126208 NMEA -グループ承認機能 ● ● ●

126464 PGN リスト ● ● ●

126992 システム時間 ● ● ●

126996 製品情報 ● ● ●

127237 船首/トラック制御 ●

127245 舵 ● ● ●

127250 船首 ● ● ●

127488 エンジンパラメータの高速更新 ●

127489 動的エンジンパラメータ ●

127493 動的伝送 ●

127498 静的エンジンパラメータ ●

127505 流体レベル ●

128259 速度 ● ● ●

128267 水深 ● ● ●
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メメメッッッセセセーーージジジ番番番号号号 メメメッッッセセセーーージジジののの説説説明明明 伝伝伝送送送 受受受信信信 ブブブリリリッッッジジジ

128275 距離ログ ● ● ●

129025 位置の高速更新 ● ● ●

129026 COG SOGの高速更新 ● ● ●

129029 GNSSの位置データ ● ● ●

129033 時刻と日付 ● ● ●

129038 AISクラス A位置レポート ●

129039 AISクラス B位置レポート ●

129040 AISクラス B拡張位置レポート ●

129044 データム ● ● ●

129283 航路誤差 ● ● ●

129284 航海データ ● ● ●

129291 潮の流向、流速の高速更新 ● ● ●

129301 標識まで、または標識からの時間 ●

129539 NMEA 2000 GNSS DOPメッセージ ●

129540 視野範囲の GNSS衛星 ● ● ●

129545 NMEA 2000 GNSS RAIM出力メッセージ ●

129550 GNSS微分補正受信機インターフェイス ●

129551 GNSS微分補正受信信号 ●

129793 AIS UTCおよび日付レポート ●

129794 AISクラス A静的・航海関連データ ●
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メメメッッッセセセーーージジジ番番番号号号 メメメッッッセセセーーージジジののの説説説明明明 伝伝伝送送送 受受受信信信 ブブブリリリッッッジジジ

129801 AIS対応安全関連メッセージ ●

129802 AIS安全関連ブロードキャストメッセージ ●

130306 風データ ● ● ●

130310 環境パラメータ ● ● ●

130311 環境パラメータメッセージ ●

130576 小型船舶ステータス ●

130577 方向データ ● ● ●

130578 船舶速度コンポーネント ●
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付付付録録録 C コココネネネクククタタタとととピピピンンン配配配列列列
SeaTalkhs コココネネネクククタタタ
 

1 8 

項項項目目目 注注注記記記

ID STHS

コネクタタイプ RJ45 (適切な防水加工を使用)

ネットワークへの電流源 外部装置に対する電流源はなし

ネットワークからの電流シン
ク

インターフェイスには電源は
不要

ピピピンンン 信信信号号号

1 Tx+

2 Tx-

3 Rx+

4 接続されていません

5 接続されていません

6 Rx-

7 接続されていません

8 接続されていません

注注注意意意: SeaTalkhs に接続する際は、Raymarine 製ケーブルのみ
を使用してください。

SeaTalkng コココネネネクククタタタ
 

1

2

3

4

5

6

項項項目目目 注注注記記記

ID ST2/NMEA2000

コネクタタイプ STNG

ネットワークへの電流源 外部装置に対する電流源はなし

ネットワークからの電流シン
ク

<160mA (インターフェイス駆動
のみ)

ピピピンンン 信信信号号号

1 +12V

2 0V

3 Screen

4 CanH

5 CanL

6 SeaTalk (接続されていません)
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注注注意意意: SeaTalkng に接続する際は、Raymarine 製ケーブルのみ
を使用してください。
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付付付録録録 D ナナナビビビススステテテーーーシシショョョンンンののの配配配線線線図図図
�� [[ dd JJ WW �� HH xx �� JJ [[ dd JJ WW �� HH xx �� ÿÿ ®® ÐÐ

D11887-1

XX 44 JJ hh }} 55  1 XX 44 JJ hh }} 55  2 (ÿÿ ÈÈ òò $$ ®® EE )

>> �� mm �� ZZ

GPM400 hh ~~ LL TT FF

9
WXYZ

8
TUV

7
PQRS

4
GHI

5
JKL

6
MNO

ACTIVE

WPTS
MOB

DATA

MENUPAGE

. 0

2
ABC

3
DEF

1

CANCELSTANDBYDODGE PILOT OK

RANGE

OUT

IN

ENTER

SeaTalkng

HH {{ 33 || ýý >>

®® ÐÐ

�� 55 uu }} JJ  (## îî ÿÿ 33 ññ ÿÿ ÿÿ ÎÎ )

ÿÿ ÝÝ  / ÝÝ ÝÝ áá

oo JJ PP ��  GPM (## îî ÿÿ 33 ññ ÿÿ ÿÿ ÎÎ )

ÿÿ ÝÝ  / ÝÝ ÝÝ áá
oo JJ PP ��  GPM (## îî ÿÿ 33 ññ ÿÿ ÿÿ ÎÎ )

ÿÿ ÝÝ  / ÝÝ ÝÝ áá

SeaTalkhs (## îî ÿÿ 33 ññ ÿÿ ÿÿ ÎÎ )

SeaTalkhs JJ 55 TT RR

JJ ÿÿ

®® ÐÐ

IP 33 ZZ }} JJ  (SeaTalkhs ÿÿ ÿÿ ÈÈ òò $$ ®® EE ÿÿ ÿÿ )

dd XX ;; °° ÿÿ  (## îî ÿÿ 33 ññ ÿÿ ÿÿ ÎÎ )

DVI / VGA 

ÿÿ ÝÝ  / ÝÝ ÝÝ áá
SeaTalkhs (## îî ÿÿ 33 ññ ÿÿ ÿÿ ÎÎ )

JJ ÿÿ

®® ÐÐ

IP 33 ZZ }} JJ  (SeaTalkhs ÿÿ ÿÿ ÈÈ òò $$ ®® EE ÿÿ ÿÿ )

dd XX ;; °° ÿÿ  (## îî ÿÿ 33 ññ ÿÿ ÿÿ ÎÎ )

DVI / VGA 

ÿÿ ÝÝ  / ÝÝ ÝÝ áá

HH {{ 33 || ýý >>

®® ÐÐ

HH {{ 33 || ýý >>

®® ÐÐ

GPM400 hh ~~ LL TT FF

HH {{ 33 || ýý >>

®® ÐÐ

Bridge - Right

BridgeBridge

10-2-0-14

-
-

-
-

-

10-2-0-2

Bridge - Left

1006021 1006024

ÞÞ  ( JJ 55 TT RR ËË úú ) ;;  ( JJ 55 TT RR ËË úú )

02070016

Bridge

- -

Bridge nav Bridge
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[[ dd JJ WW �� HH xx �� ÿÿ ÏÏ ¬¬ [[ dd JJ WW �� HH xx �� JJ [[ dd JJ WW �� HH xx �� ÿÿ ®® ÐÐ

D10029-1

XX 44 JJ hh }} 55  1 XX 44 JJ hh }} 55  2 (ÿÿ ÈÈ òò $$ ®® EE )

>> �� mm �� ZZ

GPM400 hh ~~ LL TT FF

9
WXYZ

8
TUV

7
PQRS

4
GHI

5
JKL

6
MNO

ACTIVE

WPTS
MOB

DATA

MENUPAGE

. 0

2
ABC

3
DEF

1

CANCELSTANDBYDODGE PILOT OK

RANGE

OUT

IN

ENTER

SeaTalkng

HH {{ 33 || ýý >>

®® ÐÐ

�� 55 uu }} JJ  (## îî ÿÿ 33 ññ ÿÿ ÿÿ ÎÎ )

ÿÿ ÝÝ  / ÝÝ ÝÝ áá

oo JJ PP ��  GPM (## îî ÿÿ 33 ññ ÿÿ ÿÿ ÎÎ )

ÿÿ ÝÝ  / ÝÝ ÝÝ áá
oo JJ PP ��  GPM (## îî ÿÿ 33 ññ ÿÿ ÿÿ ÎÎ )

ÿÿ ÝÝ  / ÝÝ ÝÝ áá

SeaTalkhs (## îî ÿÿ 33 ññ ÿÿ ÿÿ ÎÎ )

SeaTalkhs JJ 55 TT RR

JJ ÿÿ

®® ÐÐ

IP 33 ZZ }} JJ  (SeaTalkhs ÿÿ ÿÿ ÈÈ òò $$ ®® EE ÿÿ ÿÿ )

dd XX ;; °° ÿÿ  (## îî ÿÿ 33 ññ ÿÿ ÿÿ ÎÎ )

DVI / VGA 

ÿÿ ÝÝ  / ÝÝ ÝÝ áá
SeaTalkhs (## îî ÿÿ 33 ññ ÿÿ ÿÿ ÎÎ )

JJ ÿÿ

®® ÐÐ

IP 33 ZZ }} JJ  (SeaTalkhs ÿÿ ÿÿ ÈÈ òò $$ ®® EE ÿÿ ÿÿ )

dd XX ;; °° ÿÿ  (## îî ÿÿ 33 ññ ÿÿ ÿÿ ÎÎ )

DVI / VGA 

ÿÿ ÝÝ  / ÝÝ ÝÝ áá

HH {{ 33 || ýý >>

®® ÐÐ

HH {{ 33 || ýý >>

®® ÐÐ

GPM400 hh ~~ LL TT FF

HH {{ 33 || ýý >>

®® ÐÐ
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[[ dd JJ WW �� HH xx �� ÿÿ ÏÏ ¬¬ [[ dd JJ WW �� HH xx �� JJ [[ dd JJ WW �� HH xx �� ÿÿ ®® ÐÐ

D10029-1

XX 44 JJ hh }} 55  1 XX 44 JJ hh }} 55  2 (ÿÿ ÈÈ òò $$ ®® EE )

>> �� mm �� ZZ

GPM400 hh ~~ LL TT FF

9
WXYZ

8
TUV

7
PQRS

4
GHI

5
JKL

6
MNO

ACTIVE

WPTS
MOB

DATA

MENUPAGE

. 0

2
ABC

3
DEF

1

CANCELSTANDBYDODGE PILOT OK

RANGE

OUT

IN

ENTER

SeaTalkng

HH {{ 33 || ýý >>

®® ÐÐ

�� 55 uu }} JJ  (## îî ÿÿ 33 ññ ÿÿ ÿÿ ÎÎ )

ÿÿ ÝÝ  / ÝÝ ÝÝ áá

oo JJ PP ��  GPM (## îî ÿÿ 33 ññ ÿÿ ÿÿ ÎÎ )

ÿÿ ÝÝ  / ÝÝ ÝÝ áá
oo JJ PP ��  GPM (## îî ÿÿ 33 ññ ÿÿ ÿÿ ÎÎ )

ÿÿ ÝÝ  / ÝÝ ÝÝ áá

SeaTalkhs (## îî ÿÿ 33 ññ ÿÿ ÿÿ ÎÎ )

SeaTalkhs JJ 55 TT RR

JJ ÿÿ

®® ÐÐ

IP 33 ZZ }} JJ  (SeaTalkhs ÿÿ ÿÿ ÈÈ òò $$ ®® EE ÿÿ ÿÿ )

dd XX ;; °° ÿÿ  (## îî ÿÿ 33 ññ ÿÿ ÿÿ ÎÎ )

DVI / VGA 

ÿÿ ÝÝ  / ÝÝ ÝÝ áá
SeaTalkhs (## îî ÿÿ 33 ññ ÿÿ ÿÿ ÎÎ )

JJ ÿÿ

®® ÐÐ

IP 33 ZZ }} JJ  (SeaTalkhs ÿÿ ÿÿ ÈÈ òò $$ ®® EE ÿÿ ÿÿ )

dd XX ;; °° ÿÿ  (## îî ÿÿ 33 ññ ÿÿ ÿÿ ÎÎ )

DVI / VGA 

ÿÿ ÝÝ  / ÝÝ ÝÝ áá

HH {{ 33 || ýý >>

®® ÐÐ

HH {{ 33 || ýý >>

®® ÐÐ

GPM400 hh ~~ LL TT FF

HH {{ 33 || ýý >>

®® ÐÐ
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[[ dd JJ WW �� HH xx �� ÿÿ ÏÏ ¬¬ [[ dd JJ WW �� HH xx �� JJ [[ dd JJ WW �� HH xx �� ÿÿ ®® ÐÐ

D10029-1

XX 44 JJ hh }} 55  1 XX 44 JJ hh }} 55  2 (ÿÿ ÈÈ òò $$ ®® EE )

>> �� mm �� ZZ

GPM400 hh ~~ LL TT FF

9
WXYZ

8
TUV

7
PQRS

4
GHI

5
JKL

6
MNO

ACTIVE

WPTS
MOB

DATA

MENUPAGE

. 0

2
ABC

3
DEF

1

CANCELSTANDBYDODGE PILOT OK

RANGE

OUT

IN

ENTER

SeaTalkng

HH {{ 33 || ýý >>

®® ÐÐ

�� 55 uu }} JJ  (## îî ÿÿ 33 ññ ÿÿ ÿÿ ÎÎ )

ÿÿ ÝÝ  / ÝÝ ÝÝ áá

oo JJ PP ��  GPM (## îî ÿÿ 33 ññ ÿÿ ÿÿ ÎÎ )

ÿÿ ÝÝ  / ÝÝ ÝÝ áá
oo JJ PP ��  GPM (## îî ÿÿ 33 ññ ÿÿ ÿÿ ÎÎ )

ÿÿ ÝÝ  / ÝÝ ÝÝ áá

SeaTalkhs (## îî ÿÿ 33 ññ ÿÿ ÿÿ ÎÎ )

SeaTalkhs JJ 55 TT RR

JJ ÿÿ

®® ÐÐ

IP 33 ZZ }} JJ  (SeaTalkhs ÿÿ ÿÿ ÈÈ òò $$ ®® EE ÿÿ ÿÿ )

dd XX ;; °° ÿÿ  (## îî ÿÿ 33 ññ ÿÿ ÿÿ ÎÎ )

DVI / VGA 

ÿÿ ÝÝ  / ÝÝ ÝÝ áá
SeaTalkhs (## îî ÿÿ 33 ññ ÿÿ ÿÿ ÎÎ )

JJ ÿÿ

®® ÐÐ

IP 33 ZZ }} JJ  (SeaTalkhs ÿÿ ÿÿ ÈÈ òò $$ ®® EE ÿÿ ÿÿ )

dd XX ;; °° ÿÿ  (## îî ÿÿ 33 ññ ÿÿ ÿÿ ÎÎ )

DVI / VGA 

ÿÿ ÝÝ  / ÝÝ ÝÝ áá

HH {{ 33 || ýý >>

®® ÐÐ

HH {{ 33 || ýý >>

®® ÐÐ

GPM400 hh ~~ LL TT FF

HH {{ 33 || ýý >>

®® ÐÐ
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[[ dd JJ WW �� HH xx �� ÿÿ ÏÏ ¬¬ [[ dd JJ WW �� HH xx �� JJ [[ dd JJ WW �� HH xx �� ÿÿ ®® ÐÐ

D10029-1

XX 44 JJ hh }} 55  1 XX 44 JJ hh }} 55  2 (ÿÿ ÈÈ òò $$ ®® EE )

>> �� mm �� ZZ

GPM400 hh ~~ LL TT FF

9
WXYZ

8
TUV

7
PQRS

4
GHI

5
JKL

6
MNO

ACTIVE

WPTS
MOB

DATA

MENUPAGE

. 0

2
ABC

3
DEF

1

CANCELSTANDBYDODGE PILOT OK

RANGE

OUT

IN

ENTER

SeaTalkng

HH {{ 33 || ýý >>

®® ÐÐ

�� 55 uu }} JJ  (## îî ÿÿ 33 ññ ÿÿ ÿÿ ÎÎ )

ÿÿ ÝÝ  / ÝÝ ÝÝ áá

oo JJ PP ��  GPM (## îî ÿÿ 33 ññ ÿÿ ÿÿ ÎÎ )

ÿÿ ÝÝ  / ÝÝ ÝÝ áá
oo JJ PP ��  GPM (## îî ÿÿ 33 ññ ÿÿ ÿÿ ÎÎ )

ÿÿ ÝÝ  / ÝÝ ÝÝ áá

SeaTalkhs (## îî ÿÿ 33 ññ ÿÿ ÿÿ ÎÎ )

SeaTalkhs JJ 55 TT RR

JJ ÿÿ

®® ÐÐ

IP 33 ZZ }} JJ  (SeaTalkhs ÿÿ ÿÿ ÈÈ òò $$ ®® EE ÿÿ ÿÿ )

dd XX ;; °° ÿÿ  (## îî ÿÿ 33 ññ ÿÿ ÿÿ ÎÎ )

DVI / VGA 

ÿÿ ÝÝ  / ÝÝ ÝÝ áá
SeaTalkhs (## îî ÿÿ 33 ññ ÿÿ ÿÿ ÎÎ )
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HH {{ 33 || ýý >>

®® ÐÐ

HH {{ 33 || ýý >>

®® ÐÐ

GPM400 hh ~~ LL TT FF

HH {{ 33 || ýý >>

®® ÐÐ
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5
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MNO

ACTIVE

WPTS
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MENUPAGE

. 0

2
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3
DEF

1

CANCELSTANDBYDODGE PILOT OK
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SeaTalkng

oo JJ PP ��  GPM (## îî ÿÿ 33 ññ ÿÿ ÿÿ ÎÎ )

ÿÿ ÝÝ  / ÝÝ ÝÝ áá

DVI / VGA
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HH {{ 33 || ýý >>

®® ÐÐ

�� 55 uu }} JJ  (## îî ÿÿ 33 ññ ÿÿ ÿÿ ÎÎ )

ÿÿ ÝÝ  / ÝÝ ÝÝ áá

HH {{ 33 || ýý >>

®® ÐÐ

JJ ÿÿ ®® ÐÐ
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9
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8
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4
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5
JKL

6
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2
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3
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1
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SeaTalkng

�� 55 uu }} JJ  (## îî ÿÿ 33 ññ ÿÿ ÿÿ ÎÎ )

ÿÿ ÝÝ  / ÝÝ ÝÝ áá

HH {{ 33 || ýý >>

®® ÐÐ

GPM400 hh ~~ LL TT FF

oo JJ PP ��  GPM (## îî ÿÿ 33 ññ ÿÿ ÿÿ ÎÎ )
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®® ÐÐ
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®® ÐÐ
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®® ÐÐ

HH {{ 33 || ýý >>

XX 44 JJ hh }} 55  2

DVI / VGA

ÿÿ ÝÝ  / ÝÝ ÝÝ ááSeaTalkhs (## îî ÿÿ 33 ññ ÿÿ ÿÿ ÎÎ )

IP 33 ZZ }} JJ  (SeaTalkhs ÿÿ ÿÿ ÈÈ òò $$ ®® EE ÿÿ ÿÿ )

dd XX ;; °° ÿÿ  (## îî ÿÿ 33 ññ ÿÿ ÿÿ ÎÎ )

JJ ÿÿ ®® ÐÐ

XX 44 JJ hh }} 55  3

DVI / VGA

ÿÿ ÝÝ  / ÝÝ ÝÝ ááSeaTalkhs (## îî ÿÿ 33 ññ ÿÿ ÿÿ ÎÎ )

IP 33 ZZ }} JJ  (SeaTalkhs ÿÿ ÿÿ ÈÈ òò $$ ®® EE ÿÿ ÿÿ )

dd XX ;; °° ÿÿ  (## îî ÿÿ 33 ññ ÿÿ ÿÿ ÎÎ )

JJ ÿÿ ®® ÐÐ

XX 44 JJ hh }} 55  4

DVI / VGA

ÿÿ ÝÝ  / ÝÝ ÝÝ ááSeaTalkhs (## îî ÿÿ 33 ññ ÿÿ ÿÿ ÎÎ )

IP 33 ZZ }} JJ  (SeaTalkhs ÿÿ ÿÿ ÈÈ òò $$ ®® EE ÿÿ ÿÿ )

dd XX ;; °° ÿÿ  (## îî ÿÿ 33 ññ ÿÿ ÿÿ ÎÎ )

JJ ÿÿ ®® ÐÐ

[[ dd JJ WW �� HH xx �� ÿÿ ÏÏ ¬¬ [[ dd JJ WW �� HH xx �� JJ [[ dd JJ WW �� HH xx �� ÿÿ ®® ÐÐ
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